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Z -80- PI 0 テクニカルマニュアル 


Z -80 -CTC テクニカルマニュアル 
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SM - B -80 T テクニカルマニュアル 


SM - B -80 D ユーザーズマニュアル 
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SM - B -80 T ユーザーズマニュアル 


Z -80 クロスアセンブラマニュアル 


Z -80 テキストエディタマニュアル 


Z -80 アセンブラマニュアル 


SM -4 クロスアセンブラマニュアル 
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SM - B -80 T アプリケーシヨ ンマニュアル （1) 12 

SM - B -80 T アプリケーシヨンマニュアル （2) 13 
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シャ—プ Z-80 マイクロコンピュータは、マイクロコンピュータ.コンポーネントとその開発システム，サポート•ソ 
本3 

フトウエアを完備し、容易に システム 設計ができるよう配慮されています。 Z- 8 0 マイクロコン ピュータ •コンポーネン 
卜を採用することにより、別の外部論理回路を付加しなくても高性能の マイクロコン ピュータ. システムが 得られ、最小限 

幸4 

の低コスト標準メモリを用いろだけでその目的が達成されます。 

幸5 

LH - 0 0 8 0 Z-80 CPU ( じ If 、 Z - 8 0 C PU と略します ） は、 N チャネル•シリコンゲート E/D MOS プ 

♦ 6 幸7 

ロセスで作られた、高度な処理能力を備えた第 S 世代のマイクロプロセッサです。 

幸8 

Z- 8 0 CPU は、標準メモリの利用を者慮し、システムのスループットわよびメモリの利用劾率を高めた設計となって 

♦ 9 

います。また周辺回路を制御するためのデコードされた制御信号を持っています。 Z-80 C PU は十 5 V の単源わよ 
び単相クロックを必要とするだけで、周辺回路が簡単になります。 

1. 特 長 

〇 8ビット並列処理のワンチップ•マイクロプロセッサ 
〇 N チャネル•シリコンゲート E/D MOS プロセス 

〇 1 58 種の基本命令 （ 8 0 8 0 A の 78 種の全命令を含み、機械語においてソフトウ X ア互換性があります。 8 08 0 A 

幸10 本11 

に比べて、インデックス、ビットおよび相対アドレシング•モードや、 4，8 わよび 16 ビット操作命令などの有効 

な命令が追加されています。） 

♦12 

〇 2 2のレジスタ巧蔵 

〇強刀な割り込み機能： 3 モードのマスク可能な割り込み機能 
:マスク不可能な割り达み機能 

〇外部回路をほとんど必要としないで、標準的なスタティックやダイナミック•メモリと直結巧能 （ リフレッシュ回路 
内蔵） 

本16 

〇命令フょッチ速度：し6 //S 

〇 +5 V の単一電源わよび単相クロック 

本17 

〇全入出力端子 ： T T L コンパチブル 
♦18 

〇 パッケージは 4 0 ピン D I P 

2 . 巧部構ぶ 

Z-80 CPU の内部構成ブロック図を図 1 に示します。 


* 1 microcomputer 

* 2 microcomputer component 
幸 3 support software 

*4 memorv 

*5 Central Processing Unit 

*6 N-channel silicon gate Enhancement 

Depletion type Metal Oxide Semiconductor 

* 7 microprocessor 
*8 system throughput 
*9 decode 


*10 index 

幸 11 relative addressing mode 

*12 register 

*13 interruption 

*14 static or dynamic memory 

*15 refresh circuit 

*16 instruction fetch speed 

*17 Transistor—Transistor Logic compatible 

*18 Dual In line Package 



8 ビ ブト*デー タ • バス 



♦11 

Z— 8 0 G P U の内部レジスタは 、2 0 7 ビットのリード / ライト • メモリで構成されており、レジスタの構成を図 


2に巧します。 


捕助 レジスタ•セッ 


図2 



況用レジスタ 


♦ 

1 

control signals 


本 12 

main register set 

幸 

2 

instruction decode and 

CPU control 

♦13 

alternate reeriste 

r set 

キ 

3 

instruction register 


幸 14 

accumu la tor 


* 

4 

8 — bit data bus 


幸 15 

f lags 


幸 

5 

data bus control 


本 16 

general purpose 

reg isters 

车 

6 

internal data bus 


幸 17 

interrupt vector 

r eg ister 

本 

7 

CPU register 


本18 

memory re f resh r 

eg ister 

ホ 

8 

address control 


幸19 

index register 


♦ 

9 

1 6 —bit address bus 


♦ 20 

stack pointer 


み 

10 

arithmetic and logical 

uni t 

♦ 21 

prog ram counter 


幸 

11 

read/write memory 


♦ 22 

special purpose 

reg isters 
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CPU レジスタは、化用レジスタ群と専用レジスタ群から構成されており、化巧レジスタ群は、主レジスタ•セット 
と浦助レジスタ•七ットの2おのレジスタ•七ットがあり、交換お令によって互いの巧容を交換することができます。 

各レジスタ.セットは、8ビットのアキ ュ ムレー々、8ビットのフラグ•レジスタおよび6個の沉用レジスタ（各8ビ 
ット構成）で構成されています〇沉用レジスタを B C 、 DE 、 わよび HL のようにペアにして、16ビットのレジスタ 
としても使用できます。 

専用レジスタ群は、割り込みべクトル•レジスク I ( 8ビット）、メモリ.リフレッシュ•レジスタ R ( 7ビット）、 
2組のインデックス.レジスク IX、I Y ( I 6ビット）、スクック.ポインク S P ( 16ビット）わ.よびプログラム. 
カウンタ PC ( 16ビット ） で構成されています。 

幸1 

割り込みべクトル-レジスタ I は、割り込み発生時割り込みサービス.ル-チンの間梭アドレスの上位8ビット 
を与え、ド化8ビットは割り込みデバイスから与えられます。 

メモリ-リフレッシュ.レジスタなは、外部メモリとしてダイナミック RAM を使用する場合のメモリ.リフレッシ 
ュ用のアドレスを自動的に発生します。 

5.端子信号 

Z — 8 0 CPU の端子信号を図3に巧します。 


システム 


♦ 2 

お脚 


C P U 制御 


♦ 3 

C PU バス制巧！ 


Ml < — 

27 3 0 

- ► Ao 

M R E Q - 

19 3 1 

- ► Ai 

IORQ ^ — 

20 3 2 

-> Ag 

R D < - 

21 33 

— As 

w¥ < — 

2 2 3 4 

♦ A 4 

A r 

[R F S H < — 

2 8 3 S 

> 化 5 


3 6 

-^ A6 


3 7 

- ► Ay 

HALT < — 

18 38 

- ► Ag 

WAIT —— > 

24 し H -0080 39 

- ► Ag 

INT —— * 

16 4 0 

Z - 80 CPU 

- A" 

NM I —— > 

i 7 1 

- ► All 

RESET — * 

26 2 

- *■ A 12 


A 

_► い。 


4 

- ► A" 


5 

- A け ^ 

j nUSRQ —— > 

25 14 

、 

1 BUSAK < — 

23 15 

<-~ *>1)1 


1 2 

^- ► 1)2 


8 
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7 
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ホ - > 
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11 10 
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<~>>07 , 


アドレス.パス 


デー々.バス 


図3 Z - 8 0 C P U 端で信号 

Z - 80 C PU の端子信号を機能的に分類しますと、 

(1) アドレス - バス： Ao-Ai5 

( 2 ) データ•バス ： D 0 -D 7 


幸 1 interrupt service routine 
幸 2 system control 


*3 CPU bus control 

















( 3 ) システム制御 ： Mb MEEQ , IORQ , WR . RD,RFSH 

( 4 ) CPU 制御: HALT ,WAIT, INT ,NMI , RESET 
切 CPU バス制御： BUSRQ, RUSAK 

とるります。かに各信号について説明します。 

Ao - A 15 は、 16 ビットのアドレス-バスを 構成し、メモリ （最大 6 4 K バイ 
卜）わよび入出カデバイスのアドレスを指定します。 

木1 

(トライ.ステートの出力端子） 


Ao -A 15 

(了ド レス.バス 

\ Address Bus 


Do -D 7 

I デー々 .バス 

\ Data Bus 


D0 - D7 は、 8 ビットの双方向性データ .バスを 構成し、メモリわ.よび入出カデ 
バイスとのデータの 受渡しをおこないます。 

(トライ.ステートの入出力端モ） 


Ml 


幸 2 

M 1 は、稼動中のマシン-サイクルが0 P コードのフュッチ•サイクルであるこ 


/マシン •サイクル 1 
\ Machine Cycle one 


とを巧します。 
( 出力端子） 


MRE Q 

/ メモリ.リクエスト 

\ Memory Request 


メモリ.リクエスト信号は、メモリ読み出し、普き这み動作に巧してアドレス- 
バスが有効るメモリ. ア ドレスを出巧していることを示します。 

(トライ.ステートの出力端子） 


I ORQ 

(人出カリク^スト 
\ Input/^utput Request 


入出カリクエスト信号は、入出カデバイスとの読み出し、雪き込み動作に対して 
アドレス-バスのドな 8 ビットが有効な入出カデバイスのアドレスを出力している 
ことを示します。 

また 、I ORQ は、割り込み応答時に百 T と其に出力され I 寄 I り込み要求デバイ 
スが窗 I り込み応答べクトルをデータ•バスに乗せてもよいことを示します。 
(トライ. ステー トの出力端子） 


RD 

^ メモリ.リード 

\ Memory Read 


メモリ.リード信号は 、 Z - 80 CPU がメモリ、または入出カデバイスからの 
データを読み込むタイミングを示し、メモリまたは入出カデバイスは、この RD 信 
号に同期してデータをデ_夕-バスに出力すればよい。 

(トライ. ステー トの出力端モ） 


WR 


メモリ.ライト信号は、アドレス指定されたメモリ、または入出カデバイスに書 


/ メモリ.ライト\ き込む有劾データが デー タ. バス 上に栗っていることを示します。 

\Meraory Write / (トライ- ステー トの出力端子） 


RF S 旦 

/リフレッシュ 
\ Refresh 


リフレッシュ信号は、ダイナミック R AM 用のリフレッシュ用アドレスがアドレ 
ス-バスの下化 7 ビットに出力されていることを示します。このとき、 MREQ 信 
号も出力されます。 

( 出力端子） 


ネ 1 tn - state 


幸 2 operation code letch cycle 


















扫 ALT 

/ ホールト • ステート 
\ Halt State 


ホール ト .ステー ト信号は 、 Z - 80 CPU が HALT 命令を実行中であること 

本1 

を巧し、内部的には NOP 命令を実行しています。この間、メモリ•リフレッシュ 
はわこなわれています。 

幸2 

ホールト状態の解除は、リセット信号、ノン•マスカブル割り込み、およびマス 
幸 3 

カブル割り这ん （ ただし、割り込み受け付け状態のとき）によっておこなわ 
れます。 

( 出力端子） 


WAIT 

I ゥエ•イト 

\Wait 


ウェイト信号は、アドレス指定されているメモリまたは、入出カデバイスかデ_ 
夕！^準備のできているいことを Z - 80 C PU へ知らせるための信号です。 

この信号が入力されている間 、 Z - 80 CPU は待ちが態を続けます。 

( 入力端子） 


I NT 

萬 I り込み要求 
\ Interrupt Request 


入出カデバイスが z - 80 CPU に巧して割り込みを要求する信号で、葡 I り込み 
許可フリップ•フロップがオンが態であれば、現在実行中の命令の終わりに • 
この割り込み要求が受け付けられます。 

( 入力端子） 


NM I このノン•マスカブル削り込みは、 I NT より優先度の商い割り込み要求であり、 

/ノン-マスカブル割り込み、ソフトウュアによってもマスクできません。 NM I はいつでも受け付けられて、現 
Ncm Maskable Interrupt/ 在実行中の命令が終わると割り込み処理が開始され、 Z - 8 0 CPU は自動的に 
0 0 6 6 H 番地から再スタートします。 

(入力端 f ) 


RESET 

/リ七ット 

\ Reset 


リ七ット信号は、割り込み許可フリップ.フロップ、プログラム.カウンタ、割 
り込みべクトル-レジスク、わよぴメモリ•リフレッシュ.レジスタをリセットし 
割り这みモードをモード0にして、 Z - 80 CPU を初期が態に戾します。 

リセット期間には、アドレス•バスわよびデータ•バスは高インピーダンスが態 
とるり、すべての制御信号も不活性状態とるります。 

(入力端モ） 


BU SRQ 

I バス • リクエスト 

\ Bus Request 


バス.リクエスト信号は、 NM I より優先度が r 菌く、現を実巧々のマシン.サイ 
クルの終わりで受け付けられます。 

この信号で Z -80 CPU のアドレス.バス、データ•バス、トライ•ステート制 
綱出力信号が鳥インピーダンスが態にるりますので、他のデバイスはこれらのバス 
を利用できるようにるります。 

(入力端子） 


幸 1 no operation instruction 
幸 2 non maskable interrupt 


*3 maskable interrupt 
*4 interrupt enable flip - flop 












BU S AK 


バス •アクノリ ッジ 信号は 、 Z - 80 C PU が バス. リク ェス トを受け付けて、 

^ バス. アクノリッジ、 Z - 8 0 C PU のア ドレス.バス、 データ. バス わよびトライ‘ ステー ト構造の制 

\Bus Acknowledge / 御出力のすべてが 窩インピーダンスが 態にるって いる ことを示します。この期間^ 

外部デ バイスは これらの バス および制御線を利用できます。 

(出力端子） 

4. 主要タイミング渡形 

幸 1 

〇 命令 0 P コード * * フェッチ •サイクル 

命令サイクルの關始と同時に、プログラム•カウンタの巧容がアドレス•バスへ出力され、これから半クロック遅 

_ 幸 2 

れて MRE なが " L 。 になります 。 M REQ の立ちドがりェッジ は、 ダイナミック•メモリのチップ•イネイブル入 
力として直接使用す る ことができます。 ちで* 信号によって、メモリのデータがデータ .バスへ 出力され、 Z -80 C 
PU は 了3のなち上がりェッジでこのデータを読み込みます。 フュッ チ.サイクル （ iU 下 M 1サイクルと呼びます） 
の了3および了4は、ダイナミック.メモリの リフレッシュ わよび命令の解読-実'行が並巧してわこをわれます 〇リ 
フレッシュ 制御信号 R F S ti によって、すべてのダイ ナ ミック•メモリの リフレッシュ がわこをわれます。 このと芝^ 
アドレス.バスにはリフレッシュ•アドレスが 出力されています。タイミングを図4 に 示します。 



図4 命令 OP コード.フュッチ•サイクル 
术 3 

〇 メモリ•アクセス•タイミング 

図5は M 1サイクル外のメモリ•アクセスのタイミングを示します。メモリ読み出しサイクルにおいて 、 MREQ 
わよびちでが M 1サイクルとまったく同様に使用されます 。 MR EQ はァドレス.バス上の情報々囉定したとき" L " 
になるため、この信号はダイナミック•メモリのチップ•イネーブル入力として直接使用することができます。メモ 
リ害き么みサイクルにおける^^^は、データ•バス上の情報が確定したとき " L 。 になるため、一般の RAM のリ_ 

幸4 

ド/ライトパルスとして直接使用することができます。 


幸1 instruction operation code fetch cycles 

*2 chip enable 


幸 3 memory access timing 
本 4 re 注 d/write pulse 
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図 5 メモリ•アクセス.タイミング 


の入出カサイクル 

図6に入おカサイクルのタイミングを示します。このサイクルでは 、 Z - 80 C PU が自動的に 1 つの待ち状態 
( T 、 v ") を挿入し、入出カポートがポート.アドレスをデコードする時間および必要るらば待らが態の嬰求を出す 
時間を保証します。 



おみ: || i し 
サイクル 


パき込み 


サイクル 


因6 入出カサイクル 


幸1 input or output cycles 
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o 割り込み要ホ/アクノ リッジ •サイクル 

割り込み信号は命令サイクル最後のクロックのなち上がりェッジでサンプルされ、割り込みが受けがけられると、 
特別を M 1 サイクルが始まります。この M 1 サイクルでは MR EQ の代わりに IORQ が出力されて、割り込み要求 
したデバイスが 8 ビットのべクトルをデータ-バス上へ出力することができます。このサイクルには自動的に 2 つの 
待ち状態 （ Tw ) が挿入され、これにより周辺デバイスで使用されるデージー-チューン優先割り込み機構を容易 
に実現できます。図 7 にタイミングを示します。 



注：モード 0 で CALL 命令を実行する場合 、 T 5 サイクルがをくをり、 Ml サイクルは 6 クロック.サイ 
クルで構成されます。 

図 7 割り込み要求/アクノリッジ•サイクル 
本 3 

5. Z — 8 0 CPU の命令セット 

Z - 80 CPU の命令セットの概要を£ 1 下に示します。命令はアセンブラ言語のニーモニックで表現します。 

説明に使用する用語 

b : 8 ビットのレジスタまたはメモリのビット位置を示します 0 
CC こフラグ条件コード 

NZ :ゼロでるい。 

Z :ゼロである〇 
NC :キャリがるし、。 

C :キャリがある。 

P 0 :パリティが奇数、または才ーバフローがるい。 


* 1 mtempt request / acknowledge cycle 
*2 daisy chain 
*3 instruction set 


幸 4 assembly language 
*5 mnemonic 


















































PE : パリティカ觸数、または才ーバフローがある, 
P :符号が正である。 

M ••巧号が負である。 


d :命令を実行したときの8ビットのデータ格納場所を示します。 

d d ••命令を実'行したときの 16 ビットのデータ格納場所を示します。 

e : 8ビットの符号付2進数で、相対ァドレスまたはインデックス•アドレスを計算するとき使用されます。 
L ••ゼロ •ぺージの特別をアドレスです。 
n : 8ビットの2進数。 
n n : 16 ビットの 2 進数。 

r : 8ビットの沉用レジスタを示します 0 ( A ， B ， C ， D ， E ， H ， または L ) 

S :命令実行に使用する 8 ビットのデータのソースを示します。 

幸！. — 

S b :オペランドに示された8ビットのレジスタまたはメモリのビットを巧します。 

S S :•命令実巧に使用する 1 6 ビットのデータのソースを示します。 

添字 L : 16 ビットのレジスタの下位 8 ビットを示します。 

添字日： 16 ビットのレジスタの上位 8 ビットを示します。 

() : () の内容はメモリまたは入出カポートのポインタとして使用されます。 

7 ビットのレジスタは R です。 

8 ビットのレジスタは A , B , C ， D , E ， H , L ， および I です。 

- 幸2 

16 ビットのレジスタ•ペアは AP , BC ， DE •および打 L です。 

16 ビットのレジスタは S P , PC , I X ，および I Y です。 

アドレス方式はなに示す方式の組み合わせでぁってもよい。 

幸3 

イミディエット 

幸4 

拡張イミディェット 

本5 

ゼロ.ページ修飾 

相対 

直接 

インデックス 

レジスタ 

インプライド 
ホ 7 

レジスタ 間接 
ビット 


* 1 operand 
幸 2 reffiBter pair 
幸 3 immediate 
本 4 immediate extended 


幸己 modified page zero 
*6 implied 
*7 register indirect 




\ 

二ーモニック 

動作 巧容 

備 考 

8 

LD r , S 

r 卜 s 

s = r , n , (HL ), 

( IX+e )• ( lY + e ) 

ビ 

ブ 

LD d , r 

d 户 r 

d ミ r , (且 L )，( IX+e ), 

( lY + e ) 

- 

LD d , n 

¢1 '•― n 

d = ( HL ) , ( IX + e ), 
( IV + e ) 

a 

1 

LD A , s 

A . *- s 

8 = ( BC ), ( DE ), ( nn )， 

I , 民 

K 

LD d . A 

d A 

d 吉 （ BC )，( DE ). ( nn ), 

しな 

16 

LD cl d , n n 

d d n n 

d d ミ BC , DE , HL . 

ビ 

LD dd , ( n ri ) 

¢1 d ^ ( n n ) 

SP , IX , lY 

ブ 

卜 

LD ( nn ), ss 

( n n ) <— s s 

ss ミ BC , DE , HL , 

SP , IX , lY 

- 

LD SP , s s 

- . 

SP <— s s 

ss = IlL , IX , lY 

1 

卜- 

PUSH ss 

(SP -1 )<— 3 s H . ( SP - 2 )<-ssl 

s s = BC , DE , 且し 

AF , IX , lY 

POP dd 

ddL 户 （S P) ， ddH 卜 （SP + 1) 

dd = RC , DE . 虹， 

AF , I ん lY 

夕 

EX DE , 凸 L 

DE ^ ~~ ►HL 


EX AF \ AF < 

AF < h —► A 护 


換 

E XX 

/ BC \ / BC '\ 

DE 一 DEM 
\ hl / \HLV 


; EX ( SP) ， ss 

( S P ) < - ► SSL . ( S P + 1)*► S S H 

s s ミ HL , IX , IY 

メ 

モ 

L D [ 

( DE )^( HL ), DE<-DE + 1 

H し户打 L + し BC ^ BC-1 


ブ 

LD I R 

L D £ を BC 二 (） まで繰り返す。 


ご 

ヴ 

ク 

L D D 

( DE )^( HL ), DE ^ DE-1 

HL^HL —1 ,BC 户 BC —1 


転 

送 

LDDR 

L DD を R C 二 0 まで繰り返す。 


メ 

モ 

CPI 

A — ( IlL ) , H L 卜过 L + 1 

R G 卜 BC —1 


ソ 

•づ 

ご 

CP I R 

C P I を BC = 0 または A 二 ( riL ) まで繰り返 
す。 

A - ( HL ) はフラグを巧え 
るだけで、 A の巧巧は不変で 
ある。 

ブ 

ク 

■ h - 

CP D 

A - ( HL ) ， HL <- riL-1 

BC<-B C - 1 

I 

チ 

C P DR 

CP D を BC 二 0 または A = ( HL ) まで繰り返 
す。 



ADD A , s 

L _ 

A A + s 

cy はキャリ.フラグである。 


1 

' A D C A , s 

A A + s+cy 
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二ーモニック 

動作 巧容 

備 考 

8 

ビ 

ブ 

卜 

演 

算 

SUB S 

A A — s 

S = r , n, (HL), 

(IX + e), ( I Y + e ) 

SBC A, s 

A ^ A- s -C Y 

AND s 

A A A s 

OR s 

Pl AV s 

XOR s 

A 卜 ■ A ① s 

CP s 

A - s 

A の巧容は不変。 

INC d 

d ^ d 4~ 1 

d ミ r ， ( li L ), 

(I X+e ) , ( I Y + e ) 

DEC d 

d ^ d -1 

16 

ビ 

プ 

演 

算 

ADD H L, s s 

H L ♦- H L + s s 

s s = BC. DE, HL, S P 

ADC H L. s s 

HL ^ 打 L+ ss+C Y 

SBC H L, s s 

HL 户 HL-ss-CY 

ADD I X, ss 

I X ^ I X.+ ss 

ss =R C, DE, IX., S P 

ADD I Y, s s 

I Y ^ I Y + s s 

s s=B じ， DE ， [ Y, S P 

INC d d 

d d (1 d+ 1 

dd=B C, DE, H ム， 

S P ， I 父 ， 1 Y 

DEC d d 

d d ィー d d -1 

ア 

キ 

ユ 

ム 

レ 

1 

夕 

■7 

っヴ 

操 

作 

DAA 

加减算後の A の巧容の 1 0 進浦正を巧う。 

加減巧は B C D の形でしてわか 
ねばるらるい。 

CP L 

A ^ス 

i 

NEG 

A ^ 0 0 H - A 

C C F 

C Y C Y 

S C F 

C Y ^ 1 

C 

P 

U 

制 

御 

NOP 

なにも しるい。 


HALT 

C PU は停止する。 

D I 

割り这みディスエーブル 0 

El 

割り込みイネープル。 

IM 0 

萬 1 り込みモード 0 にする。 

8 08 04 と同じ 

IM 1 

勘 1 り么みモード 1 にする。 

0038 16 ろ文らリスタ—卜する 0 

I M 2 

割り込みモード 2 にする。 

I レジスタを化用して間按-ジャ 
ンプを'行う。 


R L C s 

1 cy K - J — 1 い — 0 1 ^ 

S 

S = r , ( H L ) , 

(I X+e) , ( I Y+e ) 

R L s 

^ CY |<- 1 マ* -0 h —^ 

S 
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二ーモニック 

動作 内容 

備 考 

ジ 

ャ 

ン 

プ 

J P n n 

P C ^ n n 

C C 

f NZ P 0 

Z PE 

NC P 
n M 

J P c c , n n 

条件 c c が成なするとき PC ^ n n , 成なしる 
いとき続巧。 

JR e 

PC 户 P C + e 


JR k k , e 

条件 k k が成なするとき PC 卜 • PC + e , 成な 
しないとき続口。 

kk{NzZ で 

J P (88) 

PC <- a S 

S s=H し IX , I Y 

D J N Z e 

B ^ B - 1, B = 0 のとき続巧， 

B 卢〇のとき P C ^ PC + e 


ご 

1 

ル 

CALL n n 

( SP -1) ^ PCh . ( S P - 2 )^P C L 

P C ^ n n 


CALL cc , n n 

を件 c c が成なするとき CALL nn と 
同じ、 

成なしないとき続巧。 

C C 1 

fN Z P 0 

1 Z PE 

N C P 

i G M 

夕 

1 

ン 

RET 

PCl ^ ( S P ) . PCh 户 （ S P + 1 ) 


RET c c 

条件 C C が成立するとき RET と同じ、成立しな 
いとき続行。 

C C < 

’ N Z P 0 

Z PE 

NC P 

. C M 

RET I 

マスカブル割り込みからの復帰で、 RET と同じ。 

RE TN 

ノン.マスカブル讀1り込みからの復帰。 



6. お巧最大定格 



7. 電気的特性 

7.1 DC 特性 （ Ta =0 で〜+ 70で， Vcc 二 +5 V ±5%) 


記号 

項 目 

最小値 

最大値 

単化 

測定条件 

V I L C 

クロック " L" 入力電圧 

— 0.3 

0.4 5 

V 


ViHC 

クロック " 且"入力叢圧 

Vcc — 0-6 

V C c+0*3 

V 

ViL 

"L "入力電圧 

— 0.3 

0.8 

V 

ViH 

け旦"入力衝圧 

2.0 

Vcc 

V 

VoL 

"L" 出力電圧 


0.4 

V 

IoL = し 8 mA 

VoH 

’， H" 出力電な 

2.4 


V 

lou = -250 /i/A 

Ice 

消費電流 


15 0 

m A 


I Ll 

入カリーク電流 


10 

パ A 

ViN =0 〜 Vcc 

I L 0 U 

トライステート出カリーク電流 


10 

ドん 

V 0 a T = 2. 4 V ■〜 Vcc 

I ム〇ム 

トライステート出カリーク電流 


—10 

户 A 

Vqu で = 0. 4 V 

I L D 

入力時のデータ•バスのリーク電流 


±10 

户 A 

0 含 ' V'iN 含 Vcc 
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ス 2 端子 容量 （T a -+2 5で . f=iMHz ) 


記号 

項 目 

最大値 

単化 

測定条件 

Ccf ) 

クロック入力容量 

5 0 

pF 

被測定端子外の全 

ての端子は接地 

CiN 

入力容量 

8 

pF 

Gout 

出力容量 

12 

p F 


1•ろ A C 特性 （T a = 0 で〜+7 0で ， Vc c 二+ 5 V ± ら ％ ) 


信号 

記导 

パラメータ 

最小値 

巖大値 

単位 

測定を件 


t C 

ク□ック周期 

0.4 

2 0 0 

/Z S 


ホ 

fc ,(ホ H ) 

クロック-パルス幅 （" H ") 

18 0 


打 S 

t W (か L ) 

ク□ック.パルス巾富 （" L ，） 

18 0 

2 0 0 0 

打 S 

t r , t f 

クロックのなち上がり*なち下がり時間 


3 0 

打 S 


tD ( AD ) 

クロックのなち上がりから化力までの遅延 


14 5 

打 S 

Cl 二 5 OpF 

Ao - ん15 

t p ( AD ) 

出力がフロートが態にるるまでの遅延 


110 

打 S 

t a cm 

MREQ に先なつ出力確定時間 
(メモリ•サイクル） 

… 

! 

打 S 

t 泣 c i 

I ORQ , RD または WR に先なつ出力確定時間 
(入出カサイクル） 

い〕 


打 S 

tea 

R D . WR， I 0 RQ または MR EQ からの出力保持持 
間 

C 3〕 


打 S 

leaf 

または WR からの出力保持時間 
( フロートが態への遷移時） 

CO 


ns 

Do - 〇7 

t d ( D ) 

クロックのなち下がりから出力までの遅延 

1 230 

1 

1 

打 S 

Cl 二 5 OpF 

tp(D ) 

出力がフロート状態にをるまでの猩延 
(書き込みサイクル） 


9 0 

i 

ns 

t sO ( D ) 

クロックのなち上がりに対するセットアップ時間 
( M 1サイクル） 

5 0 


1 n s 

t s 是 （ D ) 

クロ、.，クのなちドがりに対するセットアップ時間 
(M 2 〜 M 5サイクル） 

60 


ns 

t d era 

局巧に先立つ出巧確定時間 

(メモリ.サイクル） 

〔り 


打 s 

tdc i 

に先なつ出力確定時間 
(入出カサイクル） 



打 s 

tedf 

WR からの出力保な時間 

い〕 


打 s 


t H 

ホールド時間 

0 


nS 



tDL 布 ( MR ) 

クロックのなち下がりから MR EQ =,, L "にるるまで 
の遅延 


10 0 

n s 

CL =5 0 pF 

tDH ホ ( MR .) 

クロックのなち上がりから MREQ 二，， H ， にるろまで 
の遅延 （ M 1サイクル） 


10 0 

n s 

MREQ 

tDH ホ ( MR ) 

クロックのなち下がりから MR EQ 二，， H 。 になるまで 
の遅延 （M 2〜 M 5 サイクル） 


100 

ns 

t wCMR L ) 

MREQ のパルス幅 （" L ") 

C 8〕 


n s 

t wCMR H ) 

1^11£なのパルス幅（，，且"） 

〔9〕 


n s 

I ORQ 


クロックのなち上がりから I 0 RQ =,, L ，，にるるまで 
の遅延（入出カサイクル） 


9 0 

ns 
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信号 

記号 

パラメータ 

最小値 

最大値 

単ぶ 

測定条件 

lORQ 

巧 

クロックのなち下がりから I 0 RQ="L " にをるまで 
の遅延 （ I NT A サイクル） 


110 

ns 


t D H ホ (IR) 

クロックのなち上がりから I ORQ= ，， H" にをるまで 
の遅延 （ I NT A サイクル） 


10 0 

ns 

Cl= 5 OpF 

t D HCt>( I R ) 

クロックのなち下がりから I ORQ= け H" にをるまで 
の遅延 （ 入出カサイクル） 


110 

ns 


丽 

Id lO(RD) 

クロックのなら上がりから RD 二け L " にるるまでの遲 

延（入出カサイクル） 


10 0 

ns 

C L 二 5 0 p だ 

toiOCRD) 

1 

クロックのなち下がりから RD="L "にるるまでの遅 
延（メモリ•サイクル） 


13 0 

ns 

1 

t D H ホ ( RD ) 

クロックのなら上がりから R D= け H ，， になる までの遅 
延 （ M 1 サイクル） 


10 0 

n s 

t D H <t>(RD) 

クロックのなち下がりから RD= け H" にるるまでの遥 
延 （ M 2 〜 M 5 サイクル） 


110 

ns 

WR 

t D L ホ WR) 

クロックのなち上がりから WR = " L " にるるまでの撰 

延（入出カサイクル） 


8 0 

n s 

C ムニ 5 0 p F 

to l^GVR) 

クロックのなち下がりから WR=,, L "にをるまでの遅 
延（メモリ•サイクル） 


9 0 

n s 

toH を麵 

クロックのなち下がりから WR = " H " にるるまでの遅 
延 


10 0 

us 

tw 爾 L) 

兩なのパルス幅 （，， L 。） 

CIO ：) 


n s 

Ml 

t 。 ム （ Ml ) 

クごッ クのなち上がりから M 1 =" L "にるるまでの遅 
延 


13 0 

n s 

C L 二 5 0 p 1 '、 

t D H ( Ml ') 

クロックのなち上がりから M 1= け凸 M にるるまでの遅 
延 


13 0 

ns 


toL 化ド） 

クロックのなち上がりから RFS 曰二" L "にるるまで 
の遅延 


18 0 

n s 

Gl 二 5 OpF 

RFS H 

tDH 邮） 

クロックのなち上がりから R F S H=，，H "にるるまで 
の遅延 


15 0 

n s 

WAIT 

ts (WT) 

クロックのなち下がりに対する七ットアップ時間 

7 0 


n s 


HALT 

to 脚 

クロックのなち下がりからの遅延 


3 00 

ns 

Cl= 5 0 pF 

I NT 

ts (it) 

クロックのなち上がりに対する七ットアップ時間 

8 0 


ns 


NMI 

tw (雨） 

NM I のパルス幅（，， L ，， ） 

8 0 


ns 


BUSRQ 

ts (BQ) 

クロックのなら上がりに対する七ットアップ時間 

8 0 


n s 


BUSAK 

to L ( BA) 

クロックのなち上がりから BUS AK 二，， L "にるるま 
での遅延 


12 0 

ris 

Ci=5 0 pF 

t D H (BA) 

クロックのなら下がりから B U S A K = "H" になるま 
での避延 


110 

as 

RESET 

ts (RS) 

クロックのでち上がりに対する七ットアップ時間 

9 0 


ns 



tp (c) 

フロート状態にるるまでの遲延 

(MR EQ.10RQ, RD ゎょび WR) 


10 0 

n s 



も mr 

I 0 技 Q に先立つ M 1 出力 （ "L") の確定時間 

C I N TA サイクル） 

い〇 


n s 



注い〕 tacm=tw (を H ) + tf —マら 
〔2〕^ a C i ~ ^ C — 80 
〔3〕 tca = tw (を L ) + tr — 40 
〔4〕 tcaf = tw (【り L ) + tr — 60 
〔 5〕 tdcm = t C — 210 

〔6〕 tdci = t 押 (ホ L ) + tr— 210 


〔7 〕 ted f = tw (伞 L ) + t r — 80 

〔 8 〕 t w ( MR L ) = t c — 40 

〔 9 〕 t w (MR H) = tw (ホ H) + tf — 30 

い 0〕 t w (WR L) = fcc—40 

〔 1。 tmr = 2 t c + t w (か H ) + t f — 8 0 


—15 — 
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デー々 を百ち■に同期してバスに送り出すことが望ましい。割り込みアクノリッジ•サイクルではな r をよび IORQ 
の両方に同期して送り出すことが望ましい。 

〇制御信号はすべて巧部で同期がとれているため、クロックにっいて非同期的に使用してもよい。 

〇 T a =4- 7 〇で ， Vcc =+5 V ±5 %における負荷容量と出力の遅延との関係はかの通りです。 

負荷容量の50 pF 増加にっき遅延は lOna 増加します。負荷容量の最大値は、デ-夕•ハスが 2 〇 〇 pF で、他は1〇 〇 
P F です0 

〇 RES ET の入力幅は最低3クロック.サイクル必要です。 


出力端子測定回な 



Cl :すべてのピンに 巧し 
て己 OpF 


CRi ^ R 4 :1 N 914 

または同等品 


~ 16 — 










ス 4 AC タイミング図 


測定条件はかの通りです。 

"H" "L" 

CLOCK Vcc-O. fiV 0.45 V 







































































































































































































8 . 外お寸ま図 



〇〜 7 。 


(おことわり） 


コ； 


0.9 1 


3.0 


1一 


15.24 


13.2 


お 


Unit . mn 


製品の改良のため予告なしに内容の一部を変更することがあります。 
規格契約が必要る場合は製品仕様書をご用命の上、こ‘契約ください。 
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Z- 80 -PIO 

テクニカルマニュアル 



01 勺 - 08 -S 

夕 JC ニス A ホニでテ 




幸 1 幸2 

シャープ Z -80 マイクロコンピュータは、マイクロコンピュータ.コンポー ネントとその開発 システム，サポ-卜.ソ 
フト ウュアを完備し、容易に システム 設計ができる よ う配慮されています 。 Z - 8 0 マイクロコンピュータ. コ ンポー未ン 
卜を採用する こ とに より、 別の外部論理回路を付わ口しなくても高性能の マイク□コンピュータ.システムが 得られ、最小限 
の低 コスト 標準メモリを用いるだけでその目的が達成されます。 

L 打一 0 0 81 Z -8 0 P I 0 (む FZ — 8 0 P [0 と略します）は、 Z _ 8 0システムにわける 、テープせんよし 
機、プリンタ、キーボードなどの周辺機器と Z _ 8 0 C P U との間の、並列入出カインターフュース .コント ロ — ^苗 •あウ 
プログラム可能な2ポートを持っています。 

1.特長 

幸7 * n 

〇ハンドシューク.データ転送制御機能を持つ2つの独化した8ビット双ち向性インターフュース.ポート 

〇 N チャネル•シリコンゲート E/D MOS プロセ x " 

〇 4動作モードの選択可能 

幸 10 

バイト出カモード 

♦ 11 

バイト入カモード 

♦ 12 

バイト巧ち向性バス.モード（ポート A のみ巧能） 

♦13 

ビット•モード 

〇周辺機器のが態によるプログラム可能な割り込み 

*15 ♦ 16 本 17 

〇自動的に割り么みベクタリングを巧うデージー.チューンによる優先割り込み機能 

〇ポート B 出力は、ダーリントン.トランジスタ驅動巧能 

♦ 19 

〇 き:入出力は T T L コンパチブル 

♦ 20 

〇 +5 V の単一電源、および単相クロック 
♦ 21 

〇 パッケージは 4 0 ピン D [ P 


* 1 microcomputer 
本 2 microcomputer component 
*3 support software 
*4 memory 

*5 Parallel Input/Output interface controller 
*6 port 

*7 handshake data transfer control 

*8 bidirectional interface port 

*9 N — channel silicon gate Enhancement / 


* 11 byte input mode 

*12 byte bidirectional bus mode 

* 13 bit mode 

*14 programmable interrupt 
*15 interrupt vectoring 

* 16 daisy chain 

*17 priority interrupt 
*18 darliiigtoii transistor 

*19 Transistor —Transistor Logic compatible 


Depletion type Metal Oxide Semiconductor 本 20 single phase clock 

*21 Dual In line Package 


*10 byte output mode 
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2. 巧部構成 

Z -8 0 P [ 0のブロック構成図を図1にボします 。 Z -8 0 PIO は、 CPU バス入出力回路、内部制御回路、ポ 
ート A の入出力回路、ポート R の入出力回路および割り込み制御回路から構成されています。 

Z -8 0 P I 〇の巧型的な使用法は、ポート A をデータ転送のチャネルとして使用し、ポート B をステータスおよび制 

本2 

御のモニタとして使用すろ方法です。 


+5 VGND ホ 



本 3 




割り込み制御線 


図1 Z - 8 0 PIO のブロック構成図 


*1 CPU bus input / output loeric 
*2 status and control monitor 
本 3 data bus 


幸 5 interrupt control logic 
♦ 6 interrupt control line 
本 7 data or control signal 


*4 internal bus 
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ポ—卜 A およびポート旦 の 入出力部は、図2に示すようにハンドシューク制御回路と6つのレジスタから構成されていま 

す。 * * 2 

6つのレジスタとは、8ビットの入カレジスタ、8ビットの出カレジスタ、2ビットのモード制御レジスタ、8ビットの 

マスク，レジス^、 3 8ビットの人出力選おレジスタ、および2ビットのマスク制御レジスタです。最後の3つのレジスタは、 
ポートがビット•モ_ドのときにたけ使用されます。 



図2 各ポートの入出カブロック構成図 


かに6つのレジスタについて簡単に説明します。 

モード制御レジスタ； 2ビットのレジスタであり、 C PU により書き込まれて、バイト出カモ—ド、バイト入カモード、バ 
イト双巧向性バス.モード、およびビット*モードの4動作モードの選択をおこないます。 

データ出カレジスタ. 8ビットのレジスタであり、 G PU から周辺機器へ転送するデ—夕を保持します。 

データ入カレジスタ； 8ビットのレジスタであり、周辺機器から CPU へ^送されるデータををけ取ります。 

マスク制御レジスタ； 2ビットのレジスタであり、モニタすべき周辺機器とのインターフユ—ス端子の有効が態 （ 1あるい 
は0 ) を定義し、マスクされていない全端モがち劾’状態 （ AKD 条件）のときか、それとも、かなく 
とも I つが有効状態 （ 0 R 条件 ） のときのどららの状態のときに割り込みを発生するかを示します。 
マスク.レジスタ； 8ビットのレジスタであり、マスク制御レジスタで示された条件にしたがつて、周辺機器とのインタ 
ー フュース用のどの端子をモニタすべきかを示します。 

入出力選択レジスタ； 8ビットのレジスタであり、ビット•モードにおいて、それぞれの端そを入力とする力 > 出力とするか 
を指定します。 


*1 register 

幸 2 mode control register 
本 3 mask register 

♦ 4 input/output select register 

*5 mask control register 
キ 6 output enable 


*7 input/output bus 
*8 interrupt request 
幸 9 handshake control logic 
*10 ready 
*11 strobe 



























































3. 端子信号 

1)0 — D 7 C PU デ—タバス 0 

本1 

(トフイ.ステートの入出力端 f ) 

B/A S EL ポート B とポート A の選択入力。 B/A SEL が"日"のときはポート g 、 " L " のときはポート 
A を指をします。 

(入力端 f ) 

データ.バス上の信号が、制御信号かデータであるかの指示人力。 G/D SE ム が" H "のときは 
制御信号 、 "L " のときはデータを意味します。 

(入力端モ） 

本 2 

チップ. イ ネ_ ブル信号。 

( 入力端子） 

_ 本 3 

シス アム • クロ..•ク。 

(入力端子） 

- 幸4 

Ml CPU のマシン•サイクル1信号 

(入力端子） 

ICT 百巧 GPU の入出力要巧信号。 

(入力端子） 

_ 幸 S 

R D GP U の読み込みサイクル信号。 

(入力端子） 

幸6 

IE I 割り込みイネーブル入力 。I £1が"11"のとき、割り込み要求を出すと C PU に受け付けられます。 

(入力端子） 

幸 7 

I EO 割り込みイネーブル出力 。I E I と I EO は、優先割り込み機構に必要なデージ ー. チューンを構成 

します。 

(出力端 ： F ) 

I NT GPU に対する割り込み要求信号。 

キ8 

オープン.ドレイン，出力端 f ) 

A Q —Ay ポート A •のバスライン。 

(トライ.ステ ー トの入出力端 f ) 

- *9 

A STB 周辺機器が与えるポート A の ストロー ブ . パルス。 

(入力端そ） 

A RDY ポート A のデータ入出カレジスタがレディ状態であることを示します。 

(出力端子） 

B Q — B Y ポート B のバスライン。 

( トライ•ステートの入出力端： F ) 


C/D SEL 


C E 


*1 tri —state 
*2 chip enable 
*3 system clock 
*4 machine cycle one signal 
*5 read cycle 


*6 interrupt enable input 
*7 interrupt enable output 
*8 open drain 
*9 strobe pulse 








B STB 周 S 機器が与えるポート B のストローブ.パルス。 

(入力端子） 

B RDY ポート B のデータ入出カレジスタがレディが態であることを示します。 

(出力端 f ) 


Z — 8 0 PI 0の端子信号をドに示します。 


CPU 

データ.バスく 


Do 

Dl 

〇2 

〇3 

〇4 

〇5 

〇6 

〇7 


B/A SEL 
Cyt ) SEL 


制御信号 S 


C E 
の 
I 0 RQ 

Td 


+ 5 V 
GND 


0 


アージー，チェーン 

割り込み制御信号 


I NT 
I E I 
I EO 



Ao 

ん1 

A 2 

乂 3 

A 4 

ん5 

ん6 

At 

A R D Y 
A STB 

Bo 

旦 1 

B2 

B 3 

B 4 

B5 

Be 

B 7 

B RDY 
B ― SYb 


図 3 Z — 80 Pi O 端子信号 


4. 主要タイミング巧形 

〇 バイト出カモード 


? ポート A 入出力 


> ポート B 入出力 


CPU が出力命令を実行することにより、出カサイクルが始まります。 


































" WR * * 信号により、デーク.バス上のデータが選がされたポートの出カレジスタにラッチされます。 WR * 信号の立ち 

本 2 

上がりを、最初のかの立ちドがりでレディ•フラグがセットされ、 RDY 信号が出力されて、データの利巧できること 
を/弔します。周辺デバイスがデータを受け敗ったことを示すを W 信号の立ち上がり後、最初の〇の化らドがりでレディ 

幸 3 木 4 

• フラグがリ七ットされて、 RDY 信号が " L "となります。割り込みイネーブル.フリップ-フロップがセットされ 

本 5 

ており、かつこのデバイスが最優先順位にある場合、 sTl 信号の立ら上がりエッジで HTt 信号を発生して 、 CPU 
に巧して割り込みを要求します。 



図4 バイト出カモードタイミング図 

〇 バイト乂カモード 

信号が " L "になると、選択されたポートの入カレジスタにデータがセットされます。割り込みイネーブル- 
フリップ. フロップがセッ 卜されており、かつこのデバイスが最優先順化にある場合、香で ち 信号の立ち上がり エッジ 
で了打で信号を出します。をでで信号のなち上がり後、最初のホのなちドがりでレディ.フラグがリセットされ 、 RDY 
信号が " L "となります。入カレジスタにはデータが入っており、 CPU が読み込みを完了するまでこれな上のデータ 
を入力できないことを示します。 CPU が読み込みを完了したとき、百で*信号の化ち上がり後、最初のホのなちドが 
りでレディ•フラグがセットされまず。このとき 、 Z -8 0 P I 0へ次のデータを入力することが巧能になります。 



図5 バイト入カモード タイミング図 


* 1 latdi 
*2 ready flag 
*3 reset 


*4 interrupt enable flip—iiop 

*5 edge 
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O バイト巧方向なモード 

これは前記の出カモードと入カモードの組み合わせであり、4本のハンドシューク線全部と8本のポート A バスを使 
用します。ポート B はビット•モードにしなければなりません。ポート A のハンドシューク線は出力制御に使用され、 
ポート B のハンドシューク線は入力制御に使用されます。 A — ~が " L "であるときのみ、データかポート A バス 
に出力されます。このストローブの立ら上がりエッジにより、データを周辺機器にラッチすることができます。 



図6 バイト巧方向性モードタイミング國 


〇 ビット•モード 

ビッド.モ—ドではハンドシューク信号を使用せず、通常のポートの読み出しおよび書き込みがいつでも実巧できま 
す。書き込みのときには、出カモードと同じタイミングでデータが出カレジスタにラッチされます。 

読み出しのときに 、 C PU がをけ取るデータは、出力に割り当てられたビットにが応する出カレジスタのビット.デ 
ータおよび入力に割り当てられたビットに対応する入カレジスタのビット-データとで構成されます。入カレジスタは 



zJ 

L データ I が按み化される 


図7 ビット•モード タイミング図 
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氏 D のなら下がり直前のデータを保持しています。割り込みイネーブル状態で、かつポート•データが8ビットのマスク 
-レジスタと2ビットのマスク制御レジスタで定義される論理条件を満足するとき、割り込みが発生します。 

本 1 

〇割り込みアクノリッジ•サイクル 

亦！が’’ L "である間、割り込みイネーブル信号がデージー.チューン中で罐定することを保証するため、周辺コン 

本 2 

トローラは割り么みイネーブルの状態を変更することが禁止されます。割り込みアクノリッジ•サイクルで I E I 

かつ I E 0=’’ L "である周辺デバイスが、前もってプログラムされている 8 ビットの割り込みべクトルをデータ.バ 

* 3 

ス上へ送り出します。 I E I = " H " のときに RET I 命令が実巧されろまで、 I E 0 は" L " のままです。 Z — 8 0 
P 10 は 2 バイトの RET I 命令を解読する回路を巧部にもっています。 



I E I 



図8 割り込みアクノリッジ•サイクル 


*1interrupt ack 凸 owiedge 幸 3 return from interruot instruction 

*2 peripheral controller 





























O 割りをみからの巧帰サイクル 


周巧 デバイスが 割り込み 要 まを していない 場合、 または、 割り込み処理が おこなわれていない 場合、 そのデバイスの 
1£0と1£1は等しい。 

G P U が割り込み処理をわこなっている場合（すなわら、すでに割り込み要求を出し、かつ割り込みァクノリッジを 
受け取っている場合）、そのデバイスの I E 0 は常に " L "であり、優先順化のおいデバイスからの割り込みを禁止し 
ます。もし、割り込み要巧を出しても割り込みァクノリッジを受けていないデバイスがある場合、1£0は"1^"にな 
っていますが、2バイト 0 P コードの最初のバイトとして " ED "( 16進）がデコ ー ドされると、 I £0は"11"にな 
り、次の0 P コードがデコードされると 、I E 王は再び ，， L "に戾ります 。 （C P じ巧の割り込みイネーブル.フリッ 
プ•フロップが ’‘ L " になっているとき、このが態が発化します。 ） もし、2バイト目の 0 P コードが" 4 D "であれ 
ぱ、命令は RET I です。 

したがって、 0 P コード U ED " が デコード された後、現在割り込み処理を受けている周辺 デバイスだけが 、I E I 
=’’ H "かつ I E 0 = " L " という状態にわかれます。この デバイスは、デージー.チューン 中の割り込み アクノ リッジ 
ジを受取った最優先順位の デバイス であり、他のすべての周辺 デバイスは I E 1 = 1 E 0 です。かに デコー ドされ 十 ， 
OP 〕ー ドが’ I 4 D "であると、この最優先順位の デバイスは、 "割り这み処理中"という状態を解除します。 



図9 割り込みからの復帰サイクル 


* A operation code 


* 2 decode 



































5. 巧)作を件のプログラム 
〇割り込みベクトルの巧き込み 

割り込みをかけているデバイスは、 GPU に8ビットの割り込みべクトルを与えることが必要であり、 CPU はこの 

♦ 2 

べクトルを使用して割り込みサービス.ルーチンの番地を作ります。割り込みアクノリッジ.サイクルにわいて、サー 
ビスを要求しているデバイスのうら最も優先順位の高いものかデータ.バス上へべクトルを送り出します。必、要な割り 
込みベクトルは、 G/D SEL = " H " として、 CPU から各ポートの割り込みベクトル•レジスタへなの形式で書 
き这まれます。 


1 ) 7 

〇 6 

〇 5 

D 4 

D 3 

D 2 

D 1 

Do 

V7 

V 6 

Vs 

V4 

V3 

V 2 

V 1 

0 

ゾ 


この情報か割り込みべクトルであることを示します。 


〇動作モードの連択 

動作ちードの選巧は、 2 ビットのモード制御レジスタへデータをかの形式で書き込なことによりおこなわれます。動 
作選巧のための 2 ビットとして、ビット 7 およびビット 6 が使用され、ビット 5 および 4 は使用されません。ビット 3 

幸 4 

からビット〇はすべて 1 として、この制御ワードがモード選択制御ワードであることを巧します。 


1 ) 7 

D 6 

〇 5 

1)4 

D 3 

D 2 

D 1 

Do 

Ml 

MO 

X 

X 

1 

1 

1 

1 


X はホ使用を示します。 


情報がモード選択制御ワードであることを示します。 


モード 

Ml 

MO 

バイト出カモード 

0 

0 

バイト入カモード 

0 

1 

バイト巧ち向性バス.モード 

1 

0 

ビット •モー ド 

1 

1 


バイト出カモード データが GPU から周辺デバイスへ较をされます。 

バイト入カモード データが周辺デバイスから CPU へ転送されます。 

バイト双ち向性バス.モードデータが CPU と周辺デバイスとの間で巧豆に授受されます。 

ビット•モード このモードを選択したとき、各ポートのそれぞれのビットが入力か出力かを指示する 

ための制御ワードをかに入出力選巧レジスタへ書き込むことが必要です。 


*1 load interrupt vector 本 3 aeleciing an operating mode 

*2 interrupt service routine * *4 control word 


10 — 



























D 7 

〇6 

〇5 

〇4 

〇3 

〇2 

D 1 

Do 

I /〇 7 

I/O 6 

I/O 5 

I /〇4 

I/O 3 

I/O 2 

I /〇1 

1/〇0 


1/0=1; 入力 
I /0= 0 :出力 


〇割り込みの制御 

割り这み制御用の制御ワードの形式を次に示します。 

ビット7 =1 割り込みイネーブル•フリップ•フロップがセットさん割り込みを発生できます。 

ビット7 = 0 割り込みイネーブル.フリップ.フロップがリセットされて、割り込みを発化できません。 
ビット6〜4 ビット•モードにおける割り込みを件を定めます。他のモードでは無視されます。 

ビット3〜〇 この情報が割り込み制御ワードであることを示します。 


D 7 

〇6 

〇5 

〇4 

D 3 

〇2 

D 1 

Do 

割り込 
みイネ 
ーブル 

AND 

/〇氏 

論理 
I/O の 

指定 

マスク 

の有無 

0 

1 

1 

1 


\ __ 」\ 


ビット.モード時に有効 情報が割り込み制御ワードであることを巧します。 

ビット4二1のとき、かの制御ワードはマスク.レジスタに書き込むものでなければなりません- 


D 7 

D 6 

〇5 

〇4 

〇3 

〇2 

D 1 

Do 

MB 7 

MB 6 

MB 5 

MB 4 

MBs 

MB 2 

MB 1 

MBo 


MB =0 であるポート•データ線のみがモニタされ、割り込みを件が満たされれば割り么みを発をします。 

ポートの割り込みイネーブル•フリップ•フロップは、割り込み制御ワードの代わりに、かの形ぶの情報でもセット 
あるいはリセットができます。 


D 7 

D 6 

〇5 

1)4 

1)3 

〇2 

1) 1 

1)0 

割り込み 
イネーブル 

父 

X 

X 

0 

0 

1 

1 


Z -8 0 PIO の入力端子として、リセット端モがなく、 Z — 8 0 P I 0 をリセットするには、 I 0 RQ . rTD 
="打"として!; rr = " L " を 2クロ ックな上入力する必要があり、巧部でリセット. フ リップ. フロッ プがセットさ 
ん Z — 8 0 P I 0 のリセットがおこなわれます。このリセット .フ リップ. フロ ップは、制御ワードの書き込みを 
おこなうと解陈されます。 
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6. お巧最大定巧 


項 目 

記号 

定格 値 

単化 

人力電圧 

ViN 

— 0. 3 〜 + 7 

V 

出力電圧 

Vo 口 T 

— 0. 3 〜 + 7 

V 

動作温度 

T opr 

〇〜 + 7 0 

で 

保を温度 

Tstg 

— 6 5 〜 +1 目 0 

で 


7. 電気的特性 

7.1 DC 特せ （Ta = 0 で〜 + 70 C,Vcc = + 5 V ±5%) 


記号 

項 目 

最小値 

最大値 

単位 

測定条件 

V I L C 

クロック" L " 入力電圧 

-0.3 

0.4 5 

V 


V I H C 

クロック" H " 入力電圧 

V C C ~〇.6 

V C C +0.3 

V 


ViL 

" L " 人力電圧 

—0.3 

0.8 

V 


V I H 

" H " 入力電圧 

2.0 

Vcc 

V 


Vq L 

" L "出力電圧 


0.4 

V 

I 0 L = 2 mA 

Vqh 

"过"出力電圧 

2.4 


V 

I 0 H = — 2 5 0 //A 

I c c 

消費電流 


7 0 

mA 


Ili 

入カリーク 電流 


10 

fiA 

ViN = o 〜 Vcc 

I L 0 H 

トライステート出カリーク 電流 


10 

fiA 

Vout=2.4V-Vcc 

I L 0 L 

トライステート出カリーク 電流 


—10 

mA 

y 0 口で = 0.4 V 

【 L D 

入力時のデータ.バスのリーク 電流 


±10 

片、 

— ^CC 

I 0 a D 

ダーリントン駆動 電流 

— 1.5 


mA 

y 0 狂 = 1.5 V 

ポート目のみ 


7.2 端子 容量 （Ta = +2 己で ， f = 1 M 旦 Z ) 


記号 

項 

巨 

最大値 

単化 

測 定 条件 

c ホ 

クロック 入力容量 

12 

pF 


じ£ N 

入力容 

量 

7 

pF 

被測定端子ベの全ての端子は接地 

Co 订 T 

出力容 

量 

10 

pP 
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7.3 AC 特性 （ Ta = 0 C 〜 + 7 0 C , Vc c =+5 V± 5 % ) 


信号 

記 号 

パフ メータ 

最小値 

最大値 

単な 

測定を{牛 

ホ 

t c 

クロック周期 

4 0 0 

C 1 ] 

ns 


t w (贿） 

クロック.パルス幅 （" H 。） 

17 0 

2 0 0 0 

ns 

t w (ホ L ) 

ク□ック.ハ°ノレス中富 （" L ") 

17 0 

2 0 0 0 

ns 

fcf ， tf 

ク〇ック立ち上がり.立ち下かり時間 


3 0 

ns 


t 旦 

ホールド時間 

0 


ns 


郁， C / D ， 
B/A 

t s ホ （GS ) 

読み出しまたは書き込みサイクルの制御信异のセ 
ットァッ刪間 

2 8 0 


ns 


D 0 —D 7 

t 口 R ( D ) 

〇の化らドがりからデータ出力までの遅延 


4 3 0 
C 2 D 

ns 

Cl = 5 OpF 

tsoCD ) 

書き込みまたは M 1サイクルのデータのセットア 
ップ時間 

5 0 


ns 

t D I ( D ) 

I N T A サイクルの I 0 R Q のなちドがりからデ 
ータ出力までの遅延 


34 0 
C 2] 

ns 

tp ( D ) 

RD または I ORQ の立ち上がりから出カバッファ 
•フロートまでの遅延 


16 0 

ns 

I E I 

ts ( lEl ) 

INTA サイクルの I 0 R Q の化らドがりに対す 
るセットアップ巧間 

14 0 


打 8 


I EO 

tDH ( IO ) 

I E I の化ち上がりからの遅延 


210 

CO 

ns 

Cl = 50 pF 

toL い 0) 

I E I の立:ちドがりからの遅延（注1 ) 


19 0 

CO 

ns 

tDM ( IO ) 

W ~ l の化ち下がりからの遅延 （ M 1サイクルの直 
前で割り込みが発生したとき） 


3 0 0 
C 43 

ns 

I ORQ 

tscD ( IR ) 

読み出しまたは書き込みサイクルのセットアップ時間 

2 5 0 


ns 


Ml 

t scI >( M 1) 

I NT A または M 1サイクルのセットアップ時間 

210 


ns 


RD 

ts 巫 （ RD ) 

読み出しまたは M 1サイクルのセットアップ時間 

2 4 0 


ns 


TWt 

t 。 ( IT ) 

のな ら上がりからの遲延 


4 9 0 

QS 


tD ( IT 3) 

モード3のときのデーター致からの遅延 


4 20 

ns 

A 0 - A 7, 

B 0 —A 7 

t s ( PD ) 

モード1のときの S T B の立ち上がりに対するセ 
ットァップ時間 

2 6 0 


ns 

Cl = 5 0 pF 

t D S (ぶ D ) 

モード2のときの S T B のなちドがりに対するセ 
ットァップ時間 


2 3 0 

CO 

Q 8 

tp ( PD ) 

モード2のときの S T B の立ち上がりからポート 
. バス•フロートまでの遅延 


2 0 0 

ns 

t di ( PD ) 

モード0のときの書き込みサイクルの I 0 RQ の 
化ち上がりからポート出力確定までの遅延 


2 0 0 
CO 

ns 

A STB 

B STB 

tw ( ST ) 

S T B のノレス幅(け L 。) 

15 0 

C 3 ] 


QS 


A RDY , 

B RDY 

t D H (氏 Y ) 

I 0 RQ の化ち上がりからの応答時間 


tc 4-460 

GO 

QS 

Cl = 5 0 pF 

t jDL ( aY ) 

ST B のなち上がりからの応答時間 


tc + 400 

CO 

QS 


注〔 1〕 t t = tw ( ホ H ) + tw ( ホ L ) + t r + t f 

〔2〕負荷容量の 5 0 pF 増加につき、遅延は 10 ns 増加します。負荷容量の最大値は2 0 OpF です。 

〔3〕モード2のときは、 tw ( ST )> tg ( PD ) となります。 

〔〇負荷容量の1 OpF 増加につき、遅延は 2 ns 増加します。負荷容量の最大値は1〇〇がです。 

〔注1〕デージ ー• チューンが N 段ある場合 

2.5 tc>(N — 2) tDL ( IO )+ tDM ( IO ) + t 3( IEI)+TTL バッファー遅延を満たさなけ 
ればなりません。 
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出力がモ測定回な 



CRi 〜 CR 4 ;1 N 914ま 
たは同等晶 

Cl ;すべてのピン 
に巧し 5 0 pF 
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4 AC タイミング図 


ホ 

CE 

丽 

Do— 〇 7 

IQRQ 

而 

1EI 

IEO 

Aq-Ay 
Bq—B7 

RDY 
(A RDY 
B RDY) 

STB 

( A ^ 

A0-A7 
Bq—B 7 

丽 


"H" "L" 

CLOCK 4.2 V 0.8 V 

OUTPUT 2.0 V 0.8V 

INPUT 2.0V 0.8 V 
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8. かお寸ま図 


0.9 _ 3.0 



(おことわり）製品の改良のため予告をしに巧容の一部を変更することがあります。 

を格契約が必要る場合は製品仕様書を C 用命の上、約ください。 
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一16一 








































Z- 80 -CTC O 

テクニカルマニュアル I 


源 5 操 








幸 I 幸2 

シャープ Z — 8 0マイクロコンピュータは、マイクロコンピュータ•コンポーネントとその開発システム、サポート.ソ 
幸 3 

フトウエアを完備し、容易にシステム設計ができるよう配慮されていまナ。 Z — 8 0マイクロコンピュータ•コンポーネン 
卜を採用することにより、別の外部論理回路を付加しなくても高性能のマイクロコンピュー々-システムが得られ、最小限 
の低コスト標準メモリを用いるだけでその目的が達成されます。 


幸 5 

LH — 0082 Z — 80 CTC (な下、 Z - 8 0 CTC と略します）は、 Z - 8 0システムにわいて、カウンタわ 

/ 

よびタイマ機能を与えるプログラム巧能な4チャネルを持つカウン々.タイマ回路でナ。 Z -8 0 CTC のそれぞれ独な 

本 6 

した4チャネルは、 Z -8 0 CPU ( L 曰一 0 0 8 0 ) の指示にしたがって種々のモードや条件で動作します。 


1.特長 

〇 4 つの独なしたプログラム巧能な8ビット•カウンタ /16 ビット•タイマ回路 

幸7 

〇 N チャネル•シリコンゲート E/D MOS プロセス 

* 8 幸9 

〇 各チャネルにわいて、カウンタ•モードとタイマ•モードの選が可能 

* 10 

〇 カウンタまたは々イマ状態からのプログラム割り込み可能 

〇 ダウン.カウンクがゼロのとき、時間定数は自動的に离設定され、チャネルは勘作を続巧 
〇 各チャネルのダウン • カウンタの内容は読み取り可能 

本12 

〇 タイマ.モード時に、クロックの 16 あるいは 2 5 6 分割のプリスケーラ邁択可能 

〇 タイマ起勘用トリガおよびカウン々-モード時のクロック入力のなち上がり、またはなち下がりの指定可能 

〇 チャネル〇〜2の ZC / T 0の出力はダーリントン-トランジス々駆動可能 

〇外部回路を必要としない自勘割り込みべク々リングを巧うデージー•チューン倭先割り込み機能 

〇 +5 V の単一電源、および単相クロック 

♦ 17 

〇 全入出力は T T L コンパチブル 
〇 パッケージは2 8 ピン D I P 


2. 巧部構成 

Z - 8 0 CTC のブロック構成図を因1に示しまナ。 Z - 8 0 CTC はバス•インターフュース、巧部制御回路、4 
つのカウン々.チャネルおよび割り込み制御回路で構成されます。各チャネルは自動割り込みべク々リング用の割り込みべ 
クトルを持っています。割り込み優先順位はチャネル番号の順番であり、チャネル0が最上位です。 


* 1 microcomputer 
*2 microcomputer component 
*3 support software 
幸 4 memory 

*5 Counter Ti mer C ircu i t 

*6 Central Processing Unit 

*7 N—charmel silicon gate Enhancement / 

Depletion type Metal Oxide Semiconductor 

*8 counter mode 

*9 timer mode 

*10 programmable interrupt 


*11 down counter 

*12 prescaler 

*13 darlington transistor 

*14 automatic interrupt vectoring 

*15 daisy chain 

本 16 single phase clock 

*17 Transistor—Transistor Logic compatible 
*18 Dual In line Package 
* I 9 bus interface 
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チャネル 


>ゼロ•カウント/ 
タイムアウト0 


I クロック/トリガ0 
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■ クロック/トリガ1 
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図1 Z — 8 0 CTC のブロック構成図 


幸7 

因2は各チャネルのブロック構成図を示します。各チャネルは、2つのレジスタ、2つのカウンタおよび制御回路で構成 
されていまナ。このレジスタおよびカウン々は、各8ビットの時間定数レジス々、チャネル制御用レジスタ、プリスケーラ 
および読み取り可能なダウン•カウンタでず。プリスケーラは、クロックの16または2 5 6分割にプログラム可能でず。 

時間定数レジスタ； 8ビットのレジスタで、 C PU によりセットされます。ダウン•カウンタの内容がゼロになると 
このレジス々の内容がダウン • カウン々に再設定されます。 

チャネル制御用レジス々； 8ビットのレジス々で、 CPU によりセットされます。 

チャネルの動作モードおよびを件を選択します。 

ダウン.カウン々； 8ビットのカウンタで、プログラム制御によるか、カウン々の内容がゼロになると自動的に、時 
間定数レジス々の値が設定されます。 CPU はいつでもこのカウンタの内容を読み取ることがで 
きます。このカウン々のクロックは、々イマ•モード時にはプリスケーラの出力であり、カウン 
々 . モード時はか部クロック （ CLK / TRG ) でナ。 

幸8 

プリスケーラ； 8ビットのカウン々で、システム•クロックの16あるいは2 5 6分割を巧いまナ。この出力は 
々イマ.モー ド時に、ダウン•カウンタのクロックとして用いられます0 


* 1 data lines 

*8 CPU bus input/output 

*5 timeout 

*t register 

*2 control lines 

* 4 zero count 

*6 trigger 

*8 system clock 


















































ゼロ•カウント/ 
タイムアウト 


図 2. チャネルのブロック構成図 


3.端子信号 

CLK/TRGo 
CLK / T 瓦 G , 
CLK/T 及〇2 
CLK/TBGg 
Z C/TOo 
ZC / TO , 

Z C/TOg 
C S 1 —C S 0 


Do - D ク 

な 

ホ 

Ml 


lORQ 

I E I 
I EO 


2 わよび 3 に対応 


チャネル0用のか部クロック、またはタイマ•トリガ入力（入力端子） 

チャネル1用の外部クロック、または々イマ•トリガ入力（入力端子） 

チャネル2用の外部クロック、またはタイマ•トリガ入力（入力端子） 

チャネル3用のが部クロック、または々イマ•トリガ入力（入力端子） 

チャネル0のゼロ .ヵウント、または々イム•アウト出力 （ 出力端子） 

チャネル1のゼロ •ヵウント、または々イム•アウト出力（出力端子） 

チャネル2のゼロ •ヵウント、またはタイム•アウト出力（出力端子） 

チャネル遅択入力（入力端子） 

2進表示すると、0 0,01,10わよび11がそれぞれチャネル0 , 

します。 

Z — 8 0 CPU のデータ•バス （ トライ•ステートの入出力端子） 

チップ.イネ ーブ ル 入力 （ 入力端子） 

システム. クロック入力（入力端子） 

Z — 8 0 CPU からのマシン•サイクル1信号（入力端子） 
z ~8 0 CPU からの入出カリクエスト（入力端子） 

本 5 

Z -8 0 CPU からの読み出しサイクル•ステータス（入力端子） 

割り込みイネーブル-イン（入力端子） 

割り込みイネープル•アウト （ 出力端子） 

I E I わよび I EO 力く、割り込み制御にわける倭先順位決定用のデージー-チューン接続を形 
成します。 


時間定数 

レジスタ 
( 8ビット） 


* 1 tri-state * *4 input/output request 

*2 chip enable * 5 read cycle status 

* 8 machine 

— 3 — 


御わ路} 

觀夕回卜 

ルス御ッ 

ネジ制ビ 

ャレひ8 

チ用よ C 
































INT 割り込み要求出力（オープン.ドレイ^!出力端子） 

reset この入力により全チャネルがカウントを中止し、チャネル制御用レジスタ巧のチャネル割り込 

みイネープル•ビットがリセットされます。リセジト巧間中 、 Z C/TO 〇_ 2わよびてなす 

の信号レベルはそれぞれ" L •および" H •になり、 IEO は!: EI と同一の信号レベルになります。 

♦ 2 

データ.バス出カドライバは高インピーダンス巧態になりまナ。 


データ•バス 


:刖御 U け 


7-ンー•すェーン 

削り込み制御んが 



2 3 

7 


2 2 
8 



2 0 


17 


15 

2 4 


5 


CLK/TRG 0 
ZC/TOo 


CLK/TRG 1 
ZC/TO 1 

CLK/TRG 2 
ZC/TO 2 


チャネル 

信 号 


CLK/TRG 3 


RESET 


ホ 

+ 5 V 
GND 


4. 主要タイミングミぶお 

〇 書き込みサイクル 

チャネル制御情報、時間定数わよぴ割り込みベクトルを書き込む際のタイミングを図4に示しまナ。 Z — 80 CPU 
により自動的に挿入される待ち状態 （ Tw ) を除き、待ち状態を付加ナることはできません。 Z -8 0 CTC は明確 
な書き込み信号入力を持たないため、巧部では RD を書き込み信号に代用しまナ。 


本1 open dram 


*2 driver 
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図 4 書き込みサイクル 


〇 読み出しサイクル 

チャ >ネル内のダウン•カウンタの内容を読み出ずサイクルであり、図5はカウン々•モードのときのタイミングを 
示しまナ。データ.バスに読み出されるデータは、この読み出しサイクルの T 2パルスがなち上がる直前のダウン.力 
ウン々の巧容です。 

タイマ.モードの場合にも、 デーを. バス上のデー々は T 2パルスが立ち上がる直前のダウン.カウンタの内容です。 
Z — 8 0 C PU により自動的に挿入される待ち状態 （ T W ) を除き、待ちが態を付加することはできません。 



因 5 読み出しサイクル 


* 1 channel address 


*2 pulse 











































































O 割り込みアクノリッジ • サイクル 

Z -8 0 CTC 力く割り込みを要求すると、 CPU は割り込みアクノリジジ信号（百 r および I 0 R Q ) を送り出し 
ます。この間、 Z — 8 0 CTC の割り込み制御回路は、割り込みを要求しているチャネルのうら最も優先順位の高い 
ものを決定します。デージー•チューン-イネープル線の安定を保証するため、 M 1が有効 （" L ") である間、各チャ 
ネルは割り込み要求の状態をを化させることができません。 Z — 8 0 CTC の割り込みイネーブル入力 （ I E I ) が 
"且•で 、I ORQ が" L ，，になると、最優先割り込みチャネルは割り込みベクトル.レジスタの内容を データ•バスに 送 
り出しまナ。このサイクルでは、必要に応じて、待ちげ態を付加ナることができます。 

タイミングを図6に示します。 
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図6 割り込みアクノリッジ•サイクル 


〇割り込みからの復帰サイクル 

周辺デバイスが割り込み要求をしていない場合、または、削り込み処理力巧われていむい場合、そのデバイスの IE 
0と I E I は等しい0 

CPU が割り込み処理を巧っている場合（すなわら、すでに割り込み要求を出し、かつ割り込みァクノリッジを受け 

とっている場合）、そのデバイスの I EO は常に" L ，，であり、優先順位の低いデバイスからの割り込みを禁止します。 

もし、割り込み要求を出しても割り么みァクノリッジを受けていないデバイスがある場合 、I EO は" L ，，になってい 
♦ 3 幸 4 幸 5 

ますが、2バイト OP コードの最巧のバイトとして。 E 0 "( 16進）がデコードされると 、I EO は。己，’になり、 

かの OP コードがデコードされると 、I EO はふたたび" L ，，にもどります 。 （C PU 巧の割り込みイネープル•フリ 


♦ I interrupt acknowledge cvc le 

♦ 2 device 


♦ 8 byte 

幸 4 operation code 


♦ 5 decode 









































ップ•フロジプが 0 になっているとき、この状態が発生します。 ） もし、 2 バイト目の 0P コードがけ 4 D "であれば、 
命令は RET I です。 

した力；って、0 P コード ，， E D ，，がデコードされたあと、現在割り込み処理を受けている周辺デバイスだけが 、 IEI 
="且。かつ I E 0 = な L 。という状態にわかれまナ。このデバイスは、デージー•チューン中の割り込みァク ノリッ 
ジを受けとった最優先順位のデバイスでナ。他のすべての周辺デバイスは I E 1= I E 0 です。次にデコードされた0 
P コードが" 4 D 。 であると、この最優先順位のデバイスは、"割り込み処理中，，という状態を解除します。 

このサイクルの場合には、待ちが態を M 1サイクルに挿入することができます。 

割り込みからの復帰サイクルのタイミングを図 7 に示しまナ。 



図 7 割り込みからの 復帰 サイクル 

〇 デージー•チェ ーン 割り込み サー ビス 

図8は Z — 8 0 CTC で起こるお型的なネスト構造の割り込み順序でナ。図では、まずチャネル2が割り込みを要 

をし、サービスを受けることを許されます。チャネル2がサービスを受けている間に、優先順位の高いチャネル1が割 

り込みを要求すると、チャネル2のサービスは 一時 中断され、チャネル1がサービスを受けることを許されまナ。チャ 
幸3 

ネル1のサービス • ルーチンの実巧が完了すると 、 RET I 命令を実巧することにより、チャネル！にサービスが終了 
したことを知らせます。このとき、チャネル2のサービスカ;巧開されます。 


* 1 interrupt enable flip-flop 


*2 nested i 凸れ irrupt 


*3 service routine 
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1. 割り込み前のデージー*チューン。 


サービス中 



2. チャネル2が割り込みを要求し、割り込みアクノリッジを受けたと会。 


サービス 中 一時 中断 



3. チャネル1が割り込みを要求し、割り込みアクノリッジを受けたとき。 
この場合、チャネル2のサービスは一時中断されます。 


サービス 完了 サービス 再開 



4. チャネル1のサービスが完了し 、 R E T I 命令が実巧されたとき。 
この場合、チャネル2のサービスが再開されます。 


サービス 完了 



5. チャネル2のサービスが完了し 、 R E T I 命令が実巧されたとき。 


図8 デージー. チュー ン 割り込み サー ビスの説明図 
















































O カウンタ巧作とタイマ巧作 

ヵウンタ .モ—ドにも'いては 、 C LK 入カパルスのなち上がり、またはなち下がりエッ ジでダウン • ヵウン 々が動作 
します。この CLK 入カパルスは非同期入力であり、パルスの最小幅を保証しなければなりません。 カウンタ はかの立 
ち上かりに同期してわり、 CLK 入カパルスの入力後、最初のホのなち上がりで ヵウンタを 動作させようとする場八 
CLK 入カパルスは必要なセットアップ時間を満たすものでなければなりません。 

々イマ.モードにわいては、 TRG 入カパルスのなち上がり、または立ち下がりによりプリスケーラの勤作を開始さ 
せることができます。カウン々 >モードの場合と同様に、この TRG 入カパルスは非同期入力であり、パルスの最小幅 
を巧 証し なければなりません。したがつて、 TRG 入カパルスの入力後、最初のをのなち上がりでプリスケーラを 起勘 
しようとナる場合、 tRG 入カパルスは必要なセットアップ時間を満たナものでなければなりません。プリスケーラは 
みのなち上がりで 動作 します。 
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図9 カウンタ動作とタイミング 


幸 1 setup time 













































5. 動巧を件のプログラム 

〇勤作モードの選択 

チャネルの動作モードを選択するとき、ビット〇を1にしたチャネル制御ワードをチャネル制御レジス々に書き込ま 
なければなりません。 


D 7 

〇6 

〇5 

〇4 

〇3 

〇2 

Dl 

Do 

割り込 
みイネ 
ーブル 

モード 

プ リス 
ケーラ 

選択 

エッジ 

の 

遲択 

トリガ 

の 

有無 

時間定 
数の 
有無 

化ット 

1 


D 3ゎ よび D 5 は々イマ•モードのときだけ使用します。 


〇ビット7 = 0 
〇ビット7 =1 

〇ビット6 = 0 


〇ビット6 =1 

〇ビット5=0 
〇ビット5 =1 
〇ビット4 = 0 

〇ビット4 =1 

〇ビット3 = 0 


〇ビット3 =1 


〇ビット2 = 0 


チャネル割り込みがかからないようにします。 

ダウン.カウン々の内容がゼロになるたびにチャネル割り这^がかかります。ただし、ビット 
7三0 で ダウン • カウンタがゼロになった後、ビット7を1にしても割り込みは発生しません。 
タイマ.モ— ドが選択され、プリ ス ケーラ出力がダウン•カウンタのクロックとなります。 

このクロックの 周期は、 t C • P •T C となります。 

ただし 、 t C ;システム•クロック周期 

P ； 16 または 2 56( プリスケーラによる分割の大きさ） 

T C ; 8 ビットのプログラム可能な時間定数（最大 2 5 6 ) 

カウンタ.モ _ ドが遲択されまナ。外部クロック （ CLK 入力）信号がダウン•カウンタのク 
ロックとなります。プリスケーラは使用しません。 

々イマ. モードにのみ 使用し、 プリスケーラはシステム•クロックホを 16分割しまナ。 
タイマ. モードにのみ 使用し、 プリスケーラはシステム•クロックホを 2 5 6 分割します。 
タイマ. モードのとき、トリ ガ入力のなち下がりでタイマ動作が始まります。 

カウンタ.モー ドのと き、クロック 入力のなち下がりで ダウン•カウン タが動作します。 
タイマ.モー ドのと き、 トリガ入力のなち上がりでタイマ動作が始まります。 

カウン々.モ— ドのとき、クロ ッ ク入力のなち上がりでダウン.カウンタが動作します。 
タイマ•モードにのみ 有効で、ビット1=1のとき、タイマは時間を数の書き込みサイクルの 
次のマシン.サイクルので2のなち上がりから勘作を始めます。ビット1= 0のとき、タイマ 
は、この制御情報の書き込みサイクルの次のマシン•サイクルの T 1 のなち上がりから動作を 
始めまず。 

タイマ .モードに のみ有効で、時間定数の書き込みサイクルの次のマシン•サイクルの T 2の 
なち上がり後に入力された外部トリガ入力によりクイマが動作を始めます。 

トリガ入力がセットアップ時間を満たすときは2つ目のホのなち上がりから、また、満たさない 
ときは 3 つ目の ホの なち上がりからプリスケーラが勤作を始めます。時間定数の書き込み前 
に外部トリガ入力が加えられると、ビット 3 = 0 の場合と同じになります。 

チャネル制御情報のあとに、時間を数の書き込みがないことを示します。ただし、チャネルが 
リセット状態にあり、そのあと最初に与える制御情報にわいては、このビットを0にすること 


ができません。 










o ビット 2= ! チャネル制御情報のあとに、時間定数の害き込みがあることを示しまナ。ダウン.カウンタの 

動作中に時間定数の書き込み力;巧われた場合、時間定数レジス々には新しい時間定数がセット 
されまナが、カウントはそのまま続巧されます。そして、ゼロ •カウントになったときに初め 
て新し I 、時間定数が使用されまナ。 

〇ビット1= 0 チャネルはダウン•カウンタとして勘作を巧います。 

〇ビット1=1 ダウン•カウンタとしての動作を停止さ甘まナ。ビット2=1のとき、時間定数が書き込まれ 

たあと動作を再開します。 

ビット2 = 0のとき、新しい制御情報を書き込むまで、チャネルは動作しません。 

〇時間定数の香き込み 


8ビットの時間定数は、ビット2=1としたチャネル制御情報に続いて、時間定数レジスタに書き込まれまナ。 
0 0 "( 16進）は時間定数2 5 6を意味します。 


〇7 

〇6 

〇5 


〇3 

〇2 

〇1 

Do 

T C 了 

TCg 

TCg 

でじ4 

TCg 

TCg 

T C 1 

TCo 


〇 割り込みベクトルの書き込み 

割り込みをかけているチャネルは、 Z - 8 0 CPU に割り込みベクトルを与えることが必要です。 CPU はこのベ 
クトルを使用して、割り込みサービス.ルーチンの番地を作りまナ。割り込みァクノリッジ.サイクルにわいて、サー 
ビスを要求している チ ャネルのうち最も優先順位の高いチャネルが C PU にべクトルを与えまナ。必要な割り込みべク 
トルは 、 D 0 = 0としてチャネル0の割り込みベクトル.レジス々に書き込まれます。この際使用されるのは〇3〜〇7 
であり、 D 1わよび D 2は無視されます。 Z - 8 0 CT C が割り么みに応答するとき、べクトルのうち Dg 〜 D 。 は 
割り込みベクトル • レジスタの値であり、 D 1および〇2は割り么みを要求したチャネルのうち最も優先順位の高いチ 
ャネルの2進符号です。割り込みサービス.ルーチンの閱始番地を指示する間接番地が偶数番地であるため、 Dq には 
0がセットされます。チャネル0が最も優先順化の窩いチャネルです。 
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6. お巧を大定格 


項 目 

記号 

定 格 

単位 

入力電圧 

ViN 

— 0. 3〜+ 7 

V 

出力電圧 

Vq U T 

_ 0. 3〜+ 7 

V 

動作温度 

Topr 

〇 〜+ 7 0 

•C 

保存湿度 

tg 

— 6 5〜+15 0 

.C 


7.電気的特性 

7.1 DC 特性 （： Ta= 0’C^+70‘C, Vcc= + 5V± 5%) 


記号 

項 目 

最ル値 

最大値 

単位 

測定条件 

V I L C 

クロック" L " 入力電圧 

— 0. 3 

0. 4 5 

V 


V I H C 

クロック" H ，，入力電圧 

Vcc -0. 6 

V C C + 0. 3 

V 

V,L 

" L " 入力電圧 

— 0. 3 

0. 8 

V 

ViH 

" H " 入力電圧 

2. 0 

Vcc 

V 

VoL 

" L " 出力電圧 


0. 4 

V 

I 0 L = 2m A 

Vq H 

" H " 出力電圧 

2. 4 


V 

I OH =— 2 5 0 A 

王 C C 

消費電流 


12 0 

m A 

t c= 4 0 0 且 s 

Ili 

入カ リーク 電流 


10 

A A 

ViN = 0 V 〜 Vcc 

I L 0 H 

トライステート 出カ リーク 電流 


本 

10 

兴 A 

VoUT = 2.4 V 〜 "Vcc 

I L 0 L 

トライステート 出カ リーク 電流 


去 

— 10 

ド^ 

VouT= 0. 4 V 

I 0 H D 

ダーリントン駆動 電流 

本 


m A 

Voh=1.5V 

ZC / TOq 〜 ZC/TOg 

に適用 


* 流入電流を正、流出電流を負としまナ。 


7.2 端子容ち け&= + 25でゴ= 1 M 百 Z ) 


記号 


項 

巨 


最大値 

単位 

測 定 条件 

C < j > 

ク [ 

】 ック入力容量 

2 5 

pF 


C I N 

入 

力 

容 

量 

5 

pF 

被測定端子£>1外の全ての端子は接地 

Cqut 

出 

力 

容 

量 

10 

pF 



— 12 — 














































7.3 AC 特巧 （T 汪二 O.C 〜 +70‘C •Vcc=+5V±5%) 


信 号 

記 号 

パラメータ 

最小値 

最大値 

単位 

備考 

ホ 

t C 

クロック 周期 

4 0 0 

C 1〕 

ns 


tw (か H ) 

クロック.パルス 幅 （"曰。） 

17 0 

2 0 0 0 

打 S 


t W (か L ) 

クロック.パルス 幅 （" L ") 

17 0 

2 0 0 0 

打 S 


tr，tf 

クロックなち上がり•立ち下がり時間 


3 0 

打 S 



tH 

ホ-ルド時間 

0 


打 S 


CS ， 雨 

t s ホ （CS ) 

読み出し、または書き込みサイクルの制御信号の 
セットアップ時間 

16 0 


ns 


Dq — 

t D R ( D ) 

忘でのなち下がりからデータ出力までの遅延 


4 8 0 

打 S 

C 2〕 

t s ホ （ D ) 

書き込み、または M 1サイクルのデータのセット 
アップ時間 

6 0 


ns 


t 0 j CD ) 

INTA サイクルの I ORQ のなち下がりからデ 
一々出力までの遅延 


3 4 0 

打 S 

C 2〕 

tp ( D ) 

反でのなち上がりから出カバッファ•フロートま 
での遅延 


2 3 0 

打 S 


IEI 

tgClEI ) 

I NTA サイクルの I 0 RQ のなち下がりに巧ナ 
るセットアップ時間 

2 0 0 


打 S 


IEO 

t D H ( 10 ) 

I E I のなち上がりからの遅延 


2 2 0 

ns 

C 3〕 

IdlCIO ) 

I 巨 I のなち下がりからの遅延 


19 0 

打 S 

C 3〕 

tDM ( IO ) 

而 T のなち下がりからの遅延 （ M 1サイクルの直 
前で割り込みが発生したとき） 


3 0 0 

ns 

C 3〕 

IORQ 

tsc ^ ClR ) 

読み出し、または書き込みサイクルのセットアッ 
プ時間 

2 5 0 


打 8 


丽 

t s ホ （ Ml ) 

INTA 、 または M 1サイクルのセットアップ時間 

210 


打 S 


茄 

ts,b(RD) 

読み出し、または M 1サイクルのセットアップ時間 

2 4 0 


ns 


INT 

tDCK ( IT ) 

CLK / TRG の立ち上がりからの遅延 


2 tc 味 ) 
+2 0 0 

ns 

カウンタ • モード 

to ホ （ IT ) 

〇のなち上がりからの遅延 


tc ゆ) 

+2 0 0 

打 s 

タイマ.モード 

CLK/TRG 

0—3 

tcCCK) 

カウンタ•クロック 周期 

2 tc 健) 


凸 s 

カウンタ•モード 

t rCKyTR ) 

み CKyrn ) 

カウン々•クロックわよびトリガのなち上がり • 
立ち下がり時間 


50 

打 s 


ts(CK) 

即時カウントに要ナるクロックのセットアップ時間 

210 


ns 

カウンタ•モード 

tg ( TR ) 

プリスケーラの即時起動に要ナるトリガのセット 
ァップ時間 

210 


ns 

タイマ.モード 

tw(CT 旦） 

カウンタ•クロックおよびトリガのパルス幅 （" H ") 

2 0 0 


打 s 

カウンタ•モード 
わよび 

々イマ.; e - ド 

tw ( CTL ) 

カウンタ'クロックおよびトリガのパルス幅 （" L 。） 

2 0 0 


打 8 

ZC / T 0 

0—2 

t D H( ZC ) 

ホのなち上がりから Z C/T 0=" H ’’ までの遅 堕 


19 0 

os 

カウンタ•モード 

および 

タイマ•モード 

t D L ( ZG ) 

ホのなち下がりから Z C / T 0 = " L " までの遅を 


19 0 

打 s 


注〔1〕 tc= tw (ホ H ) + tw (ホ L ) + t r + tf 

〔 2 〕負满容量の 5 0 pF 増加につき、遅延は 10 ns 増加しまナ。負荷容量の最大値は、データ•バスが 
2 0 0 P F であり、他は10 0 P F です。 

〔 3〕負荷容量の10 pF 増加につき遅延は2 ns 増加します。負荷容量の最大値は10 0 p F でナ。 


CO 


RESET の入力幅は最低3クロック•サイクル必要でナ。 









































出力端子測定回な 



；1 N 914ま 
たは同等品 

:すべてのピン 
に対し 5 0 pF 








7.4 AC タイミング図 " 狂 n "L ，， 

CLOCK Vp p — 0.6V 0)4 5V 

測定条件は巧の通りでナ。 OUTPUT 2.0 V 0.8 V 

INPUT 2.0 V 0.8 V 
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8. かお寸ま図 


1 5.2 4 


1 3.2 



宇 



0。〜7。 


(おことわり）製品の改良のためチ告をしに内容の一部を変更することがあります。 

規格契約が必要る場合は製兒仕様書をご用命の上、ください。 
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1 . 概 要 

シャープマイクロコンピュータボード S M - B - 8 0 D は、1かのプリント基板上に Z — 8 OCPU 、 PIO 、 CTC チッ 
プ、 0 S 用 ROM 、 RAM 、 ユーザ用 RAM 、 シリアル I / O インターフェース、バラレノレ I /〇インターフェースなどを塔載した 
ものであり、入出力装濃を接続するだけでプログラム開発用や制御用のコンピュータとして使用できます。 

SM - B -80 D は Z _80 マイクロコン ピュータ •システムのプログラム 開発用の簡易形サポート .ツールとして 
用意されたものであり、特にその0 S ROM 領域にモニタ ROM を 実装ナることによ りユーザ.プログラムのデバッ 
グを効を的に巧うことができます。一ち、本ボードは 、 OS ROM 領域に制御用 プログラムを 実装することにより直 
接、機器に組み込み使用できるようになってわり、沉用性を考慮した種々の機能を有していまナ。 

Z - 8 0サポート•ボードとしては、本ボードの他に R 0 M / R A M ボード やユニバーサ ルボードがあります 
力;、これらのボードにより S M — B システムの拡張が容易に行えるようにポ_ド間でバス信号の共通化を図っていまナ。 

モニタ機能によりユーザ•プログラムのロード、パンチ、実巧、デバッグなどを巧うことができ、また、レジデント • 
アセンブラやテキスト•エディタもモニ々管理下で使用することができます。これらの場合の入出力装置として TTY 
か RS — 2 3 2 C 規格の装置を使用できるようになっていまナが、ユーザ側で別の入出力装置を定義し、それらを TTY 
と同じようにモニタで管理することもできます。 

2. 特 長 

2. 1 ハードゥェア 

(1) Z — 8 0 C P U チップを中,。として憐成したワンボード•コンピュータです。 

(2) ユーザ RAM として16ピン•タィプの RAM を使用してわり、ソケット実装によりメモリ容量を4 K バイト 
または、16 K バィトにできまナ。 

4 K バィト実装製品： L 打一 8打01 A 、 1 6 K バィト実装製品： L 扫 一8 H 0 1 B 
ほ ） OS ROM の容量は4 K バィトであり、1 K バィト単位に実装できまナ。 

(4) OS ROM として、2708々ィプ、またはそれとピン互換性のある P R OM を実装できます。 

(5) 0 S ROM として2 K バィト•モニタを用いることによりユーザ•プログラムの実巧、デバッグなどができ 
ます。 （ 2 K バィト•モニタ LH - 8 S 0 3 P / E 別売） 

(6) 2 5 6バイトの0 S 用スクラッチ•パッド R AM (スタティック） 

(7) ユーザ RAM 、 0 S ROM のベース•アドレスを変更できます。 

㈱ Z — 8 0 P I 0チップによる沉用パラレル I / O インターフェース （ 8ビットの I / O ポート、2ビットの 
制御線各2チャンネル） 

(9) Z — 80 CTC チップによるカウンタ•タイマ機能 3チャンネル 
aO ) ハードゥュア割り込み入力2本（ューザ用 NMI 、 ューザ用 I NT ) 

ai ) シリアル I / O ィンターフュースには、 TTY 、 RS — 2 3 2 C 規格装置を接続できます。 

ボー.レートを変更できます。110、15 0、呂0 0、6 0 0、1 200、24 0 0、48 0 0、9 600ボー(モニタ ROM 
使用時） 

aa ) 電源投入後、またはリセット後のプログラム開始番地を000 0か E 000のいずれかに還択できます。 

(14) すべてのバス信号線はバッファを巧蔵しています。 


2.2 ソフトウェア 


2 K バイト•モニタの特長（注） 

(1) モニタではデータの入出力を次のチャンネルのいずれかを用いて巧いまず。 

C I . コンソール入カチャンネル 

C 0 . コンソール出カチャンネル 

0 1 . オプジュクト入カチャンネル 

00 . オブジェクト出カチャンネル 

S I . ソース入カチャンネル 

SO . ソース出カチャンネル 

(2) 通常シリアル I / O インクーフェースのドライバ-ルーチンを上記チャンネルに削り当てます。 

(例） T T Y 

斌別の I / O インターフェースのドライバ•ルーチンを用意し、それらを 上記 チャンネルに削り当てることもで 
きます。 （例）高速 パラレル I/O 

(4) Z -8 0 CTC を用いて、8種類のボー•レートを発生できまナ。 

(5) モニタ•コマンド15種 

(注）2 K バイト•モニタ LH -8 S 0 3 P / E 別売 


3. 機能概要 （ モニタ ROM 実装時） 

(1) オプジェクト•プログラムの口ード 


L コマンドインテル16進 フォーマット 
(2) オブジュクト•プログラムのパンチ 


P コマンドインテル16進フォーマット 
樹ユーザ•プ□グラムの実巧 

G コマンド 


(4) ユーザ •プログラムのデバッグ 


ソフトウユア•ブレーク•ポイント B 、 D 、 K コマンド 

ユーザ. プログラムの トレース T コマンド 


ユーザ.プログラムの n 命令実巧 
メモリ内容の表示と変更 
ユーザ C PU レジスタの 表示 
I/O ポー トのテスト 


S コマンド 

スナップ•ショット 

R コマンド 
し0コマンド 


(5) モニタで管理している入出カチャンネル （ CI 、 C 0、 01、00、 SI 、 SO ) としてューザ側で定義した 
I / O ドライバ.ルーチンを使用できまナ。 

㈱ モニタ • プログラム巧の I / O ドライバ•ルーチンを ユーザ •プログラム巧で使用できます。 

(7) ホ I 用パラレル I / O インターフュース 

P I 0の A 、 B ポート （ デー々線 8ビット X 2、制御線 2ビット X 2 ) 

ユーザ配線領域 （16 ピン DIP 1 C 4個実装可能） 


目0ピンフラット•ケーブル用コネクタ 1 
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但）カウン々 /々イマ 


CTC 1 個使用、チャンネル！〜 3 ユーザ開放 
クロック入力 2.4 57 6 MHz 

田）リスタート•アドレス切換え機能 0000または E 000 

4•コマンド 

4. 1 記述お式 

モニタ•コマンドにわいては、ら[下に示す文字セット、およびファンクション•キー （ 印刷出力しない）を使用 
します。 

〇〜9、 A ' ~ Z 

が， + ， — • / ； = T 〕 

CR L F ETX ( CTRL C ) 

上記ら I 外の文字セット、 ファンクション •キーを使用した場合、そのコマンドは無効となり （ ？を出カナる）、 
再度コマンド待ちとなります。 

コマンドは、コマンド識別記号、アーギュメント （argument )、わよびターミネー々により楠成されてわり、 
その一般的な形式は次のいずれかです。 
argi / 

arg , . ar む/ ( 外に L P または t でも可） 

汪 rg , ; c 

argl , arg2 ； c 

ただし 、 argi ， arg 2 は アーギュメント、 c は コマンド 記号 
アーギュメン トは、 数値、ニーモニック、ロケーション•ヵウンタ、 または、それらを演算子+、一で結合した 
式のいずれかです。上記の一般形式にわいて、 ar 臣1と arg 2 の間は コンマ •でか離しなければなりません。 
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4. 2 コマンドーお表 


機 能 

コマンド 

機能 説明 

メモリ、レジ 

スタの表示 

arer 1 / nn 

argi で指定されるメモリ•アドレス、またはユーザ CPU レジスタの内容を2巧 
の16進数で/の直後に表示ナる。表示後夕ーミネーク待ち。 

メモリ、レジ 

スタの変更 

argi / nn mm 

argi で指定されるメモリ•アドレス、またはユーザ CPU レジスタの内容を変更 
する場合に使用する。変更は上記コマンドにより表巧された数値に続いて希望する 
数値 （ mm ) を16進数で入力し、さらに々ーミネー々を入力ずることによつて巧う。 

プレーク•ポ 

イントの 

設定-解除 

argi;n B 

argi がある場合、ブレーク•ポイントの設定を巧う。 n は〇〜7で0は省略可能。 
このコマンドによりアドレス argi に識別番号 n のプレーク.ポイントを設定す号。 
argi を省略すると、 n 悉のブレーク•ポイントを解除する。 

ブレーク.ポ 

ィントのま巧 

；D 

現在設定されているブレーク•ポイントの識別番号とそのアドレス （ ブレーク•ポ 

イント•アドレス）を n の順に表示ナる。 

ユーザ•プロ 

グラムの実巧 

arg1;G 

argi で指定されるメモリ•アドレスより、プログラム（ユーザ•プログラム）を 
実巧する。 argi を省略した場合、現在の PC (ユーザ. CPU レジスタ ） で示さ 

れるアドレスから実行する。 

ポート入力 

argi;nl 

argi + n で指定されるポートからデー々 （ 1バイト）を読み込み、表示する。 
n を省略した場合は n = 0 と等価である。 n は〇〜2 5 5の10進数とする。 

ポート出力 

arg1 , arg 2 ; 打 0 

argi + n で指定されるポートへ arg2 で示される1バイトデータを書き込む。 

n の意見は上記ポート入力の場合と同じ。 

ブレーク.ポイ 

ントの全解除 

;K 

現在設定されているすべてのブレーク•ポイントを解除する。 

ステップ 

arg 1; 打 S 

argi で指定されるメモリ•アドレスより、 n ステップ実巧させ、各ステップごと 

に PC、A F の内容を印刷出力する。 n を省略ナると1ステップ動作。 

トレース 

argi;T 

argi で指定されるメモリ•アドレスよりトレースする。トレースは CTRL 〇の 

キー入力、またはブレーク•ポイント.アドレスにわいて終了し、コマンド待ちと 

なる。 argi を省略した場合、現在の PC の値よりトレースする。 

プログラムの 

口 ー ド 

;L 

オブジェクト•チャンネルよりインテル標準16進フォーマットのオブジェクト. 

プログラムをメモリへ口ードする。 

プログラムの 

パ ン チ 

argi , arg 2 ； P 

argi , arg 2 で指定されるメモリ•アドレスの範囲の内容をオブジユクト•チャン 

ネルにインテル標準16進フォーマットで出力する。 

レジスタの 

表 示 

;R 

ナベてのユーザ CPU レジスタの巧容を表示する。 

;1 R でレジスタ名とその巧容を表示する。 

メモリ•プロ 

ックの表示 

argi , arg 2 / 

argi , arg 2 で指定されるメモリ•アドレスの範囲の内容を2巧の16進数で表示 

する。 

表示-モード 

の指定 

； nM または 

argi ， arg 2 ； mM 

ステップ、トレース、ブレーク•ポイントの各コマンド入力前に表巧モードを指定 

できる。 

n ( m ) 表 示 ただし 

0 PC A F argi メモリ•ブロックの先頭 

1 全レジスタ arg2 メモリ•ブロックの最後 

2(0) PC 、 AF とメモリ•プロック 

3(1) 全レジスタとメモリ•ブロック 

























5 .基本仕様 
5.1 —お基本仕様 


巧 目 

け： 様 

備 考 

C P U 

X — 8 0 CPU し H — り0 8 0 


語 お 

1 韶 8ビット 

命な 8,16，24,32ビット 

データ 8ビット 

アドレス 16ビット 

I /〇ァドレス入力、出力、も8ビット 


挺小命令芙巧時問 

1. 6 3 S 

4クロック•サイクル 

^ 8ビットレジス々 加算 \ 

'v 8 ビットレジスタ間較送ノ 

C P U クロック 

内部クロック（水晶発振） 2.4576 MHz または 

外部クロック 0.7 〜 2. 5 MHz 

下限周波数はダイナミック RAM 

のリフレッシュ-サイクルで決ま 

る。 

メモリ 

OS ROM LIi -2 70 8 最大 4 個実装可能 

0 S RAM LH -2111 A 4 2個実装 

ューザ RAM LH — 4 027 — 3または LH — 41 16-3 8個 

ソケット実装、 ROM はホ実装 

ソケット実装 

メモリ .容量 

0 S ROM 最大4 K バィト 

0 S RAM 2 5 6バィト 

ューザ RAM 4 K バィト、または16 K バイト 

ューザ RAM 

4 K バィト実装製品 

LH —8打01 A 

16 K バィト実装製品 

LH -8 H 0 1 B 

メモリ.アドレス 

0 S ROM 4 K バイト単位にベース•ァドレス設定可能 

0 S RAM FF 0 0 〜 FFFF (固定） 

ューザ RAM 4 K バイト、または16 K バイト単位にベース 

ァドレス設定可能 

ジャンバ端子 

ジャンバ端子 

パラレル I/O 

インターフュース 

Z -80 P I 0 LH -0081 1個使用 

8ビット入出カデータ線 X 2 

2ビットシューク•ハンド制御線 X 2 

ューザ配線領域16ピン DIP 1 C 4 個実装可能 

コネクタ 50ピンフラット.ケーブル用 

コネクタ J J 

シリアル I/O 

インターフュース 

UART ( 8251) 1個使用 

TTY イン々ーフュース （ 20 mA 電流ループ ） および 

RS — 2 3 2 C インターフユ'ース 

コネクタ 26ピンフラット.ケーブル用 

コネクタ J 2 

カウンタ/タイマ 

Z — 8 0 CTC L 扫 一 0 0 8 2 1個使用 

チャンネル0 システム使用（ポー•レート作成用） 

チャンネル！〜3 ューザ開放 

クロ ック入力 2.45 7 6 MHz ( 40 6.9 n 8) 
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項 目 

仕 様 

備 考 

I/O 

ポート.アドレス 

ューザ 開故 00 〜CF 

システム使用 DO〜DF 

システム.リザープ E 0 〜 PF 

ただし 、 DO P 10ポート A デー々 

D 1 PIO ポート A コントロール 

D 2 PIO ポート目 データ 

D 3 PIO ポート B コントロール 

D 8 CTC チャンネル 0 

D 9 CTC チャンネル 1 

DA CTC チャンネル 2 

DB CTC チャンネル 3 

DC UART データ 

DD UART コントロール 

DE W システム NM I ( N —Delay ) 

R ポー.レート、アドレス E リセット 

D F W システム NM I ( Delay ) 

R リーダ•ステップ 

ブレーク•ポイント用 

ステップ•トレース用 

ポ ー •レート 

8 種類切り換え可能 

110，150,300,600，1200,2400,4800,9600 

ジャンパ 端子 

電 源 

+ 目 V ±5% 2.2 Amax 

+ 12 V ±5% 4目 0 mA max 

—12 V ±5% 150 mA max 

一5 V は巧部電源により発生 

動作温度 

( TC 〜 5 O’C 


ボード寸法 

270 X 190 X 20 単位画 



J , 5 0 ピンフラット•ケーブル.コネク々 

( ヒロセ HIP 3—50 P —2.54 DS 巧当） 

J 2 2 6ピン 

(同上 HIP 3—2 6 P —2.5 4 DS 相当） 

Js 10 0ピンコネクタ 3.17 57 M ピッチ 

(ケル製 4800 — 100 —135巧当） 



関連ソフトウエア（別売） 


ソフトウユア名称 

形 

名 

備 

考 

アセンブラ 

LH —8 S 01 P , 

LH — 8 S 01 E 

16 K B 

R.AM 必要 

エディタ 

LH -8 S 0 2 P , 

L 日一 8 S 0 2 E 

16 K 目 

R AM 必要 

モニク 

L 丘一 8 S 0 3 P , 

LH — 8 S 0 3 E 



SM — 4用クロスアセンブラ 

L 日一 4 S 0 4 P , 

LH —4 S 0 4 E 

16 K B 

RAM 必要 


P : 紙 テープ 版 

E : EPROM 版 
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5. 2 バス信号一ち表 


端 子 

番 号 

信号名 （ 部品面） 

端 子 

番 号 

信号名（配線面） 

1 

+ 5 V 

51 

+ 5 V 

2 

+ 5 V 

52 

+目 V 

3 

+ 5 V 

53 

+ 5 V 

4 


54 


5 

+ 12 V 

55 

+ 12 V 

6 

* CK / TG , 

56 


7 

* ZC / TO , 

57 


8 

* CK/TGg 

58 


9 

* ZC / TO2 

59 


10 

* CK / TG3 

60 


11 

*MRESET 

61 


12 

♦DEBUG 

62 

グ 

13 

EXCLK 

63 

XSCLK 

14 

REC DATA 

64 

TRANS DATA 

15 

*DDI S 

65 

*RENB 

16 


66 


17 


67 


18 


68 


19 


69 


20 

lEI 

70 

lEO 

21 


71 


22 

*Ao 

72 

* A , 

23 

*乂 2 

73 

* Ag 

24 

* A 4 

74 

* Ag 

25 

*乂 6 

75 

* 入 7 

26 

* A8 

76 

* A 9 

27 

* Aio 

77 

* A 11 

28 

* Ai2 

78 

* A ：： 

29 

* Am 

79 

* A け 

30 

*WAIT 

80 

* BUSRQ 

31 

*NMIU 

81 

* INTU 

32 


82 


33 


83 


34 

* BUSAK 

84 

♦ HALT 

35 


85 

*RFSH 

36 

*RD 

86 

*WR 

37 

*MREQ 

87 

* lORQ 

38 


88 


呂9 


89 


40 


90 


41 


91 


42 

*Do 

92 

* D . 

43 

* D2 

93 

*〇3 

44 

* D 4 

94 

* D . 

45 

*〇 6 

95 

*D 了 

46 

— 12 V 

96 

— 12 V 

47 


97 


48 

GND 

98 

GND 

49 

GND 

99 

GND 

50 

GND 

100 

GND 


(注） 

* 記号は 、、 L " レベルで有効 
( active ) になるという意味 

であり、信号名の上に- 

(bar) 記号をつけたものに同 
じ 0 

巧きバスはシステム拡張用と 
してリザーブ。 
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5. 3 シリアル I / O インター フエー ス信号線説明 


こ）. 〇 / ソ / ゾ 

な 巧 お 

f 2 巧け 

{A け 説 明 

--- 1— 

1 

G N D 1 

1.13 1 

巧地が 

-- h 

R S (十） 1 

6 

リ—々.•ステップ。リーダ•オン時に化 S ( + )、 11 S (—) を逝じてお旅が流むる。 

R S ( - ) 1 

16 

(十12 V でが刈巧が: 9 4 ii ) 

- 1- 

CARR I KR 

DETECT 

15 

20 mA SKNTU おと「り]- U 巧。 20 iuA S 脚 1 )捕げ開が時はも端子は+12 \でみ 
る。おがループ化 W の場合、 UART の送 U デー々ありの状態（スペース）で H レベル、 

なしのが態（マーク ） で L レベルとなる。（化1 ) 

20 mA SEND 

24 

2 QmA 電源ループで T T Y ( A S R - 3 3 ) を使用する場合、本んミ号を用いる。 

20 mA SEND RET 

25 

UART の送信デークがマークのが態でループ電流オン、スぺ—スのげ態でル-プお流 

オフとなる。 

2 0 mA REC 

22 

20 mAfE 流ループで T T Y ( A S R - 3 3 ) を使用する場合、本佔巧を巧1いる。 

20 mA REC RET 

23 

T T Y からの送信データがマークのが態で端子2 2は L レベルに、スぺースの状態で 

H レベルになっている0 

TRANS DATA 

3 

R S — 2 3 2 C 規格で端末装置からデー々が送られてくる場合に用いる入力端ず。 

巧イを真—夕がマークのが態で L レベルに、スぺースのが態で H レベルになっている。 

REC DATA 

5 

RS -2 3 2 C 規格で端末装層へデ—々ををる場合に用いる出力端子。送信デ—夕が 
マ—クの状態で L レベルに、スぺースの状態で打レベルになっている。 

D S 11 

(Data Set Rea か） 

11 

UART の DTR 信号の反転記号 。 R S — 2 3 2 C 規格。出力。 

UART ( 8 2 51 ) のコマンドビット1をセットすると DTII =0 となる。 

CT S 

(C lear T o S end ) 

9 

UART CD RTS 信号の反転信号 。 R S — 2 3 2 C 規格。出力.。 

UART のコマンドビット5をセットすると RTS = 0 となる。 

DTR 

(Date Term Ready ) 

14 

本信号の反転信号が UART の DSR に等しい 。 RS — 2 3 2 C 規格。入力。 

UAET の DSR を L レベルにすると、ステイタスビット7がセットされる。 

RTS 

(Request To Send ) 

7 

ボード上のチュック端子（記号 T TY ) の結線状態により動作が異なる。 

tty a — C 結線； RTS 信号無効 

A — B 結線 ； R T S の反転信号 = UAIIT の CTS 

本信号は R S - 2 3 2 C 規格で入力信号である。 

なわ、 UART ので子を信号はででミ =L でデータ送信可能。 

CTS = H でデータ送信不可（ただしコマンド TxEN = 1とする）。 


(を1 ) 

UART の受信または 
送信 データ 
( RxD ’ TxD ) 



2 K 目モニタではデータ送信時偶パリテイ、 
受信時パリテ ィ 無視でデータを処理している。 
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5.4 ブロック図 


EXC し K 


♦ MRESET 



」 


♦ CK TG 

• ZC TO 


TTY また U 
RS-232C 巧巧 


5.5 プリント基板寸法固 


J . 说ピンコネクク 

J: 26 ピンコネクタ 

♦ は 6 なけ 



(おことわり）木な料は数のななのためパ I •むしに内がの.巧;を'をがされることがあリます 







































































































































































































け夕, w * け 

つ；，,. 



♦イげ，:! liX、 •- 

作パ H 

«^||貧い 


瞬 llhr^ パリ、 



►•4もかかホ•*>ょけ！14みそが<%が#じ< J を巧 i 々なみかかかががげが聲：かがミ；;•み! 











































































SM-B- 80 T 

了クニカルマニュアル 




次 


1 .特長 . 1 

2 . システム構成 . 1 

3. tt 様概要 . 3 

4. 機能概要 . 3 

5. キー配列 . 4 

6 . モニタプログラム . 5 

6.1 キ_ボードパネルの構成 . 5 

6.2 キ_ボードスイッチとコマンド . ら 

6.3 表示 . 7 

6.4 アドレス切り換えスイッチ . 8 

7. 機能 ... 9 

8. 操作例 . 9 

8.1 モニタプログラムスタート . 9 

8.2 データのセット . 9 

8.3 アドレスのセット . 9 

8.4 アドレスのインクリメントとデクリメント . 10 

8.5 メモリへのデータ書き込み . 10 

8.6 プログラムのオート実行 . 10 

8.7 プログラムのシングルステップ実行 . 10 

8.8 ブレーク動作 . 11 

8.9 ユ_ザレジスタの内容表示と変更 . 11 

8.10才ーディオカセットへのプログラムのストア . 12 

8.11 才ーディオカセットよりのプログラムの口ード . 12 


























シャープマイ クロコン ピュータボード SMB —80 T は、これからマイ クロコン ピュータを理解し、 
実際に使ってみようという方々をが象（こした教育用、学習用、ホビー用として、さらには OEM 用 
としても使用できることを目的に開発されたマイ クロコン ピュータ•トレー ニン グボードです。 


1.特 長 

1) プリント配線巧みの CPU ボード上に、 CPU 、 PIO 、 メモリ、モニタプログラムを、キ 
—ボード上には、 8 t 巧7セグメント LED 、 キースイッチを備えたマイクロコンピユータで 
す。 

2) キーボードを使用しないときは、キーボードとのインターフエースに使用している PIO を 
ユーザが単独で使用できます。さらに、ユーザオプションとして PIO を1個増設可能で、44 
ピン コネクタ 端子を f 吏用して周巧装置との接続ができます。 

3) CPU ボード上に100ピンコネクタを設けてわり、バスドライバを実装することにより外部 
との接続が容易です。 （ 3 • 17 5 mm ピッチ） 

4) ボード巧でユーザが使用できるメモリは、 ROM が1 K バイト （7055) RAM が3 K バイト 
(2114) と大容量です。 （ RAM 1 K バイト標準装備） 

5) カンサスシテイそ見格の才ーデイオカ七ットインターフエースを標準装備しています。 

(リモート端子による自動、マニアル•スタート/ストップが可能） 

6) リスタートアドレスを、モニタプログラム （ E 000 番地）、または、ユーザプログラム（0000 
番地）じスイッチにて変更できます。このため、民 ESET •キー操作でユーザプログラム 
の実斤が可能です。 

7) Z -80 の割り込みのうら、モード0、1、2をユーザに開放しています。 

8) CPU ボードは、システムに組み込み可能なサイズを採用しています。 (270 X 190 mm ) 
SMB — 80 D と同寸法です。 


2. システム構成 

SMB -80 T ボードは、 CPU ボード （270 X 190 mm ) と、キーボード （135 X 190 mm ) の2枚より構 
成し、34本のフラットケーブルで接続します。 

図2 . 1に、 80 T ボードを f 吏用する際の基本的な憐成を、図2 . 2に、システム構成を巧します。 


カセットテレコ 



図2 J SMB -80 T ボードの基本的な巧成 



図 2. 2 システム構成 









































































































































































3. 化様概要 


C 

P 

U 


LH — 0080 8ビット並列処理プロ七、ソサ 

ク 

ご 

ツ 

ク 

2.4576 MHz (4.9152 MHz 水晶使用） 

R 

0 

M 


MAX 2 K バイト （ LH —7055 X 2 個） 





モニタプログラムを1 K バイト（こ書き込んで実装。 

残り1 K バイトはユーザ用で、 1 C ソケットのみ実装。 

R 

A 

M 


MAX 3.25 K バイト （ LH —2114 X 6 個 + LH -2111 A 4 X 2 個） 





モニタプログラム用として LH 2111 A 4 X 2個 （256 バイト）をユーザ 
用として LH 2114 X 2個 （ 1 K バイト）を実装。 

1/〇ポー-卜 


LH -0081( PIO ) X 1個をキーボードとのインターフェースに使用。 





ユーザ用として LH -0081(8 ビット X 2 ポート ） X 1 個オプション （1 C ソ 

ケットのみ実装）。 

力七ット 

•インタ 


8251 X 1個をデータの並列一直列変換に使用。 

フ 

ェイス 



—ボ販才ーディオカ七ットす妾統可能。 





入/出力端子： REM ， AUX ， イヤホーン端子 

転送速度： 300ビット/秒 

規 格：カンサスシティが格に準從 

入 

力 

装 

屢 

データキー、ファンクションキーによる入力。 （25 キ _) 

出 

力 

装 

置 

7七グメント LED (こより、アドレス、データの16進表示 

動 

作 

モ ー 

K 

シングルステップ （ 1命令実斤）&才—卜実斤。 

モニタプログラ 

ム 

アドレス E 000 〜 E 3 FFS 地の1 K バイトを使用。 

ご 

ネ 

ク 

夕 

100 ピンバスライン用コネクタ。 

34ピンキーボード接統用コネクタ。 

44ピンユーザ PIO 用コ木クタ（コネクタはオプション） 

ヶ 


ブ 

ル 

34本フラットケーブル （80 cm ) 

REM 端子用ケーブル (150 cm ) 

AUX またはイヤホーン用ケーブル (150 cm ) 

電 



源 

+ 5 V± 5 % MAXX2 A (標準構成） 

使 

用 

温 

度 

0〜40で 

4. 

機能概要 



プ 

ログ 

ラム機肯良 

〇〜 F までの16進データ.キーじよる入力。 

=7 

ンソ 

—ル機能 

メモリの内容表示とその内容の変更。 





ユーザレジ’スタの内を表みと、その内が変更。 

デ 

ノく ツ 

グ機 

能 

ユーザプログラムのシングルステップ/オート実巧。 

ブレークポイント、ブレークカウンタの設定と解除。 

才- 

-ディ 

才カセ、ソ 

卜 

ユーザが開発したプログラムを十ーディオカセットテープへ錄を、テ 
-プからの W 生。（リモート端子により、力七ットのスタート/ストップ） 







リスタートアドレ义 

リスタートアドレスを'をお可能。 



0000 :ユーザプログうム[消始アドレス 

E 0 0 0 ••モニタブログラム觸始アドレス 

萬り り 込 

み 

割り込みは、 NMI をモニダが使用。 

ユーザじは、モード0、し2を開放。 

m り込み傻 

化 

CPU ( NMI ) > PIO 1 > PI 02 に設定。 

ボード外じて、 PI 01 の け立、 PI 02 の下化じ設定可能。 


5. キー配列 


RUN 

STEP 

LOAD 

INC 

STOP 

DEC 

RESET 

C 

D 

E 

F 

SHIFT 

H 

L 

A 

巨 

REG ， 

REG 

8 

9 


BA 

巨 C 

1 

IF 

REM 

4 

5 

6 

7 

ADRS 

PC 

SP 

IX 

1 Y 

WRITE 

0 

1 

2 

3 



〇 〜 F :データキー 
PC 〜 F :レジスタキ 
上記じ I 外はブァンクシ 


ョンキー 


図 4.1 キーお列 


















6. モニタプログラム 

SMB — 80 T には、プログラムの誤りを捜し出し、修正する機能を有した モニタプログラムを 
実装しています。じ I 下に モニタ プログラムの備単な説明をします。 


6.1 キーボードパネルの構成 



•レジ'スタキー（上部分と A 〜 F キ ー） 
レジスタの指定に使用します。 
•データキー（下部分と A 〜 F キー） 

16進数を入力するときに使用します。 

















































6.2 キーボードスイッチとコマンド 

SMB —80 T で使用するキーボードスイッチのコマンド（こついて説明します。 


プログラム異常（プログラム暴ま）じよる CPU 停止などじがして、システムをそ刀 

RESET 

_ 期状態に戾します。 


このキ_操作後、ダブルファンクション構成キーの上部コマンドが有効になり 

SHIFT 

_ ます。（ファンクションキーの青色文字のコマンド） 


R E G ▼:レジスタの内容を表示:させるときに、補助レジ'スタを指定します。 
REG I REG ： レジスタの内容を表示させるときに、主レジ'スタを指定します。 


REM R E M :オーディオカセット用のリモートスイッチを ON / OFF します。 

編 S ADRS :データ表巧部に表示している16進数4柯テのデータを、アドレスとし 

てアドレス表示部に表示し、そのアドレスのメモリ内容をデータ表 
示部に表示します。 


データ表示部の下位2がに表示している16進数データを、アドレス表示部に表 

WRITE 

_ 示しているメモリのアドレスへ書き込み、アドレス表巧を+1します。 

あるいは、データ表示部の下2が、または、4がテに表示している16進数データ 
をアドレス表示部に表示しているレジスタじ書き込み、次のレジスタ名を表示 


します。 


RUN アドレス表示部に表示しているアドレスからユーザプログラムを実斤します。 


STEP 


プログラムカウンタ （ PC ) が巧しているアドレスからユーザプログラムを1命令 
実斤します。 


LOAD :カセットテープに記録されたプログラム （16 進データ）をそのプログ 
ラムで指をされているアドレスのメモリへ書きをみます。（プログ 
ラムの口ード） 

I N C :アドレス表示部に表示しているアドレスを+1し、データ表示部に 
そのアドレスのメモリの内をを表巧します。または、アドレス表示 
部に表示しているレジ'スタ名をホのレジスタ名に変更し、データ表 
示部じそのレジスタの内容を表示します。 


S TO R :アドレス表示部じ表あしているアドレスから、 デー タ表示部に表示 
しているアドレスまでのメモリの内容をカセツトテープに記録しま 
す。（プログラムのストア） 

D E C :アドレス表示部に表示しているアドレスを —1 し、デ—夕表示部に 












そのアドレスのメモリの内容を表示します。または、アドレス表ボ 
部に表示-しているレジ'スタ名を前のレジ’スタ名じ戾し、データ表み 
部にそのレジスタの内容を表巧します。 

ァと〇 〜 F :データ （16 進数）の入力に使用します。 

亡;^ アドレス裘巧部にレジスタをを表巧し、データ表巧部にそのレジ、スタの内をを 
卞— 表示します。 


P 

C 

プロ 

グラ厶 

力 

ク 

ンタ 



S 

P 

スタ 

ソ 

クポイ 

ン 

夕 



I 

X 

イン 

デ 

ック 

ス 

レ 

ジス 

夕 X 


I 

Y 

イン 

デ 

ック 

ス 

レ 

ジス 

夕 Y 


B 

A 

ブレ 

— 

クァ 

K 

レ 

スレ 

ジスタ 


B 

C 

ブレ 


クカ 

ク 

ン 

夕 




[ 

イン 

夕 

ーラ 

プ 

トペー 

ジ’アドレス 

レジスタ 

I 

F 

イン 

夕 

—ラ 

プ 

卜 

イネ 

—ブルフラ 

グレジスタ 


A ( A ') アキュムレータ 

F ( F ') フラグレジ’スタ 

B ( B ') B レジスタ 

C ( C ') C レジ'スタ （） 内は補助レジ'スタ 

D ( D ') D レジスタ 

E ( E ') E レジスタ 

H ( H ') H レジスタ 

L ( L ') L レジ' スタ 


6. 3 表 TP ： 

16進数とレジスタ名は、7セグメント LED にかのように表示します。 
(1) 16 進数キーと表示 


キー 

表 示 

キー 

表 示 

キー 

表示 

キー 

表 示 

0 

〇 

4 

し / 

8 

13 

C 

r 

1 

1 

5 

与 

9 

3 

D 

，二1 

2 

1? 

6 

ら 

A 

1=1 

E 

巨 

3 

3 

7 

n 

B 

1〕 

F 

1= 


表 6 . 1 16 進数の表示 


















(2) レジスタキーと表示 


レジ' スタを表巧させる場合、主レジスタは 


REG> 

REG 


キーを、補助レジス 


夕は SHIFT キーをがド 


した後、 


REG ， 

REG 


キーを押してから下記レジ' スタネーで表ホさせます。 


主 レジスタ 

補助レジスタ 

キー 

表 示 

キー 

表 示 

キー 

表 示 

PC 

PI ： 

A 

FI 

A 

円 1 

SP 

与 P 

巨 

hi 

B 

III' 

IX 

1 卜 1 

C 

1 ： 

C 

厂， 

1 Y 

/y 

D 

cl 

D 

亡 11 

1 

/ 

E 

E 

E 

巨， 

IF 

IF 

F 

1 二 

F 

クニ / 

H 

hi 



H 

1-1 1 

L 

し 



L 



表 6.2 レジスタの表示 


6.4 ァドレス切り換えスイ 、ソチ 

SMB -80 T は、ァドレス切り換えスイッチの設定を変えることにより CPU のリスタート 
アドレスを乂のように変更できます。 


EOOO ^ - ►〇〇〇〇 


で DU 


EOOO^ - ►〇〇〇〇 

ri 


リスタートアドレスは E 000 番地となります。 
EOOO :モニタプログラムの開始アドレス 

リスタートアドレスは0000を地となります。 
0000 :ユーザプログラムの閒始アドレス 


で TU 


一8一 



































7 .機 能 

(1) プログラム機能 

(2) メモリの内容表ホと変更 

(3) ユーザレジスタの内容表巧と変更 

(4) ユーザプログラムのシングルステ' ソ プ / 才ート実巧 

(5) ブレークポイント、カウンタを使用してのプログラム実斤 

(6) 才ーディオカセットへのプログラムストア 

(7) オーデイオカ七ットよりのプログラムロード 


8.操作例 

8.1 モニタプログラム スター ト 
キー操作 

アドレス切り換えスイッチ 
臣〇〇 〇側設定 

電源スイ、ンチ投入 


ADDRESS DATA 



8.2 テ ータのセット 
キー操作 


RESET 


ADDRESS 


DATA 


n 


广, 







〇 

〇 

〇 

〇 

亡 1 

〇 


1=1 

データ1 A 


8.3 アドレスのセット 
キー操作 


ADDRESS DATA 


RESET 


PC 

S P 

PC 

PC 

REM 

0 

1 

0 

0 

ADRS 


(を） XX は、〇〜 F の16進なのうち 
どれでも可 


n 



广 , 






o 

1 

d 

O 

O 

O 

X 

X 


ァドレス0100番 i 也 0100番地内容 


— 9一 














































































8.4 アドレスのインクリメントとデクリメント 


DATA 


キー操作 


RESET 


LOAD 

INC 


STOR 

DEC 


8.5 メモリへのデータ害き込み 



E 


WRITE 


ADDRESS 



〇 

〇 

〇 

1 

〇 

〇 

X 

X 

0000番地+1 0001番 i 也内容 

〇 

〇 

亡 1 

〇 

X 

X 

X 

X 


0001 番地一 1 0001 番地 0000 番地内容 

内容シフト 


ADDRESS 


〇 

/' 

〇 

日 


書き込みたいアドレス 



/ 


/ 

亡 1 

/ 

〇 

1 


0100番 i 也 + 1 


DATA 


X 

X 

3 

E 

書き込みデータ 

EI 

E 

X 

X 


0101 番地巧容 


8.6 プログラムの才ート実行 

キー操作 ADDRESS DATA 


PC 

0 

S P 

1 

IX 

2 

1 Y 

3 

REM 1 

ADRS 

Cl 

1 

1? 

El 

/? 

3 

X 

X 



プログラム実行開始アドレス 0123番地の內容 


RUN 

実行中は消灯します。 


8.7 プログラムのシングルステップ実行 
キー 操作 


RE ヴ 


PC 

REG 


0 


PC 

IX 

PC 

PC 

WRITE 

0 

2 

0 

0 



ADDRESS DATA 


戸 

r 

- 


X 

X 

X 

X 

プログ 

ラムカ， 

クンタ i 

/ンボル 

プロク 

r ラムカ 

1ウンタ 

內容 


5 I〕 - X X X X 


—10一 


スタックポインタシンボルスタックポインタ巧容 

















































































































































STEP 


8 ブレーク動作 
キー操作 



〇 

し二 ' 

〇 

1 

X 

X 

X|X 


1命令実トパ轰のアドレスアキュムレータフラグレジスタ 
内容 內を 

ADDRESS DATA 


1 コ 

1=1 

— 


X 

X 

X 

X 

プレークアドレスレジスタシンボル 

Id 

r 

■ 


〇 

〇 

〇 

〇 

プレークカウンタシンボル 

/ 


— 


〇 

日 

X 

X 



インタラプトぺージアドレスレジスタ 

〇 

1 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 


〇 

El 

〇 

亡 1 

X 

X 

X 

X 



0300番 i 也で実亭止 アキユムレータフラグレジスタ 
内容 内容 


。が引き統きステップ動がを実けするときは 、I STEP ] キー操作で英巧できます。また、臣 lUN 」 キー操かで0 
3 0 0番地よリブログラムを才ート奥-巧できます。 


9 ユーザーレジスタの內容表示と変更 

キー操作 ADDRESS DATA 


REG^ 

H 

REG 

8 


SHIFT 

REG ， 

REG 

H 

8 


A 

巨 

WRITE 


hi 


— 



凸 

〇 

X 

X 


H レジスタシンボル H レジスタ内容 


卜 1 

/ 

- 



H ▼レジスタシンボル 


〇 

〇 

X 

X 

H ▼レジスタ内容 

〇 

〇 

X 

X 


hr レジスタ 
内容を AB 
じを要 


ごレジスタシンボル 


L ▼レジスタ巧容 



































































































































































8.10 


8.11 


( n :)-- L — ザレシ'乂ダは、ド 1 キ - 、または I STOH 


I NC 


DEC 


キ…て•韻次ぶ' 1 、•てづよ 


LOAD 

INC 


キー 


(炭ぶ顺が） 

二 PC 二 SP 二 IX 二 I Y 二 BA 二 BC 二 I 二 I F 二 H こ L 二 A 二 
二 F ▼二 E ▼二〇マニ C ， こ目，二 A ▼二じこ H ▼二 F 二 E 二 D 二 C ; 


ST0R 

|dec 1 キ _ 


才ーディオカセットへのプログラムのストァ（記録） 

本一憐が ADDRESS 


DATA REM-LED 


ISHIFT 


SHIFT 


REM 

ADRS 


REM 

ADRS 


リモートスイ 、ソチ ON 


リモートスイ•ソチ OFF 


テープを卷き戾して録を 
状態にしても'きます。 


導 


PC 

[PC 

PC 

PC 

REM 

i 0 

1 . J 

L.oJ 

0 

0 

ADRS 


PC 

1 Y 

PC 

PC 

0 

3 

0 

0 


SHIFT 


STOR 


I DEC J 

ストァ終了 


O 

〇 

〇 

〇 


d 

〇 

X 

X 









n 






コ 

〇 










ストア開始アドレス 

ストア終了アドレス 










ストァ実行中は消灯 





〇 

3 

〇 



〇 

3 

〇 

〇 












終了アドレス +1 


終了アドレス 


才ーディオカセットよりのプログラムの口ード（再生) 
テープを巻き戻して再生状態【こしても、きます。 


キー操作 


SHIFT 


LOAD 

INC 


ロー ド終了 


ADDRESS DATA REM - し臣 L 

i~m EcrLi1 


ロー ドを実行中は消灯 



口ードしたプログラ厶 終了アドレス 

の開始アドレス 


(ゎことわり）本資料はお品の改良のため予告るしに内容の一部をを更することがあります。 
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1. 概 


要 


シャープマイクロコンピュータ ボード SM - B - 8 0D ( LH-8 田 01 乂 / お ） は 、1 枚 
のプリント基板上に Z-8 0 CPU 、 PIO、CTC チップ、 OS 用 ROM 、 RAM 、 ユーザ用 
RAM 、 シリアル1/〇インターフエ-ス、パラレル1/〇インターフエース等を塔載したもの 
であり、それ自身でまとまったコンピュ-•夕機能を有している。 

SM-B — 8 0 0は2—80マイクロコンピュータ•システムのプログラム開発用の簡易形サポー 
卜•ツ-ルとして用意されたものであり、特にその〇 S ROM 領域にモニタ ROM を実装する 
ことにより、ユーザ•プログラムのデバッグを効果的に巧うことができる。一方、本ボードは、〇 
S ROM 領域に制御用プログラムを実装することにより、直接に機器に組み込み使用できるよう 
になっており、沉用性を考慮した種々の機能を有している。 

Z — 8 0サポート•ボードとしては、本ボードの他にメモリ•ボードや饥用王/〇インターフ 
ェ—ス•ボ—ドがあるが、これらのボードにより SM - B システムの拡張が容易に巧えるように、ボ 
-ド間でバス信号の共通化を図っている。 

モニタ機能によりユーザ•プログラムの口ード、パンチ、実巧、デバッグ等を行うことができ、 
またレジデント • アセンブラやテキスト•エディタもモニタ管理下で使用することができる。 
これらの場合の入出力装置として、 TTY 々 >RS - 2 3 2 C 規格の装置を使用できるようになって 
いる力く、ユーザ側で別の入出力装置を定義し、それらを T TY と同じようにモニタで管理するこ 
ともできる。 


1 — 1特 長 

〈ハ—ドウュア〉 

(1) Z -8 0 C PU チップを中,！:、として構成した、ワン•ボード•コンピュータである。 

(2) ユーザ RAM として16ピン•タイプの RAM を使用しており、ソケット実装によりメモリ 
容量を4 K バイト、または 16 K バイトじできる。 

4 K バイト実装製品： LH - 8 H 01 A 、 16 K バイト実装製品 ： LH - 8 H 0 1 B 

(3) 〇 S ROM の容量は4 K バイトであり、1 K バイト単位に実装できる。 

(4) 〇 S ROM として、2 7 0 8タイプ、またはそれとピン互換性のある P R 〇 M を実装で 

きる。 

(5) 〇 S ROM として 2 K バイト•モニタを用いることによりユーザ•プログラムの実巧、デ 
バッグ等ができる。 （2 K バイト モニタ オプション） 

•—1一 


(6) 2 5 6 バイトの O S 用スクラッチ•パッド R A M (スタティック） 

(7) ユーザ RAM、OS R OM のべース•アドレスを可変できる。 

(8) Z -8 0 P I 〇チップによる饥用パラレル I / O インターフェース （ 8ビットの1/〇ポー 
卜、2ビットの制御線各2チャンネル） 

(9) Z -80 CTC チップじよるカウンタ•タイマ機能 3チャンネル 

な〇)ハ-ドウュア割り込み入力 2本（ュ—ザ用 NM 1、ュ—ザ用1 N T ) 

なリシリアル I / O インターフュ-スには TTY 、 RS -232 C 規格装置を接続できる。 

的 ボ-•レ-卜を可変できる。110、1 目 0、300、600、1200、2400、 
4800、9600ボ— 

M 電源投入後、またはリセット後のプログラム開始番地を0 0 0 0か E 0 0 0のいずれかに 
遵択できる。 

M すべてのバス信号線はバッファを内蔵している。 

くソフトウュア〉 

2 K バイト•モニタの特長 （ 2 K バイト•モニタ LH -8 S 03 は オプション） 

(1) モニタではデ-夕の入出力を次のチャンネルのいずれかを用いて巧う。 


C I . コンソール 入カチャンネル 

C 〇 . コンソール出カチャンネル 

〇 I . オブジュクト入カチャンネル 

0 0 . オブジェクト出カチャンネル 

S I . ソース入カチャンネル 

so . ソース出カチャンネル 


(2) 通常シリアル1/〇インターフュースのドライバ-ルーチンを上記チャンネルに割り当てる。 

例 T T Y 

(3) 別の I / O インターフュースのドライバ•ルーチンを用意し、それらを上記チャンネルに割 

り当てることもできる。 例高速パラレル I/O 

(4) Z -8 0 CTC を用いて8種類のボ ー• レートを発生できる。 

(5) モニタ•コマンド 15 種 


1-2 機能概要 

(1) オブジュクト•プログラムの口ード 

L コマンド、インテル 16 進フォーマット 
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(2) オブジュクト•プログラムのパンチ 


P コマンド：インテル16進フォーマット 

(3) ユ-ザ•プログラムの実巧 

Q コマンド 

(4) ユーザ •プログラムのデバック 

ソフトウユア•ブレイク•ポイント： B 、 D 、 K コマンド 
ユーザ.プログラムの トレース： T コマンド 
ユ— ザ.プログラムの n 命令実巧： S コマンド 
メモリ 内容の表示と変更 ••スナップ•ショット 
ユーザ CPU レジスタの 表示： R コマンド 
I / O ポ—卜のテスト：し〇コマンド 

(5) モニタで 管理して いる 入出カ チャンネル （ C 1、 CO 、 〇し0〇、 SI 、 SO ) として ユ 
-ザ側で定義した I / O ドライバ. ルーチンを 使用できる。 

(6) モニタ.プログラム巧の I / O ドライバ•ルーチンをユーザ.プログラム巧で使用できる。 
仍 饥用 パラレル I /〇インタ-フユ—ス 

P I 〇 の A 、 B ポ—卜（デー タ線 8ビット X 2 制御線 2ビット X 2 ) 

ユ-ザ配線領域 （16 ピン DIP 1 C 4個実装可能） 

5 0ピンフラット•ケーブル用コネクタ1 

(8) カウンタ/タイマ 

CTC 1個使用、チャンネル！〜3 ユ—ザ開放 
クロック入力： 2. 4 5 7 6 MHz 

(9) リスタ-卜•アドレス切換え機能 


1-3 基本仕様 


項 目 

仕 様 

CPU 

Z - 8 0 CPU チップ 

語 長 

1 語 8ビット 

命令 8、16、2 4、3 2ビット 

デー タ 8ビット 

アドレス 16ビット 

ァドレス 入力、出力 各 8ビット 








項 目 

仕 様 

最小命令実巧時間 

8ビットレジスタ間加算 

1. 6 3戶 一 

8ビットレジスタ間転送 

CPU クロック 

2. 4 5 7 6 MHz ( 水晶発振器巧蔵） 

但し、外部クロック動作可能 

メモリ 

6 4 K バイト アクセス巧能 

( 1 K バイト=10 2 4バイト） 

〇 S ROM (1) 4 K バイト（ソケットにより 1 K バイト単位に 

実装可能） 

(2) ベ-ス•アドレス 4 K バイト単位に巧変 

(3) 2 7 0 8タイプの E PROM 、 またはそれとピン 

互換性のある PROM 実装可能 

OS RAM (1) 2 5 6バイト スタティック RAM 

(2) アドレス固定 F F 0 0が〜 FFFF が 

ユーザ RAM (1) 16 K バイトまたは4 K バイト ダイナミック 

RAM 

(2) 16 K バイト、4 K バイトどちらでも実装可能 

( 16ピンソケット実装） 

(3) ベース•アドレス 16 K バイトまたは4 K バイ 

卜単位に可変 

I/O 

パラレル I/O (Z — 80 PIO 1個使用） 

8 ビット信号線 X 2 

2 ビット制御線 X 2 (シュ-クハンド可能） 

シリアル I/O ( 8 2 5 1 1個使用） 

モニタで使用（シリアル•クロックが部供給可能） 


カウンタ/タイマ （ Z — 80 CTC 1個使用） 

チャンネル！ モニタで使用 

チャンネル2〜4 ユ—ザ聞放 








項 目 

仕 様 

I/O アドレス 

ュ-ザ 開放 00 (19 〜 ロドが 

システム 使用 DO が〜 DF(i0 

但し 

DO . PIO ポート A データ 

D 1 . " ポ_卜 A コマンド 

D 2 . " ポート B データ 

D 3 . " ポート B コマンド 

D 8 . CTC チャンネル 1 

D 9 . 々 " 2 

D A . " " 3 

DB . な 4 

DC . UA 民 T データ 

1) D . 々 コマンド 

D E . W システム N M I 制御 （ N - D E L A Y ) 

R ボー•レート E リセット 

D F . W システム N M 1 制御 （ DELAY ) 

R リーダ•ステップ 

システム•リザーブ E 0 が 〜 F F が 

ポ ー •レート 

ジャンパ線により 8 レベル切換可能 

110、150、300、600、1200、2400、4800、9600 

B aud 

インター フュ_ス 

パラレル I/O (コネクタ J 1 ) 

P I A ポ-卜出力配線なし 

ュ—ザ領域 16 ピン 1 C 4 個実装可能 


シリアル I/O (コネクタ J2 ) 

T T Y ( 2 0 mA 電流 ル-プ）及び 

R S - 2 3 2 C 規格 



















項 目 

仕 様 


バス（コネクタ J 3 ) 

すべての入出力信号は負論理とする 

入力信号 T T L ( 標準又は L S タイプ）インターフュ—ス 

出力信号 T T L ( 標準タイプ）インターフュ—ス 

電 源 

+ 5 V ± 5 ^ 2. 2 A ma x 

+ 12 V ±5% 4 5 0 mA max 

—12 V ±5% 150 mA max 

動作温度 

0 で〜 5 0 で 

ボ -ド 寸法 

270 X 190 X 20 単位薦 

コネクタ型格 

J 1 50 ピン フラット.ケーブル•コネクタ 

J 2 2 6 ピンフラット•ケーブル.コネクタ 

J 3 100 ピン コネクタ 义 175 麵ピッチ 


J 1 HIF 3-50 P -2. 54 DS (ヒロセ）相当 

J 2 HIF 3-26 P -2.54 DS (ヒロセ）相当 

J 3 4800 -100-135 (ケル）相当 









2. システム構成 


2-1 基本システム構成 

ワン•ボード.コンピュータ SM - B - 8 0 D は1枚のボードと、コンソール用 I / O 装置（例 
TTY ) により、手軽にプログラム開発が巧えるように用意されたものである。したがって、ボ— 

ド上には、コンピュ-夕機能を実現するために必要なリソ-スは最小限塔載している。すなわち、 
CPU チップとその補助回路、 〇 S 用の ROM や RAM (但し、 〇 S 用 R 〇 M はオプション）、 
ユーザ用の RAM 、 シリアル I / O インターフユースや、パラレル I / O インターフユース等がボ 
ド上に実装されておりマイクロコンピュータとしての最小システムを構成している。一方ボ 
-ド上のメモリ容量、 I / O インタ-フュ-スの能力だけでは不足する場合、ボ-ド外部にアド 
レス、デ-夕、コントロ-ル等の拡張用のバス信号線を取り出せるような構成になっている。図 
2 — 1は、 SM-B -8 0 D と拡張用ボ—ド （ 開発予定 ） からなるシステム構成図である。 

通常 SM - B - 8 0 D のコンソ-ル用 I/O 装置として、 TTY か RS -2 3 2 C 規格の装置 
で用いるが、これらはボード上のシリアル I / O インターフュースによって結線する。しかしな 
がら、シリアル I/O インタ-フュ—ス経由では低速であり不便な場合、 SM — B - 8 0 D 上か、 
またはボード外のパラレル I / O インターフュ—スを用いて高速 I / O 装置を動作させることも 
可能である。但しこの場合には、その高速 I / O 装置に適合するインタ-フュ-ス回路 （ ハ- 
ドウ ュア） と ドライバ •ルーチン （ソフト ウ ュア） をユーザ側で用意しなければならない。 

SM - B -8 0 D の I / O デ-夕としては6種類の形式が定義されており、これらは対応するチ 
ャンネル C I ( Console In)、CO ( Console Out )、 01 (Object In )、 00 
( Object Out )、S I ( Source In )、80( Source Out ) のいずれかを用いて入出 
力する。 TTY では、これらのチャンネルは、年一.ボード、タイプ-ヘッド、リーダ等のハー 
ドウ エア に対応しており、これらのハードウエアを動作させるソフトウエアはシリアル I / O ド 
ライバ•ルーチンとしてモニタ巧に巧蔵されている。一方高速 I / O 装置によってもこれらのデ 
—夕形式を処理することができるが、この場合、前述のようにパラレル I / O インターフュース 
と、そのドライバ•ルーチンを必要とする。 

図2 . 1のシステム構成では、拡張用のメモリや パ ラレル I / O イ ンタ ーフュースは S M - B — 
8 0 D 巧の C P U によってアクセスされる。 SM - B システムでは、ボード巧部のメモリや I/O 
インターフュースをボード外部からもアクセスできるように考慮されており、このような用途の 
ために、デー タ- バスだけでなくアドレス•バスも双方向性としている。また、メモリや I/O 
装置に対する コント ロ -ル信号 （ 来 MREQ 、 米 IORQ 、 来 M し 米； RD 、 米 WR 、 米 R F SH ) 
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r ■ 


n 


(SM-B-80D) 


OS RAM 

〔 2 5 6 バイト） 


イン 


コンソール I / O 装置 


(注） 


(注） 


ラレル 
ターフェータ 




ューザ 

1 

高速 I/O 

領域 

く y 

' 1 

1 

装 置 


-」 


'1 


( 披張用 メモリ•ボ- ド） 


. 最少システム 


00 
S I 

so 


化用パラレル 1 ノ 0 インター フユー ス.ポード j 

(を） 


し . 




ューザ 

1 

高速 I/O 

P I 0 


領域 

t ^ 

、 1 

1 

装置など 


バス信号線（了ドレス， デ—夕, コントロ-ルなど） 

目的の I / O 装置に合った回路を作製する。 


民 AM/ 反 0M 


ュ-ザ RAM 
(4 K /16 K ノ M り 


0S ROM 

( 2 K バイト） 


披張用 ROM 

( 2 K バイト） 


C P U と 
その補助回路 


づ 


'リアル 
ンター フエー ス 


TTY または RS — 
232 C 規格装置 


I 〇 I 
C C 〇 


図 2. 1 シャープ•マイクロコン ピュ ータ.ボー ド （ SM_B ) システム構成 






















































も双方向性となっている。この様子を図 2. 2に示す。このようにすることによって、 SM-B — 

8 0 D 巧のメモリや I / O 装置（のバッファ）を外部 C PU によってアクセスしたり、 DMA 較 
送することが巧能になり、 SMB — 80 D 単独で使用する用途だけでなく、より大きいシステム 
が構成でき、システムの自由度が大きくなる。図2 . 2は、バス•マスタとなるボ—ドを複数個 

使用し、その間にバス支配の優先レベルを設ける場合の方法を示したものであり、米 BUSAK 
をデ-ジ—•チュ—ン接続にすればよい。 

2—2 メモリ •マップ 

SM — B - 8 0 D のメモリは①ユーザ RAM ⑥ OS ROM ③ OS RAM により構成さ 
れている。 Z -80 CPU チップは 64 K ( 1 K =1024) のメモリ•アドレスを指定できる 
が、 ①〜③のメモリはこのメモリ•アドレス領域巧での指定アドレスが決まっている。 iil 下、こ 
れら①〜③のメモリのアドレス配分について説明する。 

ュ-ザ RAM 

ユーザ RAM は16ピン•タイプのダイナミック RAM を8個使用しており、ボード上のプロ 
グラム•ジャンパ K 3の切換えにより 4 K ビット （ 4 0 2 7相当）、16 K ビット （ 4116 
相当）いずれのタイプのメモリも使用できる。したがって、ボ—ド上のメモリ容量は4 K バイト 
か16 K バイトである。 SM - B - 8 0 D では、ユーザ RAM、OS R 〇 M 共にそのべース.アド 
レスはボード上のプログラム•ジャンパの配線によって変更できるようになっている。ベース. 
アドレスは、4 K バイトの場合 （ LH -8 扫01 A ) 、6 4 K バイトを16等分することによって 
求められ、16 K バイトの場合は （LH — 8凸01 B ) 4等分することによって求められる。この 
様子を因2 . 3のメモリ•マップじ示す。すなわち4 K バイトの場合、そのべ-ス.アドレスは、 

0000、1000、2000、 . 、 E 000、 F 000 であり、 16 K バイトの場合、 

0000、4000、8000 、 C 0 0 0のいずれかに設定巧能である。 

〇 S ROM 

OS ROM のメモリ容量は4 K バイトであり、そのべ ース- アドレスは4 K バイトの ユーザ 
RAM の場合とまったく同じように設定できる。しかしながら 、 OS ROM としてモニタ用 R 
OM を使用する場合、そのべース-アドレスは E 000 としなければならない。 SM - B - 8 0 D 
では OS ROM として、2 7 0 8タイプの EPROM を使用することを前提としており、4 K 
バイトのメモリ領域はさらに1 K バイト単位に分割される。4個の E P ROM に配分されるメモ 
リ•アドレスは OS ROM のべ-ス•アドレスが決まると1 K バイト単位に自動的に決定する. 






(注） パス•マスタと なる ポー ドとしては、例えば ューザ 側で 
か製した CPU ポー ドや DMA ボードがをる。 

図 2. 2バス共用の結線法 


パス•マスタ 

となるポード 
(注） 


SM-B-80D 
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びだ S 旨 * 
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メモリ¬ 
げ K ィ M 卜 

.境界 

/-\ 

FFFF 


C 0 0 0 


8 0 0 0 


4 0 0 0 


0 0 0 0 


アドレス 

AIO'W 卜 
境界 


FFFF 

F 0 0 0 

E 0 00 

DO 0 0 

C 0 0 0 

B 0 0 0 

AO 0 0 

9 0 0 0 

8 0 0 0 

7 0 0 0 

6 0 0 0 

5 0 0 0 

4 0 0 0 

3 0 0 0 

2 0 0 0 

10 0 0 


0 0 0 0 


OS RAM 


/FFFF 
/ FFO 0 

OS RAM ( 固を） 

FCO 0 

— 

F 8 0 0 


F 4 0 0 


Food 



披張用 

ECO 0 

ROM 共 4 


拡張用 

丘 8 0 0 

ROM 共3 

E 4 0 0 

OS ROM #2 

\ 

OS ROM #1 

\E 0 0 0 



256 バイト 


(注） 

(1) ュ-ザ RAM のべー ス•アドレスはポ-ド 上の 
プログラム.ジャンパによりかのように設定 
できる。 

• 4 K パイ ト実装時 （ LH -8 H 01 A ) 

0000,1000 ,2000, . , F0 0 0 

- 16 K バイ ト実装時 （ LH -8 H 0 1 B ) 
0000,4000 ,8000,0000 

(2 j モニタ用 ROM の ぺース.アドレスはポード 上の 
プログラム.ジャンパにより E 000 とする。 

( 3 ) モニタ用 ROM を実装しない場合 、 OS ROM の 

ベ-ス•アドレスはプログラム•ジヤンパによ 
り 4 K パイト境界で設定できる。 

(4) OS RAM は 2 5 6 パイトでアドレスは固を して 
いる。 


図2 . 3 メモリ.マップ 






























0 S R AM 

OS 及 AM のメモリ容量は 256 バイトであり、そのべース.アドレスはハードウェアで固 
定しており、 FF 00 である 。 OS RAM はモニタ•プログラムのスクラッチ•バッド•メモ 
リとして用意されており、モニタ用 ROM 実装時には、通常この領域をユ-ザ側で使用してはな 
らない。 

SM - B -8 0 D をプログラム開発用途に使用する場合、通常、ボ-ド上のユ-ザ RAM のベ- 
ス. アドレスは 0000 とし、 OS ROM のべース.アドレスは E 0 0 0とする。ユーザ RA 
M 領域には、レジデント.アセンブラやテキスト•エディタ、あるいは、ユーザ.プログラムを 
口ードする。 （ レジデント-アセンブラ LH -8 S 0 1,テキスト•エディタ LH -8 S 02はオプション） 

なお、①〜⑧のメモリや、拡張用メモリのアドレス配分において、互いにその領域が重複する 
ような使用をしてはならない。 

2—3 リスタートと NMI 制御 

Z -80 CPU ではリスタート•アドレス（リセット終了後のプログラム開始アドレス）は0 
00 0であり 、 NMI (Non Maskable 1 nterrupt ) の処理開始アドレスは0 0 6 6である。 
SM - B -80 D では通常モニタ管理下でユ—ザ•プログラムの実巧、デバッグ等を巧うために、 
これらの処理開始アドレスを変更し、各々 、 E 0 0 0 、E 0 6 6 としている。 

リスタ-卜が問題となるのは、 SM - B - 8 0 D への電源投入後、及びボ-ド上のリセット•ス 
イッチ SWi を投入した場合であるが、いずれの場合もリスタ—卜•アドレスを E 000 に強制 
的にすることにより、プログラムはモニタ•ルーチンから実巧を開始する。但し、この動作が巧 
われるのは、スイッチ SW 2 を E 側に倒した場合であり、0側に倒した場合はリスタ—卜.アド 
レスは0000となる。 

SM - B -8 0 D ではモニタ•プログラム巧でも NMI を使用しており、ユーザ•プロダラム巧 
で NMI を使用する場合と区別する必要がある。この区別は NM I の処理開始アドレスをモニタ 
. プログラムとユーザ.プログラム間で切換えることによって巧っている。モニタ NMI の処理 
開始アドレスは E 0 6 6であり、ユ-ザ NMI の処理關始アドレスは0066である。図 2. 4 

じリスタート•アドレスと NM I 処理アドレスの制御の考え方を、また、図2 . 5にそのメモリ 

•マップを示す。図 2. 4において、米 NMIU は、ユーザ用 NM I のバス信号線であり、ユー 

ザに開放されているものである。米 NM I D はモニタで使用している NMI 信号である。ポート 
.アドレス D E または、 DF に対する出力命令によって米 NM I D と MNTR 信号が出力し 
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プログラム制御は E 0 6 6 に移る。なおモニタ用 NM I の制御においてはスイッチ SW 2 の状態 
は関係しない。一方、電源投入後、または、 SWi オン時には、 SW 2 が E 側にある場合に限り 
MNTR 信号が出力する。詳細は 3.2.6 参照。 


2-4 IN T 割り込み 

図 2. 6は、 S MB — 8 0 D 巧における I NT 関係の信号線を示したものである。モニタ•プロ 
グラム巧では、 C PU の I NT 信号は使用しておらず、本ボ-ドでは INT 割り込みの使用はすべ 
てユ—ザ側に委せられている。図において、 CTC のチャンネル0はボ—♦レ-卜発振器用とし 
て、 SMB — 8 0 D 巧で使用されているのでユ-ザ側での使用はできない。このため、チャンネ 
ル0からの割り込みはモニタ•プログラムによりマスクされている。図からもわかるように、 S 
MB - 8 0 D では I NT 割り込みはモ—ド2での使用を前堤としており、 CTC のチャンネル1、 
2、3 、 PIO のポート A、B の順にデ-ジ-•チェ-ン接続になっている。また、 PIO の 1 E 
〇出力はボ—ドが部へ取り出せるようになっており、図のようにが部 I/O インタ-フュースも 
デ-ジ-•チュ-ン接続にできる。この場合の割り込み優先順位は次のようになる。 

CTC chi 優先順位 

(高） 

C h 2 
C h 3 

PIO ポート A 
ポ-卜 B 

外部 I / O 装置 （低） 

INT 割り込みをモ-ド2で使用する場合、次の点に留意しなければならない。まず、電源投 
入後やリセット後では CPU の INT 割り込みはモ-ド0になっているので、モ-ド2にプログ 
ラムしなければならない。さらに、各 I NT 割り込みの開始アドレス （ 下位バイト）を与えるポ 
インタを指定するために、 CPU の1レジスタと CTC、P I 〇等の各 コント ロール•レジスタ 
にべクタを口 —ドしなければならない。 

SM - B -8 0 D では、上記のモ-ド2 jy 外にモ—ド0やモ-ド1の割り込みを使用することも 
可能であるが、これは CPU に I NT 割り込みのモードを指示することによって巧う。 シリアル 
•インターフュースの8251から割り込みをかけることもできるが、これは通常ジャンパ線 Ki 
により動作しないようにしている。 
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3. ハードウュア 


3 — 1構成 

図 3. 1は、 SM - B -80 D のブロック図であり、1_ ] で囲まれた部分は各機能単位のブ 

ロックを示している。太線はバス信号を示し、細線は1本の信号を示している。各ブロックの動 
作は次の 3. 2において述べるので、ここでは全体的な動作じついて説明する。 

SM - B -8 0 D は Z -8 0 C PU チップを中むとして、図に示すように13のブロックにより 
構成されている。 

アドレス-バッファは C P U から出力するアドレス信号をまずバッファし、ボード巧の各ブロ 
ク、及びボ-ド外部へ供給する。アドレス•バッファを双方向性とすることにより、ボード外部 
から内部のメモリや I / O バッファをアクセスできるようになっている（これは DMA 転送やマ 
ルチ CPU のときに用いる）。 

デ-夕•バッファ は デー タの双方向性 バッファ、 及び レシー バとドライ バの 制御回路により 
構成される。 レシ— バは通常ディスエ—ブルになっており、 レシーバの 制御は外部制御信号 
米 R E N B によってのみ可能となる。ドライバは SM — B -8 0 D 巧のメモリカ> 1/〇 インターフ 
ュ-スが読み出された場合にイネ—ブルになり、外部に対してデータを出力する。なお、ドライ 
バはが部制御信号米 DD I S によっても制御可能である。 

コント ロール•バッファは2つに分かれる。一方は C PU への制御入力に対するバッ ファ であ 
り、 米 WA IT 、 米 BUSRQ 、 米 NMIU 、 来 I NTU 信号をバッファする。他方は CPU か 
らの制御出力に対するバッファである。制御出力のうち米百 ALT 、 米 BUSAK は出力専用で 
ありボ-ド自身の状態を表わす。 米 MREQ 、 米 IORQ 、 米 RD 、 米 WR 、 米 M I 、 米 RFS 
旦に対するバッファは双方向性であり、ボ-ド外からこれらの制御線を使用できるようになって 
いる。 

クロック発振器は水晶発振回路とバッファから成り、 CPU 、 ボ—ド巧の各部、及びボ—ド 
外部へクロックを供給している。クロックはが部から供給することもできる。 

リセット 回路は CPU 、 及び各部への リセット 信号を作成する回路であり、パワ-•オン- 
リ スター ト 回路と マニュアル•リセット 回路から成る。 マスタ-リセット 信号米 MRE S E T は 
双方向性であり、外部からも SM-B — 80 D を リセット できる。 

リスタート /NM I 起動回路は2つの機能を有している。一方はパワ•オン-リスタートやマ 
ニュアル•リセットやモニタでの NM I の使用時に、アドレスの上位3ビット （A Bi 5 〜13 ) を 
強制的に1にする信号 MNTR を作成する回路であり、他方はモニタ•ル-チンで使用する NM 


-17 - 




呵 


か10よ 


hmJ 


0^ 






1 - 


cm を 


な 






-on 


—口 





的〇 
〇だ 



の 奪 

〇だ 



だ 

議 1 


I ~~ W - 


含 S 憂さ 

* ご** 


ごお 


S 子が 

立 n 贾 


図 

へ 

ご 

•fN 


國 


〜< Q 〜 Q ご 

ん 


H 

W 

C0 


じ 

° 1 巳 

txl 

み 

ム b 


1 < 
けだ 




a 




(る9こ*『 


苗 mfcH 乂 i 

~ S* 

QM* 

QH ホ 

ぎ 01* 

び WHW 乂 

MVS 夏* 

.1^<田乂 


る* 


ぶ<, 

0HV 


J-zw 
びだ wflM 


3 

卜た"、 
ミ — 日 ； n 


。。关/ 

WSQ* — 

田 ZU ピ乂| 


^35?1 〔 WV 曲 Sir 关 


ごVホ 

-< 

0V* 


だ li 

_ MVS 口田* 



卜でみ\ 

ホ、< 長 


を回否が 

IWN / 下ミー 


—18— 








































































































































































































































I 信号（米 NMID ) を作成する回路である。モニターのトレース、ステップ、ブレイク.ポイ 
ントの各コマンドでは NM I 信号を使用している。 

アドレス•デコータはメモリ•アドレス.デコ ー ダと I / O ポート.アドレス.デコ-ダに分 
類できる。 メモリ•アドレス•デコーダは 〇 S 、 ROM 、 OS 、 RAM 、 ユーザ RAM の 各選 
択信号を作成し、 I / O ポート •アドレス•デコーダは カウンタ/タイマ、 パラレル I / O イン 
夕— フエース、シリアル I /〇インターフエース、ボードのステータスやコマンド.ビットの各 

選択信号を作成する。 

OS ROM のメモリ容量は4 K バイトであり、 1 K バイト単位にソケット実装ができる。通 
常 ROM としては27 0 8タイプの E P ROM を使用する力;、2 7 0 8とピン互換性のある PR 
OM も実装できるように電源ラインを考慮してある。 モニタ を用いる通常の使用法では、 モニタ 
用 EPROM をソケット#1、#2に実装する。 （モニタ LH —8 S 03 はオプション） 

〇 S R AM のアドレスは固定しており、 FF 0 0 〜 FF F F の範囲の2 5 6バイトである。 
OS RAM としては、 2111タイプのスタティック RAM ( 18ピン 256 x 4 ビット）を 
2個使用する。 

ユーザ RAM は16ピン•タイプのダイナミック RAM と： RAS/CA S 切換え回路、及び 
データ.バッファから成る。ダイナミック RAM は4 K ビット （ 4 0 2 7相当）、16 K ビット 
( 4116相当）いずれのタイプでも使用できるようにソケット実装になっている。 

カウンタ/タイ マ 回路は、 CTC チップと ボー•レー ト設定回路から成る。 ボー.レ-卜 設定 
回路は3ビットのプログラム•ジャンパにより8種類の ボー•レー トを設定できる 。 CT C はチ 
ャ ンネル0を モニタで 使用している。チャンネル0をタイマ •モー ドで使用することにより 、 U 
A RT 用の ボー•レー ト.クロックを作成している力く、 ボー.レー トの選定は既述の3ビットの 
ジャンパの状態をプログラムにより読み込なことにより巧う。 

パラレル I / O インターフユースは PIO チップとユーザ 領域、及びインタ-フユ-ス用 
5 0ピン•コネクタから成る。 PIO の A 、 B ポート入出力は何も配線されていない。 PIO を 
どのように使用するかはユ-ザ側に委されている。ユ-ザ領域は、16ピンの DIP 1 C を4 
個実装できる。 

シリアル I/O インターフエースは U A R T ( 8 2 51 相当）と、 TTY 及び RS -2 
3 2 C インターフエース 回路により構成されている。 UART に対する シリアル.クロックは 
既述のように CTC のチヤ ンネル 0から供給している力く、外部から シリアル.クロックを 供給す 
ることもできる。 
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3-2 動 


作 


3—2—1 アドレス•バッファ 

図3 . 2にァドレス•バッファの回路図を示す。 U57 〜 Ueo は双方向性バッファ 8 T 2 6 

である。ァドレス信号のうち、ビット〇〜11とビット12〜15の動作は異なる。 

マ ドレス信号 A 0〜 All は米 BUSAK = H のときバス信号来 A 〇〜 An として外部へ出力 
する。また、 U 57 〜 U 59 のレシーバは常にイネーブルになっており、ドライバの出力信号、ま 
たは外部からの入力信号はレシ-バを経てボ-ド巧の各部に供給される。来 BUSAK = L の 
ときドライバ出力はトライ•ステートになるが、外部からはァドレス信号を供給できる。 

アドレス信号 Ai 2 〜 A 15は図に示すように 、 C P U の出力とレシ-バの出力をワイアド OR 
にしてボード巧各部に供給している。 U 60 において、ドライバとレシーバは米 BUS AK により 
制御されており、米 BUS AK 二 H のときレシーバ出力がトライ•ステートになり、米 BUS A 
K = L のときドライバ出力がトライ•ステートになる。ボード巧の各部に供給されるァドレス信 
号 ABo 〜 AB15 は正論理となっており、リスタ—卜 /NM I 起動回路の出力信号 MN T R が 
H レベルのとき ABi 3 〜 ABi 5 は強制的に1になる。 

3 — 2 — 2 データ •バッファ 

図3 . 3にデ-夕•バッファの回路図を示す。 U 62 、 U 63 は双方向性バッファ8 T 2 6 であ 
る。 

U 62、 63のレシ—バはバス信号線来 RENB によって制御され、通常レシ—バはデイスエ- 
ブル さ れている。米 R E N B = L のとき レシー バはイネーブルになりボード外部からデータを入 
力できる。 

U 62 、63のドライバはバス信号線米 DD I S 、 または巧部ドライバ制御信号により制御さ 
れる。ドライバがイネ—ブルになる条件は、来 DD 1 S = H 、 かつ巧部ドライバ制御信号二 H 
のときであり、さらじ巧部ドライバ制御信号が H レベルとなるのは次のいずれかの場合である。 

①来 MREQ か米 IORQ が L レベルであり、かつ、米 Mi 、米 BU S AK 、 来 RD がい 
ずれも H レベルのとき。 

③ RFSH=H 、かつ米 RD=L 、かつ米 MREQ = L であり、 SM—B - 8 0 D 上の 
いずれかのメモリがアクセスされたとき。 

3 — 2 — 3 コント ロール•バッファ 

図3 . 4にコントロ-ル•バッファの回路図を巧す。 U 61 、 U 64 は単方向バッファ 8 T 9 7 
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図 3 . 3 デー タ•バッフ了 
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である 


HALT 命令の実巧の結果、 CPU がホルト状態になると 米 HALT = L となり、 LED が点 
むする。また、 CPU が 米 BUSRQ を受け付けると 米 BUS AK = L となり、 Uei の出力は 
トライ•ステ—卜となって CPU 側からの制御出力信号 米 MREQ 、 米 IORQ 、 米 RD 、 米 W 
R 、 米 Ml 、 乂 RFS 旦はフロー ティン グ状態となる。 U 64 は常にイ ネー ブルになっているので、 
CPU 側からの制御信号がフロ - ティ ング状態となっている場合、ボ-ドが部からこれらの信号 
を入力することもできる。 


3 — 2—4 クロック発振器 

図3 . 5にクロック発振器の回路図を示す。基本発振周波数は 4. 915 2 MHz であり、 SM - 
B — 8 0 D では2分周した 2. 4 5 7 6 MHz を使用している。 


3 — 2— 5 リセット回路 

図3 . 6にリセット回路の回路図を示す 。 U 44はシュミット•トリガの NAN D である。この 
NAND の入力のうち、一方はパワ—•オン•リセット回路の出力に接続し他方はマニュアル- 
リセッ 卜回路の出力に接続している。パワ-•オン•リセット回路の時定数 CR により、 SM-B 
— 80 D では電源投入後約10 0 ms の間米 MRE S ET は L レベルになりボ—ド内の各部のイ 
ニシャライズを巧う。マニュアル.リセット回路の時定数 CR により米 MRESET は約15户 S 
の間負方向のリセット-パルスとなりボード巧各部のイニシャライズを巧う。なお、このリセッ 
卜回路によりイニシャライズされる素子として、 CPU 、 PIO 、 CTC 、-8 25 1 等がある。 
バス信号として出力している来 MRE S E T は図のように才ープン•コレクタを用いているので 
入力信号とすることも可能であり、外部からこのボ—ドをリセットする用途に用いられる 。 C 
P U のリセット中は C PU からリフレッシュ•アドレスは出力しないので、が部から SM - B - 
8 0 D をリセットする場合、米 MRESET のパルス巾を余り大きくするとボ-ド巧部のダイナ 
ミック RAM の情報が消滅する可能性がある。図 3. 7にリセットのタイミングを示す。 

3-2-6 リスタ—卜 / NMI 起動回路 

図 3. 8にリスタ—卜 / NMI 起動回路の回路図を示す。この回路の出力は MN T R と米 NM 
I D である。 MNTR はアドレスの上位3ビットを強制的に1にする信号でありアドレス-バッ 
ファに入力している。本 NMID は モニタ •ルーチンにおいて制御されており、 モニタ •コマン 
ドのステップ、トレース、ブレイク•ポイントにおいて使用される。 
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図 3.5 クごッ ク発振器 



図3 . 6 リセット回路 
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この回路は機能的に3つのブロックに分かれる。図3 . 8において上段の5個の D 型フリップ 
•フロップは、ポ-卜 •アドレス DF に対する出力命令から 5 Mi サイクル 後 じ 米 NM 1 D と M 
N T R を出力する回路である。中段の1個の D 型フリップ•フロップはポート .アドレス DE に 
対する出力命令により米 NM I D と MNTR を出力する回路である。下段の1個の D 型フリップ 
• フロップはリセット直後に MNTR を出力する回路であり、この動作は スイ ッチ SW 2 がオン 
(ボー ド 上では E 側）のときのみ有効である。なお、このフリップ.フロップでは SW 2 に関係 
なく外部信号来 DE BUG により MNTR を出力ずることもできる。米 NM 1 D と ] VLN T R 信号 
は 一 度出力すると次に上述の D 型フリップ • フロップをリセットするまで保持されており、これ 
らのフリップ • フロップのリセットは マスタ •リセット信号か、または、ポ-卜 •アドレス DE 
に対する読み出し命令によって巧う。図 3. 9にリ スタ- 卜 / NMI 起動回路の タイ ミングを示 
す。 


3-2-7 アドレス•デコーダ 

図3 . 10にアドレス•デコーダの回路図を示す 。 U 33 , U 35はデコ—ダ7 413 9であり、 
U 4 、 U 6はデコーダ7 415 5である。 

U 33の入力はアドレスの上位4ビットであり、この4ビットをデコードすることにより、〇 S 
R OM 、 ユ-ザ R A M に対する4 K バイト境界のベ-ス.アドレスを作成する。じ 33 の出力 
lYo 〜 2 Y 3 が L レベルとなるのは次の場合である。この表より 


出力が L レベルとなる組合 
せ 

X 印は1、0いずれでもよ 
い 

ューザ RAM のベース •アドレスを 0000にする場合には lYo 、2 Yo を U 36 の入力とす 
ればよいことがわかる。同様に〇 S ROM のべース.アドレスを E 000 にする場合には、 1 
Y 2 、2 Y 3 を U 37 の入力とすればよい。 

〇 S ROM は4 K バイトをさらに1 K バイト単位に分割しており、このアドレス•デコ-ド 
は ABii 、 ABio を U35 に加えることによって巧う。 

〇 S R AM のデコードは A B 巧 〜 A Bs を直接8入力 N AND に加えることによって巧う。 
したがって 、 OS R A M の割り当てアドレスは固定であり 、 F F 0 0 〜 F F F F である。 



1 Yo 

1 Yi 

1 Y2 

1 Y3 

2 Yo 

2 Yi 

2 Y 2 

2 Y3 

A B 15 
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X 

X 
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X 

X 

X 
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1 

0 
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A B 13 

0 
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X 
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U 4 、 U 6 はポ-卜•アドレスのデコ-ダであり、各出力信号が L レベルになるを件を次の表 
に示す。表で X 印の個所は0、1いずれでもよいことを示しているが、 P 10、 CTC ， 
UART を選択する場合、これらの xg ] の信号は各デ バイ ス側では確定してぃる 



米 P I 0 

米 CTC 

米 U ART 

米 WRDE 

米 WRDF 

米及 DDE 

米 RDDF 

ABy 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

ABg 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

AB5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

AB4 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

AB3 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

AB2 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

ABi 

X 

X 

0 

1 

1 

1 

1 

ABo 

X 

X 

X 

0 

1 

0 

1 

来 I 0 RQ 

X 

X 

X 

0 

0 

0 

0 

来 RD 

X 

X 

X 

1 

1 

0 

0 

米 WR 

X 

X 

X 

0 

0 

1 

1 


3-2-8 〇 S ROM 

OS R OM はソケットにより実装し、2708タイプの EP ROM を最大4個まで装着でき 
る。各 E P ROM は、アドレス•デコ—ダの出力信号米 ROM 1 〜 R OM4 によって選択される。 
OS ROM として EP R OM の代りに、2 7 0 8とピン互換性のあるバイポーラ P R OM を実 
装することもできる力>•、この場合、 K 3 によって 電源 線を一部変更しなければならない。（表 3. 
10参照）バイポ-ラ JPROM の例 LH - 7 0 5 5。 


3-2—9 〇 S RAM 

OS RAM として 2111 タイプのスタティック RAM を 2 個使用している。このタイプの 
メモリは2 5 6 X 4ビットの構成である 。 OS ram の選が信号である 米 〇 S RAM SE 
L はアドレス FF 00 〜 FFFF の範囲で L レベルじなり、これをメモリの米 C Ei 端子にな! 
加している。また、メモリの 米 CE 2 端子には 米 MREQ 、 R / W 端子には 米 WR 、 OD 端子に 
は来 ; R D 信号を印加している。 
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3-2-10 ユーザ RAM 

図3 . 13 にユ - ザ RAM の回路図を示す。 Ui6、U31 はデータ•マルチプレクサ7 415 7 
であり、 Ui4 は単方向バッファ8 T 9 7である。 U23 〜 U30 は16ピン•タイプのダイナミック 
RAM であり、4027相当か4116相当のメモリを実装できる。 U23 〜 U30 はソケットによ 
り実装する。 

Ui6 と U31 は16ピン RAM の口一 (Row) アドレスとコラム （C 〇1 umn ) アドレスの 切り 
換えを巧っており、 その 切り換え タイミングは U50 の 遅延時間を利用して巧う。 4KRAM 
( 40 27相当）では口一.アドレスとコラム.アドレスは各々6ビットであるのに 対し、 16 
KRAM( 4116相当）ではそれらは各々7ビットである。そのため、 Kg のジャンパ線によ 
って 6ビットと7ビットの 切り換えを巧って いる。 

Ui4、U15 はダイナミック RAM の入出力端子を分離するために用いており、イネ-ブルにな 
る条件は RAM SEL が H レベル、かつ米 RD = L のときである。 


3—2—11 カウンク/タイマ 

図 3. 14にカウンタ/タイマの回路図を示す。 U40 は Z-80 CTC であり、 Uu は単方向 
バッファ8 T 9 7である。 

CTC は4チャンネルのカウンタ/タイマ回路であり、各チャンネルのポート.アドレスは次 
のようになっている。 3. 2. 8の表の米 C T C の項参照。 

チャンネル0 D 8 

チャンネル！ D 9 

チャンネル2 D A 

チャンネル3 DB 

通常チャンネル0はボー.レート.クロック作成用としてモニタで使用しており、ユーザ側で 
使用してはならない。チャンネル0の出力 Z C/T 〇〇はボー•レートの16倍のクロックが出 
力しており、これを UART のシリアル•クロックとしている。シリアル•クロックを XSC 
L K 端子を用いて外部から供給する場合、チャンネル0をユ-ザ側で使用してもよい。チャンネル！〜 
チャンネル3はユ-ザに開放されている。チャンネル1の出力 ZC/T01 はチャンネル0の入力 C K/ 
TRG 0に接続している力く、これはチャンネル0、チャンネル1を縦続接続にすることによって 
カウント数を大きくするためのものである。 

モニタではチャンネル0をタイマ•モードで使用しており、基本クロックは CPU に供給する 
クロックと同じ周波数 2. 4576 M 凸 Z としている。シリアル•クロック （SER CLK) は 
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ボ ー• レートに応じてこのクロックを分周することによって得ている。 

図の Ki 、 Uii はボー •レ- 卜と モニタ 管理の拡張1/〇ドライバの指定に用いるものである。 
プログラム•ジャンパ Ki の状態はポ-卜 •アドレス DE に対する入力命令により アキュムレー 
夕 A に読み込まれる。この場合、 アキュムレ- 夕 A の内容は次の意味を持っている。 ここでモニ 
夕管理の拡張 I / O ドライバ•とは、 SM - B -8 0 D のデ-夕の入出力形式である C 1、 CO、S 
I 、 SO 、 01、00に対する I / O 装置もユ-ザ側で定義した場合を指す。これらュ-ザ拡張 
76543210 

アキュ ムレー タ ; •： i : : ! . 

A I I I • I ' I 

A , I I I I I i 

I t I_ — I j j j 

、 _ ベ __ / 

ボ—•レ—卜の指定 

モニタ管理の 

拡張 I / O ドライバの指定 

の I / O 装置のドライバ•ルーチンを OS ROM の# 2、#3に置き、上図アキ ュムレ- 夕 A 
のビット7を0にすることにより、 I / O 装置をモニタ管理下に置くことができる。この動作に 
ついては、 4.2.2 I / O チャンネルの項において説明する。 （ Ki の端子 7-10 を接続すると、 
ポ-卜 DE に対する入力命令を実巧するとアキ ュムレー タのビット7は0になる。 ） 

3-2-12 パラレル I/O インターフエ-ス 

図 3. 15はパラレル I / O インターフエ-スの回路図である。 U 51 は Z 8 0 P I 〇である。 
P I 〇は沉用 の I / O インターフエース用 LSI であり、8ビットの I / O ポートと2本の ハ 
ンド•シュ-ク制御線を2個 （ A ポート、 B ポートと呼ぶ）有している。 SM - B -80 D では A 
ポ—卜、 B ポ-卜に配線.はしておらず、1/〇装置と PIO 間のインター フュー ス回路はユーザ 
側に委せられている。ユーザ領域には16ピン D I P 1 C を4個まで置くことができる。 

P I 〇には4個の8ビット.レジスタがある力く、これらに対するアドレスは次のように決まっ 
ている。 3.2.8 の表の米 P I 〇の項参照。 


A ポート 

デー 

夕•レジスタ 

Do 

A ポート 

コ ン 

トロール • レジスタ 

Di 

B ポ—卜 

デ_ 

夕.レジスタ 

〇2 

B ポート 

コン 

トロール•レジスタ 

〇3 


PIO の Ml 端子には米 MR S T と来 Ml の AN D 信号を EP 加しているが、これは Mi 端子に 
より P 10 の イニシャライズを 巧うためである。 
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図 3.15 パラレル I/O インターフェース 
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図 3.14 、 図 3.15 の U48、 じ56により CTC、PIO のデ—ジ—•チュ—ンを行ってい 
る 。 P I 〇の各入出力信号線については、、、 Z- 8 0 _ P i 〇 テクニカルマニュアル" を参照の こ 
と。 


3-2-13 シリアルI /〇イ ンター フエー ス 

図 3. 16にシリアル1/〇インターフユ-スの回路図を示す。 Uio は USA 及 T ( Unive - 
rsal Synchronous Asynchronous Receiver Transmitter ) 8 2 51 であ h Ug 
はライン.ドライバ 75 188、 Ug はライン•レシーバ75189である。 

8 2 5 1は パラレル. データと シリアル. デ—な の変換機能を有しているが、その動作に つい 
ての説明は省略する。 シリアル 1/〇装置としては、 2 0 mA 電流ループの TTY と RS - 2 3 
2 C 規模の I / O 装置が接続できるようになっている。 SM - B -8 0 D では TTY 用として U 2、 
U 9 じより電流ドライブのインターフユ-スを構成しており 、 R S - 2 3 2 C 規格の装置用とし 
てじ8、 Ug により電圧ドライブのインターフエースを構成している- 

8251のステータス•レジスタにおいて、 Tx E、Rx RD Y、Tx RDY ビットがセット 
されると対応する出力端子 T E、RR、TR が过レベルになる。これらのステータス.ビットに 
より C PU に割り込みを かける 必要が ある 場合、図に示す Ki に ジャン パ線を接続 すればよい。 

8 2 5 1に対するポート•アドレスはかのように決まっている。 

UART データ•レジスタ DC (注） 

コマンド•レジスタ D D 

Ui 3 はリ-ダ制御用のフリップ•フロップであり、この出力はポート.アドレス DF に対する 
入力命令じよりセットされ、シリアル•データの L レベル（リーダから読み込まれたデータのス 
夕ート•ビット）によってリセットする。 

シリアル I/O インターフエースはフラット•ケーブル用 コネクタ J2 を介して巧う。各 イン 

夕-フユ-ス信号線の信号名、端子番号、信号説明を次の表にまとめる。（注）本マニ ユアルでは 
US ART を U ART と略している。 

3 — 2 — 14 その他 

SM-B-8 0 D のその他の回路を図 3 .17、 図 3 • 18 に示す。図 3.17 は Z -80 CPU の 
各信号線である。図 3 . 18 はボ—ドの電源回路図である。 

図 3 • 19 は SM - B -8 0 D の部品実装図であり、表え 1 は対応する部品構成リストである。 
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図 3 .16 シリアル I/O インター フエー ス 
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図 3.17 Z— 80 CPU 信号線 
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図 3.18 電源線 
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表 3.1 SM — B _80 D 主要部品構成リスト 


番号 

I c 

番号 

I 

C 

番号 

巧 抗 


U, 

LH—008l(PIO) 

U*8 

SN74LS0 8N 

民 26 

3kii 

1/4 W 


も 

SN 7 5 4 5 4 BP 

U 49 

SN74LS3 2N 

民 27 

lokil 

1/4 W 


Ua 

SN7 54 5 4BP 

U 50 

SN7 4 0 4N 

ち 8 

3 k な 

1/4 W 


U 4 

SN74LS155N 

U 51 

SN74LS04N 

な 29 

3 k な 

1/4 W 


Us 

SN74LS00N 

U 52 

SN74LS74AN 

民 30 

3kii 

1/4W 


Ue 

SN74LS15 5N 

U 53 

SN74LS74AN 

R-31 

3 k 幻 

1/4 W 

(注り 

U 7 

SN74LS32N 

U 54 

SN74LS74AN 

も 2 

3 k な 

1/4 W 

じい U け〜 Uao ， U 40 , U り 

Ug 

SN7 518 8N 

U 55 

SN74LS74AN 

民 3 3 

3 kO 

1/4W 

は I C ソケット実装 

U 9 

SN7 518 9N 

Use 

SN7 4 3 6 7AN 

R34 

3k な 

1/4W 


Uio 

iP8251(UART) 

U 57 

MC8T2 6P 

民 3 5 

3kO 

1/4 W 

(注 2) 

Uu 

SN 74367 AN 

U 58 

MC8T2 6P 

民 36 

3k な 

1/4 W 

U2 い U 22 はオプション 

U 12 

SN74LS04N 

U 59 

MC8T26P 

氏 37 

ikO 

1/4 W 


Ui3 

SN74LS7 4AN 

UfiO 

MC8T2 6P 

民 38 

3 k な 

1/4 W 

(注 3) 

U,4 

SN 7 4 3 6 7 AN 

Ue, 

SN7 4 3 6 7AN 

民 39 

3 k な 

1/4 W 

恥〜 Uao 






LH-4 027-3 (LH-8H0 1A) 

u け 

SN 74367 AN 

。62 

MC8T2 6P 

R-40 

2 2 な 

1W 

LH-4 1 16-3( LH—8H0 IB) 

Ul6 

SN7 4LS157N 

Ues 

MC8T2 6P 





Ul7 

LH-2111A4 

も 4 

SN7 4 3 6 7 AN 

番号 

ご 

ンデンサ 

(巧 4) 

も〜もは I C ソケット 

u は 

LH-2111A4 

UsB 

SN74LS03N 

Cl 

セラミ 

ック 10 PF 

u け 

LH-2708 

Uee 

MC7905CP 

じ 2 

セラミ 

，ク 1 0000PF 

実装 

Uzo 

LH-2 7 0 8 

。67 

SN74LS0 ON 

〇 3 

タンタル 01 /iF 


も， 

(LH-2708) 




C4 

アルミ電解 4 7/iF 

(注り 

も 2 

(LH-2708) 

番号 

抵 

抗 

じ 5 

アル ミ電解 4 7/xF 

ま際の製品では各部品は 

。23 

LH-4 0 2 7~-3 

Ri 

2 2 0 な 

1/4W 

Ce 

アルミ電解 4 7/iF 

相当品にを更する場合が 

U24 

LH-4 0 2 7 — 3 

も 

3kO 

1/4W 

C 7 

アルミ電解 4 7/xF 

ある。 

U 25 

LH-4027-3 

民 3 

4 7 な 

1/4W 

Cs 

セラミ 

ック 10 00 PF 


U 26 

LH—4027-3 

も 

4 7 な 

1/4W 

C 9 

セラミ 

ック 10 0 0 PF 


U 27 

LH — 4027—3 

Rs 

4 7i2 

1/4W 

Cio 

アルミ電解 4 7/iF 


U 28 

LH-4027—3 

民 6 

2 2 0 な 

1/4W 

。1 

タンタル 0.2 2/xF 


U 29 

LH-4027—3 

民 7 

3 k な 

1/4 W 

1 

1 



U 30 

LH-4 0 2 7-3 

民 8 

3 k な 

1/4W 

Csi 

// 

0.22/lF 


U 31 

SN74LS157 

Rg 

2 2 0 

1/4W 





U 32 

SN74LS 呂 ON 

民 10 

3 k な 

1/4W 

番号 

そ 

の 他 


U 33 

SN74LS139N 

Ru 

3 k な 

1/4W 

Di 

ダ イオード 1S2075K 


U 34 

SN7404N 

氏 12 

3k な 

1/4 W 

〇 2 

LED 

GL— 5 A 民 1 


U 35 

SN74LS139N 

民 13 

3 k な 

1/4 W 


H1F3 

-5 0P—2.54DS 


U 36 

SN7 4LS0 2N 

Ri 4 

3k な 

1/4W 

ん 

H 1F3—2 6P 一ぶあ 4DS 


U 37 

SN7 4LS 呂 2N 

Ri 5 

3 k な 

1/4 W 

K , 

フラット•ホ ー ム 

DI S02—016— 402 


Uas 

SN74LS04N 

も 6 

3k な 

1/4W 

K 2 

DI SO 2-016-402 


U 39 

SN74LS00N 

Ri 7 

3 k な 

1/4W 

K 3 

DI SO 2-016 - 4 02 


U 40 

LH—0082(CTC) 

民 18 

8 2 00 

1/4W 

SW, 

スイッチ 

MTM106F-R 


U*i 

LH—0080(CPU) 

民け 

8 2 0 な 

1/4W 

SW 2 

.'"み TM10 6D— 民 


U 42 

SN74LS10N 

民 20 

2kii 

1/4 W 

Pi 

チュッ 

ク端子 


U 43 

SN74LS00N 

な 21 

2k な 

1/4W 

1 




U 44 

SN74LS1 吕 2N 

氏 22 

Ik な 

1/4W 

P 9 

チエブ 

ク端子 


U 45 

SN7404N 

も 3 

3ki2 

1/4W 

XT 

7 が 日 If ろ 2MHZ 


u が 

SN74LS32N 

民 24 

3 k な 

1/4 W 





u け 

SN74LS62N 

ち S 

3 3 0 な 

1/4W 
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シリアル I / O インターフュイス信号線説明 


信号 名 

J2 番号 

信号 説明 

GND 

113 

接地線 

RS (+) 

民 S (_) 

6 

16 

リーダ.ステップリーダ•オン時に R s(+)、R S(— ) を通じて電流 
が流れる。 （ + 12 V で直列を抗 9 4 n ) 

CARRIER 

DETECT 

15 

2 0 mA S 目 ND 信号と同一信号。2 0 mA S END 端子開放時は本 
端子は+12 V である。電流ループ使用の場合、 UART の送信デー 
夕あ（を?严（スぺ_ス）で H レベル、なしの状態（マーク）でしレ 
ベルとなる0 

20 mA SEND 

20 mA SEND RET 

24 

25 

2 0 mA 電流ループで TTY ( ASR -3 3 ) を使用する場合、本信 
号を用いる0 U ART の送信データがマークの状態でループ電流ナン。 

20 mA REC 

20 mA REC RET 

22 

23 

スぺースの状態でループ電流オフとなる。 

2 0 mA 電流ループで了 TY (AS R - 3 3 ) を使用する場合本信 
号を用いる0 TTY からの送信データがマークの状態で端子2 2は L 
レベルに、スぺースの状態で H レベルになっている。 

TRANS DATA 

3 

R S - 2 3 2 C 規格で、端末装置からデータが送られてくる場合に用 
いる入力端子。 受信 データがマークのか態で L レベルに、スぺースの 
が態で H レベルになっている。 

REC DATA 

5 

RS - 2 3 2 C 規格で端末装置へデータを送る場合に用いる出力端子。 
送信データがマークの状態で L レベルに、スぺースの状態で H レベル 
になっている。 

D S 民 

(Data Set Ready ) 

11 

1；八1^了の0了民信号の反転信号 。 RS — 2 3 2〔規格。出力。 
UART (8251) のコマンドビット1をセットすると DTR 

= 0となる0 

CT S 

(Clear To Send ) 

9 

UART の RTS 信号の反転信号。民 S - 2 3 2 C 規格0出力。 

UART のコマンドビット5をセットすると RTS = 0 となる0 

DT 民 

(Data Term Ready ) 

14 

本信号の反転信号が U AR T の DSR じ等しい。 RS -2 3 2 C 規格。 
入力0 UA 民 T の DSR を L レベルにするとステータスビット7が 
セットされる。 

RTS 

^Request To 

Send 

7 

ボード上のチュック端子（記号了 TY ) の結線が態により動作が異なる。 
tty a — C 結線； RTS 信号無効 

A — B 結線； RTS の反転信号 = UART の CTS 
本信号は RS — 2 3 2 C 規格で入力信育である。 

なお、 UART の CTS 信号は CTS = L でデータ送信可能。 

CTS = H でデータ送信不可（但しコマンド Tx EN = 1とする） 


UT 民 T の受信 . . 

又は送信データ _ 


- - 

// 

厂つ 

(RxD 、 TxD) スぺ—ス 1 

スタート! 

1 -• h リ 1 

1 ア-夕 1 

パリテ:ストップ; 

1 

ビット 1 

ビット : 

ィビ’乂ビッド ' 
卜 • 1 

_ 

4 目一 



























































3-3 バス信号 

SM—B — 8 0 D に入出力するバス信号線の一般仕様を次に示す。 


一般仕様 
(1) 信号の論理 

デ-夕 負論理 

アドレス 負論理 

制御線 負論理 イ旦し、デ-ジ-•チュ—ン制御線 （ I E 1、 

理とする。 


(2) 信号のレベル 

入力信号 T T L コンパティブル 

出力信号 T T L コンパティブル 


バス信号線の機能説明を表 3. 2に、また、バス信号一覧表を表义3に巧す。 


I EO ) は正論 


—4 D — 


まん 2 


バス信号機能説明 


( その1 ) 


信号名 

端子番号 

機能 説明 

信号方向 

+ 5 V 

1. 2. 3. 

51.52.53 

電源 + 5 V 

入力 

+ 12 V 

5， 5 5 

電源 +12 V 

入力 

米 CK/TGi 

6 

C 1 ocK/Tr iGger 1この信号の反転信号が、 Z - 80 C T C の 

CLK / TRGi じ巧加される0信号として、 CTC チャンネル1の外 

部クロックか、タイマ.トリガ信号を印加する。 

入力 

L レペル 

アクティブ 

来 ZC/TOi 

7 

Zero Count / Time Ou t 1 CTC の ZC / TOi 出力 

の反転信号である。 

出力 

L レペル 

アクティブ 

米 CK / TG 2 

8 

ClocK/Tr iGger 2この信号の反転信ちが C T C の C L K / 

TRG 2 に印加される〇信号として、 CTC チャンネル2の外部クロ 

ックか、タイマ.トリガ信号を印加する0 

入力 

L レペル 

アクティブ 

来 ZC / T 02 

9 

Zero Count/Time Ou t 2 CTC の ZC / TOi 出力 

の反転信号である。 

出力 

L レベル 

アクティブ 

来 CK / TG 3 

10 

ClocK/Tr iGger 3 この信号の反転信号が C T C の C L K / 

T 民 G 3 に巧加される0信号として CTC チャンネル3の外部クロッ 

クか、タイマ•トリガ信号を印加する。 

入力 

L レペル 

アクティブ 

来 M 民 ESET 

11 

Master RESET スイッチ Si により SM - B - 80 D をマニ 

ユアル.リセットすると、本信号は、、 L " レベルとなって出力するの 

で、本信号を用ぃて外部装置を同時にリセットできる。また、本信号 
を外部から、、 L " レベルじすることじより SM - B - 80 D 内部をリセ 
ットできる。この場合、、、 L " レベルの期間 SM — 巨一 80 D 巧部はリ 
セット状態にある。才ープン.コレクタ出力。 

入出力 

L レベル 

アクティブ 

来 DE BUG 

12 

DEBUG 通常入力として使用される。本信号が、、 L " 

レベルの期間、アドレスの上位3ビット （ ABi 5、 ABu 、 ABi 3 ) 

は強制的に 1 じなる。したがって、本信号と米 M 民 E S ET に同時に 
、、L が一、、 H " の信号を与えることじより、スイッチ S 2 に関係なく 
モニタを E 0 0 0 H からリスタートできる〇 S 2 をオンにすると 

米 MR E SET と同一極をの信号が出力する （ この場合、オープン. 

コレクタ出力）。 

入（出）力 

L レペル 

アクティブ 

0 

62 

Clocks C PU じ供給するクロック信号と同一極性の 

出力信号。 

出力 


—4 7— 








































(その 2 ) 


信号 名 

端子番号 

機能 説明 

信号方向 

EXCLK 

13 

External CLo cK 外部クロックにより CPU を 

動作させる場合、この端子からクロック信号を供給する。この端子に 

加えられた信号の反転信号が CPU に印加される。なお内部クロック 

と、外部クロックの切換えはチュック.ピン端子グ CLK の配線によ 

り行ぅ 0 

入力 

XS CL K 

63 

external Serial CLo cK 外部シリアル•ク 

ロックにより U ART 8 2 51 を動作させる場合、この端子から 

シリアル.クロック信号を供給する。通常 8 2 51 のシリアル•クロ 

ックは CTC の ZC/TOo 出力を用いているので、外部シリアル 

.クロックを使用する場合、チュック‘ピン端子 S. C L K の配線を 

変更する必要がある。 

入力 

RE C. 

DATA 

14 

R 巨 C e i V e d DATA a t terminal コネクタ J2 

の民 EC DATA 端子信号に同じ 0 SM-B-80 D から送出される 

シリアル-データ信号 0 

出力 

H レベル 

アクティブ 

T 民 ANS. 

DATA 

64 

TRANSmitted DATA from terminal コネク 

夕 J2 の TRANS DATA 端子信号に同じ 〇 SM—B — 80 D へ 

送出されてくるシリアル.データ信号 0 

入力 

H レペル 

アクティブ 

米 DD I S 

1 己 

Driver DISab 1 e この端子を、、 L" レベルにするこ 

とにより、デ_夕•バッファのドライバ出力はトライスア—卜になる 0 

通常この端子データ*バッファの巧部ドライバ制御信号か出力してい 

る 0 ナープン.コレクタ出力 0 

入（出）力 

L レペル 

アクティブ 

来民 ENB 

65 

Receiver ENaBle この端子を、、 L" レベルにするこ 

とにより-データ.バッファのレシーバはイネーブルになる 0 通常、 

この端子は、、が/レベルにプルアップされている 0 

入力 

L レペル 

アクティブ 

I E 1 

20 

I nterrupt Enable In 本信号はプルアップされており、 

バッファ後 CTC の I 巨 I 入力に巧加されている 0 

デー ジー•チューン接続で、 CTC よりも割り込み便先レベルの高い 

装置がある場合、その装置の I EO を本端子に接続する。 CTC を最 
高度先レベルに置く場合、本端子は開放 （ H レベル）とする。 

入力 

H レペル 

アクティブ 

I E0 

70 

I nterrupt Enable Ou t SM_ B— SOD 巧の P 10 より 

も割り込み巧先レベルの低い装置がある場合、その装置の I 巨 I 端子 

に本信号を印加する 0 P I OU 上の装置に割り込みがある場合、本信 

号は、、 L,, レベルとなる 0 

出力 

H レベル 

アクティブ 


-4 8- 

































(その 3 ) 


信号 名 

端子番号 

機能 説明 

信号方向 

アドレス 

右参照 

A ddre ss 

CPU にバス.リクユストがかかっていない通常の使用状態（米 B 

USAK =、、 H ") では、本信号は CPU のアドレス出力の反転信号 

に等しい0 CPU にバス.リクエストが入力し、米 BUSAK =、、 L " 

となると、本信号はトライ•ステートとなる。 

アドレス.バッファは双方向性であり、そのドライバは来 BUSA 

K = か H " でイネーブル、米 B U S AK =、、 L " でトライ.ステート 

になっている0レシーバにおいては、米 Ao 〜 All は常にイネープル、 

米 Ai 2 〜 Ai 5 は米 BUSAK =、、 L " のときのみイネープルになる。 

このようにすることじよりか部から SM — B _80 D 内のメモリをアク 

セスすることができる。 

記号来 Ao 来 Ai 米 Ag 米 A 3 ホ A 4 米 As 来 Ae 米 A ? ネ As 

米 A 9 米 Aio 米 All ホ Ai 2 米 Ai 3 米 A ]4 米 Ai 5 

ピン 22 72 23 73 24 7 4 25 75 26 

76 27 77 28 78 29 79 

入出力 

L レペル 

アクティブ 

米 WA I T 

30 

WAIT 本信号はプルアップされており、バッファ後 

C P U の WA I T 端子に巧加されている。メモリや I /〇装置が低速 

であり、通常のクロック•サイクルでは応答できない場合に使用する。 
本信号を、、 L " レベルにすることにより、メモリや I / O のアク七ス 
時にゥユイト状態が挿入される。 

入力 

L レペル 

アクティブ 

米 BUSRQ 

80 

BUS 民 eQuest 本信号はプルアップされており、バ 

ッファ後、 CPU の BUSR Q 端子に印加されている。本信号は SM _ 

B — 8 0 D のアドレス出力、制御信号出力（米 MREQ 米 I 〇民 Q 

米 Ml 米 R D 米 WR ) をトライ-ステートじする場合に使用する。 

本信号をか L " レベルじすると、現在実行中の命令のマシン.サイク 

ル （ Ml 又は M 2 又は M 3 ) の完了後に米 BUS AK がか L " レベル 

になり、アドレス出力、制御信号出力はトライ.ステートになる。 

入力 

L レペル 

アクティブ 

来 NM I U 

3] 

NM I for User ユーザ用の NM I 信号であり、本信 

焉を、、 L " レベルじすると、現在実行中の命令完了後に割り込み、イ 
ネーブル F / F のが態に関係なく CPU は NMI を受け付ける 。 NM 

I 受け付け後ダミーサイクル、 PC の内容の退避サイクルを経て 
CPU は 0 0 6 6 H から実斤を始める。 

入力 

L レペル 

アクティブ 
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( その 4 ) 


信号名 

端子番号 

機能 説明 

信号方向 

米 I NTU 

81 

INT for User ボード外部からの I N 了信号である 0 

通常 I / O からの割り込み信号として使用する。 CPU の割り込みイ 
ネーブル F / F がセットされている場合に限り本信号を、、 L " レベル 

にすると現在実行中の命令完了後に C PU は割り込み動作に入る。 

入力 

L レベル 

アクティブ 

来 BUSAK 

34 

BUS Aknowledge 米 BUS 民 Q が、、 L " レベルになる 

とじ P U は現在実行中の命令のマシン.サイクル （ Ml 又は M2 又は 

M 3 ) の完了後に米 BUSAK を、、 L " レベルとする。米 BUSAK 

が、、 L " レベルになると制御出力（米 Ml 米 RFSH 米民 D 

米 WR 米 M 民巨 Q 米 I 0民 Q )、及びアドレス出力（米 Ao 〜 

A 15 ) はトライ•ステートになる0 

出力 

L レベル 

アクティブ 

米 HALT 

84 

HALT HAL T 命令を実行すると本信号は、、 L " レべ 

ルになり、同時に HALT ランプが点なする0 

出力 

L レペル 

アクティプ 

米 Ml 

35 

Ml 本信号は CPU の Ml 出力をバッファしたものである 0 Ml 

サイクルの命令コードのフュッチの期間本信号は、、 L " レベルにな 

る。本信号のバス•インターフュイスは双方向性バッファを用いてお 

り、ドライバは米 BUSAK =、、 H '/ でイネーブル、米 BUSAK = 

、、 L " でトライ•ステートとなる0また、レシーバは常にイネ—ブル 

になっており、米 Ml はレシーバ経由で SM — B — 80 D 巧の各部に供 

給される。 

出力 

L レベル 

アクティブ 

米 R F S H 

85 

ReFreSH 本信号は C P U の R F S H 出力をバッファしたも 

のである0ダイナミック•メモリに対するリフレッシュ•アドレスが 

C P U からアドレス.バスへ出力している期間、本信号は、、 L " レべ 

ルになる。本信号のバス•インターフュースは双方向性バッファを用 

いており、動作は米 Ml と同じようになっている0 

出力 

L レペル 

アクティブ 

米 RD 

36 

民 eaD 本信号は CPU の民 D 出力をバッファしたもので 

ある 。 CP U がメモリ又は I / O 装置からデータを読み出す場合に、 

本信号は 、、 L " レベルになる。本信号のバス•インターフュースは巧 

方向性バッファを用いており、動作はホ Ml と同じようになっている。 

出力 

L レペル 

アクティブ 

米 WR 

86 

WRi te 本信号は C P U の W 民出力をバッファしたもので 

ある 。 C PU がメモリ又は I /〇装置へデータを書き込む場合に本信 

号は、、しがレベルになる0本信号のバス•インターフュースは双方向 

性バッファを用いており、動作は米 Ml と同じようになっている0 

出力 

L レペル 

アクティブ 


—5 0— 






























(その 5 ) 


信号名 

端子番号 

機能 説明 

信号で向 

米 MREQ 

37 

Memory REQuest 本信号は C P U の M R E Q 出力をバ 

ッファしたものである0本信号が 、、 L がレベルになることによって、 

メモリの読み出しや書き込み動作でアドレス.バス上に正しいアドレ 

ス情報が出力していることがわかる。本信号のバス•インターフュー 

スは双で向性バッファを用いており、動作は米 Ml と同じようになっ 

て V 、る〇 

出力 

L レペル 

アクティブ 

朱 I ORQ 

87 

Input / Output ReQuest 本信号は C P U の 

I 0民 Q 出力をバッファしたものである。本信号が 、、 L " レペルにな 

るのは次の場合である。 

① I /〇装置の読み出しや書き込み動作で、アドレス•バスの下 

位8ビット上に正しいアドレス倩報が出力している期間。 

② CPU が割り込みを受け付け、割り込み応答べクトルをデータ 

-バス上に乗せてもよいことを示している期間0 

本信号のバス•インターフュースは双で向性バッファを用いており、 

動作は米 Ml と同じようになっている0 

出力 

L レペル 

アクティブ 

データ 

右参照 

Data 本信号は双方向性のバッファ（反転）を経由して 

C PU のデータ端子に接続している。双方向性のバッファのうち、レ 

シーバは米 RENB によって制御され、米 RENB =、、 L " でイネー 

ブル、ホ RENB = 、、が'、または開放でトライステートとなる0— 

方、ドライバは、米 DDI S 又は巧部ドライバ制御信号によって制御 

され、いずれかが、、しかレベルになるとトライステートじなる0ド 

ライバがイネーブルになるのは、米 DD I S =、、 H " かつ巧部ドライ 

バ制御信号= 、、 H " のときであり、巧部ドライバ制御信号=と 

なる条件は次のいずれかの場合である。 

①米 MREQ 又は米 I ORQ が、、 L " レベルであり、かつ米 Mi 

米 BUSAK 米 RD がいずれも、、が'レベルのとき。 

⑤米 RFSH =、、 H " かつ米 RD =、、 L " かつ米 M 民 EQ = か L " 

であり 、 SB C 上のいずれかのメモリがアクセスされたとき。 

記号米 Dq 米 D 1 来 D 2米 D 3米 D 4米 D 5米〇 6 米〇 7 

ピン 42 92 43 93 44 94 45 95 

入出力 

L レベル 

アクティブ 

- 12 V 

46. 96 

電源 一12 V 

入力 

GND 

48. 49. 50 

98.99. 100 

接地線 
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表ん 3 


バス信号一覧表 


端子 
番号 

信号名（部品名） 

端子 
番号 

信号名（配線名） 

端子 
番号 

信号名（部品を） 

端子 
番号 

信号名（配線面） 

1 

+ 5 V 

51 

+ 5 V 

26 

米 As 

76 

米 Ag 

2 

+ 5 V 

52 

+ 5 V 

27 

米 A 10 

77 

来 A 11 

3 

+ 5 V 

53 

+ 5 V 

28 

来 A 巧 

78 

米 A 巧 

4 


54 


29 

ホ A 14 

79 

米 A 15 

5 

+ 12 V 

55 

+ 12 V 

30 

来 WA I T 

80 

米 BUS RQ 

6 

米 CK/ TGi 

56 


31 

米 NM I U 

81 

米 I NTU 

7 

来 Z C / T 0 1 

57 


32 


82 


8 

米 CK/ TG 2 

58 


33 


83 


9 

来 ZC/T 02 

59 


34 

米 BUSAK 

84 

米 HAL T 

10 

ホ CK/TGg 

60 


35 

米 Ml 

85 

米 R F S H 

11 

米 M 民巨 SET 

61 


36 

米 民 D 

86 

米 WR 

12 

米 DE BUG 

62 

夕 

37 

ホ MR 巨 Q 

87 

米 I 0 民 Q 

13 

EXCLK 

63 

XSC LK 

38 


88 


14 

民 EC DATA 

64 

TRANS DATA 

39 


89 


15 

米 DD 1 S 

65 

来民 ENB 

40 


90 


16 


66 


41 


91 


17 


67 


42 

米〇〇 

92 

米〇 1 

18 


68 


43 

米 D 2 

93 

が 3 

19 


69 


44 

米 D 4 

94 

米 D 5 

20 

1 E 1 

70 

1 E 0 

45 

が 6 

95 

米〇 7 

21 


71 


46 

- 12 V 

96 

- 1 2 V 

22 

ネ Aq 

72 

米 Ai 

47 


97 


23 

米 Ag 

73 

米 A 3 

48 

GND 

98 

GND 

24 

米 A 4 

74 

米 A 5 

49 

GND 

99 

GND 

2 5 

米 Ae 

75 

ホ A? 

50 

GND 

100 

GND 


( 注） 

米記号は、、 L " レベルで有効 （active ) になる意味であり、信号名の上に （ bar ) 記号をつ 

けたものに同じ0 
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3-4 動作モ-ドの選択 


SM - B - 8 0 D ではプログラム開発の用途だけでなく、他の種々の用途にも対処できるように 
各種の動作モ-ドを選ができる機能を有している。これらの選択は大別するとラッピング端子の 
配線による方法とプラットホ-ム端子の配線じよる方法に分類できる。 

3-4-1 ラッピング端子による方法 

ボ-ド上には3ケ所のラッピング個所があり、通常ラッピング配線によって動作モ-ドの選択 
を巧う。この方法により選択する動作モ-ドとしては、システム•クロックの巧部、または外部 
供給の切換え、シリアル•クロックの巧部、または外部供給の切換え、 TTY と RS — 2 3 2 C 
インタ-フュ-スの切り換えが巧われる。これらの動作モ-ドの選択法を表 3. 4に示す。 

3 — 4—2 プラットホーム端子による方法 

プラットホ-ム端子は16ピン I C ソケットに装着できる沉用のディスクリ-卜部品配線台で 
ある。 SM - B - 8 0 D ではこのプラットホームを3個使用しており、 Ki 、 K 2 、区3と名前を 
つけている。プラットホ—ム端子の外観を図 3. 2 0に示す。 

Ki によってボ—•レ—卜の選択、拡張 I / O ドライバ•ル-チンのモニタ管理の有無、及び 

シリアル I / O インタ-フュ-スからの割り込み制御の有無を指示できる。これらの設定法を表 
3. 5、表义6、表え7に示す。 

K 2 によってユーザ RAM、OS ROM のべース•アドレスを選択でき るが 、この設定法に 

ついて表 3.8 にまとめる。 

K 3 によってユ-ザ RAM の4 K バイト、 16 K バイトの選択、及び OS ROM の EP 
ROM 、 PROM の選択ができる。表ん9、表 3.10 にこれらの切り換え法を示す。 
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図 3. 20 プラット•ホーム端子 
( ジャンパ端子） 
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項 目 

ボード上記号 

結 線 法 

システム 

クロック 

0 . CLK 

0 . CLK 

I 

-〇 内部クロック使用時 I-C 結線 

〇 -外部クロック使用時 E-C 結線 

C 

-〇 

E (出荷時 I — C 結線） 

シリアノレ 

クロック 

S . CLK 

S . CLK 

J 巧部シリアルクロック使用時 

- 〇 I — C 結線 

〇 - 外部シリアル クロック 

C E — C 結線 

- 〇 

E (出荷時 I—C 結線） 

CTS 接地 

T T Y 

L 

- TTY 使用時 A-C 結線 

B A その他の場合 A-B 結線 

75189側 TTY 8251側（出荷時 A-C 結線） 

(注） B-C を結線してはならない。 


表 3. 4 ラッピング端子結線法 
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ソケット 

ホー，レート 

Ki 端子番号（ピン） 

6-11 

5 — 12 

4-13 

Ki 

110 

0 

0 

0 

15 0 

0 

0 

1 

3 0 0 

0 

1 

0 

6 0 0 

0 

1 

1 

12 0 0 

1 

0 

0 

2 4 0 0 

1 

0 

1 

4 8 0 0 

1 

1 

0 

9 6 0 0 

1 

1 

1 


0 :端子開放 
1:端子接続 


表义 5 ボー•レ—卜 設定法 


ソケット 

EPROM # 3 、 ホ 4 

Ki 端子番号 

説 明 

Ki 

沉 用 

7-10 開放 

EPROM ホ 3、#4 を沉用の用途とし 

て使用できる。 

( 出荷時このモ—ド） 

拡張レ 〇 

ドライバ.ルーチン用 

7-10 接続 

EPROM# 3、- 普 4 を拡張 I/O ドラ 

イバ•ルーチン用として用い、そのエン 

トリ•アドレス、ニモニックをモニタで 

管理する。 


表 3. 6 拡張 I / O ドライバ-ル—チンの使用法 
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ソケット 

割り込みの種類 

Ki 結 線 法 

割り込みあり 

割り込みなし 

も 

Transmitter Ready 
(TR ) 

1-16 接続 

13-16 接続 

Receiver Heady 
(R R ) 

2 — 15 接続 

13 — 15 接続 

Transmitter Empty 
(T E ) 

3-14 接続 

13 - 14 接続 


(注）本ボ-ドの通常の使用法では割り込みなしのが態に結線する。 
出荷時割り込みなしのが態に結線されている。 


表义 7 シリアル•インターフュイスの割り込み 


ソケット 

4K バイト民 AM 


16 K バイ 

卜 RAM 

4 K バイト ROM 

ベ—ス•アドレス 

K2 結線法 

ベース•アドレス 

Kg 結線法 

ベース•アドレス 

Kg 

結線法 


0 0 0 0 

5—15 

. 1—16 





0 0 0 0 

5 — 9 

•1 — 10 


10 0 0 

5—15 

. 2 — 16 





10 0 0 

5-9 

. 2 — 10 





0 

0 0 0 


5—15—16 





2 0 0 0 

5—15 

. 3-16 





2 0 0 0 

5 — 9 

. 3—10 


3 0 0 0 

5—15 

. 4 — 16 





3 0 0 0 

5-9 ‘ 

. 4 — 10 


4 0 0 0 

6-15 

.1 — 16 





4 0 0 0 

6-9 ‘ 

.1 — 10 


5 0 0 0 

6—15 

• 2-16 





5 0 0 0 

6-9 . 

‘ 2-10 





4 

0 0 0 


6—15—16 





6 0 0 0 

6—15 

. 3 — 16 





6 0 0 0 

6 — 9 • 

3-10 


7 0 0 0 

6—15 、 

. 4 一 16 





7 0 0 0 

6-9 . 

4 — 10 

K 〇 

8 0 0 0 

7—15. 

.1 — 16 





8 0 0 0 

7-9 • 

1 — 10 

八 2 

9 0 0 0 

7—15 . 

, 2 — 16 





9 0 0 0 

7-9 . 

2 — 10 





8 

0 0 0 


7—1 己一 16 

- 




A0 0 0 

7—15 . 

3-16 





A0 0 0 

7-9 • 

3-10 


B 0 0 0 

7—15. 

4 — 16 





B 0 0 0 

7-9 . 

4 — 10 


C 0 0 0 

8—15 • 

1—16 





C0 0 0 

8-9 . 

1 — 10 


D 0 0 0 

8—15. 

2 — 16 





DO 0 0 

8—9 . 

2—10 





C 0 0 0 


8—15—16 





E 0 0 0 

8-15. 

3 — 16 





E 0 0 0 

8-9 . 

3 — 10 


F 0 0 0 

8-15 . 

4 — 16 





F 0 0 0 

8-9 . 

4 — 10 


(注） モニタ 使用時 4K バイト ROM のべース . アドレスは、 E 0 0 0 とする。 
RAM のべース . アドレスは、通常 0 0 0 0 とする。 

出荷時 ROM は E0 0 0、 RAM は 0 0 0 0 になっている。 

表义 8 RAM/ROM のべ - ス•アドレス設定法 
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ソケット 

ダイナミック R A M 

Ki 結 線 法 

も 

4 K RAM 
(4027 相当） 

6—11 5—9 7—8—3 

16 K RAM 
(4116 相当） 

5—12 6—11 7-9 8-10 


表 3. 9 4 KR AM , 16 KRAM の切換え法 


ソケット 

EPROM/PROM 

Ki 結 線 法 

K 3 

E PROM 
(2708 相当） 

1—16 2—15 3—14 

( 出荷時この結線になっている） 

PROM (注） 

3—16 4—15 4—14 


(注）バイ ポ-ラ PROM で2 7 0 8とピン 互換性 あり 例 LH - 7 0 5 5 
表义10 EPROM 、 PROM の切換え法 
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ん ソフトウてア 


ん及び5.は SM - B -8 0 D のソフトウュア特にモニタの動作とその使用法に ついて 述べる。 
なお、ここで説明するモニタの機能は、 2 K バイトモニタ （ V 1. 1 ) に関するものである。 

( 2 K バイトモニタの製品名は LH - 8 S 03 P 又は LH — 8 S 0 3 E である。） 

4 —1 構 成 
4-1-1 メ モ リ 

SM - B -8 0 D 全体のメモリ•マップについては既に 2. 2において説明した（図2 • 3参照） 
ので、ここでは特にモニタに関連するメモリ領域のマップについて詳しく述べる。 

モニタが関係するメモリ領域としては、 E 000 〜 EFFF の アド レ ス 範囲の〇 S 、 ROM 、 
及び FF 00 〜 FFFF の OS RAM 領域が挙げられる。 

〇 S ROM 領域には2 K バイトのモニタ•プログラムが入 っ ている。（オプション） 

〇 S RAM 領域は2 5 6バイトの容量であり、モニタではこの領域を次の用途に使用して 
る 。 OS RAM のメモリ•マップを図4 . 1に示す。 

(1) 一時デ—夕退避用 

(2) モニタ用スタック 

(3) ユーザ用スタック 

(4) ユ—ザ定義二—モニックの記憶 

(5) ユ—ザ C PU レジスタ内容の記憶 

ユ-ザ.プログラムの CPU レジスタ内容は〇 S R AM の FFE 6 〜 FFFF の範囲に退避 
される力；、そのメモリ•マップを図4 . 2に示す。 

4-1-2 1/〇ポ-卜 

モニタではポート•アドレスとして DO 〜 DF の範囲を使用している。本ボ-ドでは、 

00〜 CF のポ-卜-アドレスをユ—ザ側に開放しており、 DO 〜 FF をシクテム側で使用、 
またはリザ-ブしている。この様子を図4 . 3に示す。 

DO 〜 DF により指定されるポ—卜として既に述べたように、 PIO 、 CTC 、 U art . 
及び モニタ.コマンド を制御するための ハ —ドウ ュ ア信号（例 NM I D ) 等が挙げられる。 
ポート•アドレス DO 〜 DF で指定されるこれらのバイト•デ-夕の各ビットの意味について 
次に簡単にまとめる。 
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FFFF 


FFE6 

FFE5 


FFB4 
FF B3 


FF 4 4 
FIT 4 3 


FF 3 2 
FF 31 


FF 12 
FF 11 
FF 10 


Ff OB 
FF OA 
0 9 
0 8 
0 7 
0 6 
0 5 
0 4 
0 3 
0 2 
01 
FF 0 0 


USER CPU 
丰 REG ホ 

( 2 6 ノ M 卜） 


SYSTEM 
本 STACK 

(5 〇ノソト） 


USER 

谭域 

(116 ノ M 卜） 


B ST AT 


N ARG 


E ADDR 


S AD DR 


MODE 


ホ 


DRIV ADD 
ネ TABLE ホ 

( 18 ノソト） 


BP TABLE 

( 3 2 ノ M 卜） 




ARG BOTF 
丰 （いソト） す 


LOCATION 


COUNT 


0 PORT 


PORT 


ユ_ザ.プログラムにおける C PU レジスタの 

内容を退避する。 図 4. 2 参照 


モニタのスタブク領域（プッシュ.ダウン） 


ユーザ•リザー ブ（フラグなど） F F 4 4 〜 F F 4 B 
ユ—ザ•スタック （プッシュ. ダウン） 〜 F F B 3 

ューザ.二ーモニック （ プヴシュ.アップ） FF 4 C 〜 


ドライバ.アドレス.テープル 

(F F 4 2， F F 4 3 I よドライバ. イニシャル.ルー チンの了ドレス) 


ブ レ—ク. ポイント.テ-プル 


(;r ス ご三 !>8 


ブレ_ク.ポイント •ステー タス 


コマンド.アーギュメントのバッファ領域 


コマンド.アーギュメントの数 
スナププ•ショット最終アドレス 

スナップ•ショット開始アドレス 
スナップ•ショットモ_ド 

現在のロケーション.カウンタの 値 （メモリ 表示変更 コマンド） 

ステヴプ.コマンドのカウンタ 

ポート出カコマンドのデフォーノレト.アドレス 

ポート入カコマンドのデフオールト•アドレス 


0 S RAM メモリ•マップ 


図 4. 1 
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OS RAM 


FFFF 

FFFE 

FFFD 

FFFC 

FFFB 

FTFA 

FFF9 

FFF8 

FFF7 

FFF6 

FFF5 

FTF4 

FjPFS 
FFF2 
FFF 1 
FFFO 
FFEF 
FFEE 
FF'ED 
FFEC 
FFEB 
: PFEA 
FFE 9 
FFE8 
FFE7 
FFE 6 


PC 打 

PCL 

A 

F 

I 

I FF 

B 

C 

D 

E 

H 

L 

A' 

F' 

B, 

C, 

D, 

E, 

げ 

L, 

I XH 

I XL 

I YH 

I YL 

S PH 

S PL 


( 注） ュー ザ RAM に割り当てられち アドレスは、巧 あする 二ーモニ ジクにより 
直接に指をすることができる。 

• はドット （ASCII 2E). ' は ASCII 27 である。 


図 4. 2 ューザ CPU レジスタのメモリ•マツプ 


対応する二-モニック 


AFIIBCDEHLVJF が b びにげじ I 
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(アドレス) 


0 1 234 56789 ABCDEF 



上位ハ—フ • バイト 


システム使用 


システム.リザ- 

-プ 


ド化 ハーフ. バイト 


(を） ューザ 開放： ュ- ザ側で使用可能な I/O ポ—卜 .アドレス 
システム 使用： モニタで 使用している I / O ポート •アドレス 
システム. リザープ：将来 システムで 使用予定の I / O ポ-卜.アドレス 


図 4. 3 I / O ポート.アドレス 
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< P I o > 


ポ_ 

卜 A 

デ" 

夕 

Do 

ポ— 

卜 B 

デー 

夕 

〇2 


76543210 


入力または巧力 
( CPU からみて） 


ポート A コント ロール Di 
ポート B コント ロール 〇3 

(1) モ-ド設定 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

Ml 

; Mo 

X 

X 

1 

1 

1 

1 


出力 

( X は 0、1 いず 
れでもよい） 


このフォーマットのとき、 
Ml 、 Mo で P I 〇の動 
作モ-ドを指定する。 


Mq モ—ド 

0 0 0 ( 出力） 

0 1 1 ( 入力） 

10 2 ( 双方向） 

1 1 3(コントロール） 


(2) 割り込み制御 


76543210 


! ； i : ' : ； 

；;1 ; 0 i 1 i 1 ミ 1 出 

'割り込みィネ—ブル- 

モ—ド AN D / 〇 R 

3 のみ H/L 



、 t 

' - -- 、 - ! 

この フォーマッ トのとき、 

上位 4 ビットで割り込み 
制御モ-ドを指定する。 


マスク フォロー 


力 
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(3) デ-夕の方向（モ—ド3のみ） 

76543210 

: i : : ; I 出力 


ビット単位にデ-夕の入出力方向を指定できる。 （ 1••入力、 

0 :出力） 

この 指定は モ-ド 3指定後、同ー ポ-卜 への始めての書き込み時 
に上記 デー タを書き込むことにより巧う。 


(4) マスク（モ-ド3であり、割り込み制御ビット4 =1のときのみ有効） 
76543210 

■ i • ； : T : 

:!; : I . ; 出力 

V - ゾ - ' 

各ビットが割り込み発生の要因となるかどうかの指定をわう。 

( 1:割り込みに関係しない、 0:割り込みに関係する） 

この指定は割り込み制御ビット=1のとき、次にこのポ-卜へ書 
き込むデータによって巧う。 


(5) 割り込みベクタ 


7 6 5 4 3 2 



: 1 

1 1 

1 1 

1 1 




0 


出力 


このフォーマツトのとき、 

上位7ビットで割り込みべ 
クタを指定する。 


(注） 詳娜は Z - 8 0 PIO テクニカル•マニュアル寥 照のこと。 
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< C T C > 

チャンネル 0 D 8 

1 D 9 

2 DA 

3 D B 

(1) 動作 モ-ドの 指を 

76543210 



(2) 時定数の設定 


7 6 5 4 3 2 1 0 


丄 


出力 


上記第1項の LOAD TIME C 〇 NS TANT =1のとき、続いて書き込な 
8 ビット•デ-夕により、時定数を設定できる。 


(3) 割り込みベクタ 


7 6 5 4 3 2 1 0 


X 


0 


出力 


このフォーマットのとき、上位5ビットで 
割り込みベクタを指定する。チャンネル0 
のべクタを指定すると、チャンネル 1.2.3 
のべクタは2バイト間隔で自動的に決まる。 
(注）詳細は Z — 80 CTC テクニカル•マニュアル参照のこと。 
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く UART > 


8251 データ DC 

76543210 

;; I ; ; : ; I 入出力 


8251 コントロール D D 
(1) モ-ド命令の定義 


出力 

B 2 Bi ^00のとき、非同期モ 
-ドでボ—•レ—卜の倍率を指定 

L 2 Li によりキャラクタ長を指 
定 

パリティ イネーブル （ 1:イネ 
-ブル、0 ••ディスエーブル） 

パリティチュック （ 1:偶数、 

0 :奇数） 

-ストップビット指定 


76543210 


§2 

1 

Si i EP 

PEN 

L2 : Li 

B2 



B 2 

丘 1 

ボーレー ト 

0 

0 

X 

0 

1 

1 X 

1 

0 

16 X 

1 

1 

1 6 4 X 


L2 

Li 

キャラクタ長 

0 

0 

5ビット 

0 

1 

6 ビット 

1 

0 

7ビット 

1 

1 

8ビット 
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(2) コマンド命令の定義 

7 6 5 4 3 2 1 0 




(3) ステータス の読み出し 

7 6 5 4 3 2 1 0 
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くモニタ•コマンド制御〉 

(1) NM 1 制御 


ポ—卜 .アドレス DE、DF ( 書き込みのみ） 

7 6 5 4 3 2 1 0 

; I : ： I : I 

；：：；：：! 出力 


この場合、ビット巧容に意味はない0 


(2) ボー.レート、拡張王/〇ドライバ•ルーチン 

ポ—卜•アドレス D E (読み出しのみ） 


7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 


1 

1 



1 

1 

1 

1 

；^2 

bi 

bo 


—拡張丄/〇ドライバ 

拡張 I / O ドライバ.ルーチン 
を EPROM # 2、 ホ 3 に置き、 
それらをモニタで管理する場 
合、このビットを〇にする。 


ボ—•レ—卜の設定 


ゎ2 

bi 

bo 

ボー.レート 

0 

0 

0 

9 6 00 

0 

0 

1 

4 8 00 

0 

1 

0 

2 4 0 0 

0 

1 

1 

12 00 

1 

0 

0 

6 00 

1 

0 

1 

3 0 0 

1 

1 

0 

15 0 

1 

1 

1 

110 


(3) リスタート•アドレス上位 3 ビットのリセット 

ポート•アドレス DE の読み出し 

この場合、読み込まれた内容は本項目に巧して意味を持たない。 

(4) リーダ•ステップ制御 

ポート•アドレス D F の読み出し 

リ—ダ.ステッ .プ制御用 のフ リップ •フロ ップはポ—卜 •アドレス DF に対する読み出 
しによってセットされる。この場合、読み込まれた内容は本項目に対して意味を持たない。 

4-1—3 ゼネラル，フロー 

2 K バイト•モニタのゼネラル•フローを図 4. 4 に示す。 
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1 卜口 リ中 31 N ザ•ザ図 



3 


■0 
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4-2 機 能 

4 — 2—1 二—モニックの定義 

モニタでは、 特定の アドレスを二ーモニックで 表現する こ とができる。 二ーモニックには 前も 
ってシステムで 登録され ている ものと、 ユーザ側で 定義す る ものが ある。二ーモニックはドット 
.(ASCII 2 E ) とそれに続く 2文字下の英数字により表現する。 

〔例〕 

• A 

• PC 

• S P 

二ーモニックにはバイト•二ーモニックとダブル•バイト•二ーモニックが あり、刖者は 1 バ 
イトのメモリ. デ- 夕 を 表現する。 後者は連続す る 2 バイトのメモリ. デ— 夕 を 表現する。 上記 
の 例で は • A は バイト•二ーモニック、 •PC • S P はダブル•バイト•二ーモニックである。 

表 4. 1はシステムで登録されている二-モニックの一覧表である。これらの二-モニックによ 
り、特定のアドレス、またはその内容を参照することができる。 

〔例〕 

• A / 12 

. PC/AB C D 

.S P/F F B 4 

.A = FFFD /1 2 

.P C = F F FE/ABCD 

. SP = FFE 6/ FFB 4 

ユ-ザ側で二-モニックを 定義す る場合、 通常、 モニタのメモリ 変更 コマンドを用いて OS 
11乂1^巧の11 S ER 領域に 文字 コ"ドとア ドレス 値を 設定す ることによって巧う。この場合、 
USE R 領域の最下位アドレス、 FF 48 からアドレス 増加 方向に 文字 コ—ド、アドレス値の 順 
で 設定す る。 USER 領域は二-モニックの 定義じ I 外にユーザ•スタック用としても用いられる 
が、 この場合には最上位ア ドレス FFB 3 からプッシュ•ダウン•スタックとして用いる 。 US 
E R 領域のメモリ容量は10 7バイトであるので、ユーザ•スタックとユーザニーモニックの使 
用メモリの総和が10 7バイト iil 下になるように、ユ—ザ側で注意しなければならない。 

ユ-ザ. 二—モニッ クの後には必ず、夕ーミネータとして、8 0 H を書き込まなければならな 
い。図4 . 5に U S E R 領域の使用の様子を示す。 

I / O チャンネルとして拡張用 I / O ドライバ.ルーチン使用する場合 、 ROM # 3、ホ4 
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二ーモニック 

了ドレス 

意 巧： 

• PC 

F FF E 

ュザ.プログラム CPU レジスタ p c 

• A 

F F FD 

り り // // A 

• F 

F FFC 

り // // // p 

• I 

FFFB 

// // // // I 

•IF 

FF F A 

" " " " IF 

• B 

F F F 9 

り " " // B 

• C 

F FF 8 

// // // // Q 

• D 

FFF 7 

" " り // D 

• E 

F F F 6 

" " り // E 

• H 

F F F 5 

" // // // H 

• L 

F F F 4 

// // // // L 

• A ク 

F F F 3 

り " " ff k' 

• F' 

F F F 2 

// // // // p ゾ 

• B' 

F F F 1 

" " " " B < 

• C' 

F F F 0 

" " " " C' 

• D' 

F FE F 

" ft // // D < 

• E' 

F FE E 

り " ft " E" 

• H, 

FEED 

" " " // H / 

• L' 

F F E C 

り ff " " L/ 

• I X 

F FE A 

// " // // IX 

• I Y 

F F' E 8 

" " " " I Y 

• SP 

F F E 6 

" " " // s P 

•Cl 

F F 3 2 

コンソール入カチャンネル，通常. TK に設定されている 

• CO 

F F 3 4 

コンソール出カチャンネル，通常 • TT に設をされている 

• 0 I 

FF 3 6 

オブジ卫クト入カチャンネル，通常 • T R に設定されている 

• 0 0 

F F 3 8 

ホブジてクト出カチャンネル，通常- TT に設定されている 

•SI 

FF 3 A 

ソース入カチャンネル，通常. T R に設定されている 

• SO 

FF 3 C 

ソース出カチャンネル，通常 • TT に設定されている 

• TK 

E 7 4 4 

TTY キ ー • ボード.ドライバのエントリ•アドレス 

• T T 

E 7 5 7 

T T Y タイプ•ヘッド • ドライバのエントリ•アドレス 

• TR 

E 7 4 2 

T T Y テープ•リーダ•ドライバのエントリ•アドレス 

• AS 

C 0 0 0 

アセンブラのエントリこ•アドレス （ LH-8 SO1E，PROM 版） 

• ED 

DIDO 

エディタのエントリ•アドレス （ LH-8 S 0 2E, P 民 0M 版） 

表 4.1 シス X ム登録二ーモニック—覧表 
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FFB3 


FF5 8 
FF5 7 
FF5 6 
FF5 5 
FF54 
FF5 3 
FF5 2 
FF51 
FF5 0 
FF4F 

FF4E 

FF4D 

FF4C 


① ュー ザ . プログラム 内で スタ ックを使用する場合、 
ュー ザ.プ D グラム 内で SP を FFB4 に初期設定 


ューザ •スタツク 



8 

0 

D 

3 

4 

5 

3 

5 

3 

2 

D 

2 

3 

0 

4 

1 

5 

0 

D 

1 

0 

0 

2 

0 

5 

8 


しるければならるい。 

③ユーザ . 二ーモニック として X ， PA , 2 5 を定義 
し、その アドレス をを々 D 10 0 ， D2 3 0, D345 
とする場合、 メモリを 更 コマンド により USE 民領 
域に左のように書き込む。 


夕ーミネータ 

了ドレス 

D3 4 5 

ASCII 文字 5 
ASCII 文字 2 

アドレス 

D2 3 0 

ASCII 文字 A 
ASCII 文字 P 

了ドレス 

D1 00 

ASCII 文字 SP (空白） 
ASCII 文字 X 


図 4. 5 USE 民領域の使用例 
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にもし ユ- ザ. ニーモニッ クが定義されているならば、その内容が USER 領域のア ドレス FF 
4 8から増加方向にコピ-される C 

4-2-2 I/O チャンネル 

モニタでは I / O 装置の制御にチャンネルという考え方を採用している。このモニタの機能 
( 例えば、プログラムの口ード、パンチ、デバッグ）を和用する場合、ソフトウユア上では、外 
部装置と各 コマン ド処理ルーチンはチャンネルを経由してインターフユ-スされる。次に示す6 
個のチャンネルが定義されており、モニタではこれ£>1外のチャンネルを使用することはできない。 
C I コンソール 入カチャンネル 

C 0 コンソール 出カチャンネル 

〇 I オブジユクト入カチャンネル 

0 0 オブジユクト出カチャンネル 

S I ソー ス入カチャンネル 

so ソース出カチャンネル 

チャンネルには、ソフトウェア•ドライバ•ルーチン（のアドレス）を割り当てる必要がある 
が、この割り当てには次の3種類の方法のいずれかを選ぶ。 

①モニタ巧に前もって用意してあるドライバ•ルーチンを割り当てる。 

③ ROM ホ3、ホ4に用意してあるドライバ•ルーチンを割り当てる。 

⑧一般の ROM に用意してあるドライバ.ルーチンを割り当てる。 

①、⑥の方法では、ドライバ.ル—チンの割り当ては自動的に巧うことができる力く、⑥の方法 
では、メモリ巧容を変更するコマンドにより、〇 S RAM の DRIVER ADDR TAB 
L E を書き換えなければならない。 

①の方法では、モニタ巧の I / O のドライバ•ルーチンを使用する。これらのドライバ.ルー 
チンとして、 TTY ( RS 232 C 相当の装置 ） の年—•ボード、タイプ•ヘッド、テ—プ•リ 
-ダの各ドライバ•ル-チンが用意されており、各々のルーチンの先頭アドレスは、，了に、 

. TT 、• TR と定義されている。通常、 C 1 には . TK を、 CO 、 0〇 、 S 〇には . TT を、 
また C I 、 S 1には • T R を割り当てている。①の方法が選ばれるとモニタにより DRIVER 
ADDR TABLE には自動的に . TK 、• T T , - TT がコピーされる。図 4. 6に①の方 
法を示す。 

⑤の方法は T T Y (または R S 2 3 2 C 相当の装置）も[外の1/〇装置をチャンネルとする 
場合に用い、チャンネルへのドライバ.ル-チンのアドレス割り当ては自動的に巧うことがで S 
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OS RAM 



(注） 

OS 民 AM にはモニタによりをのように 
TTY のドライバ . ル-チンの先頭アド 
レスがコピーされる。 


0S ROM 

#2 


.TT ( タイプ . ヘプド . ドライバ • ルーチンの先頭アドレス） 


• TK ( キ —• ポ - ド . ドライバ . ルーチンの先頭アドレス） 


• TR ( テ — プ . リーダ - ドライバ - ルーチンの先頭アドレス） 


図 4. 6①の方法 
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る。但し、この場合には、〇 S ROM # 3、ホ4にチャンネルに対応するドライバ.ル-チ 
ンとその先頭アドレスを書き込み、かつ、ボ-ド上のジャンパ端子 Ki の7 - 10を接続しなけ 
ればならない。表义6参照。図4 . 7に②の方法を示す。なお、このモニタでは、⑥の方法を 
拡張丄/〇ドライバ.ルーチンによる方法と呼んでいる。 

③の方法も⑤の方法と同じように TT Y (または R S 2 3 2 C 相当の装置）[外の1/〇装 
置をチャンネルとする場合に用いるが、チャンネルへのドライバ.ルーチンのアドレス割り当て 
はメモリ内容の変更コマンドを用いて巧う。ユーザ側では 1/(3 ドライバ.ル—チンをな〇 M に 
用意しておき（この場合の R OM は 、 OS ROM #3 #4でもよい）、その エントリ. ア 

ドレスを OS RAM の DRIVE 及 ADD T A B L E に書き込む。図4 • 8に③の方法を 

示す。 

⑨、③の方法では I / O 装置のイニシャル•ル-チンが必要になる。⑤の方法では、イニシャ 
ル•ル-チンの先頭アドレスも自動的に〇 S RAM にコピ-される。図4.7、図 4.8 ではイ 
ニシャル•ル—チンの先頭アドレスを記号 QiQ 2 Q 3 G 4 で与えているが、このアドレス降 
じユ—ザ側でイニシャル•ルーチン（サブルーチン）のプログラムを用意しなければならない。 
このイニシャル.ル-チンはシステムがリセ ッ トされるたびに コー ルされる。また、ユ—ザが定 
義したドライバ•ルーチンのフラグ用として OS RAM の FF 44 〜 FF 4 B までの8バイト 
をリザーブする。 
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OS RAM 



#3, #4 


(注 1 .) ュ-ザ領域の先頭がをにュ—ザ.リザ-ブ 
(フラグなど、8バイト固定）、 0 S ROM 

のユー ザ. 二ー モニ ックも、よび夕-ミネ- 
夕 が自動的にコピーされる。 

(注2 ) D 民 IV ADD TABLE の先頭が'をに OS 
ROM に用おされている披張 I / O ドライバ 
の先頭アドレスが、自動的にコピ—される。 


Bi B2 B3 B4 


拡張 I / O ドライバ.ル-チンの先頭 


ん A2 As ん 



8 

つ 

1 

E 8 12 ! 

1 

1 

1 

11 

Gi 

〇2 

10 

〇3 

G 4 

% 


幸 

0 B 

Fi 

F 2 

0 A 

F3 

F4 

0 9 

岛 

E2 

0 8 

Ea 

E4 

0 7 

Di 

〇2 

0 6 

じ 3 

〇4 

0 5 

Cl 


0 4 

C3 

C 4 

0 3 

Bi 

B 2 

0 2 

B3 

B 4 

01 

Ai 

A 2 

E 8 0 0 

A3 

A 4 


お張 I / O ドライバ.ル—チンの先頭 


ユーザ•ニーモニック. 夕- •ミネー タ 
ユ—ザ. ニー モニック 

( 最大7個） 

披張 I / O ドライバの イニシャル •ルーチンのアドレス 


1 披張 I/O ドライバの先頭アドレス 

\ ( so ) 

( SI ) 

( 00 ) 

( 01 ) 

(CO ) 


(Cl) 


図 4 . 7 


ポ-ド上のジャンパ端子 
もの7 — 10接続のこと 


②の方法 
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OS RAM 


FF 4 3 

み 

4 2 

〇3 G 4 


ご 55 

3 0 

F, F, 

3C 

ド 3 F 4 

3B 

E, Ez 

3 A 

ち 丘 4 

3 9 

D 】 马 

3 8 

〇3 〇4 

3 7 

C, 

36 

じ3 。 

3 5 

B, B 2 

3 4 

Bs B 4 

3 3 

\ ん 

FF 3 2 

As A* 


I/O ドライバのイ ニシヤル。ノレーチ ンの先頭アドレス 


ROM に用意した I/O ドライバ •ルーチン 
S I の先頭アドレスをメモリ内容の変更コマン 

ドを用いて DRIV ADD TABLE に害き 
込む。 

00 

0 1 

C0 

C I 


ROM 


Bi 62 63 B 4 


I/O ドライバ . ルーチ ンの先頭 （CO ) 


Cl C 2 C 3 C 4 


I/O ドライバ . ルーチンの先頭 （ 01 


Ai んんん 


I/O ドライバ . ルーチンの先頭 （ CI 


Di D 2 D 3 D 4 


I/O ドライバ • ノレーチンの先頭 （ 00 ) 


図4 . 8⑥の方法 
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4-3 


コマンド 


4-3-1 記述形式 

モニタ. コマンドにおいては、 jy 下に示す文字セット及びファンクション•キ -( 印刷出力 
しない）を使用する。 

〇〜9、 A 〜 Z 

$▼ + ，-•/; = t ] 

C R L F E T X ( CTRL C ) 

上記じ I 外の文字セット、ファンクション•年—を使用した場合、そのコマンドは無効となり 
( ?を出力する）、再度コマンド待ちとなる。 

コマンドは、コマンド識別記号、アーギュメント （a rgume nt )、 及び夕-ミネータにより 
構成されており、その一般的な形式はかのいずれかである。 

(/ iil 外に L F または了でも可） 

argl , arg 2 / 
argi ; C 
argl ， arg 2 ； C 

但し、 argl 、 arg 2 はア—ギュメント、 C はコマンド記号 

ア ーギュメント は、 数値、二ーモニック、ロケー ション•カウンタ、またはそれらを演算子 +、 
—で結合した式のいずれかである。上記の一般形式において、 argl と arg2 の間はコンマ’で 
分離しなければならない。 

式は既述の数値、ロケ—ション•カウンタ、二-モニックを演算記号+、_で結合したもので 
あり、次の一般形式をしている。式において、その先頭の演算記号が+の場合省略することができ 

る〇 ±汪1泣1泣1江1±汪2汪2汪2注2 ± . ±泣口泣口泣〇注凸 

但し aiaiai 江1,汪2注2江2江2 , . 泣丘江 n 泣が。は数値、 ロケ—シヨン.カウンタ 

二-モニックのいずれかである。 

式の直後に等号=をつけることにより、その式の値を調べることができる。式の評価値が16 
進数で4巧を越える場合、最後の4巧が有効になる。 

〔例〕 

26 A 五 +12 F—-PC 
3 2 6 5 - $ 

3265 —$=91 ( S の値が3 2 9 4とする） 

FFFF + ABCD=ABCD 
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4—3—2 アーギュメント 

ア-ギュメントは4巧の16進数を表現し、次のいずれかの形式をしている。 

数値 

ロケーシヨン.カウンタ （ 記号さ） 

二ーモニック 

式 

数値は最大4巧の16進数である。先巧する0は省略でき、5巧上の16進数を記述した場 
合、最後の4巧の数値が有効になる。使用できる文字は、〇〜9、 A 〜 F である。 

〔例〕 

2 6 A B 

3 F 

0 010 

10 

73265 (3265 とみなされる） 

ロケ-シヨン•カウンタは、メモリ内容の変更、表示コマンドにおいてのみ意味を持つ。ロケ 
-シヨン•カウンタは、現在示しているメモリ•アドレスのかのアドレスを示し、ドル記号$に 
よつて表示する。ロケーシヨン•カウンタを用いると相対ジャンプのオフセットを現在のメモリ 
. アドレスを意識しないで求めることができる。 

〔例〕 

3 2 6 5 -$ (ロケーシヨン•カウンタが3294であるとすると左の式の値 
は91となる） 

二-モニックは既に述べたように、ドット記号とそれに続く 2文字によりまわす。二-モニッ 
クにはシステムで既に登録しているものと（表 4 .1参照）、ユ-ザ側で定義するものがある。二 
-モニックには、1バイト•二ーモニックと2バイト•二ーモニックがあり、各々2巧、4巧の 
16進数を処理する。 

〔例〕 

• PC 

• A X (ユーザ定義二ーモニック） 

4-3-3 コマンド識別記号 

コマンド 識別記号 （ 下 コマンド 記号という ） は、セミコロン； と アルファベット 1文字 か 
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ら構成されており、アルファべット記号はコマンド機能に対応して前もって決められている。但 
し、メモリ内容の表示、変更コマンドでは、特定のコマンド記号を持たず、スラッシュ/で識別 
する。 

コマンドの入力は、コマンド待ちの状態 （ 巧の先頭にモニタが米を®刷出力した後）で巧い、 
一般的には、ア—ギュメントに続けてコマンド記号をキ-入力する。 

〔例〕 

米12 3 4 ; B 
来 ； D 

米1234 , 5 6 7 8 ; P 
米12 3 4 / 

表 4. 2にコマンド記号の一覧表を示す。 

4 — 3 — 4 夕ーミネータ 

夕-ミネ-夕はメモリ内容の表示、変更コマンド、及びユ—ザ.レジスタの表示変更コマン 
ドにおいて有効である。夕ーミネータとして 、 carriage return ( 下玉と記述 ） up 
arrow (な下 t と記述 ）、 line feed ( む下 L F と記述 ） 力;あり、各々、次の機能を持ってい 
る。 

の carriage return ^ 1 ) 

現在のコマンドを完了した状態で i を入力すると、次のコマンド待ちとなる。 

〔例〕 米 1234 /FFi 

米 . 次のコマンド待ち 

③ up arrow ( T ) 

現在のコマンドを完了した状態で1を入力すると、現在のメモリ•アドレスを — 1し 
て同ーコマンドを実巧し、次の夕ーミネータ入力待ちとなる。 

〔例〕 米 1234 /FFt 

米1233/00 . 次の夕ーミネータ待ち 

③ line feed ( L F ) 

現在のコマンドを完了したが態で LF を加入すると、現在のメモリ•アドレスを+1 
して同ーコマンドを実行し次の夕ーミネータ入力待ちとなる。 

〔例〕 米 1234/ FF ( LF ) 

米 1235 /OF . 次の夕ーミネータ待ち 
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表ん 2 


コマンドー竟表 


機 能 

コマンド 

機能 説明 

メモリ-レジスタ 

の表示 

argl/nn 

argi で指定されるメモリ•アドレス、またはューザ C PU の内容を2巧の 

16進をで/の直後に表示する。表示後夕ーミネータ待ち。 

メモリ*レジスタ 

の変更 

ar gl / nn mm 

argi で指定されるメモリ•アドレス、またはユーザ C P U レジスタの内容 
を変更する場合に使用する。変更は上記コマンドにより表示された数値に続 
いて、希望する数値（類）を16進教で入力し、さらに夕ーミネータを入力 
することじよって行う。 

ブレイク*ポイ 
ントの設定解除 

argi;nB 

argi がある場合、ブレイク•ポイントの設定を斤う。 n は〇〜7で0は省 
略可能。このコマンドによりアドレス argi に識別番号 n のブレイク•ポイ 
ントを設定する。 argi を省略すると、 n 番のブレイク•ポイントを解除す 
る0 

ブレイク*ポイ 
ントの表示 

；D 

現在設定されているブレイク.ポイントの識別番号と、そのアドレス （ ブレ 
イク•ポイント•アドレス）を n の順に表示する。 

ューザ • プログ 
ラムの実行 

argi;G 

argi で指定されるメモリ•アドレスよりプログラム（ューザ•プログラム） 
を実行する。 argi を省略した場合、現在の PC (ューザ • CPU レジスタ） 
で示されるアドレスから実巧する。 

ポート入力 

argi5 n I 

ar g 2 + n で指定されるポートからデータ （ 1バイト）を読み込み表示する 0 
n を省略した場合は 、 n = 0 と等価である。 n は〇〜255の10進敏とす 
る0 

ポート出力 

argi,argg ; nO 

argi + n で指定されるポートへ argg で示される1バイトデータを書き込 
む0 n の意ホは上記ポート入力の場合と同じ0 

ブレイク-ポイ 
ントの全解除 

;K 

現在設定されているすべてのブレイク•ポイントを解除する。 

ステップ 

argi5 nS 

argi で指定されるメモリ•アドレスより n ステップ実巧させ、各ステップ 
毎に PC、A F の内容を印刷出力する。 n を省略すると1ステップ動作。 

トレース 

argi;T 

argi で指定されるメモリ•アドレスよりトレースする0トレースは 
CTRLC のキー入力、またはブレイク•ポイント•アドレスにおいて終了 
し、コマンド待ちとなる。 argi を省略した場合、現在の PC の値よりトレ 
—スする。 

プログラムの口 

—ド 

; 丄 

オブジェクト.チャンネルよりインテル標準16進フォーマットのナブジェ 
クト.プログラムをメモリへ口ードする。 

プログラムのパ 

ンチ 

argi + argg ; P 

argi 、 argg で指定されるメモリ•アドレスの範囲の内容をオブジュクト 
•チマンネルに、インテル標準16進フォーマットで出力する。 

レジスタの表71^ 

;R 

すべてのューザ C PU レジスタの内容を表示する。 

メモリ•ブロッ 

クの表示 

argi , arg 2 / 

argi 、 argg で指定されるメモリ•アドレスの範0の内容を2巧の16進 
をで表示する。 

表示モードの指 
定 

; nM 又は 

ar g 1 j argg ; mM 

ステップ、トレース、ブレーク.ポイントの各コマンド入力前に表示モード 
を指定できる。 

n ( m ) 表巧 但し 

0 PC A F ar g 1 メモリ*ブロ ツ 

1 全レジスタ クの先頭 

2(0) PC AF とメモリ•ブロック a rg2 メモリ.ブロッ 

3(1) 全レジスタとメモリ•プロック クの最後 
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ユーザ.レジスタの表示、変更コマンドにおいても、夕-ミネータをメモリ内容の表示、変更 
コマンドと同じように使用できる。この場合のメモリ•アドレスは確定している。表 4. 1参照。 

メモリ内容、及びユーザ-レジスタの表示、変更コマンド外のモニタ•コマンドは夕ーミ 
ネータを持たない。これらのコマンドでは、コマンド記号を入力することによって実巧を開始し、 
実行完了後、次のコマンド待ちの状態となる。 

〔例〕米 1234 ;B 

米 . 次のコマンド待ら 
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5. 操作方法 


5-1 前準備 
5-1-1 動作モ—ド 

出荷時において本ボ-ドの動作モ-ドはお^下のように設定されている。下記の動作モ-ドと異 
なるモ-ドで使用する場合、义4動作モ-ドの選がに従って設定を変えなければならない。 

ラッピング端子 

① システム •クロック 


グ CLK 


( 説明） 



出荷時は巧部クロック側 （ I - C ) に結線されている。 
外部クロックを使用する場合、 E - C を結線する。 


⑤ シリアル•クロック 


S CLK 


( 説明） 



出荷時は巧部シリアル•クロック側 （ I -C ) に結線さ 


れている。外部シリアル•クロックを使用する場合 、 E 


- C を結線する。 


③ C T S 接地 



tty 


( 説明） 

出荷時は A - C を結線している （ TTY 使用時はこの結 
線を使话しなければならない）。 

その他の場合は A - B を結線する。 

B — C を結線してはならない。 
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プラットホーム端子 


① Ki 





( 説明） 




〇 

广〇 

16 




8 2 51 より害 U り込みなし 

〇 

〇 


13—16、 

13-15、 

1 3—14 結線 

〇 

〇 



4 — 13、 

5-1 芝 

6-11 開放 

ボー •レート 110 

〇 

〇 


7—10 


開放 

丘 PROM ホ 3、#4 

〇 

〇 





沉用使用 
しない 

〇 

〇 





〇 

r 

-1 。 

9 

(注） 

TTY 使用時ボ 

—•レート 110 


⑤ K2 



16 


9 


(説明） 

1-16、 5-15 結線ユーザ RAM のべース.アドレス 
( 4 K の場合） 0 0 0 0 

5-15-16 結線ユ—ザ RAM のべ—ス•アドレス 
(16 K の場合） 0 0 0 0 

8-9、 3-10 結線 OS 110 M のべ-ス•アドレス 

E 0 0 0 


⑧ K3 



( 説明） 

1—16、 2-15^ 3-14 結線 OS ROM は 2 7 0 8 相当 
6— 11、 5— 9 7—8-3 結線（実線） 4 K RAM 

又は 

5-1 ん6-11、7—9、 8-10 結線 （ 点線 ） 16 K RAM 


9 


5-1-2 I / O 装置 

システム I / O 装置として T TY を使用する場合の結線図を図5 . 1に示す。 
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(冷 4 -曲が公藥が夕々薬が、) 

〇る-运禪 K I ミ V 自〇ご一， u , 一(のが) 


地•繼盤； 1 X 1 1。9函 
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5-1-3 その他 

スイッチ 

モニタ使用時 SW 2 を E 側に倒す。 



5-2 モニタ•コマンド 
5—2—1 コマンド待ち 

モニタのコマンド待ちの状態は、コンソール出力装置上に米 （ asterisk ) を£口字することに 
より示す。モニタがコマンド待ちの状態じなるのは次のいずれかの場合である。 

(1) 電源 投入後。 

(2) マニュアル•リセット後 。 （S Wi 投入時） 

(3) コマンド終了後。但し、メモリ内容の表示、変更コマンドでは、夕ーミネ—夕 CR を入 
力した場合のみ、次に米を®字する。 

(4) 未定義のコマンドを入力した場合、？を印’字後コマンド待ちとなる。 

(5) 口 —ド （L ) コマンドの実巧の結果、チュック•サム•エラ-が生じた場合。 

(1)、り)では、モニタのタイトルを印刷後、コマンド待らの状態となる。 

(1)、 （2) の例 

SM - B — 80 D V X . X (注） X.X はバ-ジョン数 

米 

(3) の例 

米2 F ;1 B 
米 
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(4) の例 

米 ； H ? 

米 

巧)の例 来 ； L 

0 E 3 F 
来 

5-2-2 プログラムの口ード 

形式 

米； L 、（ -は年-入力する部分、じ I 下同じ） 

オブジュクト入カチャンネル （ 〇 I ) に指定された入力装置よりオブジュクト.プログラム 
を内部メモリに口 -ドする。オブジェクト.プログラムはインテル操準16進フォ—マットでな 
ければならない。本ボ-ドでは、特に〇 I を指定しない場合入力装置として紙テ-プ.リ-ダが 
選ばれる。 

〔例〕 

米 ； L 
米 


インテル標準16進フォ-マットは次の形式をしている。 



レコー ド •マー ク 


(1) レコード•マーク 

コロン （ ： ） に対応する ASC II コ-ド 3 A によりレコ—ドの先頭を示す。 
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(2) レコ—ド長 


レコ-ドのデ-夕（バイト）長を ASC 1 I コ-ドにより表わす。例えば、デ—夕長 
12 9バイトは16進数で81であり、 ASCII コードでは3831となる0エンド•才 
ブ.ファイルのレコ-ド長は0 0であり、フレ-ム1、2には対応する A S C I I コ-ドが 
入る。 

(3) 口ード•アドレス 

レコ-ドの先頭のデータが口-ドされるアドレスを ASC 1 I コードにより表わす。アド 
レスは4巧の16進数で表わされ、上位側がフレーム3、4じ入る。エンド•オフ•ファイ 
ルのアドレスは000 0であり、フレーム3〜6には対応する A S C I I コードが入る。 

(4) レコード•タイプ 

データ•レコードはタイプ0、エンド•オブ•ファイルはタイプ1とし、各々0、1じ対 
応する A sell 〕— ドで表わす。 

(5) デー タ 

1バイト.デ-夕は2おの16進数で表現できるが、これを対応する A S C I I コ-ドで 
連続する2フレ-ムに入れる。デ-夕の上位バイトが前のフレーム、下位バイトが後のフレ 
-ムとなる。エンド.オブ•ファイルにはデータはない。 

(6) チェック•サム 

第1フレームからデータの最終フレームまでの数を2フ レー ム毎に区切り、各フ レー ムの 
デ-夕 （A S C 1 I コ—ドではない）を2進数表現にする。これらの各単位の2進数を2進 
加算し、結栗の2の補数をチユック•サムとして2巧の16進数で表わす。チユック•サム 
は対応する A SCI I コードにより最後の2フレ—ムに入る。 

〔例〕 

( 印刷出力） 


:1000200005000700230006 10 ED 5 B 20002 A 22004 C 8 B 


: 070030007 D 210000 CB 39 CB 5 C 


: 0000000 IFF 
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5-2-3 


プログラムのパンチ 


形 式 

来 argl 、 ar g 2 ; P 

argi 、 arg 2 で指定されるメモリ•アドレスの内容をオブジュクト出カチャンネル 
( 0 0 ) で、指定された出力装置へ出力する。出力形式はインテル標準16進フォマットであ 
る。本ボ-ドでは、特に0 0を指定しない場合、出カチャンネルとして T T Y の紙テ—プ•パ 
ンチャが選ばれる。 

〔例〕 

米2 6，4 7 ; P 

:1000 26 000 6 10 ED 5 B 2000 2 A 2 20 04 C 7 D 210 000 CB 39 12 
:100036 00 CB 1 F 3 0011 9 CB 2 3 CB 121 OF 322240 0 C 3 1699 
: 02004600 E 100 D 7 
: 0000000 IFF 
来 


5-2 — 4 メモリ•レジスタの内容表示 

形 式 

米 a r だ！/ nn 

argl でメモリ•アドレスかユ—ザ （C PU ) レジスタを指定する/入力によって指定さ 
れたアドレスかレジスタの内容を16進数 nn で表示する。表示後、 i(CR carridge 
return)、L F (line feed)、t (up arrow ) のいずれかの夕—ミネ-夕待らのが態 
にある。 i を入力すると現在のコマンドは完了し、次のコマンド待ちの状態となる 。 L F を入 
力すると現在のメモリ•アドレスを+1して、さらにメモリ内容の表示を巧い、次のコマンド 
待ちの状態となる。 T を入力すると現在のメモリ•アドレスを 一1 して、さらにメモリ内容の 
表示を巧い、次のコマンド待ちの状態となる。 

〔例〕 

米2 0 / 0 5 
半 
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(紙テープ） 


フレーム 

尹イ.ファイル 

0 

3 A 

1 

3 1 

2 

3 0 

3 

3 0 

4 

3 0 

5 

3 2 

6 

3 0 

7 

3 0 

8 

3 0 

9 

3 0 

10 

3 5 

11 

3 0 

12 

3 0 




エン ド•オブ •ファ イノ レ 


レコード•マーク 
レコード 長 

口 ード•了ドレス 

レコード•タイフ 


データ 


39 

40 

41 

42 


千エック。サム 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 

10 


3 A 

: 

3 0 

0 

3 0 

0 

3 0 

0、 

3 0 

0 

3 0 

0 

3 0 

0 

3 0 

o ' 

3 1 

1 

4 6 

F 、 

4 6 

F 

ノ 


レコード • 

レコード長 

口ード.了 

レコ—ド. 

チ X プク • 


印刷形式 

紙テープ （ ASCII 表現） 


マ—ク 

ドレス 

タイプ 

サム 
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米 2 0 / 0 5 
0021/00 
0022/07 
0023/00 
0024/23 

米 


来2 4 / 2 3へ 
00 23/00へ 
0022/07へ 
0 0 21 / 0 0 へ 
0020/05 

米 — 


ホ .P C / 0 0 2 F 
米. A / 7 0 
米. H ’/ D A 
米 .I X / 5 E 5 F 
米. IY / F 858 
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5-2-5 


メモリ.レジスタの内容変更 


形式 

米 argl / nn mm 

既述のメモリ•レジスタの内容表示コマンドにより nn を表示後、夕-ミネータを入力せず 
に16進数 mm を入力すると argl で示されるアドレスかユーザ.レジスタの内容は mm に変 
更される。！ mn 入力後夕_ミネ-夕待ちの状態じなる。この場合の夕-ミネ-夕の意味は既述 
のメモリ、レジスタの内容表示の場合と同じである。3巧公^上の16進数を入力すると最後の 
2巧が有効になる。 

〔例〕 

米2 0/0 5 F 6 
0021/00 2 A 

来2 0 /F 6 
0 0 21/ 2 A 
来 


米. PC / 002 F 32 

来. A /7 0 3 B 

米. H，/DA FF 
来. IX /5 E 5 F 5 E 8 0 
来. 1 Y / F 858 5 E 6 0 
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5 — 2 — 6 メモリ•ブロックの表巧 
形式 

米 ar ど 1 , arg 2 / 

argi 、 arg 2 で指定されるメモリ•アドレスの範囲の内容を 2 巧の 16 進数で印刷出力 
する。出力後次のコマンド待ちとなる。 

〔例〕 

米 FFO 0 , F F F F/ 

FFOO/BO E5 AF FF 0 0 0 0 AF A5 A1 A0 0 2 0 0 FF FF FF 0 0 

FF1 0/00 00 2F A5 A1 E1 AF OF AO A4 2F A7 E4 BO AF 25 

FF2 0/A5 E5 AF AD AO A5 2F AF A4 A4 AF 27 A1 AO AF 2 5 

FF30/A0 25 4B E7 5E E7 49 E7 5E E7 49 E7 5E E7 54 45 

FF4 0/80 A1 AF AF EO E4 AF 27 AO 80 AF 07 El E4 8D 2D 

FF50/A1 A5 8F A7 A4 A4 2F 27 AO F4 27 AD AO BO AF 8 5 

FF6 O/AO A5 AF AF AO BO AF 8D AO EO AD OF BO AO A7 2F 

FF7 O/AO A1 AF 8D AO A1 AD 8D A4 B18F AT EO EO AF 0 7 
FF8 0/50 50 5F 5F 70 5A IF 5E 50 5A OF 5B 70 52 5F 5B 

FF90/5A 52 5F 4E 50 7A 5F 4E 52 5A 5F 4E 50 58 5F 5A 

FFAO/SO 52 5F 5F 7 2 50 5F 5F 50 7A 4F 5A 50 7 0 5F 5B 

FFBO/50 52 5F 5F 50 DO 5F 5E 50 DO 4F IB 50 50 5F 5F 

FFCO/52 58 OF 5E 50 58 5F 4F 5A D8 5F 5F 70 58 5F 5F 

FFD0/5A 52 OE 5F 50 D2IF 5E 64 EO 64 EO DB FF 64 EO 

FFEO/EO FF AO E416 El B4 FF 58 F8 5B 5E 50 D2 5E 5E 

FFFO/DA FA 5F IF 50 50 5F 5F D8 DO 5F 5F 52 70IB 5F 

米 
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5—2 — 7 


ユーザ. レジスタの表示 


形~式 

米； R または米；1 R 

この コマン ドはすべての ユ — ザ （ CPU ) レジスタの内容を表示する場合に使用する。特 
定 のユ — ザ . レジスタの表示はメモリ内容の表示 コマンドに おいてその argi に ユーザ •レジ 
スタに対応する二ーモニック（例えば • PC ) を用いることによって巧うことができる。 

; R はレジスタの内容だけを表示する場合に使用し、；1 R はレジスタの内容と対応するレ 
ジスタのラベルを表示する場合に用いる。 

〔例〕 

米2 F ;1 B 
米2 6 ; S 
0028 7272 

米 ； R 

0028 7272 5 F 01 10 D 8 0005 0007 1 F 4 F 7 ADA 5 E 4 E DA 52 5 E 5 F F 858 FFB 0 
来；1 R 

PC AF I,IF BC DE HL AF ， BC ' DE ， HL ， IX lY SP 
0028 7272 5 F 01 10 D 8 0005 0007 1 F 4 F 7 ADA 5 E 4 E DA 52 5 E 5 F F 858 FFB 0 
米 


5-2-8 ユ-ザ.プログラムの実巧 
形式 



argi で指定されるメモリ•アドレスからプログラム（ユーザ•プログラム）を実巧すス。 
argi を省略した場合、現在の PC (ユ—ザ CP U レジスタで. PC の内容に等しい）で示さ 
れるアドレスからプログラムを実巧する。 

〔例〕 

来2 6 ; G 
来 

来. PC/E 0 5 F 2 6 
米 ； G 


本 
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5-2 — 9 


ブレーク•ポイントの設定と解除 


形 式 

来 ar gi ; nB 

狂 rgl で指定されるメモリ•アドレスじブレーク.ポイントを設定する。 n はブレーク. 
ポイントの識別番号で〇〜 7 の整数であり、 0 の場合は省略可能である。同じメモリ•アド 
レスにブレ-ク•ポイントを2回じ(上設定してはならない。 argi を省略すると識別番号 n 
のブレ—ク•ポイントを解除する。 

ブレ-ク•ポイントの動作は、プログラム実行を中断する （ break ブレ-ク）アドレス 
に特定の出力命令 （ OUT ( DE ) ， A ) を挿入することにより実現している。したが っ 
て、ブレ-ク•ポイントは必ず命令の先頭アドレスに設定しなければならない。また この 出 
力命令は2バイト命令であるので例2のような場所には設定してはならない。 

プログラム 実 巧の 結栗、 ブレ-ク•ポイント動作が成なすると、後述する表示モ-ドの指 
定に従い、ブレ-ク•ポイント直前の実巧状態と/を印刷し、実巧を中断してモニタ.コマ 
ンド待ちとなる。この場合、対応するブレ-ク•ポイントは解除される。 

〔例1〕 

米 0 2 C ;1 B 
米 3 A ; 5 B 
米 0 0 0 3 0 ;; 

米 ； D 

1 0 0 2 C 

2 0 0 3 0 

5 0 0 3 A 

米 ； K 
米 ； D 
米 

〔例2〕 

J R 
LD 

LABEL : ADD A,C してはならない。 


NC , LABEL 
A , B * 


胜） 

■— 矢印のアドレスに設 S 


—9 5— 




5-2-10 


ブレ-ク•ポイントの表巧 


—形式- 

米 ； D 

現在設定されているすべてのブレ-ク.ポイントの識別番号 n とそのメモリ • アドレスを 
n の順に表示する。 

〔例〕 

米 2 C ;1 B 
米 3 A ; 5 B 
米 3 8 ; 7 B 

米 3 0 ; 2 B 

米 0003 6; 4B 
米 ； D 

1 0 0 2 C 

2 0 0 3 0 

4 0 0 3 6 

5 0 0 3 A 

7 0 0 3 8 

米 
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5-2—11 ブレ—ク•ポイントの全解除 
ぉ ぶ 

米 ； K 

現在設定されているすべてのブレ-ク.ポイントを解除する、なお、特定のブレーク•ポ 
イントの解除は次のいずれかによって巧うことができる。 

(1) コマンド入力； nB を入力した場合。 

(2) 命ち类巧の結果、特定のブレ-ク•ポイントが成なした場合。 

〔例〕 

米 2 C ;1 B 
ホ 3 0 ; 2 B 

米 3 A ; 5 B 

米 ； D 

1 0 0 2 C 

2 0 0 3 0 

5 0 0 3 A 

米 ； K 

来 ； D 
来 


米 0 2 C ;1 B 
米 3 A ; 5 B 
米 0003 0;2 B 
米 ； D 

1 0 0 2 C 

2 0 0 3 0 

5 0 0 3 A 

米 2 6 ; G 

0 0 2 C 7 2 F 0 1/ 

米 ； D 
2 0 0 3 0 

5 0 0 3 A 

米； 5 B 

来 ； D 
2 0 0 3 0 


米 
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5-2-12 


ステップ 


形式 

米 ar gl ； n S 

argl で指定されるメモリ•アドレスより n 命令実巧し、各命令実行毎にその結果を後述 
する表示モ—ドの指定に従って®刷出力する。 n は〇〜2 5 5の整数であり、 n を0とする 
か省略した場合 n = l と等価である。 n 命令実わ中にフレ-ク•ポイントがある場合、そのフ 
レ-ク•ポイントで命令実行は中断し、結果を印測して次のコマンド待ちとなるので、その時 
点で残りのステップ動作は無効となる。 argl を省略した場合、現在の PC (ュ—ザ C PU レ 
ジスタ ） からステップ動作を巧う。 

〔例〕 

米 0 2 C ;1丘 
米 3 A ; 5 B 
米 0003 0 ; 2 B 
米 2 6 ; S 
0028 7 2 F 0 

来 ； S 

0 0 2 C 7 2 F 0 1/ 

米； S 

0 0 2 F 7 2 F 0 
米； S 

0030 7 2 F 0 

米 ； S 

0030 7 2 F 0 2/ 

来 

米 2 C ;1 B 
米 3 0 ; 2 B 
米 3 A ; 5 B 
米 2 6 ; 5 S 
0028 3244 

0 0 2 C 3244 
0 0 2 C 3 2 4 4 1/ 

来 
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5-2-13 トレース 
形式 

a r g 1； T 

argl で指定されるメモリ.アドレスよりプログラムを実行し、各命令実巧毎に後述の表 
示モ-ドの指定に従って実行結栗を EP 刷出力する。本コマンドは、ブレ-ク•ポイント成なか、 
CTRL C のキ — 入力じよって_|^後無効となり、かのコマンド待ちとなる。 argl を省略 
した場合、現在の P C (ユ-ザ C PU レジスタで • P C の内容）の値よりトレ—ス動作を巧 
う0 

〔例〕 

来 2 C ;1 B 
米 3 0 ; 2 B 
米 3 A ; 5 B 
米 2 6 ; T 
0028 7 2 F 0 

0 0 2 C 7 2 F 0 
0 0 2 C 7 2 F 0 1/ 

来 

米 . PC/002C 26 

米 ； T 

0028 7 2 F 0 

0 0 2 C 7 2 F 0 
0 0 2 F 7 2 F 0 
0030 7 2 F 0 

0030 7 2 F 0 2 / 

米 
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5—2 — 14 表示モ—ドの指定 


形 式 

①米 ar gi ， ar g 2 ; nM ar gl,ar g 2 で指定されるメモリ•ブロックレジスタ 

③来 ； nM 既に指定されているメモリ•ブロックとレジスタ 

本コマンドは、ブレーク•ポインド、ステップ、トレースの各コマンドにおいて、巧刷出 
力のモ_ド指定を巧う場合に用いる。④のコマンドはメモリ•プロックの範0を指定するため 
に用いられ、 n によって表示レジスタの種類を指定する。②のコマンドにおいては、メモリ- 
ブロックの範囲は既に指定されている値に等しく、 また n によって、メモリ•ブロックの印刷 
出力の有無と表示レジスタの種類を指定する。 

なお、 ar だ 1 、 arg2 は各々メモリ•ブロックの先頭と最後のアドレスを示す。 


コマンド 

n 

説 明 

来 ar gl ， arg 2 ； nM 

0 か省略 

PC ， AF と argl ， arg 2 で指定されるメモリ•ブロック 

1 

全レジスタと argl , arg 2 で指定されるメモリ•ブロック 

来；且 M 

0 か省略 

PC 、 AF のみ表示 

1 

全レジスタを表示 

2 

’ PC 、 AF と既に指定されているメモリ•プロック 

3 

全レジスタと既に指定されているメモリ•ブロック 
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C 例 1 〕 


米 2 C;IB 
米 30;2 B 
米 36;5 B 
来 38;7 B 
米 20,3 F;OM 
米 26 ;T 
0028 72 F 2 

0020 / 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 D 3 DE 00 4 C 

0030/ D 3 DE 00 00 CB 39 D 3 m D 3 DE 19 CB 23 CB 1210 

002 C 72 F 2 

0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 D 3 DE 00 4 C 

0030/ D 3 DE 00 00 CB 39 D 3 DE D 3 DE 19 CB 23 CB 1210 

002 C 72 F 21/ 

0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ D 3 DE 00 00 CB 39 D 3 DE D 3 DE 19 CB 23 CB 1210 

米20,3 F ;1 M 
米 2 C;T 

002 F 72 F 2 5 F 0110 D 8 0005 0007 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DA 52 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ D 3 DE 00 00 CB 3 9 D 3 DE D 3 DE 19 CB 23 CB 1210 

0030 72 F 2 5 F 01 1000 0005 0007 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ D 3 DE 00 00 CB 39 D 3 DE D 3 DE 19 CB 23 CB 1210 

0030 7 2 F 2 5 F 01 1000 0005 0007 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DA .52 5 F 5 B 5070 FFB 4 2 / 
0020/05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 
0030 / 7 D 2100 00 CB 39 D 3 口 E D 3 班 19 CB 23 畑 1210 

米 3 A ; 3 B 
米 3 D ;4 B 
米 ； IR 

PC AT 1 ,IF BC DE HL AT ， BC ’ 孤 凹じ IX lY SP 
0030 72 F 2 5 F 01 1000 0005 0007 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 F 孤 4 
米 30 ;T 

0031 07 F 2 5 F 01 1000 0005 0007 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020 / 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030 / 7 D 2100 00 CB 39 D 3 DE D 3 DE D 3 DE 23 D 3 班 10 

0034 07 F 2 5 F 01 1000 0005 0000 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020/05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39 D 3 DE D 3 班 D 3 DE 23 D 3 班 10 

0036 0744 5 F 01 1000 0005 0000 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020/05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 及 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39 D 3 DE D 3 DE D 3 DE 23 D 3 班 10 

0036 0744 5 F 01 1000 0005 0000 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DA 52 5 F 5 B 5070 FFB 4 5 / 
0020/05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39 OB IF D 3 DE D 3 DE 23 D 3 I ® 10 
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〔例 2 〕 


argi ， arg 2 は前の設定値が残っている。 


/ 


米； 0 M 
米 36 ;T 
0038 0305 
0038 0305 7/ 

来； 1M 
米 38 ;T 

003 A 0305 5 F 01 1000 0005 0000 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DA 52 5 F 5 B 5070 FFB 4 

003 A 0305 5 F 01 1000 0005 0000 5 F 5 F FADA 5 F 祀 m 52 5 F 5 B 5070 FFB 4 3/ 

米； 2M 
米 3 A;T 
003丘0304 

0020/ 05 00 07 00 23 00 0610孤 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39 CB 1 F 30 0119 CB 23 D 3 DE 10 

003 D 030 C 

0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39 CB 1 F 30 0119 CB 23 D 3 DE 10 

003 D 030 C 4/ 

0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030/ 7 D 2100 00 CB 39畑 1 F 30 0119 CB 23 CB 1210 

米 3 F ; 1 B 
米； 3 M 
米 3 D;T 

003 F 0344 5 F 01 1000 000 A 0005 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DA 5 2 5 F 5 B 5070 FFB 4 
0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030 / 7 D 2100 00 CB 39 CB IF 30 0119 畑 23 CB 12 D 3 

003 F 0344 5 F 01 1000 00 OA 0005 5 F 5 F FADA 5 F 5 E DAS 2 5 F 5 B 5070 FFB 41/ 
0020/ 05 00 07 00 23 00 0610 ED 5 B 20 00 2 A 22 00 4 C 

0030 / 7 D 2100 00 CB 39 CB IF 30 0119 CB 23 CB 1210 

米 
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5—2—15 ポ—卜入力 
お式 

米 ar g 1;凸1 

米； n I 

argl + n で指定されるポ-卜からデ-夕 （ 1バイト）を読み込み表示する。 n を省略し 
た場合は n 二0と等価である。 n は〇〜2 5 5の10進数とする。また、 argi を省略した 
場合は、前に指定された argi が有効となり ar gi + n が指定される。 

〔例〕 

米 1 A ;11 
3 B 

米； 1 I 
3丘 

米 A 0 ; I 
F F 
米； I 
F F 
米 


5-2-16 ポ-卜出力 
形 式 

米 a rgl , ar g 2; nO 
米 argi;n O 

江 rgl + n で指定されるポ-卜へ arg2 で示される1バイトデータを書き込む。 n を省 
略した場合は 、 n = 0と等価である。 n は〇〜255の10進数とする。また、 arg 2 を省略 
した場合は、<1^前に指定された argi が有効となり、ポ—卜 argi + n へ argi (現在のコマ 
ンドライン）を書き込?>。 

〔例〕 

米 B 0 , F E ; 2 0 
米 F B ; 2 〇 
米 3 B ， F A ; 〇 
米 F C ; 〇 
米 
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6. 規 


格 


く一般規格〉 表 6. 1—般規格 


項 目 

お 格 

備 考 

CPU 

Z — 80 CPU チップ 


語 長 

1語 8ビット 

命令 8，16, 24 ,32ビット 

データ 8ビット 

アドレス 16ビット 

I / O アドレス 入力，出力，各8ビット 


最小命令実行時間 

1.6 3户 S 

4クロック•サイクル 

8ビット 

レジスタ加算 

8ビット 

レジスタ間転送 

C P U クロック 

内部クロック（水晶発振） 2.4 5 7 6 MHz または 

外部クロック 0. 7〜 2. 5 MHz 

下限周波数はダイナミッ 

ク R A M のリフレッシュ 

• サイクルでかまる0 

メモリ 

OS ROM LH — 2708 最大 4 個実装可能 

0 S RAM LH —2111 A 4 2個 

ューザ民 AM LH -4027— 3 または LH —4116— 3 8個 

ソケット実装 

ソケット実装 

メモリ容量 

OS ROM 最大4 K バイト 

OS RAM 2 5 6バイト 

ューザ RAM 4 K バイトまたは 16 K バイト 

ューザ民 AM 

4 K バイト実装製品 

し H -8 H 0 1 A 

16 K バイト実装製品 
LH -8 H 0 1 B 

メモリ•アドレス 

OS ROM 4 K バイト単位にベース•アドレス設定巧能 

OS RAM FF 00〜 FFFF (固定） 

ューザ RAM 4 K バイトまたは16にバイト単位にべ一 

ス•アドレス設定可能 

ジャンパ端子 K 2 

ジャンパ端子 Kg 

パラレル I /〇 

インターフュイス 

PIO 1個使用 

8ビット 入出カデータ線 X 2 

2ビット シュイク.ハンド制御線 X 2 

ューザ配線領域 16ピン DIP 1 C 4個実装可能 

コネクタ 50ピン フラット•ケーブル用 

コネクタ J 1 

シリアル I/O 

インターフュイス 

U A R T ( 8 2 5 1 ) 1個使用 

TTY インターフュース （ 2 0 mA 電流ループ ） 及び 

R S - 2 3 2 C インターフュース 

コネクタ 26ピン フラット•ケーブル用 

コネクタ J 2 
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項 


規 


格 


備 


考 


カゥンタ/タィ’ 


CTC 1 個使用 

チヤンネル0 
チヤンネル1 • 
クロック入力 


システム使用（ボー•レート作成用） 
ューザ開放 

2.4 5 7 6 MHz ( 4 06.9 ns ) 


I /〇 ポ - 


アドレス 


ホ—•レ— 


ュ—ザ開放 00〜 CF 

システム使用 DO 〜 DF 

シスう 

但し 


•リザーブ E 

〇〜 F F 


DO 

P I 0 

ポ. 

-卜 A 

データ 

D 1 

P I 0 

ポート A 

コントローノレ 

D2 

P I 0 

ポート B 

データ 

D 3 

P 10 

ポート B 

コント ロー ノレ 

D 8 

CTC 

チ 

ヤンネル 

0 

D 9 

CTC 

チ 

ザンネル 

1 

DA 

CTC 

チ 

ヤンネル 

2 

D B 

CTC 

チ 

、ンネル 

3 

DC 

UART 


データ 


DD 

UA 民 T 


コント 

口ール 

DE 

W システム 

NMI (N- De 1 a い 


R ボ —• 

レー 

卜、アドレス E リセッ 

DF 

W システム 

NM I (Delay ) 


ブレイク•ポイン1 


ステップ•トレース 


R リーダ•ステップ 


8種類 切り換え可能 

110,150,300,600,1200, 24 00,4800,9600 


ジャンパ 端子 Ki 


電 


源 


動作温度 


+ 5 V±5 % 2.2 Amax 

+ 12V±5% 450mA max 

—12V±5% 150mA max 


〇で 


5 〇で 


ボード寸法 


270 X 190 X 20 


単位 mm 


J 1 5 0 ピンフラット•ケーブル.コネクタ 

(ヒロセ HIF3-50P_2.54DS 相当） 
J 2 2 6ピン 

(同上 H I F 3- 2 6 P-2.5 4 DS 相当） 
J 3 100 ピンコネクタ 3.17 5 臟ピッチ 

(ケル 製 4 8 0 0— 10 0 - 1 3 5 相当） 
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< バス信号線〉 


表 6. 2 バス信号線規格 


項 目 

規格 値 

アト'レス.バス 

(来 Ao 〜米 A 15 ) 

データ.バス 

(米 D 〇〜米〇 7 ) 

トライ•ステート TTL コンパティプル 

入力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 2 0 0 卢 A max at 0.4 V ) 

0 2.2 〜 5.25V( 25 户 A max at 5.25V ) 

出力 論理 1 O.SVmax ( 4 0 mA シンク電流） 

2.6 V min (10 mA ソース電流） 

出カ ナフ 状態リーク電流 100 卢 A max ( V cc = 5.2 5 V， Vo = 5.25 /〇 4 V ) 

入出力制御線 

米 RFSH ， 来 MREQ 

米10民 Q , 米 RD 

尖 WR ,米 M 1 

トライ•ステート TTL コンパティプル 

入力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 40 卢 A max at 0 . 5 V) 

0 2.0〜5.25 V (40 ^Amax at 2.4 V ) 

出力 論理 1 0.4V max (32mA シンク電流） 

0 2.4 V min ( 5.2 mA ソース電流） 

出カナフ状態リーク電流 40 卢 A ma X ( Vcc = 5.2 5 V , V 0 = 2.4 / Q 4 V ) 

入 力 

制御線 

米 I NTU 

米 NM I U 

入力 論理 1 0. 0 〜 0 . 8 V 

0 2.0 〜 5.25 V 

3 Kn プル•アップ 

来 WA I T 

米 BUSRQ 

米 RENB 

入力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 4 0 卢 A max at 0.5 V) 

0 2.0 〜 5.2 5 V ( 4 0 卢 A max at 2.4 V) 

3 Kfl プル•アップ 

米 DEBG 

入力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 0.8 mA max at 0.4 V) 

0 2.0 〜 5.2 5 V ( 4 0 卢 A max at 2.7 V) 

米 DDI S 

入力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 2 0 0 卢 A max at 0.4V) 

0 2.0 〜 5. 2 5 V ( 2 5 户 A max at 5.25V) 

1 Kn プル•アップ （ 巧部で 7 4 LS 0 3と wi r e d -〇 R になっている） 

出 力 

制御線 

米 BUSAK 

出力 論理 1 0.4V max (16 mA シンク電流） 

0 2.4V min ( 4 0 0 户 A ソース電流） 

来 HALT 

出力 論理 1 0. 4 V max (10 0mA シンクを流） 

0 V C C (15 mA typ ソース電流） 
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項 

a 

規格 値 

デージー. 

チュイン 

制御線 

I E I 

入力 論理 1 2.0 〜 5. 2 5 V ( 4 0 卢 A max at 2.4 V) 

0 0.0 〜 0.8 V ( 4 0 卢 A max at 0.5 V ) 

3 Kn プル•アップ 

I EO 

出力 論理 1 2.7 V min (40CMA max ソース電流） 

0 0.5 V max (8 mA max シンク電流） 

クロック 

夕 

出力 論理 1 2.4 V min(40 0 卢 A max ソース電流） 

0 0.4 V max (16 mA max シンク電流） 



入力 論理 1 2.0 〜 5.2 5 V 

0 0. 0 〜 0. 8 V 

リセット 

(来 MRESET) 

人力 論理 1 0.0 〜 0.8 V ( 0.4 mA max at 0.4 V) 

0 2.0 〜 5.2 5 V ( 20 卢 A max at 2.7V) 

出力 論理 1 0. 5V ma X ( 8 mA max シンク電流） 

0 V cc (5mA ソース電流） 
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付録 A 


SM-B-80D -モニタ ューザ開放 サブ ルーチン 

SM-B-80D の モニタ を使用した場合、 ユ - ザ.プログラム巧で次の 
を使用できる。 



エントリ 

• アドレス 

サプルーチン名 

1. 

E 0 

4 6 

READ 

2. 

E 0 

4 丘 

WR I TE 

义 

E 7 

2 7 

SPACE 

4 ， 

E 7 

19 

ECHO 

5. 

E 7 

1 E 

CRLF 

6. 

E 7 

0 E 

PR 赶 EX 

7. 

E 5 

4 A 

PR ADR 

8. 

E 7 

0 6 

A 2 B I N 

9. 

E 7 

3 7 

PRMES 

10. 

E 1 

1C 

EXIT 

11 . 

E 3 

18 

FEEDER 

12. 

E 5 

5 F 

GETARG 


(ARG BUF 


一般的使用法 

CALL エントリ.アドレス 

又は 

サブ ルーチン名 EQU エントリ _• アドレス 
CALL サブルーチン名 


12 種のサブル—チン 


FFOB ) 


- 109 — 









1. READ 

指定チャンネル CHANEL より1キャラクタを読み込む。読み込んだキャラクタは、 
ASCI I コードに変換されて A 、 D レジスタに格納される。 A 、 D は同一内容 。 CHANEL 
については A — 5ぺージ参照のこと。 

し D E , CHANEL 

CALL READ 

注 E の内容は不変 

A 、 F 、 D の内容は変化する。 

2. WRITE 

指定チャンネル CHANEL へ D レジスタの内容 C H A R 1を出力する。 

L D E , CHANEL 

LD D , CHARI 

CALL WR I T E 

注 E ， D の内容は不変。 

A , F の内容は変化する。 

3. SPACE 

指定チャンネル CHANEL ヘスぺース （ ASCII 2 0 H ) を出力する。 

し D E , CHANEL 

CALL SPACE 

注 E の内容は不変。 

A ， F ， D の内容は変化する。 

4. ECHO 

指定チャン ネル CHANEL より1キャラクタを A ， D レジスタ へ 読み&み、同ーチャンネ 
ルへエコー*バッ ク する。 

LD E，CHANEL 

CALL ECHO 

注 E の内容は不変。 

A , F , D の内容は変化する。 

これは次と同じ操作である。 

LD E , C H A N L 


CALL 


READ 
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CALL 


WR I T E 


5. C R L F 

指定チャンネル CHANEL へ CR ， LF を出力する。 

L D E , CHANEL 

CALL CRLF 

注 E の内容は不変。 

A ， F ， D の内容は変化する。 

これは次と同じ操作である。 

LD D , 0 D 赶 

CALL WR I T E 

L D D , 0 A H 

CALL WR 1 T E 

6. PRHEX 

A レジスタの内容を 2 巧の 16 進数に変換し、指定チャンネル CHANEL へ出力する。 

LD E，CHANEL 

し D A , D A T A 

CALL PRHEX 

注 E の内容は不変。 

A ， F ， D の内容は変化する。 

7. P R A DR 

H L レジスタの内容を 4 巧の16進数に変換し、指定チャンネル C 且 ANEL へ出力する。 
LD E , CHANEL 

し D H し， ADDRS 

CALL P R A D R 

注 E の内容は不変。 

A ， F ， D の内容は変化する。 

8. A S B I N 

A レジスタの巧容を AS C I I 文字とみなし、対応する2進数に変換する。但し、対応する 

2進数に変換されるのは、 ASCII 文字0,1， . 9， A ，. F に対してだけである。 

L D A ， f 〇 7 


CALL 


A S B I N 


-111- 




注 A ， F の内容は変化する。 


9. PRMES 

指定チャンネル CHANEL へ文字列を出力する。 

MESSGE: DEFM ' HELLO /， 〈 3 〉 

LD E , CHANEL 

L D H L , ME S S Q E 

CALL PRME S 

注 1. A ， F ， D は変化する。 

注 2. HL は文字列の先頭アドレスを示す。文字列の最後には E TX ( 0 3 H ) をつける。 
E は チャンネル 

10. EXIT 

モニタ へ制御は復帰する。 

J P EXIT 


米 



モニタが巧ち出してくる。 


11. FEEDER 

指定チャンネル CHAN9 へ 2 56 個の NULL ( 0 OH) を出力する。 

LD E , CHAN 9 

CALL FEEDER 

注 E の巧容は不変。 

A ， F ， D の内容は変化する。 

12. GETARG 

最大2個までの引数列を入力する。フォーマットはモニタ•コマンドと同じ。 

LD E , CHANEL 

CALL GETARG 

サブル-チン•コ-ル後のが態。 

B :引数の個数 0 は夕-ミネ-夕のみ 

乂：夕 — ミネータ（じ 11 ， 1^ ド，；， / ， t のいずれか）に対応する AS C I I コー 
卜 • 


HL :第 1 引数の内容 
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ARQBUF : FFOB 


第 1 引数の値（下位） 
0 C " ( 上位） 

0 D 第2引数の値（下位） 
0 E " ( 上位） 


CHANEL の値 

CHANEL の値は、モニタであらかじめ決められている。 


C 1 

C onso 1 e 

I nput 

Channe 1 

E 

= 0 

C 〇 

Console 

Output 

Channe 1 

E 

= 0 

〇 I 

Object 

1 npu t 

C hanne 1 

E 

=1 

〇 〇 

Ob j ec t 

Output 

Channe 1 

E 

=1 

S 1 

Sou rc e 

I npu t 

C ha nne 1 

E 

= 2 

so 

Sou r c e 

Output 

Channe 1 

E 

= 2 
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第 1 章 SM-B -80 T 概要 


シ * -プ SM - B -8 0 T は、これから マイクロコン ピュ ータを 理解し、実饒に使ってみようという方、あるいは、 
実際に ソフト ウ王アのデパッグに使用したり、 ハ— ドク1 アに応用しようという方のために關発された トレーニンク •用 
ワンポード•マイクロコンピュータでず0 

SM - B - 8 0 T はかのようる特長をそるえてわります。 

(1) SM - B -8 0 T は、完全組み立て済みポードであるをめ、電源を接続するだけでキースイッチよりプログラムを 
メモリに書き込んで、その実行ができます。 

(2) 才ーディオカセットテープレコー ダとの インターフエースを 内蔵 しても、 り、開発 しをプログラムをカセットテー 
プに記録保存し、必要るときに自由に再生ができまナ。 

(リモー ト端モにより 自動、 または、マニュアルによるカセッ トのスタート/スト ップが可能） 

は）ボード上でメモリ CRAM , ROM )、 パラレル I/O ポート、バスドライバを増設巧能です。 

(4) キーボードとのインターフ X -スに使用している PI 0は、キーポードを使用しるいときは単独使用が可能でず。 

(目）システムに組み込み可能をポードサイズ〔 CPU ポード）を採用し、外部との接続に100ピンコネクタを設けて 
いまナ。 ( 27 0 X 190 mm 3.175 mm ピッチ） 
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1.1 SM - B -80 T の仕様 


CPU 

クロック 

ROM 

RAM 

シリアル I /〇ポート 


パラレル 1/〇ポート 

入力装置 

出力装置 

動作モード 

モニタプログラム 
リスタートアドレス 

ち 源 

動作湿度 
外形寸法 


LH -0 0 8 0 CZ -80 CPU ) 

2.4 5 7 6 MHz ( 4. 915 2 MHz クリスタル使用） 

LH-7055X1 個 1K バイト実装（モニタプログラム） MAX2K パイト 

EPROM も巧能〔27 08タイプ） 

LH-2 111 A4 X 2 個 2 5 6 バィト実装 
LH-2114—3x2 個 1K パィト実装 
MAX 3.2 5K パィト 

才ーディォカセットテレコとの入出力専用 

入力端子： イヤホン 端子 または 外部 スピーカ 端子 
出力端子： AUX 端子 または L I NE 端子 
制御端子 ： REM 
転送速度： 3 0 0ビット/秒 
変調方式 ： FM 
チェックサムを実施 

し H — 0081x1 個 8 ピット x 2 ポート（キーポードインターフエース） 
MAX LH -0081 X 2 個 
キーポードスイッチ 25 個 

データキー 16 個 

ファンクションキー 9 個 

8 巧 7 セグメント LED による 16 進数ま示 
レジスタ名についてはシンポル表示 
シングルステップ （ 1命令実巧） &才 -卜実行 
アドレス E 000 番地より PROM にて実装 
スイッチにてアドレス切り換え可能 

0 0 0日番地：ユーザプログラム開始アドレス 
E 日0日番地：モニタプログラム開始アドレス 

外部ち源が必要 

+ 5 V ±5% 最:大 2 A (摄準お成） 

〇〜 40 で 

CPU ポード： 2 7 0 x 1 9 0 mm 基板 
キーポード： 139x190 mm 



第 2 章取り扱い方法 


SM - B- 8 0 T の勤作確認は図 2.1 に示す順序で斤ってください。 



まを）•巧包ケースは捨てずに保存して 
置いておいてください 0 
•ただちに保証手続きをおるませ 
くださし、。 


付属品が不足していましたら恐れ 
入りますがすぐに猶入先の販売店 
にご連絡〈ださい。 


電源は、 +5 V 2 A のものを準備 

します。 


'電源を逆に接続しますと過大電流' 
が流れ、最悪の場合 I C をどの素 
子に悪影攀を与えまナので、とく 
、に注意してください。 ， 


モニタプログラムの開始アドレス 
です。 



'あらかじめ+ 5 V に設定しても、き 
ます。過電圧は絶対に避けてくだ 
、さい 0 


'電源の投入時、 まちは [ RESET ] 、 
キーを押しをとき、すぐに 
00000000 と表示され、 

モニタプロ グラムが実巧されたこ 
とを表わします。 

. ただし、アドレス切り換えスイッ 

チを E 日日日 側に設定していをい 
場合で も、 しばらくナると 
00000000 と表示するこ 
とがありますので注意してくださ 

、い0 . 

※送付先 ） シャープ巧ぶ会な 

電子部お杂楽本部皆装木部 
業を部 80 T 係 

干545た阪ホ阿怡•野医お化町 22-22 
を意）も、をり〈ださるも)な、元のケースに 
きもんと収めた h で楠なし、郁便が 
がを叫ぐため I け巧をご利川〈ださい。 


図 2.1 SM - B-8 0 T の取りおい方法 
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2.1 付属品の確認 

SM - B -80 T には、なの付属品が含まれていまナ。必ず確認してください。 


2.1.1 箱の前面に入っている付属品 

(1) SM - B -80 T ューザーズマニュアル . 冊 

(2) SM - B - 8 0 T アプリグーションマニュアル . 1巧 

け） Z 一 8 0 C P U プログラミング • リファレンスカード . 1冊 

(4) CPU ポード100ピンコネクタ . 1個 

け） LS I 資料 . 2部 


〇ューザーズマニュアル 





100 

〇アプリケーションマニュアル 


ピン 

〇リファレンス カード 


コネ 



クタ 

〇 L S I 資料 




図 2. 2 中面に入つている付属品の配置 


2.1.2 箱の內側に入っている付属品 

(り SM - B -80 T CPU ポート .（LH —8 H 02- CPU ). 1枚 

(2) SM - B -8 0 T キーポード （ LH -8 H 0 2 -KEY ). 

は）リモート用ケーブル （ 2. 5 0イヤホンプラグ付） . I it 

(4) AUX / イヤホン用グーブル （ 3.5 0イヤホンプラグ付） . 1本 

(6) 3 4；&フラットケーブル (34 ピンソケット付） . .ホ 

(〇) ホ/レブー ... 〇個 


〇 C P U ポード 


〇ホルダー 


〇キ'ーポ ■ —ド 


〇リモート用グープル 
〇 AUX / イヤホン用ケ—プル 
〇 34芯フラットケーブル 


図 2. 3 内側に入ってる付属品の配置 







































2.2 ホルダー の 使い方 



C P U ボードの 両端に取り付けられ ているホルダーは、プリント 板を浮かす ためのものでず。プリント 板を増す 
ときには ホルダー 同志を重ね合わせられ るよ うに るって います。 

ホルダー で プリント 板は約2 cm 浮い を 状態にる ります が、安全を考えて プリント あの下に導電性のをるもの〔金 
属類るど）は絶対に置かをいでください。 


図 2. 4 ホルダーの使い方 

2.3 道具の準備 

SM - B -80 T を動作させるに必要を道具はかのようにるりまナ。 

(1) 直流安定化電源 5 V 最大 2 A (標準構成 ）X 1 台 

(2) 才ーディ オカ セッ ト テープレコーダ 

AUX 端子または L I NE 端子とイャ ホン 端子、まをは外部スピーカ端モカ; ついている ものが必要です。 
リモ—卜端子が ついて るくても使用できますが、 ついていれば 自動 スタート/スト ッ プができますので便利で 
す。 


(•化 J 才ーデイオカセットのイ ヤ ホン 端子が クリスタルイヤホン 専用と をっている 場合には、 インピーダンスの 差 
により誤動作しまナ ので、この 用途には不適当です。 


2.4 接続方法 


SM - B -80 了の接続は基本的にはかのようにをります。また、キーボードとの接続は J 2 (3 4 ピン）の1ピ 
表示と34おフラットケープルの1ピン表示 （ 着色部）を合わせて接続します。 



〔10 0ピン） 


キーポー ド 


n n 

図 2.5 SM - B -8 0 T の基本的る構成 


2. 4.1 電源の接続 


電源を接続するために2本の電線が'必選でナが、 +5 V に/赤色、0 V CGND ) に黒色の線を使うのがよいで 
しょう。 

電源を接続するには、図 2.6 のようにプリント板の電源配線部分に半田付けする方法と、図 2.7 に示した Ji 
(100ピン コネクタ ） のピンに半田付けする方法があります。 


CHECK 端子 































































































コネクタ 


/T 

— 5 V GND 

(部品面•半田面共）（部品面•半田面共）（部品面•半田面斯（部品面,半田励） 

図 2. 7 J ! (100ピンコネクタ ） へ半田付けの場合 

+12 V と一5 V の電源は、3電源の£ PROM ( 2 7 0 8タイプ）を使用ナるときのをめのものです。詳細 
は 6.4 項の E PROM 使用方法を参照してください。 



2.4.2 電源に関ナる注意事項 

電源には、 AC スイツチと DC スタンパイスイツチの両方が付いているものを使用してください。 

AC スイツチだけが付いている電源を使用するときは、図 2. 9のように DC スイツチを付けてください。 

(注）電源の AC スイツチ ON / OFF 時に電源トランスに発生するサージ電流で、 DC 出力にスパイク上の異 
常電圧が乗ることがあります。 

最悪の場合には 1 C るどの素子に悪影餐を与えまナ。 



+5 V 

GND 



-7 — 





























































ユーザ ROM エリアに 3 電源の£ PROM C 270 S タイプ）を使用するときも電源には DC スタンバイス 
ッチが付いをものを使用してください。 

DC スタンバイスイッ チが をい電源は DC スイッチを外付けしてください。 


3 電源を使用ナるときの電源投入順序と切断順序 


(1) 投入順序 
— 5 V 

i 

+ 12 V 

i 

+ 5 V 


(2) 切断順序 
+ 5 V 

i 

+ 12 V 

i 

-5 V 


2. 4. 3 才ーディォカセットとの接続 

メモリに入っているデータ（プログラム）をカセットテ—プに記録したり、カセットテ-プに記録したデ-夕 
をメモリに読み込んだりできます。これにより作成したプログラムをカセットテープに記録して保をできます。 
また必要るときにはいつでもカセットテープに記録したプログラムを再生できます。 

(1) メモリの内容をカセットテープに記録 （； カセットテ-プへのストア） 

( a ) ォーディォカセットにカセットテー プを セット します。 

( b ) リモート用グーブルの一方を C PU ポードの REM 端子へ、他方をカセットのリモート端子へ差し込みま 
す。 

( C ) AUX / イャホン用グーブルの一方を CPU ポードの AUX 端子へ、他方をカセットの AUX 端子へ差し 
込みます。 

( d ) カセットの巻き戻しポタシを巧してカセットを巻き戻しげ態にしてから次のキ-操作で謹き戻してくださ 

い 0 


S 扭 FT 


REM 

ADRS 



SHIFT 


REM 

ADRS 


REM 用 LED が点灯してテープの巻き戻しを始めます。 
巻き戻しが終わりましたらカセットの動作を停止させます0 


( e ) テープの巻き戻しが終わりましたらカセットの PLAY ボタンと R E C ( 録音 ） ポタン を同時に巧して録晋 
状態にしてください。 

け）メモリの内容をカセットテープに害き込む（記録）場合は、次のキー操作を斤つてください。 








XXX 

\ _ / 



ィモリの開始アドレス 


X 


X 


X 


X 

\ 





/ 


メモリの終了アドレス 


REM 

ADRS 


.カセットテープに書き込みたいメモリ 
の開始アドレスを指定しまナ。 


メモリの終了アドレスを指定します。 


SHIFT 


STOR 

DEC 


，前にす旨定したアドレスのメモりの内容 
をカセットテープに書き込みます。 
このキー操作でカセットは自動的に動 
き出します。 


(2) カセット テープよりの読み込み （カセット テープよりの ロード） 

( a ) 才ーデイオカセットにカセットテープをセットします。 

似リモート用ケープルの一方を C P U ポードの R EM 端子へ、他方をカセットのリモー h 端子へ差 し么みま 
す。 

(C) AUX / イヤホン用グーブルの一方を CPU ポードの PHONE 端子へ、他方をカセットのイヤホン端子 
へ差し込みます。 

( d ) カセツトの巻き戻しポタンを押して巻き戻しが態にしてから次のキー操作でテープを巻き戻してください。 


SHIFT 


REM 

ADRS 



SHIFT 


REM 

ADRS 


民 EM 用 LED が点灯してテープの巻き戻しを始めまナ。 


巻き戻しが終わりましたらカセットの動作を停止させまナ。 


( e ) テープの巻き戻しが終わりましたら PL AY ポタンを押して再生が態にし、カセットの音量ツマミを中間 
〜最大の間にしてください。 

まを、音質調整ツマミがあればこれも中間〜最大の間にしてください。 

け）カセットテープの内容をメモリに読み込みたい場合は、かのキー操作を巧って < ださい。 


LOAD 

S 证 FT ixir ' . 自動的にカセットが動き出し読み込みを始めまナ。 


(注）カセットテープを巻き戻す場合は、胳気テープの部分で停止してください。 
(テープの頭の部分には礎気テープでをい所があり3ナ。） 



























2.5 システムの拡張 

SM - B -8 0 T は、ポート•内で簡単にメモリ、パラレル I / O ポート、バスドライバを増設できますが、その方 
法について説明します。 


2.5.1 メモリの増設 

ポード内では、 R 0 M 1 K パイト、 RAM 1.25 K バイトを実装していますが、さらに、 ROM を1にパイト、 
R AM を2 K バイト増設できまナ。 

増設方法を次に示します。 

(1) ROM を増設ナるときは、図2.10に示す部品番号 Ui 7 の位置に取り付けまナ。 

(2) RAM を増設するときは、 1 K パイト単化に図 2. 10に示す部品番号の位置に次のように取り付けます。 


OlK バイト増設の場合 . U25 と U34 の位置に取り付けます。 

0 2 K バイト増設の場合 . U25 と U34 ， U26 と U35 の化置に取り付けます。 


(注） ROM に EPROM を使用ナる場合は、 6.4 項（第6章）を参照してください。 





〇33 2114 

U 24 2114 


U32 2111 



U23 2111 




Ui 6 7055 


RAM : 2114タイプ はメモリ実装 

ROM : 7 0 5 5または 

Ui 6. パは2 4ピべ C ソケット実装 

2 7 0 8タイプ 

_ 1 5 10 15 

Jj 〔100ピン） 

図 2. 10 メモリの増設 


2.5.2 パラレル I/O ポート C P I 0 ) の増設 

パラレルの I / O ポートとして8ピット X 2 ポート（： Z -80 PIOxl 個）増設できます。 

P I 0を増設するときは、図 2. 11に示す部品番号 Usi のな置に取り付けます。 

まを、この P I 0の I / O ポートの信号ラインは J 。 （：44ピンコネクタ端子）に配線されていまず。 
Ja の端子お列は付録5の端子お列図を参照してください。 
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冷 




- - IX 

Ja (4 4 ピン） 

V02 91 01 I H - - 



40 ピン 1C ソグット実装 


も 1 PI02 0081 


J 3 適合コネクタ： 4600 —044-112 グル ㈱ 製 

図 2. 11 P 10 の増設 


2.5.3 バスドライパの増設 

SM-B-80T では、双方向性 アドレスバス、 双方向性データ バス、コントロー ル信号用 パスを 設けて います 
ので、 システムを あ張したい と きは図 2. 12に示ナ部品番号 Ui 〜 U 9 の位置に取り付けてください。 

J 1(100 ピンコネクタ端子）の各信号の端子配列は、付録 5 の端子お列図を参照してください。 


0 双方向性アドレスパス . Us 〜 Us の位置に 8T 2 6 を取り付けます。 


〇双方向性データパス . Ui 2 の化置に 8 T2 6 を取り付けまナ。 

〇コントロール信号用パス…… U 3 の位置に 8 T 97 を、 U 4 の位置に 8T2 8 を、 U9 の化置に 

7 4 0 4 を取り付けます。 








U8 T26 



U7 T26 



U6 T26 



U5 T26 



U4 T28 



U3 T97 



U2T26 



UiT 就 


Ji 〔10 0ピン） 


図 2. 12 パスドライパの増設 

双方向性データパスの制御方法については 6.7 項を参照してください。 

(注） I C をプリント板に半田付けナる隐に使用する半田ゴテは、アース付きのものを使用してください。 
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2.6 モニタプログラム 

SM - B -80 T には、プログラムの誤りを捜し出し、修正する機能をもつた モニタ プログラムが実装されています。 
下に モニタ プログラムの簡単る 説 巧をしまナ。 

2.6.1 キーポート•パネルの構成 


ADDRESS 


RUN 

STEP 

LOAD 

INC 

C 

D 

E 

H 

8 

L 

9 

A 

BA 

4 

B C 

5 

I 

6 

PC 

0 

S P 

1 

IX 

2 


STOR 

DEC 

RESET 

F 

SHIFT 

B 

REG ' 

REG 

IF 

7 

REM 

ADRS 

I Y 

5 

WRITE 



，データ 表示部 

4個の7セグメント LED で、 
キー からの入カ デー タゃ 、 A D 
DRESS 部に表示しているメ 

モリアドレス、 または、 レジス 

夕の内容を16進数で表示しま 
す。 


アドレス表示部 
4個の7セグメント LED で、 

アドレスセットされたアドレス 
を16進数で、または、 レジス 
夕名をシンポルで表示します。 


ファンクシ ョ_ンキ- 

SM-B -8々 T に対して動作を 
指定します。 


図 2. 13 キーポードパネル 


-レ ジス タキー/データキー 


0レジスタキ ー（ 上部分と A 〜 F キ ー） 
レジスタの指定に使用します。 

〇データキー （ 下部分と A 〜 F キ ー) 

16進数を入カナるときに使用します。 
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2.6.2 キーボードスイッチとコマンド 


プログラム カウンタ 
スタックポインタ 
インデックスレジスタ X 
インデックスレジスタ Y 
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〇 〜 F :データ C 16進数）の入力に使用しまナ。 

アドレス表示部にレジスタ名を表示し、データ表示部にそのレジスタの内容を表示しまナ。 


SM - B -80 T で使用するキーポードスイッチのコマンドについて説明します。 


RESET 


SHIFT 


REG' 

REG 


REM 

ADRS 


プ〇グラム異常（プ a グラム暴走）による CPU 停止をどに対して、システムを初期状態に戻 
します。 


このキー操作後、ダブルファンクション構成キーの上部コ- 
ションキーの青色文字のコマンド）。 


ドが有効にるります（ファンク 


REG * :レジスタの内容を表示させるときに、補助レジスタを指をします。 

REG :レジスタの内容を表示させるときに、主レジスタを指をします。 

REM :才ーデイオカセット用のリモートスイッチを ON / OFF し3す。 

ADRS :データ表示部に表示している16進数4巧のデータを、アドレスとしてアドレス表 
示部に表示し、そのアドレスのメモリ内容をデータ表示部に表示します。 


WRITE 


データ表示部の下な2巧に表示している16進数データを、アドレス表示部に表示しているメ 
モリのアドレスへきき込み、アドレス表示を+1します。 

あるいは、データ表示部の下2巧、まちは、4巧に表示している16進数データを、アドレス 
表示部に表示しているレジスタに害き込み、次のレジスタをを表示します。 


RUN 


STEP 


LOAD 

INC 


STOR 

DEC 


アドレス表示部に表示しているアドレスからューザプログラムを実巧しまず。 


プログラムカウンタ （ PC ) が示しているアドレスからユーザプログラムを1命令実巧します。 

LOAD :カセットテープに記録されたプログラム （ 16進データ）を、そのプログラムで指 
定されているアドレスのメモリへ書き么みます。（プログラムの 口ード） 

INC :アドレス表示部に表示しているアドレスを+1し、データ表示部にそのアドレスの 
メモリの内容を表示し3す。 

または、アドレス表示部に表示しているレジスタ名を次のレジスタ名に変更し、デ 
-夕表示部にそのレジスタの内容を表示します。 

STOR :アドレス表示部に表示しているアドレスから、データ表示部に表示しているアドレ 
スまでのメモリの内容を、カセットテープに記録します。（プログラムのストア） 
DEC :アドレス表示部に表示しているアドレスを 一 1し、データ表示部にそのアドレスの 
メモりの内容を表示し3ナ。 

3をは、アドレス表示部に表示しているレジスタ名を前のレジスタ名に戻し、デー 
夕表示部にそのレジスタの巧をを表示します。 



レ•ジスタ 
キ- 


C P X Y 
P S I I 













BA ブレークアドレスレジスタ 

BC プレークカウンタ 

I インターラプトぺージアドレスレジスタ 

IF インターラプトイネーブルフラグレジスタ 

ACA ') アキュムレータ 

F CF ') フラグレジスタ 

BCB ') B レジスタ 

CCC ') 〔レジスタ （） 内は補助 レジスタ 

DCD ') D レジスタ 

E ( E ') E レジスタ 

HCH ') H レジスタ 

LCL ') L レジスタ 


2.6.3 表示 

16進数とレジスタ名は、7セグメント LED にかのように表示します。 
(1) 16進数キーと表示 


キー 

表 示 

キー 

表 示 

キー 

表 示 

キー 

表示 

0 

，二, 

4 

し！ 

8 

因 

C 

广 

1 

/ 

5 

每 

9 

巧 

D 

cl 

2 

し 二' 

6 

后 

A 

円 

E 

1= 

5 

3 

7 

n 

B 

III 

F 

1= 


表 2.1 16進数の表示 
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(2) レジスタキーと表示 


レジスタを表示させる場合、主レジスタは キーを、補助レジスタは SHIFT キーを押した後、 

RlsG 

REG' I 

〇_广 キーを押してから下記レジスタキーで表示させます。 


主 レジスタ 

補助レジスタ 

キー 

表 示 

キー 

表 示 

キー 

表 示 

PC 

PI ： 

A 

FI 

A 

円 1 

S P 

S P 

B 

1 二 1 

B 

'田 • 

IX 

1 hi 

C 

jT 

C 

1:1 

I Y 


D 

III 

D 

，二/, 

I 

1 

E 

巨 

E 


IF 

/ /— " 

F 

1 = 

F 

/二, 

H 

hi 



H 


L 

L 



L 

し 1 


表 2. 2 レジスタの表示 


2.6.4 アドレス切り換えスイッチ 

SM - B -80 T は、アドレス切り換えスイッチの設定を変えることにより CPU のりスタートアドレスをかの 
よぅにを要できまナ。 

E 000« -►〇〇〇〇 EO 日- ► 0日00 


U U U U~0 ~ U 


リ スタートアドレスは E 0 日 0番地と をります 0 リ スタートアドレスは0 0 日日 番地とを ります。 

E 0 0 0 :モニタプログラムの關始アドレス 00 日 0 :ューザプログラムの開始アドレス 
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2.7 簡単な動作の確認 

SM - B -80 T が正常に動作しているかどうかをかの順序で確認してください。操作方法の詳細は、第3章を参 
照してください。 


2.7.1 メモリの内容表示と変更(：メモリへの害き込み）、キーポード確認 


かの キー 操作で7セグメント LED の表示内容を確認してください。この キー 操作の前の電源投入で 、 LED 


〇 

〇 

〇 

III 


仁7 

〇 

仁/ 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

を表示しているか確認してください。 

〇 

III 

〇 

〇 


を表示していをいときは reset キーを 入力してください。 


キー操作 


ADDRESS DATA 


アドレススイッチ 

E 日日0側 

電源投入 


REM 

ADRS 


PC 

0 


D 


I Y 


WRITE 




D 


C 


WRITE 




IF 


I 


WRITE 

7 


6 






I Y 

5 


E 


WRITE 




PC 






A 


WRITE 

0 







BA 


IF 


WRITE 

4 


7 






PC 


H 


WRITE 

0 


8 




O 

o 

III 

o 


O 

o 

o 

o 


n 

n 

n 

n 


O 

o 

o 

1 


O 

o 

o 



O 

ill 

III 

El 


III 

o 

o 

し 1 


O 

o 

o 

与 


O 

o 

o 

b 


o 

o 

o 

厂 1 


〇 

III 

〇 

〇 


〇 

〇 

X 

X 


厂 

1 

厂 1 

/■ 

/■ 


1 

〇 

EI 

X 

X 


〇 

1: 

X 

X 


厂 1 

白 

X 

X 


EI 

IE 

X 

X 


〇 

円 

X 

X 


-/ 

n 

X 

X 



〇日乂 |-乂1 


E 0 0 0 : モニタプログ 
ラム 開始 アドレス 

モニタプログラムスタート 


X X ： 0 0 0 0 番地内容 

キー操作に対応した表示 
は表 2.1 を参照してくだ 
さい。 

0 0 0 0番地内容を16 
進数の D 5に変更（メモ 
リへの書き込み） 
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IX 

2 


SP 

1 


WRITE 




D 


B A 


WRITE 




F 


F 


WRITE 




IF 

7 


BA 


WRITE 




IX 

2 


D 


WRITE 




S P 

1 


PC 

0 


WRITE 




F 


c 


WRITE 




C 


I Y 

5 


WRITE 




IX 

2 


C 


WRITE 




巨 


PC 

0 


WRITE 


O 

o 

o 

日 

o' 

1 

X 

X 


O 

o 

o 

弓 

1 

0 

ソ 

X 

X 


O 

o 

o 

FI 

F 

/■ 

X 

X 


O 

o 

o 

b 

n 

し 1 

X 

X 


n 

n 

n 

r 

1 〕 

rl 

X 

X 


o 

o 

o 

1 

日 

1 

III 

X 

X 


u 

u 

し / 

IE 

1 二 

1 ： 

X 

X 


III 

o 

o 

/- 

1 ： 

ヨ 

X 

X 


o 

0 

1 

o 

1? 

1 ： 

X 

X 


o 

o 

1 

1 

IE 

III 

X 

X 


(注 ）X X は日〜 F の 16 進数字なら全て巧です。 


2.7.1 でメモリに書き込んだデータ（プログラム）は、 2.7. 2 〜 2.7. 4 項の動作確認ても使用します。 


2. 7.2 0 番地スタートの確誌 

ユーザ民 AM 領域の開始ア ドレス、日日日 □番地からプログラムを実行するかを確認します。 

前項、 2.7.1 に引き続いてかのキー操作で民巨 M 端子用 LED が点なすることを確認してください。 


キー操作 


ADDRESS DATA 


REM•LED 


アドレススイッチ 

0 0 0 0側 


ューザプログラム開始アド 

レス 


RESET 



消なします。 







































































































































2.7.3 ブレーク動作の確認 

2.7.1 項でメモリ.に書き込んだプログラムを使用してプレーク動作を確認します。 2.7.2 項に引き続いてかの 
キー操作で表示を確認してください。 


キー操作 


ADDRESS 


DATA 


アドレススイッチ 

E 日日日側 


RESET 


REG ' 

REG 


PC 

0 


WRITE 


PC 

0 


PC 

0 


REM 

ADRS 


RUN 


BA 

4 


PC 

0 


PC 


BC 

0 


5 


SP 

1 


WRITE 



PC 

0 


PC 

0 


III 

o 

o 

o 


と' 

I ' 勺 

- 



b 

FI 

- 



III 

1 ： 

- 



I Y 

1 / 




5 

い 





o 

o 

o\ 

\=l 


o 

0 

o 

与 


モニタプログラ 
ム開始アドレス 


o 

III 

o 

o 


X 

X 

X 

X 


III 

o 

III 

弓 


o 

o 

o 

III 


o 

III 

X 

X 


III 

III 

o 

El 


III 

El 

ヨ 

IE 


o 

FI 

X 

X 


プレークアドレス 


プレークアドレ 

スを日日0 5番 
地に設定 


繰り返し回数を 
1回に設定 

2.7.1 項のプロ 
グラムを0日日 
ろ番地より開始 
します。 


実巧後、ブレー 

クアドレス日0 

0 5番地を表示 


アキ ュ ムレフラク•レジして停止し-ます。 
—夕内容スタ内容 


(注 ）X X は〇〜 F の16進数字るら全て可■です。 


プログラム类巧をブレーク動作で巧うと、 ADDR 巨 SS 表示部にブレークアドレスを、 DATA 表示部にア 
キュムレータの内容とフラク•レジスタの内容を表示してプログラム実巧を停止します。 
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2.7.4 ユーザレジスタの内容表示と変更、1命令実巧、 LED 動作の確認 


2.7.3 項のブレーク動作確認に引き続き次のキ-操作で表示を確認して < ださい。 LED 動かは、 D . P •も含 
めた全セク•メントを点灯させて確認します。 （ D . P •はデシマル.ポイントの略） 


キー操作 


ADDRESS 


DATA 


REG ' 


A 

REG 




PC 


H 

0 


8 



STEP 




REG ' 


B 

REG 



WRITE 


STEP 


S 扭 FT 


REG ' 

REG 


STEP 


RUN 


FI 


— 


〇 

〇 

〇 

FI 

\ ノ 

b 


— 


仁7 

〇 

X 

X 


o 

〇 

〇 

S 

〇 

8 

X 

1 

X 


III 


- 


〇 

〇 

0 

日 

\ ク 

o 

〇 

〇 

n 

X 

X 

X 

X 


FI 

/ 

— 


〇 

III 

〇 

日 

、 ノ 

Id 

〇\ 

〇 

勺 

X 

x | 

x | 

x | 


1 勾旬/哥巧 

间 

狂\1ヨ\日 \ 


日 A : アキュ 

—夕内 


ムレ 

^容 


アキュムレータ内 

容を16進数 
の日8に変更 
します。 

0日日5番地 

からのプログ 
ラムを1命令 
実巧して停止 

0 8 : B レジ 
スタ内容 


08 :補助ア 

キュムレー 

夕 CAi ) 内 
容 


LED 全セグ 
メント点灯 


(注） X X は〇〜 P の16進数るら全て巧です。 


1命令を実巧してプ D グラム実巧を停止するときは、 ADDRESS 表示部にみの命令の先頭ァドレスを、 
DAT A ま不部に1命令実斤をのアキュムレータとフラグレジスタの内容を表示します 
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2.7.5 メモリ（： 1 K バイト ） 動作の確說 

1 K バイト民 AM C LH - 21 14-3 x 2 個）に 1 バイト単位で 16 進数のロロ、または、 F F を害き込ん 
だ直をに読み出しを巧い、メモリが正常であることを確認しまナ。 

次のキー操作でプログラムをメモリへ書き込んでください。プログラムの格納には、モニタワーキングエリア 
用民 AM を使用します。 

キー操作 ADDRESS data 






PC 

F 


F 


0 






REM 





ADRS 










PC 


I 


WRITE 

0 


6 




F 


F 


WRITE 


IX 


SP 


WRITE 

2 


1 








F 


F 


WRITE 






PC 


I Y 


WRITE 

0 


5 








IF 


PC 


WRITE 

7 


0 








IF 


巨 


WRITE 

7 





B 


H 


WRITE 


8 




IX 


PC 


WRITE 

2 


0 




PC 


B 


WRITE 

0 






IF 


C 


WRITE 

7 





|x 

X 

x| 

x| 


/-I 

〇 \ 

〇 \ 


l=\ 

/-—I 

o 

o 

\ 〇 \ 

〇 \ 

x| 



レニ 

厂 I 

o\ 

/ 

\〇 

/弓 

X 

X 


/- 

F 

LI 

し 

/■ 

1 二 

X 

X 


I 二 

F 

O 

ヨ 

1? 

1 

X 

X 


/■ 

I 二 

O 

ソ 

/- 

F 

X 

X 


F 

F 

O 

与 

〇 

EI 

X 

X 


! 二 

1 二 

III 

/弓 

厂1 

〇 

X 

X 


F 

F 

O 

厂1 

厂1 

E 

X 

X 


トト〇 I 二 I I コ I 二い乂 


I 二！二〇 3 己〇 X 乂 


F 

1 二 

〇 

1 二 1 

〇 

III 

X 

X 


F 

1 二 

〇 

III 

n 

1 ： 

X 

X 


— 2 0 — 



























































































































































B 


BC 

5 


WRITE 




IX 

2 


B 


WRITE 




IX 

2 


PC 

0 


WRITE 




F 


I 

ろ 


miTE 




PC 

0 


BA 


WRITE 




IX 

2 


H 

8 


WRITE 




F 


PC 

0 


WRITE 




D 


I Y 

ろ 


WRITE 




D 


C 


WRITE 




IF 

7 


I 

6 


WRITE 




IX 

2 


IX 

2 


WRITE 




E 


SP 

1 


WRITE 




F 


F 


WRITE 




BA 


F 


WRITE 




E 


D 


WRITE 




BA 

4 


I Y 

5 


WRITE 




D 


F 


WRITE 


I 二 

1 二 

〇 

1 ： 

In 

与 

X 

X 


F 

F 

LI 

III 

1? 

U 

X 

X 


F 

1 二 

U 

IE 

1? 

U 

X 

X 


F 

/■ 

O 

1= 

と 

Id 

X 

X 


户 

F 

1 

o 


S' 

X 

X 


1 二 

F 

1 

1 

己 

日 

X 

X 


/■ 

F 

/ 

1? 

F 

III 

X 

X 


1 二 

1= 

1 

El 

1 

〇 

El 

X 

X 


F 

F 

1 

ソ 

1 

〇 

1 ： 

X 

X 


F 

1 二 

1 

与 

厂 1 

日 

X 

X 


F 

1 二 

1 

/ 弓 

己 

己 

X 

X 


' し — 

1 二 

1 


IE 

1 

X 

X 


/叫 

F 

1 

日 

レ -- 

/- 

X 

X 


1 二 

F 

1 

弓 

ソ 

/■ 

X 

X 


F 

1 二 

1 

円 

IE 

〔1 

X 

X 


F 


1 

白 

'-/| 

1 ゴ 

X 

X 


F 


1 

广 1 

III 

F 

X 

X 
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I/--1 

' し 1 

'y 

レ-— 1, 叫 

x| 



1 二 

1 

1 拓 

か 

X 

X 


1 二 

しし -1 

'し- 


|x' 

H 


レ-- 

F 

し叫。 

IE\o 

lx 

x| 


F 


F 


WRITE 




c 


I Y 


WRITE 


5 






IX 


L 


WRITE 

2 


9 








PC 



E 



WRITE 


0 




(注） X X は〇〜 F の16進数字をら全て巧です。 

メモリへのプログラム書き込みが終了し、害き込み誤りがをければ次のキ—操作で、メモリの動作を確認しま 
す。 


キー操作 


ADDRESS DATA REM-LED 


RESET 


F 


F 


PC 

0 


PC 

0 


REM 

ADRS 


反 UN 


|o| 

'二' 

口 

'コ 

k'l 

\〇\ 

o 

'二' 


10 1 

〇 

\〇\ 

〇 

11,〔1 

|/-1 

〇 

1 ' 二'、 


レ—— 

1户 

101 

\〇 

\〇\ 

\〇\ 

\〇\ 

「'弓り 


を 


メモリが正常でをれば REM 端子用 LED が点灯します。メモリに動作不良があると、最初の動作不良点のア 
ドレスを ADDRESS 表示部に、 DATA 表示部上位2巧にメモリに害き込んだデ-夕を、下位2がにメモリ 
から読み出したデータを表示してプログラムを終了します。 


(:動作不良例） 


ADDRESS DATA 



動作不良アドレス 書き込み読み出し 


デー タ デー タ 


この例ではメモリアドレス日 100 番地に害き込んだ 16 進数の F F が、読み出しで 7 F に変化しているの 
が確認できます。 
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2.7.6 才ーデ イオカセット インターフ： L - スの 動た の 確誘 


川才ーディオカセットへの害き込み 

2.7. 5項でメモリに害き込んだプログラムをかの キー 操作で 才ー ディオカ セッ トに害き込んでください。 
才—デイオカ セツ トに害き込む前には、 才ー ディオカ セット を録音状態にしてください。 


キー操作 


ADDRESS DATA REM * LED 


RESET 


F 


F 


PC 


PC 


0 


0 


REM 

ADRS 


F 


F 


SP 

1 


F 


S 扭 FT 


STOR 

DEC 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

III 


〇 

〇 

〇 

III 

F 

1 二 

〇 

III 


1- 

F 

〇 

〇 

〇 

〇 

III 

III 


F 

F 

U 

U 

/- 

1 二 

1 

1 二 

害き込み開始ァドレス 

善き込み終了アドレス 









害き么み中は何もま示しません 

1 二 

/-- 

1? 

〇 

/■ 

F 

1 

1 二 


害き込み終了 



才ーデイオカセツトに書き込み中は、 REM 端子用 LED が点なするだけで何も表示しません。 

才ーデイオカセツトへの害き込みが終了すると、 ADD 民 ESS 表示部に書き込み終了アドレスのかのアドレ 
スを、 DATA 表示部にはそのまま害き込み終了アドレスを表示します。 


(注） REM 端子を才ーデイオ カセツ トに接続した状態で カセッ トテープの卷房し、早送りを巧ぃをぃときは 


SHIFT 


RESET 


REM 

ADRS 


キー操作で REM 端子を ON してください。止めをいときは、同じキー操作をナるか、 


キー操作で REM 端子を OFF してください。 
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(2) 才ーディォカセットよりの読み込み 

U ) で書き込んだプログラムを、才ーディォカセットより読み込みます。 

プログラムを読み込む前に、プ。グラム書き込み前の位置にテープを巻き戻して再生状態にしてください。 
キ ー J ® 作 ADDRESS DATA REM-LED 


電源断 

電源投入 


SHIFT 


LOAD 

INC 











電源断で RAM の内容を消去 

口 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

III 

〇 


読み込み中は何も表示しません 



F 

III 

〇 

1 二 

F 

/ 

戶1 


プログラム開始アドレス プログラム終了アドレス 
読み込み終了 


ォー ディ ォカセットよ りの読み込みが終了しをら、次の キー 操作で読み込んだプログラムをチェ ック してくだ 
さい。表示内容は、 2.7.5 項を参照してください。 


キー操作 


ADDRESS 


DATA 


F 


F 


PC 


PC 


0 


0 


REM 

ADRS 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


1 二 

F 

〇 

〇 


1- 

，し— 

〇 

〇 


1 二 

F 

〇 

1 


1 二 

1- 

U 

己 


1- 

1 二 

仁 7 

〇 


〇 

III 

〇 

/弓 



\ 

ノ 

〇 

，弓 

/- 

1 二 



\ 

/ 

厂 

1 

广 

/ 

しコ 

1 

/ 


了 ドレス FF 0 日 

番地内容 

アドレス FFO 1 

番地内容 

ァドレス FF 0 2 
番地内容 


LOAD 

INC 



アドレス FF 1 F 

番地内容 
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第 3 章 操作説明 


この章では、 SM-B-80 T を操作する上で必要るキーの使い方、表示の見方、オーディオカセットの使い方をど 
を説明します。 

3.1 システムのリセット 

電源を投入したとき、または、 RESET キーを押したときに システムは巧 巧が態に戻されます。また、初期が 
態に戻されたあとのリ スタートアドレスは、 2.6.4 巧で説明したように モニタプログラム 開始 アドレス Ed 00番 
地 か、ューザプログラム 開始 アドレス日日日 0番地に変更できまナ。 

3.2 モニタプログラムの基本的な操作方ホ 

SM-B-80 T に実装していますモニタプログラムの操作方法を化下に説明しまナ。 

3. 2. 1データのセット 

セットしをいデータを 1 6 進数キー P 日 C 〜 F で入力します。このとき押しをキーに対応しを文 

字をデータ表示部に表示します。 


(操作例1 ) 


16進数の1 A をセツトナる例を示します。アドレス切り換えスイツチは E 日日0側に設定しても、きます。 

C 3.2.1項必降も£0 0日側に設定） 


キー操作 


RESET 


S P 
1 


A 


ADDRESS 


〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

III 

III 






a o o o 


DATA 


〇 

〇 

III 

〇 


〇 

〇 

III 

1 

\ _ / 

/ 

/~\ 

〇 

〇 

1 

1-1 


モニタプログ 

ラム実行 

1を入力 


A を入力 


C 注） RESET キー操作後、表示は全て日にをります。 
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(操作例 2) 


16進数の1 A を1 B と間違えて入力したときの修正方法を示します。 

キ—操作 ADDRESS DATA 


RESET 


SP 

1 


B 


S P 
1 


A 


〇 

III 

III 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

モニタプログ 

ラム実巧 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 

1〕 

1 A を 1 B と 

間違えて入力 

、 ノ 

/ \ 


〇 

〇 

III 

〇 

a 

1 

b 

1 


J 方 


〇 

〇 

〇 

III 

1 

1〕 

1 

1-1 

1 B を 1 A に 

修正 

\ / \ ノ 

間違えたデータ正しいデータ 


(注）メモリへ書き込むときは、データ表示部の下2巧のデータが有劾です。 


义 2. 2 アドレスのセット 

メモリへのデータ書き込み、メモリの内容表示やプログラムの実巧をさせたいアドレスを16進数でキー入力 


し ad - キ—を押すと、入力したデ-夕をアドレスとして表示し、そのアドレスのメモリの内容をアドレス 
表示部の下2巧に表示します。 


(操作例） 


モニタプログラムのア ドレス E 日 AB 番地をセットする例を示します。 

キー操作 ADDRESS DATA 


PC 

0 


A 


REM 

ADRS 


X 

X 

X 

X 

E 

〇 

円 

b 

\ ノ 

一 --- 

-- - 

ノ \ 

/し — 

〇 

円 

1〕 

1' 勺 

1〕 

E 

1\ 


E 0 AB を入 
力 


E 0 AB をア 
ドレスとす旨^ 


E 0 AB 番地内容 


(注 ）X X X X は 、 E 0 AB を入カナる前の表示を表わします。 




















































































































































3. 2.3 メモリへの書き込み 

REM 

データを書き込みたいメモリのアドレスを16進数で4おキー入力し、 。,キーでアドレスとして指定 

します。次に書き込みをいデータを16進数で2巧キー入力し 、 WRITE キーを押すとセットしをアドレスの 
メモリにデータが書き么まれます。また、アドレス表示部はかのアドレスを示し、そのメモリの内容をデータ表 
示部下2巧に表示します。 


(操作例） 


010日番地から日1日1番地までのメモリに16進数の11,12を書き込む例を示します。 


キ—操作 


巧巧 


I remI 
IaDRS I 


S P 
1 


巧 


iwriteJ 

巧匹! 

ivwuteI 


ADDRESS 


DATA 



PC 


PC 


0 


0 


X 

X 

X 

X 


〇 

/ 

〇 

〇 


〇 

1 

〇 

〇 


〇 

1 

〇 

1 



1 



日1日日を入 

〇 

1 

〇 

〇 

力 


〇 

〇 




日 10 日をァ 
ドレスとホ倉定 


10日番地内容 


01日日番地に 
11を書きみ^ 


010 0番地の次のアドレス 


で1日1番地巧容 


III 

1 

〇 

1 



/ 



〇 

1 

〇 

己 

1 

/? 




01 

12を書きみ^ 


0102番地内容 


(注） X X X X は、日1日日を入力する前の表示を表わします。 


3.2.4 メモリの内容表示と変更 


メモリの内容を表示させたいアドレスを16進数でキー入力し、 ADR " キ—でアドレスとして指定すると、 
そのアドレスのメモリの内容をデータ表示部下2巧に表示し3す。 えた 、表示させをメモリの内容を変更したい 


ときは、新しいデータをキー入力し 、 WRITE キーを押すとメモリの内容が変更され、次の アドレスをアドレ 


ス表示部に、そのメモリの内容をデータ表示部に表示します。さらに次のアドレス、または、一つ前のアドレス 
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のイモり内容をま示させをいときは 


LOAD 

INC 


キ ー 、まちは、 


STOR 

DEC 


キーを押します。すると 


—ではかのァドレスをァドレス表示部に、そのメモリの內容をデータ表示部に表示します。 
一つ 前の ア ドレスを ア ドレス表示部に、そのメモりの内容をデータ表示部に表示します。 


LOAD 

INC 


STOR 

DEC 


キー では 


(注） 


LOAD 

INC 


STOR 

DEC 


キーはァドレスの表示を + 1します（次のァドレスを表示しまナ）。 

キーはアドレスの表示を一1します（一つ前のアドレスを表示しまナ）。 


〔操作例） 


0 2 0 0番地から0 2 0 2番地のメモリの内容を表示させ、0 2日2番地のメモリの内容を16進数の CA にを更 
する例を示します。 


キー操作 


ADDRESS 


DATA 


PC 

0 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


WRITE 


STOR 

DEC 


IX 


PC 


PC 

2 


0 


0 


X 

X 

X 

X 


REM 



しコ 



ADRS 


O 

o 

o 


III 

己 

o 

o 


III 

o 




o 

しコ 

o 

1 


/ 。 2 Q 0 番 


0 2 0 借地の 
メモリ内容表示 


02 0强地の次のアドレス 


02 01番地内容 


III 

1? 

o 

己 


o 


III 

し 二 ' 


o 


o 

El 


o 

己 

o 

己 


0 20 2番地の 
メモリ内容表示 


02 0 2番地内容 




1: 

1=1 


02 0 2番地の 
メモリ內容を 
C A に変更 




1: 

1=1 


02日ろ番地内容 

02 0 2番地の 


02 0 3番一つ前のアドレス 


02 0 2番地内容 


(注） X X X X は、0 2 0 0を入カナる前の表示をまわします。 
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3.2.5 ューザレジスタの内容表示とを要 


補助 B レジスタ （ B ') とプログラムカクンタ （PC ) の内容を表示させ、 
0 0 0 3にを更ナる例を示します。 


キー 操作 


ADDRESS 


SHIFT 


REG ' 

REG 


X 

X 

X 

X 


B ' レジスタシンポル表示 


夕 


B ' レジスタの 

内容を表示 

主レジスタを 

指定 

プロク’ラムカウン 
夕の示 


力 

を 

変 


プログラムカウンタの内容を16進数 


DATA 


X 

X 

X 

X 


補助レジス 

を指定 


〇 

〇 



、 

_/ 


_ / 

(注) 

B ' レ■ジスタ内容 

〇 

〇 








、 





フロクラム カウンタ プログラム カウンタ 

シンポル表示 の巧容 


P 

1: 

— 


〇 

III 

〇 

EI 


与 

，し—' 

- 







プログラム 
クンタ内容 
0 0 0 5に 
更 


:/クポインタシンポル表示 スタックポインタ内容 

つ表示を表わします。 

卜の2種類があり、その表示方法にも違いがありまナので表 


姓） 


X 

X 

X 

X 

は、 

SHIFT 


ユーザ レジスタには、8ピットの 
3.1 を参照してください。 



PC 


I Y 


0 


5 


L — ザレジスタの内容を表示させたいときは 


REG ' 

REG 


キーを押した後レジスタ名に対応したキーを入力しま 


す。すると、そのレジスタのシンポル名をアドレス表示部に、レジスタの内容をデータ表示部に表示します。を 
だし、補助レジスタ （ A * B ' C D » E ' F ' H ' L ') の内容を表示させたいときは 
す前に 


SHIFT 


REG ' 

REG 


キーを巧 


をキー 入力し、 


キーを巧してください。また、表示させを レジスタの 内容を変更しをいときは、新しいデー タ 
WRITE キーを押ナと レジスタの 巧容が変更され、 かのユーザレジスタのシンポ ル名をアド レ 


ス表示部に、そのレジスタの内容をデータ表示部に表示します。 


(操作例] 


III 

1 - 





P 

1 ： - 

ノ 


前 

ナ 

押 

を 


と 

の 


^ 〇 

G G C I C I TC 

§ si 下」 LP 」广 W 
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このほかにユーザレジスタの内容を連続して表示させたいときは、操作例1の方法でューザレジスタの中のど 


れかを指定し、 
(操作例2 ) 


LOAD 

INC 


キ ー 、まちは、 


STOR 

DEC 


キーでか々とレジスタの内容を表示させることができ3す。 


プログラムカウンタを指定し、レジスタの內容を連続して表示させる例を示しまナ。 
(を）ユーザレジスタの内容を表示させる順番は表 3.1 を参照して < ださい。 


キー操作 


REG ' 


PC 

REG 


0 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


LOAD 

INC 


STOR 

DEC 


STOR 

DEC 


STOR 

DEC 


ADDRESS 


スタ ックボイ ンタシンポル表示 


I 二 


DATA 


プロク•ラムカウンタ内容 


スタックポインタ内容 


〇 

〇 



\ / 

F レジスタ内容 

〇 

〇 




プログラムカウン 

夕の內容を表示 

スタックポインタ 

の内容を表示 


主レジスタ F の 

内容を表示 

满助レジスタ H 1の 
内容を表示 


し 

1 

— 


〇 

〇 




H ' レジスタ內容 

補助レジスタし|の 

內容を表示 


1 二 

1 

— 


〇 

〇 




し'レジスタ内容 

補助レジスタ F I の 
内容を表示 


F ' レジスタ巧容 


プロクタムカウンタ内容 


一巡して最初のプ 

ロク•ラムカクンタへも 

どり、その内容を 
:'表示 


F 

1 

— 


〇 

〇 




プロ ク’ ラム カウンタの 
一つ手前のレジス 
夕 FI の内容を表示 


F ' レジスタ内容 

主 レジスタ F の 内 

容を表示 


〇 

〇 




F レジスタ内容 


最初のプ D グラム 
カウンタへもどり 
その内容を表示 


プ D グラムカウンタ内容 
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キ 


レジスタ 


表 


示 


ADDRESS 


DATA 


表示の順番 


INC DEC 


REG , 

REG 


PC 
S P 
IX 
I Y 
BA 
B C 
I 

IF 

H 

L 

A 

B 

C 

D 

巨 

F 


SHIFT 


REG ' 

REG 


H 

L 

A 

B 

C 

D 

E 

F 


プログラムカウンタ 

スタックポインタ 

インデックスレジスタ X 
インデックスレジスタ Y 
ブレークアドレスレジスタ 

プレークカウンタ 

インターラプトぺージ 
アドレスレジスタ 

インターラプトイネーブ 
ルフラグレジスタ 

主 H レジスタ 
主 L レジスタ 
主アキュ ムレー タ 
主 B レジスタ 
主 C レジスタ 
主 D レジスタ 
主 E レジスタ 
モフラク•レジスタ 


户 

广 

- 


与 

P 

— 



。阿 -n 

DEED 

\h\Fi\-\ I 


〇 

广 

— 



夕 

1- 



/ 

/ 

F 

- 







c 


補助 H ' レジスタ 
補助 L ' レジスタ 
補助アキ ュムレー タ 
補助 B ' レジスタ 
補助 C * レジスタ 
補助 D ' レジスタ 
補助 E ' レジスタ 
補助フラグレジスタ 


X 

X 

X 

X 


父 

X 

X 

X 


父 

X 1 X 

x | 


X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

心 


C / 

C / 

X 

X 


〇 

じ, 

X 

父 


〇 

〇 

X 

X 


CI 

〇 1 X 

父 


CI 

仁, 

X 

X 


〇 

〇 

X 

X 


〇 

CI 

X 

X 


CI 

IZI 

X 

X 


〇 

CI 

X 

X 


CI 

仁/ 

X 

乂 


CI 

1 二 1 

X 

父 



〇 

〇 

X 

X 


CI 

〇 

X 

X 


1。 

1:1 

父 

父 


〇 

a 

X 

X 


〇 

〇 

父 

X 


〇 

a 

X 

父 



じ/ 

X 

X 


〇 

a 

X 

X 


表 3.1 ユーザレジスタの表示 
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X X X X ：16ビットレジスタの内容表示 
XX : 8ビットレジスタの内容表示 
























































































































































































































































































































































义 2.6 プログラムの実巧 


作成したプログラムを SM - B -80 T に実行させるには、プログラムの開始ア ドレスを ア ドレスセット し、 
RUN キーを巧しますと、ア ドレスセット しを メモ リア ドレスより プログラムを実巧しまナ。また、プログ 
ラムの最後に HALT 命令を害き么んでわきますと HALT 命令を実斤した後、プ。グラムの実行を停止します。 


(操作例） 


アドレス010 0番地からプログラムを実巧させる例を示しまナ。 


G 1 0 口番地内容 


(注 ）X X X X は、 010 0 を入カナる前の表示を表わしまナ。 


まを、プログラムを 0 口 0 0 番地から実巧させる場合は、アドレススイッチを 0 0 日 0 側に設定して RESET 
キーを押ずことにより実巧を關始できまナ。 


010 0番地 

からプログラ 

ム 


ADDRESS 


DATA 


PC 

0 


SP 


PC 


PC 

1 


0 


0 


X 

X 

X 

X 



1 



III 

1 

〇 

〇 


REM 



1 



ADRS 


〇 

/ 

/ 

〇 

〇 


〇 

〇 




3.2.7 ステップ動作 

作成したプログラムに誤りが有る場合るどに、そのプ D グラムを1命令ずつ実行させるがら（ステップ動作） 
メモりやレジスタの内容を確讓していけばプログラムの誤りの箇所を発見ナることができます。 

ステップ動作を SM-B - 8 0 T に巧わせるには、ステップ動作をさせたいプログラムの開始アドレスを16進 
数でプ。グラムカク ンタ （PC ) に書き込み、 STEP キーを押すとプ。グラムを 1 命令実巧してプログラム 
実巧を停止します。このをめ STEP キーを押して1命令実斤して停止するごとにメモリの内容やレジスタ 
の内容を確認ナることがてき、プログラムのどの部分に誤りがあるかを調べることができます。 

プログラムを1命令実斤して停止したときにはアドレス表示部にかに実巧ずるアドレスを、データ表示部の上 
位2巧にアキュムレータの内容を、下2巧にフラグレジスタの內容を表示します。 


(操作例） 


アドレス010 0番地からプログラムをステップ動作させる例を示し3す。 
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キー操作 


PC 

0 


WRITE 


STEP 


REG ' 


PC 

REG 


0 


ADDRESS 


DATA 


プログラムカウンタ内容 


SP 


PC 


PC 


o 

广 



1 


0 


0 


1 

し 




O 

1 

O 

o 


プログラムカウン 

夕を指定 


プロク•ラムカクン 
夕に010 0 
を書き込み 


スタックポインタ内容 


アドレス010 0 

番地からステ 
ップ動作 


次に実巧ナベきアド アキュムレータ フラグレジスタ 

レスを表示 内容 内容 


ステップ動作でプログラム実巧を停止したを 、 RUN キーを押ナとアドレス表示部に表示しているアドレ 
スからプログラムを実巧しまナ。 


义 2. 8 プレーク動作 

プ レーク動作は、 ブ レークアドレスレジスタに 害き込んだ アドレスの一つ 前までの命令をプ レークカウンタに 
書き込んだ回数だけ実巧して停止します。 

ブレーク動作を使用しますと、プ〇グラムの中に同じ命令をある条件にるるまで何度も繰り返す命令があると 
きに、ステップ動作と組み合わせて使用すれば効率よくプログラムの誤りを発見できます。 

ブレーク動作を SM - K -80 T に巧わせるには、プログラム実巧を停止させをいアドレス〔ブレークポイント） 
をブレークアドレスレジスタ （ BA ) に書き込み、プレークカウンタ 〔 BC ) には実斤回数を書き込みます。そ 
して、プレーク動作をさせたいプログラムの開始アドレスをアドレスセットし 、 RUN キーを押ナと、ブレ 
-クアドレスレジスタ 〔 BA ) が指ナアドレス（ブレークポイント）の 一つ 前の命令までのプログラムを、ブレ 
-クカウンタ （BC ) が0にるるまで実巧して停止します。まを、このときはアドレスま示部にプレークアドレ 
スレジスタの巧容 （ ブレークポイント ） を表示し、データま示部の上位2巧にアキュムレータ内容を、下2巧に 
はフラグレジスタ内容を表示します。 

(注）ブレーク動巧での繰り返し回数は、1〜2 5 5回です。ブレークカウンタが0のときはブレーク動作は行 
わずに普通のプログラム実巧とるります。 

ブレークポイントは、 CPU の命令のオペレーションコード （ OP コード）が入っているアドレスでるけ 
ればをりません。 

オペレーシヨンコードが入っているアドレス 凶 外をプ レー クポイントとして設ちしますと、ブ レー ク動作 
を行いません。 
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〔操作例） 


ブ レーク 動作を させたいプログラムの 開始 アドレスを010 0番地とし、ブレークポイントを01 AB 番地、 繰 
り返し回数を 10 0 回と設定してプ レー ク動作を させる 例を示し まナ。 


キー操作 


REG ' 


BA 

REG 


4 


PC 

0 


SP 

1 


A 


B 


WRITE 


BA 

4 


\^RITE 


PC 

0 


SP 


PC 


PC 

1 


0 


0 


RUN 


ADDRESS 


DATA 


b FI 


プ レー クアド 
レスレジスタ 

を指定 


プ レー クア ドレスレジスタ 内容 


FI 




1=1 

j- 

- 



O 

1 

円 

b 


a 

'二' 

1 

□ 

\ / 

ブレークカウンタ内容 

〇 

0 

1〕 

ソ 


〇 

〇 




プレークポイ 
ントとして 
01 AB 番地 
を書き込み 


繰り返し回数 
10 0回を 
16進数の 
6 4で書き込 

み 


I レジスタ内容 


〇 

1 

〇 

〇 


REM 



1 



ADRS 


〇 

/ 

/ 

〇 

仁/ 


〇 

〇 




010 0をア 
ドレスとして 

指定 


0100番地内容 


〇 

1 

FI 

III 


プレークボイ 
ントでプログ 
ラム実斤停止 


フレ—クポイントを表巧アキュムレータフラク•レジ 

内容 スタ内容 


(注）繰り返し回数は 16 進数てプ レークカウンタ に害き込んで 〈ださい。 
繰り返し回数10 0回=16進数の6 4 


プレーク勤化でプログラム実巧を停止した後 、 STEP キーを巧すとブレークポイントよりステップ動作を 
奠けし3ナ。また 、 RUN キーをがしをときはブレークポイントよりプログラムを実巧しまナ。 
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3.3 すーディすカセットとの接続 

プログラムを入れる反 AM メモリは、電源が切れるとその内容が壊われてしまい作成したプログラムの保をがき 
きません。 

そこで SM - B -80 T は一般の才ーディォカセットをプログラム保存に使用しています。 SM - B -80 T にはこ 
の才ー ディ オカセットとの間でプログラム （ データ ） をやりとりするをめのインターフ王ースを巧蔵しています。 

え 3. 1 プログラムのカセットテープへのストア （； プログラムの書き込み） 

プログラムをカセットテープヘストアナるときは図え1に示すように接続してください。 

アドレススイツチ 



プログラムをカセットテープヘストアナるときは、次の手順で斤ってください。 

( 1 ) 才ー ディ オカセットにカセットテープをセット しまナ。 

(2) リモート用ケープルの一方を CPU ポードの REM 端子 （E Ji ) へ、他方をカセットのリモート端子へ差し 
込みまナ〇 

は） AUX / イヤホン用ケーブルの一方を CPU ポードの AUX 端子 （E J 2) へ、他方をカセットの AUX 端子 
へ差し込みます。 

(4) カセットの巻き戻しポタンを押して誉き戻しが態にしてからかのキー操作でテープを巻き戻して〈ださい。 


S 扭灯 


REM 

ADRS 



SHIFT 


REM 

ADRS 


リモ -- 卜端子を ON してテープを巻き戻します。 
このとき REM 用し ED が点灯しまナ。 

テープを舊き戻したらリモート端子を OFF します。 


(注）リモート端子をキーで制御する場合は反転式にをっていますので、リモート端子が ON のときの 


REM 

ADRS 


キー操作では OFF 、まを、逆にリモート端子が OFF のときの 


SHIFT 


REM 

ADRS 


S 扭 FT 


キー操作 


では ON 状態にをります。 
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(6) テープの巻き戻しが終わつをらカセットの REC (録音）ポタンと PLAY ポタンを同時に押して録^が態に 
してください。 

(6) かにアドレス表示部に、ストアしたいプログラムが入っているメモリの開始アドレスをセットし、データ表 

キーを押すと自動的にカセットが 


示部にプログラムの終了ア ドレスをセット して 


SHIFT 


次に 


STOR 

DEC 


動き出し、カセ.ソトテープへのストアを始め3ナ。 

ストアが終了すると自勤的にカセットを停止して、データ表示部にストア前にセットしをプログラムの格了 
アドレスを、アドレス表示部に終了アドレスの次のアドレス（終了アドレス+1番地）を表示します。 

3を、ストア中は REM 用 LED が点灯します。 


[操作例） 


アドレス0000番地から0 5 F F 番地の1 K パイトをカセットテープにストアナる例を示します。 


キー操作 


ADDRESS 


DATA REM-LED 


SHIFT 


REM 

ADRS 



SHIFT 


REM 

ADRS 



PC 

0 


PC 

0 



REM 

ADRS 




PC 

0 


I Y 

3 



SfflFT 


STOR 

DEC 


PC 


PC 

0 


0 


X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

X 


O 

o 

o 

' 二 ' 


X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

X 


o 

o 

O 

o 


O 

O 




'さ 


端子 ON 

でテー プ 

を巻き 
房し 


OFF 


開始アドレス 

0000番地 

セット 


開始アドレス 


00 0 0番地内容 


終了アドレス 

0 5 F F 番地 

セット 


終了アドレス 


さ 


プログラ 
ムストア 

中 


ストア中は消灯 



プログラ 
ムスト了 

終了 


終了アドレスのりのアドレス 終了アドレス 


(注 ）X X X X は、カセットテープにきき込む前の表示を表わします0 
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义义 2 プログラムのカセットテープよりの口ード（プログラムの読み込み） 

プログラムをカセットテープより口ードナるときは図ん2に示すように接続してください。 



図 3. 2 プログラムを口ードナるときの接続 


カセットテープからプログラムを口ードナるときはみの手順で巧ってください。 

(1) 才ーデイオカセットにカセットテープをセットします。 

(2) リモート用ケープルの一方を CPU ポードの REM 端子 C E Ji ) へ、他方をカセットのリモート端子へ差し 
込みまナ〇 

け） AUX / イヤホン用ケーブルの一方を CPU ポードの PHONE 端子へ、イ也方をカセットのイヤホン端子、 
または、外部スピーカ端子へ差し么みます。 

( 4 )カセツトの巻き戾しポタンを押して舊き房し状態にしてから次のキー操作でテープを巻き戻してください。 


SHIFT 


REM 

ADRS 



S 扭 FT 


REM 

ADRS 


リモート端子を ON してテープを舊き戻しまナ。 
このとき REM 用 LED が点なします。 

テープを卷き房したらリモート端子を OFF します。 


け）テープの巻き戻しが接りましをらカセットの P し ay ポタンを押して再生が態にし、カセットテレコの音量 
ツマミを中間〜最大の間にしてください。3た、音質調整ツマミがをればこれも中間〜最大の間にしてくだ 
さぃ〇 _ 

L [load 

(がかに SHIFT INC キ—を押すと自動的にカャットが動き出し D - ドを始めます。 

口ードが裕了ナると自動的にカセットを停止して、アドレス表示部に口ードしたプログラムの開始アドレス 
を、データ表示部に終了アドレスを表示します。まを、口ード中は REM 用 LED が点灯します。 


(注）カセッ ト テープに スト アナるとき、最初の約3 0秒間はデー タ 1が書き込まれていますので、テープを巻 
き房して再生状態にしたときは、この部分でテープを止めてください。 

詳細は 4. 3. 5項のカセツトテープへの書き么みフォーマットの説明を参照してください。 
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デ—夕 1 の音をスピーカに再生ナると、ピ ー( 2.4 kHz ) という音がします。また、データ〇はポ_ 
C 1.2 kHz ) という音がします。 


(操作例） 


义 3. 1巧でカセットテープヘストアしをプログラムを口 —ドする例を示しまナ〇をだし、あらかじめテ—プを卷き 
房して再生状態にしてください。 

去描化 ADDRESS data REM-LED 


SHIFT 


LOAD 

INC 


省 


口 —ド中は消な 


プロク•ラ 

ムロード 

中 


プログラム 
口 -ド終了 

口ードしをプログラム ロードしをプログラムの 

の開始アドレス 終了アドレス 



プログラムを口ード中に化のようを表示にるつたときは、プログラムの読み込みエラーですので最初からやり 
をわしてください0 

(注）使用するカセットテ—プに傷がありますとプログラムの読み込みエラーの原因とるりますので新しいもの 
と交換してください。 


プログラム 読み込み エラーのときの 表 巧 

ADDRESS DATA REM * LED 


読み込み エラーの ときは 
プログラムの口ードを中 
止し3す。 


3.4 プログラムの作ぶとデバッグの仕方 

SM - B -8 Q 了の基本的を操作方法がわかりましちので次に実終にプログラムを作成して、そのプログラムのて 
パッグの仕方を説明します。 

3.4.1 プログラムの作成手順 

SM — B -80’ T を使用してのプログラムの作成手順を説明します。 
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始 


め 




仕様の巧定 


マイクロコンピュータに 何を巧 わせるか 
の 仕様を決めます。 



流れ図 （ フロー チ*- 
卜）の作成 


ソースプログラムを 
書 < (コ- ディン ゲ） 





ソースプログラムを 

機械語に変換 




機械語プ D グラムを 
キーポードより入力 


プログラムをカセッ 
トテープにストア 


モニタを使ってプロ 
グラムをテスト 


プログラムの修正 



正しい 


終 


わ 


仕様に基づいて マイクロコン ピュータに 
行わせる仕事の処理手順をわかりやすい 
よ うに図式的を流れ図 （フローチ*-卜） 
として表わし3す。 


フローチトートにより、 Z — 80 CPU 
のアセンブリ言語でソースプログラムを 
ききまナ（ コーディング）。 


ソ ース プログラムを 付属のリファレンス 
力ードを 使用して機械語に変換し ます。 


機械語に変換しをプ〇グラムをキーボー 
ドからメモリに害き么みます。 


メモリにきき込んゼプログラムをカセッ 
トテープにストアしまナ〇 


モニタを 使って プログラムを 実行 させ、 
その結果を調べます。 

(:注）プ D グラムを 実な させを 結果、 メ 
モリに害き込んでいを内容が大きく 
をっていたらカセ.:/トテープよりプ 

ログラムを口ードして < ださい . 

改めてキ ーボードよ り プログラムを 
入れ直ナ手間がいりません。 


実斤の結果が正しくをければソースプ D 
グラム、巧械義に変換したプ。グラムを 
調べて間違いを修正しまナ。 

機が語への変換間違いであればソースプ 
ログラムの修正は必要ありませんので機 
械語でキーポードより入力し直します。 


プログラムを実行させを結果が正しいか 
を確認しまナ。 

結果が正しければた I 前に カセッ ト テー プ 
に入れた プログラムを 保を用として使用 
します。 


図 3.3 プ D グラムの作成手順 
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簡単をプ D グラムの作成例を示しまナ。 


(:例） 


才ーディォカセットのリモート端モ用 LED を約1秒周巧で点がさせまナ。 


ただし、リモート端子には CPU のポートア 

ドレス DC C 16進数）を割り当ててい3ナので、かの命令で LED 

を点灯させたり消なさせたりできます。 



CPU 命令 

機が語 

REM-LED 

OUT C 0 DCH ) , A 

D 5 DC 

点灯 

IN A , ( 0 DCH ) 

DBDC 

消灯 

(注 ） （ODCH ) の H は、 DC が 16 進数であることをまわしまナ。また、 
で始まるアドレスの前に書きます。 

0はアセンブラの命令で、 A 〜 F 


(1) フ D — チトート （ 流れ図） 

フローチ*—卜を図え4に示します。この中で約 0.5 秒間を数えるのにサブルーチンを使用しています。こ 
のサブルーチンの中でも、 0.1 秒を数える部分と、 0.1 がを5回数えて 0.5 秒にする部分に分けています。し 


たがって 0.1 秒を5回数えるのを10回にすれば1秒点灯、1秒消灯というようにを要できまナ〇 

1秒 


2 秒 _ I 

1秒点灯^1秒消灯，! 


0.5 秒 0.5 秒 

<ち灯消灯 t 



10回のとき 


5回のとき 


メインルーチン 


サブルーチン TIME•COUNT 




図 3. 4 フローチ* —卜 


— 4 0— 
















































アドレス 機械語 

1 

2 0 0 0 0 D ろ DC 

5 0002 CD 0 C 00 

4 0005 DBDC 

5 0 0 0 7 CD 日 COO 

6 00 OA 18 F 4 

7 00 日 C 0605 


ORG 

LOOP : OUT 

CALL 
IN 

CALL 

JR 

TCOUNT : LD 

し00 P 1: し D 

し0 OP 2 : DEC 

LD 
OR 
JR 

D J NZ 
RET 


アセンブリ言語 

0 

( ODCH ) , A 
TCOUNT 
A . C ODCH ) 
TCOUNT 
$ -10 
B . 5 

HL , 2 4 E 6 H 
HL 
A . H 

NZ . $ - 3 
$ - 8 


ソ-スフ D クラムを機械語に変換するときは次の点に注意してください。 

( a ) 16ビットのデータをレジスタるどに設定するときの上化8ビットのデータと下位8ピットのデータの並 
ぴはかの例に示すようにします。 


アセンブリ言語 

し D H し，2 4丘 6 H 


機械語 


(:例 


LD HL— 

下位8ビ. 

上な8ピソトデー女 
モリには、21 .0 0.2 4 の順序で害き込みます。 

プ （"J R ") をどを使用するときの例を示します。 



説 明 

HL レジスタに16進数の 
24 E 6 をセットしまナ。 


化）リラティブジ 
(例） 


アドレス 

0 0 2 0 
0 0 2 1 
0 0 2 2 
0 0 2 5 
0 0 2 5 


アセンブリ言語 


機械語 


•DEC 

HL 

|FBf . 

•…. 2 B 

し D 

A , H 

FC . 

.…. 7 C 

OR 

し 

FD . 

.…. B 5 

JR 

NZ ,$—5 

FE , FF •… 

.….2 0 

D J NZ 

$ -8 

0 0. 

.….10 


0 0にるります。 

「JR NZ . $-5」の $- ろはアセンブラの命令で 、 「JR NZ . $-5」のアドレス0 0 2 5番 
地から 一 5番地 ( 0 0 2 0 番地）へ戻ることを意味します。 


(2) ソースプ。グラムを機械語に変換したリストを示し3す。 

プログラムの開始アドレスは0 0 0 0番地、終了アドレスは0 018番地です。 

Z - 8 0 ASSEMBLER VI . 1 PAGE 1 


4 

2 

6 B 6 
E F F 

1 B c 5 o o 9 

2 2 7 B 2 1 c 

E 12 5 4 6 8 

0 0 0 0 0 0 日 
o o o o o o o 
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をだし、機械語に変換するときは 「JR NZ .$-3」 のかのァドレス0 0 2 5番地を0 0とし、戻りた 

いアドレスまで 一 1を巧いまナ〇 

ディスプレイスメントがプラスのときは、次のアドレスを0 0とし、+1を斤います。 

(例） 


ァ 

卜. 

レ 

ス 

ァ 

センブ 

リ言語 

機 

械語 

0 

0 

2 

0 

「J R 

NZ 

• $+4 


2 0尚 

0 

0 

2 

2 

LD 

A . 

H 

0 0 . 

…… 7 C 

0 

0 

2 

5 

LD 

B ， 

01 H 

010 2- 

. 0 6 0 1 

0 

0 

2 

4 

一し D 

し 

0 5 

L 回…- 

.0 E 0 5 


は）機械語に変換しをプログラムをキーポードより入力します。 

機械語に変換したプログラムをァドレス0 0 0 0番地よりメモリに害き込んでください。 

(4) カセットテープにストアします0 

け)でメモリに書き込んだプログラムをカセットテープにストアしてください0プログラムはアドレス000 
〇〜〇 018番地のメモりに害き込まれています。 


3.4.2 プログラムのデバックの仕方 

3.2.7 項のステップ動作、 3. 2.8 項のブレーク動作を使ってプログラムに誤りがないかを調ぺます。 


(操作例） 


(1) ステップ動作 

アドレス0000〜00 0 C 番地の命令までステップ動作させます。 


キー操作 


REG' 


PC 

REG 


0 


PC 

0 


PC 


PC 


PC 

0 


0 


0 


WRITE 


STEP 


STEP 


ADDRESS 


DATA REM •LED 


プログラムカクンタ内容 


o 

O 

O 

III 


弓 

1 〕 

- 



O 

o 

o 

1? 


スタックポインタ内容 


アキュムレータ内^フラク’レジスタ 


o 

o 

o 

1: 


巻 

瓣 

さ 


OUT 命 

令で 

LED 


アキュムレータ巧^ フラク•レジスタ巧^ 
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STEP 


〇 

〇 

〇 

IE 


'さ 


アキ ュ ムレータ内容フラグレジスタ内容 

ここで、アドレス0 0 0 C 番地の命令 「LD 6.5」で6レジスタに16進数の日5が書き込まれをかを確 
認します。 


REG' 

REG 


〇 

〇 

仁/ 

与 


さ 


B レジスタ内容 


続いてステップ動巧させます。 


STEP 


〇 

〇 

1 

1 


アキュムレータ内容 フラク•レジスタ内容 

ここで、アドレス00 0 E 番地の命令 「LD HL . 2 4 0 0 H 」 で HL レジスタペアに16進数の24 〇 〇 
が書き込まれをかを確認します。 


REG' 


H 

REG 


8 


LOAD 

INC 


，し, 


— 


〇 

〇 

己 

ソ 

\_ / 

H レジスタ内容 

し 


- 


〇 

III 

III 

〇 


'さ 


しレジスタ内容 

(2) ブレーク動作 

ブレークポイントを0 018番地、繰り返し回数を1回としてアドレス0011番地よりブレーク動作させ 
ます 0 


REG' 

REG 


BA 


PC 

0 


PC 


SP 


H 

0 


1 


8 


WRITE 


III 

円 

— 








た 

/ 

クアドレスレジスタ巧 

b 

1 二! 

— 


〇 

0 

1 

8 


b 

1： 

— 


〇 

〇 

〇 

III 


'さ 


'さ 


グレークカウンタ内容 
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REM 

ADRS 


〇 

a 

1 

1 


1 

1 

1? 

1〕 


RUN 


ブレーク動作中は消灯しまナ。 

約1分後、次の表示とをります。 


〇 

〇 

1 

日 

〇 

〇 




、さ 

を 


プレークポイント アキュムレ フラク V ジスタ 

—夕内容内容 

ブレークポイントでプログラム実巧を停止しますと、 HL レジスタペアの内容と、 B レジスタの内容は0にる 
っています。 


REG' 


H 

REG 


8 


〇 

〇 

〇 

〇 


H レジスタ内容 


LOAD 

INC 


〇 

〇 

〇 

〇 


L レジスタ内容 


LOAD 

INC 


1二1 


— 



〇 

〇 

〇 

〇 


アキ a ムレータ内容 


LOAD 

INC 


b 


一 



口 

0 

〇 

〇 


さ 

島 

'さ 


B レジスタ内容 

続いて0 018番地〜0 0 0 7番地までをステップ動作、0 0 0 C 番地からプログラムを実巧させます。 


STEP 


さ 


アキュムレータ内容フラク V * ジスタ内容 


算さ兽 


と/ 

广_ 

し 

〇 

〇 

〇 

1 







i 

! - 

III 

〇 




0 


0 
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STEP 


STEP 


RUN 


〇 

III 

〇 

厂1 

1 












\ 

_ / 

\ 

/ 





アキ 

ュムレータ内容フラク V ジスタ内容 

〇 

〇 

III 

广 












\ 

J 

V 

_/ 





アキュムレータ巧容フラグレジスタ内容 










LED は点が 
を繰り返しま 

\ 








/ 



SM - B -8 0 T で使用するモニタプログラムについては第 4 章で詳しく説明します。 
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第 4 章 モニタプログラム 


4.1 俄 要 

SM - B -80 T のモニタプログラムは、 SM - B -80 T のキー、 LED 、 カセットインターフ x - スをどを制御 
し、またユーザプ D グラムの実行、修正を巧いまナ。なにモニタプログラムの主をお能と特長を示します。また 
付録8にモニタプログラムのリストを示しまナ。 

機能 

①ユーザレジスタの内容表示、わよびを更 

③ メモリの内容表示、わよぴを更 
⑥ユーザプ□グラムの実巧 

④ ユーザプログラムのステップ実斤 

⑥カセットテープよりの 口ード、 も、よぴストア 
⑧ブレークポイント、プレークカウンタお能 

特長 

① レジスタのシンポル表示 

② 16ピットレジスタの変更が容易になえる 

⑤ 才ーディォカセットのりモート操作 
④カンサスシティ規格採用 


4.2 m 成 

モニタプログラムは、 かの ミつ の部分よ b 巧成されています。 

① メインルーチン 
③コマンド処理ルーチン 

⑤割り込み処理ルーチン 

メインルーチンは、キー入力を待ち、入力されたキーに従って処理を進めます。データキーが入力されると、そ 
のデータを LED に表示し、またコマンドキーが入力されると、そのコマンドの化理ルーチンへ制御を移します。 
コマンド処理ルーチンは、各コマンドキーに対応した処理を巧います。 

割り込み処理ルーチンは、 SM - B -8 ので使用しているノンマスカプルインターラプトの処理ルーチンで、レジス 
夕の退避、プレークカウンタの更新るどを巧います。 
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図ん 1 モニタ プログラム構成 

4.3 モニタサブ J レーチン 

モニタで使用しているいくつかのサプルーチンを、ューザプログラムで使用することができます。モニタサブ 
ルーチンの名前と蘭始アドレスをかに示します。 




名 前 


アドレス 

① 

セグメン 

トデータ変換サブルーチン 

CSEGCON ) 

E5 24 

② 

文字デ _ 

夕変換サブル_チン 

( D I SP ) 

E 2 F 7 

③ 

キー入力 

• LED 表示サブルーチン 

(KEY I N ) 

E 5 5F 

④ 

タイマー 

サブルーチン 

(WAIT) 

E2 B7 

⑥ 

カセット 

口 ードサブルーチン 

CLOAD ) 

E 1 C6 

⑧ 

カセット 

ストアサブルーチン 

(STORE ) 

E 2 5 6 

① 

LED 表示サブルーチン 

(SCAN ) 

E 5 7 0 


化降の説明では、アドレスの代りにん4項のメモリマップの名前を使用します。 
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4.3.1 セグメントデータ変換サブルーチン SEGCON 

<機能> 

D I SBUF 内の文字データをセグメントデータに変換して SEGBUF にストアします。 


<開始アドレス> 

巨5 2 4 番地 


<使用 レジスタ> 


A , F , B , C , D , E , H , L 


ADDR , DAT A の内容は、二つのパッファ D I S B U F と S EG B U F を通して表示されます。 

まず ADDR ， DATA は、サプルーチン D I S P 1 によって文字データに変換され、 D I SBUF に格納され 
ます。次に各文字データは、サブルーチン S 巨 GCON によってセグメントデータに変換され、 SEGBUF に 
格納され 3 す。 SM - B -80 T では、 LED 表示をソフトクエアで巧っているを めキー 入力•表示サプルーチン 
の実行中のみ SEGBUF のデータは LED に表示され 3 ナ。 


+10 +10 

12 5 4 ADDRESS AB CD DATA 


^ ^7- DISP1 

+7 +6 +5 +4 +3 +2 +1 0 


1 

2 

5 

4 

A 

B 

C 

D 

+ 7 

+ 6 

+ 5 

SEGCON 

+4 +3 +2 +1 

0 

0 6 

5 B 

4 F 

6 6 

7 7 

1 こ 

5 9 

5 E 


DISBUF 


SEGBUF 


LED 

ADDRESS 


く文 ^ KEVIN 

DATA 


/ 

己 

El 

し /' 


FI 

b 

r 

III 


図ん 2 表示データの変換 

SM - B -80 T は、表ん 1 に示す 26 種の文字を表示することができ 3 す。 
各义字には順に番号が割り当ててあってこの番号をこの文字の文字データと呼 
びます。また LEO のどのセク•メントをぶ灯させるかに対応したデータをこ 
の义ぞのセク•メントデータと呼ぴ3ナ。 


7 

6 

5 

4 

5 

2 

1 

0 


ピット 7 ピット 6 ビット 5 ピット 4 ビッ•卜 5 ピット 2 ビット 1 ピット 0 


図 4.3 セグメントデータ 


0 



LED 
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文字 

文字 

データ 

セグメント 
デ—夕 

LED 

D 

0D 

巳 E 

，二 / 

巨 

0 E 

7 9 

1= 

F 

OF 

71 

1= 

H 

10 

7 4 

/•# 

L 

11 

5 8 

L 

P 

12 

7 5 

/ 二 ' 

X 

15 

7 6 

hi 

Y 

14 

6E 

' 二 / 

— 

15 

4 0 

■ 

1 

16 

2 0 

# 

空白 

17 

0 0 


I 

18 

0 6 

/ 

S 

19 

6D 



文字 

文字 

データ 

セグメント 
データ 

LED 

0 

0 0 

5C 

凸 

1 

01 

0 6 

1 

f 

2 

0 2 

5B 

し二 ' 

ろ 

0 5 

4 F 


4 

0 4 

6 6 

し！ 

5 

0 5 

6D 


6 

0 6 

7D 

El 

7 

0 7 

2 7 

n 

8 

。8 

7 F 

El 

9 

0 9 

6 F 

巧 

A 

0 A 

7 7 

円 

B 

OB 

7C 

b 

C 

oc 

5 9 

广 


表ん 1 文字表示を換表 （ 16 進数） 
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図 4. 4 セグメント変換サブルーチン 


ぐ注意> 

SEGCON は、デシマルポイントをサポートしていません。 

デシマルポイントを 点灯するには、 SEGBUF の対応するバイトのピット 7 を 1 にしるければるりません。 
<例〉 

し ED に！〜8の数を表示するルーチンでナ。 



アドレス 

掛战語 

ァセ三 

'プリ言語 

1 



0民 G 

0 

2 

0 0 0 0 

21 D 5 FF 

LD 

HL , D I SBUF 

5 

0 0 0 5 

0 6 0 8 

LD 

B , 8 

4 

0 0 0 5 

7 0 

LOOP : LD 

(HL ) , B 

5 

0 0 0 6 

2 5 

INC 

HL 

6 

0 0 0 7 

1 0 FC 

D J NZ 

LOOP 

7 

0 0 0 9 

CD 24 E 5 

CALL 

SEGCON 

8 

0 0 0 C 

CD 5 FE ろ 

CAL し 

KEY IN 
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4.3.2 文字データ変換サブルーチン DISP 


<機能〉 

ADDR ， DATA の内容を文字データに変換して DISBUF にストアし、 SEGCON をコールしてセグ 
メントデータを SEGBUF にストアします。 

く開始アドレス> 

E 2 F 7番地 


<使用 レジスタ〉 

A , F ， B ， C , D , E , H , し， Bi , Di , Ei , Hi , し 

<フローチ * —卜〉 



図ん5 文字データを換サプルーチン 
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<例> 

し ED に1〜8の数を表示するルーチンでナ。 



アドレス 

㈱ 成語 

アセンブリ 言語 

9 



ORG 

0 

10 

0 0 0 0 

215412 

LD 

H し，12ろ 4 H 

11 

0 0 0 5 

2 2 E 1 FF 

LD 

CADD 民）， H し 

12 

0 0 0 6 

217856 

LD 

HL , 5 6 7 8 H 

15 

0 0 0 9 

2 2 DFFF 

LD 

(DATA ) , HL 

14 

0 0 0 C 

CDF 7 E 2 

CALL 

D I SP 

15 

0 0 OF 

CD 5 FE 5 

CALL 

KEY I N 


4.3.3 キー入力 • LED 表示サブルーチン KEY IN 

<機能> 

SEGBUF 内のセグメントデータを L 巨 D 表示し、キー入力を待ちます。キー入力があればそのキー番号を 
A レジスタに入れてリターンします。 

<開始アドレス> 

E 55 F 番地 


<使用レジスタ> 

A ', F ', C ', IX ， IY を除く全レジスタ 

<出力> 

図 4.6 にキーの位置とキー番号の対応図を示します。 （16 進） 



図ん6 キー番号 
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< 例〉 

入力しをキーのキー番号を LED に表示します。 



アドレス 

機械語 


アセンブリ言語 

16 




ORG 

0 

17 

0 0 0 0 

CD 5 FE 5 

LOOP : 

CALL 

KEY I N 

18 

0 0 0 5 

6 F 


LD 

L , A 

19 

0 0 0 4 

2 6 0 0 


し D 

H , 0 

20 

0 0 0 6 

2 2 DFFF 


LD 

( DATA),HL 

21 

0 0 0 9 

CDF 7 E 2 


CALL 

D I SP 

22 

0 0 0 C 

1 8 F 2 


JR 

し0 OP 


4 .义 4 

タイマーサフルーチン 

WAIT 

< 機 

能〉 



B レジスタの内容を n とすると 、 n X 0.5 か後にリターンします。 


<關始ァドレス> 

E 2 B 7 番地 

<使用 レジスタ〉 

A，F , B , H，L 


<フローチトート> 



図 4. 7 キー入力 • LED 表示サプルーチン 
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図 4. 8 タイマーサブルーチン 


<例> 

1秒ごとに民 EM 用 L 巨 D が点滅します。 



アドレス 

機械語 


ァセ;^ 

'プリ 言語 

25 




ORG 

0 

24 

0 0 0 0 

DBDC 

し OOP : 

IN 

A , C REM ) 

25 

0 0 0 2 

0 6 0 2 


し D 

B , 2 

26 

0 0 0 4 

CDB 7 E 2 


CALL 

WAIT 

27 

0 0 0 7 

D 5 DC 


OUT 

( REM),A 

28 

0 0 0 9 

0 6 0 2 


LD 

B ， 2 

29 

0 0 0 B 

CDB 7 E 2 


CALL 

WAIT 

50 

0 0 0 E 

1 8 F 0 


JR 

LOOP 


4.3.5 カセットロードサブルーチン LOAD 


<褚能> 

カセットテープよりメモリへデータまちはプログラムを口ードしまナ〇 

く開始アドレス> 

巨1 C 6番地 

<使用レジスタ〉 

A , F , B , C , D , E , H , し 


くデータフ ォーマツ ト〉 

^ M - B -80 T のカセットインターフエースは、カンサスシティ 規格を採用 しても、り、なに 示す仕様とるつ て 
います0 
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モード 

伝送速度 

マ-ク（論理 "1") 

スぺ-ス（論理 "0") 
テー プヘッダ 
プロックヘッダ 


直列非同期 
3 0 0 ポ— 

2400 Hz を8サイクル 

1200 Hz を4サイクル 

テープの關始よりマーク周波数を 3 0 秒間記録 

マーク周波数を 5 秒間記お 


スタートビツ 

卜 1ビッ 

卜 〔論理 t 

‘0") 

ストップビッ 

卜 2ビプ 

卜（論理‘1 

‘1") 

データビプト 

8ビッ 

卜 




プロック 


テープヘッダ 

データブロック 

ヘッダ 

データブロック 

11…11 


11…11 



エンドブロック 

0 0…00 


30秒 


5秒 


5 秒 


レコード 

ナンパー 

レコード 

サイズ 

レコード 

タイプ 

ロード 

アドレス 

HIGH 

口ード 

アドレス 

LOW 

データ 

チェック 

サム 

' ’ ' ~~ , «—- ' ~~ • —- ' - - --- - 

- -^ 


バ 

イ 

卜 


パ 

イ 

h 


パ 

イ 


バ 

イ 


パ 

イ 

卜 


n 

パ 


バ 

イ 

卜 


図 4.9 カセットテー プデ —タフォーマッ 


レコードナンバーは、レコードのシークエンスナンパを示す。1〜最大 2 SS 
レコードサイズは、このレコードのデータ長を示す。 最大2 5 5バイト 

レコードタイプは、このレコードの種類を示ナ。け〇"の場合、エンドレコード 
"1" の場合、デ-タレコード です。 

<注意> 

もし口ー ド 中に エラーを 生じると、 LED へ"-，，を 表示して モニタへ 戻ります。 
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ぐフローチ* —卜〉 



図 4. 10 カセットロードサブルーチン 
ん义6 カセットストアサプルーチン STORE 
<お能> 

カセットテープへデータ、まちは、プログラムをストアします。 

このルーチンをコールする前にストアナるメモリブロックの開始アドレスを ADDR へ、最格アドレスを D A 
TA にセットしているければをりません。 


<開始アドレス〉 

巨2 5 6番地 

<使用レジスタ〉 

A, F , B , C , D , E , H , L 

くデータフ ォーマッ ト〉 

4.3.5 参照 


一5 6 — 


























<例> 

0番地より10 0番地の内容をカセットヘストアしまナ。 



ァ 

ドレス 

機械語 

アセンブリ言語 

51 




〇艮 G 

0 

52 

0 

0 0 0 

210000 

LD 

HL , 0 

55 

0 

0 0 5 

2 2 E 1 FF 

LD 

CADDR ) , HL 

54 

0 

0 0 6 

210001 

LD 

HL ,10 OH 

55 

0 

0 0 9 

2 2 DFFF 

LD 

( DATA) , HL 

56 

0 0 0 C 

CD 5 6 E 2 

CALL 

STORE 


くフローチ* —卜〉 



図 4. 11 カセットストアサブルーチン 
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4. 3.7 LED 表示サブルーチン SCAN 


<巧能〉 


SEGBUF 内のセグメントデータを LED に表示します。 

SM - B -80 T では L ED の表示をダイナミックスキトンで巧っているため統けてコールして < ださい。 
<開始アドレス〉 

巨5 7 0番地 

<使用レジスタ> 

A , F , C , D , H , し 

<例> 

し ED に！〜8の数を表示ます。 



アドレス 

機械語 


アセンブリ 言語 

57 




ORG 

0 

58 

0 0 0 0 

21 D 5 FF 


LD 

H し ， D I S 

59 

0 0 0 5 

0 6 0 8 


LD 

B , 8 

40 

0 0 0 5 

7 0 

LOOP 1 : 

し D 

(HL ) ， B 

41 

0 0 0 6 

2 5 


INC 

HL 

42 

0 0 0 7 

1 0 FC 


DJNZ 

し OOP 1 

45 

0 0 0 9 

CD 24 E 5 


CALL 

SEGCON 

44 

0 0 0 C 

CD 7 0巨5 

し0 OP 2 : 

CALL 

SCAN 

45 

0 0日 F 

1 8 FB 


JR 

LOOP 2 


<フローチ*-卜〉 



図ん12 し ED ま示サブルーチン 
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4.4 モニタワーキングエリアのメモリマップ 


ディスプレイパッフ 


FFDC 
DB 
D A 
D 9 
D 8 
D 7 
D 6 
FFD 5 


D I SBUF 


SM - B -80 T は 、 FF 0 0番地より FFFF 番地までの2 5 6パイトのモニタ専用 RAM を持っています。 
この民 AM はモニタのワーキングェリアとして用いられます。 


FFFF 

FFFE 

H 

BADDR — 

プレークアドレスレジスタ H 

L 

FFFD 

BCOUNT 

プレークカウンタ 


FFFC 
FB 
F A 
F 9 
F 8 
F 7 
F 6 
F 5 
F 4 
F 5 
F 2 
F 1 
F 0 
EF 
EE 
ED 
EC 
EB 
EA 
E 9 
E 8 
E 7 
E 6 
E 5 
E 4 
FFE 5 


PC 


A 


ューザレジスタ 

セーブエリア 


X 


I Y 


SP 


FFE 2 

E 1 

AD D R H 

アドレスレジスタ 

FF 巨0 

DF 

data ^ 

データレジスタ 

FFDE 

REMSW 

リモートスイッチフラグ 


F FDD 


FLAG 


キーインプットフ ラグ 


8 7 6 
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FFD 4 


8 


D 5 


7 


D 2 


6 


D 1 

DO 

SEGBUF 

5 

4 

セグメント バッファ 

CF 


ろ 


CE 


2 


FFCD 


1 


FFCC 

MODE 

モート •フラグ STEP/RUN 


FFCB 


FF 9 A 


STACK 


モニタスタックエリア 


FF 9 9 


FF 0 0 


USER 


-ザースタックエリア 


表ん2 モニタワーキングエリア 

ュ-ザスタックとして15 4パイトのエリアが確保されています。スタックポインタはリセットナるたぴにこ 
のエリアを指すよう設定されますので、サブルーチンネスティク•は8 7まで司■能でナ。 
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第 5 章 SM - B -8 0 T ハードウエア 


この章では、 SM - B -8 0 T の構成、/、ードウエアについて説明します。 

をわ 、 LS I については付属の LS I 資料を参照してください。 

5.1 マイクロコンピュータの 基本的な巧成 

マイク □コンピュータは、基本的には CPU 、 メモリ、 I / O ポー トで 最小の システムが 構成できます。 
図 5.1 に Z - 8 0 C PU を使用する マイクロ コンピュータの基本的る構成を示しまナ。 



図 5.1 基本的を構成 


マイク。コン ピュ ータのシステムと しては 一般的に 経済性、信頼性から制御 プログラム（モニタプ。グラム）を 
民 0 M に 害いてわき、 RAM は、 データの 保存場所として、また、 スタック として使用しています。 

Z -80 CPU は 5 V 単一電源で動きますので、 ROM、R AM にも5 V 単一電源のものを使えば電源の種類が 
少るくてすみ、電源構成が簡単にるります。 

コンピュ ータシステムには、 コンピュ ータ 内部と外部世界とを結ぶ〔データ交信） I / O 回路が必要です。 

図 5.1 の構成では、 I / O ポートとして Z — 80 P 10を使用しています。 

Z — 8 0 P 10は、 CPU から送られてきたデータを外部に出力したり、また、外部から入力されたデータを 
コンビュー タ巧部のデータ バスに 取り込んだわします。 

図 5. 1はマイクロコンピュータの基本的る構成ですので、メモリるどのアドレスお分はアドレス信号を直接使用 
していまナカ;、将来メモりるどの拡張を考えた場合、アドレスデコードしてアドレス配分をした方が非常にち利と 
るります。 
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5.2 SM-B - 80 T のシステム巧成 


図 5.2 に SM - B -8 0 T のシステム構成を示します。 


CPU BOARD 



図 5. 2 SM - B -8 0 T のシステム構成 


SM _ B -80 T は CPU に LH —0080 ( Z -80 CPU ) を使用しています。 

ROM にはバイポーラのし H -7055( 1 K パイト）を使用し、モニタプログラムを害き込んで 1 個実装して 
い 3 す〔最大 2 個まで搭載できます）。 

RAM にはモニタプログラム専用の LH — 2111 A 4 C 256 パイト）と、ユーザ用としてし H -2114- 
3 ( 1 K パイト）を使用しています。また、 LH - 2114 — 3 は最大 3 K バイトまでが:張できす。さらに、メ 
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モリのチップ運択はアドレスデコード回路でアドレス信号 As 〜 A けをデコードした信号を使用していまず。 


才ーディォカセットインターフスは、8 2 5 1 (UART ) を使用してのデータの並列、直列変お回路と 
変調回路、復調回路、リモート回路、分周回路より構成されます。 

パラレルの I / O ポートは LH -0081 ( Z -80 P I 0 ) を使用していまず（オプション）。この他に、 
キーポードとのインターフ正ースに使用しているし H — 0 081もネーポードを使用しをければパラレル I / O ポ 
-卜として使用できます。 

キーポードは、2 5キー、8巧7モグメント LED 、 デコード回路、 LED 魔動回路よ b 構成し、3 4おのフラ 
ットケーブル （J 2) で CPU ポードと接続しています。 

ア ドレス、 データ、コントロ ール信号はバッファをかして100ピンコネクタ （ J 1 ) へつるがっていまナので、 
バッファを取り付けることにより J 1を用いてシステムを拡張できるようにるっています。 

SM—B —80 T はこの他に、リスタートアドレスを換回路、リセット回路、水晶発振回路をどにより構成されて 
いまず。 

図 5.3 に SM - B -80 T のシステム構成の詳細を示しまナ。 


5.3 アドレス配置 

SM - B -8 0 T のメモリアドレス、ポートアドレスについて説明します。 

5.3.1 メモリアドレス 

表 5.1 に SM - B -8 0 T のメモリアドレスを示します。 

メモリのアドレス配置は、アドレス信号 A け〜 As をデコードして各メモリのチップ選択信号として使用して 
います。 

ROM は、アドレス E 0 0日番地〜 E 7 FF 番地の 2 K バイトに配置しています。 

モニタプログラムが使用ナる反 am は、アドレス FF 00番地〜 FFFF 番地の2 5 6パイトにお置していま 
す。 

ューザ用 RAM は、アドレス0 0 0 0番地〜0 BFF 番地の 3 K バイトにお置しています。 

5.3.2 ポートアドレス 

表 5.2 に SM - B -80 T のポートアドレスを示しまナ〇 

ポートアドレスのお置は、アドレス信号 A 7 〜 Ao をデコードして各 I /〇ポートの透択信号として使用して 
いまナ。 

ポートアドレスの DE 〜 FF は将来のシステム拡張用としています。 
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図 5.3 システム構成 
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アドレス 

内 容 

FF 

DE 

システム予備 

DD 

/ セット （ OUT 命令） 
U 4 4 F / F リセット （ IN 命令） 

DC 

II ^ k 地ぶ ON ( OUT 命令） 
端モ OFF ( I N 命令） 

DB 

DA 

コントロール 

8 2 51 一. 

てータ 

D 9 

STEP 

D 8 

ARES 

D 7 

D 6 

D 5 

D 4 

ポート B コントロ —ル 

ポート B データ 

P I 〇2 . 

ホート A コントロ — ル 

ポート A データ 

D 5 

D 2 

D 1 

DO 

ポート B コントロール 

ポート B データ 

P I 〇1 . 

ホート A コントロ —ル 

ポート A データ 

CF 

0 0 

ブランク 


アドレス 

容量 

メモリ 

内 容 

FFFF 

FF 0 0 

256 

RAM 

LH —2111 A 4 

(ワーキングエリア） 

F 丘 FF 

巨8日0 

5 K 

768 

- 

ブランク 

巨 7 FF 

巨4 0 0 

1 K 

ROM 

LH - 7 0 5 5 

(オプシ3ン） 

E 5 FF 

E 0 0 0 

1 K 

ROM 

し H — 7 0 5 5 

(モニタ プログラム） 

DFFF 

0 C 0 0 

53 K 

— 

ブランク 

0 BFF 

0 4 0 0 

2 K 

RAM 

LH - 2114 

(オプション） 

0 5 FF 

0 0 0 0 

1 K 

RAM 

し H -2114-3 

(ューザエリア） 


表 5.1 メモリアドレス 


表 5. 2 ポートアドレス 


5.4 リスタート回路 

リスタート回路は、電源を投入しちとき、 reset キーを巧したときに CPU , PIO ィ8 2 5 1 , f/F を 
どをリセットナるためのものでナ。 

電源を投入、または 、 reset キーを押ナ ことによ りがけし"レ ペルと るり、 この " L " レ ペルの 間が 
リセット期間とをります。また、 この 信号は Cl と Re の 時定数で" H " レ ペルに るりますが、 " H ，， レ ペルにを 
ると リ スター トします0 

CPU , PIO , F/F に対しては RES ET 力;、8 2 5 1 に対しては R E S E T がリセット信号にるり3す。 
また、 MRESET は外部よりリセット信号を入カナるラインです。 

図 5.4 にリスタート回路を示します。また、図 5.5 にタイミングを示しす。 
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+5 V 



図 5.4 リスタ 


回路 


電源投入 



図 5.5 電源投入も、上ぴ手動リスタートのタイミング波形 


RESET 


キーを押しをときのチ*タリングは Cl と Rfi の時定数を充分に大きくして巧いでいます。 


5.5 アドレスを換回路 


アドレス変換回路は、アドレス切り換えスイッチで CPU のりスタートアドレスをユーザプログラムの開始アド 
レス0 0 0 0番地か、モニタプログラムの開始アドレス E 0 0 0を地のどちらかに変換するをめのものです。 

図 5.6 にアドレス変換回路を示します。 
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Z -80 CPU のりスタートアドレスは000 0番地ですが、アドレス切り換えスイツチを E 0 0 0側に設定 


しても、きますと RESET により7 4 7 4 CU 47 ) 力；" H " にセツトされますので、 CPU のアドレス信号 Ais 〜 
Ai 3 を " H ，， 〔1)にしまナ。これによりアドレスが E 0 0 0番地に変換されます。 

モニタプログラムを E 0 0 0番地より実行しますと化の命令が害き込まれていますので CPU のプログラムカウ 
ンタ （PC ) の害き換えと、7 4 7 4 ( U 47 ) を "L " にリセツトナるためアドレス信号 A け〜 Ai 3 をなが〇) 
にするのを中止します。命令の詳細は付録8のモニタプログラムリストを参照してください。 


16進アドレス 

おが語 

アセンブリ 言語 

E 0 0 0 

C 5 0 5 E 0 

J P 

$ + 5 

E 0 0 5 

D 5 D 8 \ 

OUT 

(SYS ) ， A 

ARES 信号/ 


、E 0 0 5番地へジ 

* ンプしまナ。 


(ポートアドレス D 8) (プログラムカウンタの害き換え） 


+ 5 V 



回路より 。47 : 7474 


図 5.6 アドレスを換回路 

5.6 ステップ回路 

ステップ回路は、シングルステップお能によりプログラムの中の1命令を実行したときに NMI (ノンマスカブ 
ルインターラプト）を発生させるためのものです。 

図 5.7 にステップ回路を、図 5.8 にステップ回路のタイミング波形を示します。 

STEP キーを押しまナと CPU が客寸 EP (ポートアドレス D 9 ) を " L ，， レペルにしまナ。この STEP 
で7 4 L S 7 4 0；27-ン2)を " H " にセットしてカウンタ74161 ( U 36) をカウント可能を状態にしまナ。 
また、同時に7 4161 ( U 36 ) に D ， C , B ， A の入力状態 （ 1日11 ) をセットしまナ。 

プログラムの1命令を実行してカウンタが1011にるると NMI を発生して CPU に送り、 CPU はこれに対 
してアドレス信号にノンマスカブルインターラプトのアドレス0 0 6 6番地を出力します。これをステップ動作の 
処理ルーチン E 0 6 6番地に変換していまナ。 

処理 ルーチンでは 、 ares ( ポ-トアドレス D 8 ) をれ L ，， レベルにして 7 4 LS 7 4 (1；27-ン2)と 74161 
( U 36) をリセットし、1命令実斤後の結果をユーザレジスタに退避させ、次の命令が入っているアドレスをアド 
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レス表示部に、アキュムレータとフラグレジスタの内容をデータ表示部に表示ナる処理を行っています。 



図 5. 7 ステップ回路 


1136 : 74 1 6 1 

U 37 : 74 LS 08 


_ H 

STEP 

し 

® 点 H 

CM 1 ) L 

H 

CARRY 

し 

_ H 

NMI 

L 

H 

©点 

L 

_ H 

ARES 

L 


A け〜 Ai 3 




Ais'-Ais' 


0 0ろろ#ちをを 
E 0 6 6 番地に 
変換 


図 5. 8 ステップ回路タイミング波形 
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5.7 アドレスデコード回路 

アドレスのデコード回路には、メモリのチップ選巧用信号を発生させるメモリアドレスデコード回路と、 PIO , 
8 2 51のチップ選択信号や、 ステ、] プ回路をどに使用ナる制御信号を発生させるポートアドレスデコード回路か- 
あります。 

5.7.1 メモリアドレスデコード回路 

図 5.9 にメモリアドレスデコード回路を示します。 

ューザ RAM 領域のデコー ド 回路では、 アドレス 0 0 0 0 番地〜 1?ドド番地を1にパイト単位で デコードして 
いますが、0 C 0 0番地〜1 FFF 番地の 5 K パイトは使用していません。 

ROM 領域は、アドレス E 0 0 0番地〜 FFFF 番地を 1 K パイト単化でデコードしていますが 、 E 8 0 0番 
地〜 FFFF 番地の 5 K バイトは使用していません。をだし 、 FF 0 0番地〜 FFFF 番地の2 5 6パイトはモ 
ニタプログラム専用の反 am 領域 （ LH -2111 A 4) に使用しています。 

メモリのアドレスについては表 5.1 を参照してください。 


Ais' 

Ai4 

A13I 

Ai 

Ai 

Aio 

A9 

As 


Ul4. 

U21 . 

U22 

U30 



図 5.9 メモリアドレスデコード回路 
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5.8 す ーディ す カセットインタ ー つ王 —ス回路 


オ-ディオカセットインター フ1—ス回路は、 8ピット の並列 データ を直列 データ に変換し、 この 直列 デー タを 
巧聰帯域の 才ー ディ オ 信号に周波数を調して才—ディ オカセットに 出力します。まを、才ーデ ィオカセット からの 
周波数変調された 才ー ディオ信号をシリアルデ—夕に変換し、さらに8 ピッ トの並列データに戻します。 

オ— ディ オカセットインターフ X - ス 回路は、変調回路、 後調 回路、 システムクロックの 分周回路、 リモートス 
イッチ 回路によ り 構成されます。 

図 5. 14に才ーディオカセットインターフエースの回路を示します。 

5.8.1 データのフオーマット 

SM - B -80 T では、 カセットテー プ へはカンサスシティ 標準フォ- マットで 記録して いま ナカ;、その仕様は 
次の よ うにる つています。 


(1) モ—ド 

(2) データ伝送速度 

(3) マーク C 論理" 1") 

(4) スぺース（[論理 "0") 
け）テープヘッダ 

(6) プロックヘッダ 

(7) データブロック長 

(8) スタートピット 


直列非同期 

3 0 0 ポ ー（ ビット/钞） 

2 4 0 0 Hz で8サイクル 
1200 Hz で4サイクル 

テープの開始部分にマーク（論理" 1") を 3 0 巧間記録 

デ-タブ ロッ クとデータブロックとの間にマーク （ 論理" i ") を 5秒間記録 

2 5 5バイト 

1ピット（論理"0 ") 


5.7.2 ポートアドレステコード回路 
図 5. 10にポートアドレスデコー 
ポートアドレスは D 日〜 DF まで 
ポートを使用しています。 

アドレスの詳細については表 5.2 


お 


U30 戶 - 


A5- 


ん 


D — 

14 0 

1 


15 


0 


3 

13 


ド回路を巧します。 

ドコードしていますが、このうちモニタプログラムが DO 〜 D D までの14 

を参照してください。 


* P I ひの CE ' 
み PlOg の巧' 


IORQ - 




Ar 

Aq - 


1 G 

〇38 

lYo C 

2 G 

lYi 

1 C 

IY2 

IY3 

2 C 

2 Yo 

艮 

2 Yi 

A 

2Y2 


2Y3 




も〇 

8251 の 
CS へ 


REM 1 

>^REM2(U44 お） 


商 


J 2 の5,22ピン 


5. 10 ポートアドレスデコード回路 






UG 


^ ^ ^ 




A 


N 


U 


^ ^ 4 

U U U 
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図 5.11 データフ ホー マット 

データフォ ーマッ トの詳細はん 3. 5項のカセット ロー ドサプルーチンを参照してください。 

5.8.2 変調回路 

を調回路では、8 2 51 ( U A R T ) からのシリアルデータを論理 "0" のとき12 0 0 Hz 、 論理"1 
のとき2400 Hz に周波数を調します。 

さらに、このを謂したデータをフィルタと増幅器を通して AUX 端子へ出力しまず。 


2400 HZ し ruTLrLrLrLTLrLrLi LjTJT _ njn_j 



図 5. 12 変調回路タイミング波形 


5.8.3 を謂回路 

復調回路では、カセットテープに記録したデータをカセットのイヤホン端子から CPU ポードの PHONE 端 
子に入力し、12 0 OHz をデータ"0"、 2 4 0 OHz をデータ "1 " にを換しまナ。 

PHONE 端子に入力したデータは増幅され7 4 LS 14 (〇46 ) でパルスに波お整形されます。この整形さ 
れを信号とクロック （614. 4 k Hz ) でカウント回路を働かせます。 


(9) ストップピット 2ビット（論理1 ") 

(10) データビット 8 ビット 

(11) エンドプロック 終わりの部分にスペース論理" 0") を5秒間記録 

CPU からの8ビット並列データは8 2 51 (U ART ) で直列データに変換し、自動的にスタートビット 
を1 ビット、ストップビットを2 ビット付加しまナ。 


ストッフビッし 


夕 

- 

デ 


スタ I トビッ k 


ストップビッ L 


ストップビッ I 


スタ—トビー 


ストップピッし 


夕 

- 

デ 


スタ1トビッ L 


2ビツ L 


8ビツ L 


I ビッし 
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カウント回路では、 ® 点の入力信号(：デ—夕 ） が 1200 Hz のときはパルスにをり、 2400 Hz のときは 
け1 " にるるように設定していますので©点のようる波形にをります。 

この©おの信号から 8 2 51 CUso ) の RXD ( レシー ブ デー タ） と RXC ( レシー ブ クロック） を作つてい 
ます。また、 8 2 51 CUso ) は RXC の立ち上がりで RXD を読み込みます。 


PHONE 端子 


⑥点 


©点 


RXD 


RXD 


( 1 ) 

( 2 ) 


QB 


QC 


QD 


H 

し 

H 

し 

H 

し 

H 

L 

H 

し 

H 

し 

H 

し 

H 

L 


RXC 











\ RXD を読み込む 




図 5. 13 復調回路タイミング波お 
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Uio . 19 

: 7 

4 

LS 

0 8 

1 ム u,. ぃ 

.»；•, : 7 

4 し 

S 

7 4 

U 4 6 : 

7 

4 

L 

S 14 

Un 

: 7 

4 

し S 

3 2 

U2 8 

: 7 

4 し 

S 

0 2 

U. け； 

1 

7 

9 

0 2 

Ul2 

: 7 

4 

し S 

29 3 

U29 . 40 

こ 4 

0 4 

0 


Uso : 

8 

2 

5 

1 

Ul8 

: 7 

4 

3 8 


U ： u. 

:- 7 

4 し 

S 

10 










図 5. 14 

オーディ 

オカセ ；< 

，トイ 

ン 

'クーフエ 

ース回路 
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5.8.4 リモート回路 

リモート回路は、プログラムの口ード、または、ストアのときに才ーデイオカセットを自動的に ON させるた 
めのものでナ。 

リモート回路は、 CPU のかの命令で7 4 LS 7 4 ( U 44 ) をけ1"にセットしたり、"〇"にリセットし 
をりしてり レーを 制御しています。まを、リ レーが ON のときは LED.C 〇4 ) も点灯させています。 


アセンブリ言語 

機械語 

りレー 

LED 

OUT C 0 DCH ) , A 

D 5 DC 

ON 

点灯 

IN A . (0 DCH ) 

DBDC 

OFF 

消灯 


また、このリモート回路はューザの方がプログラムで上記命令を使用することにより制御できます。 

5.9 キーボード 

SM - B -80 T のキーポードの表示部、キー入力部の構成について説明します。 

キ_ボ_ドは 、 pioi (1149 ) から出力された信号のデコ-ド回路、8巧7セグメント LED の頤動回路、キ 
-ポードスイッチ回路より構成されています。また、キーポードと CPU ポードとは3 4おのフラットケープルで 
接続していますので 、 C PU ボードとキーポードを切り離して P I 〇1 ( U 49 ) をパラレル I / O ポ-卜として使 
用することができます。 

5.9.1 表示回路 

表示回路では、 P 1〇1 ( U49 ) のポート A の信号をし ED のセグメント信号に使用し、ポート B の上位4ピ 
ット By 〜 B4 を7445( Us ) でデコードした信号を L E D のが信号とキースイッチのスキトン信号として 
使用しています。まを、ポート B の下位3ビット Ba 〜 Bo はキースイッチの入カラインとして使用しています。 

を示回路では、図 5. 16の表示タイミングに示すようにダイナミック驅動しています。また、衍信号と衍信号 
の間に約15 MS の表示しをい時間を設けて巧信号波形の立ち上がりが悪くるってもかの巧に影餐しをいように 
しています。 

この15知 S の時間は P I 〇1 ( U 49 ) のポ-卜 B の B 7 信号を "1" にして作っています。 

LED のセグメントと 、 P I 〇1のポ-卜 A の信号との対応はかのようにるっています。 

L 巨 D セグメント 

A 
B 
C 

D ド/ G /B 

E 亡 I 1 じ 


G 

D . P . 


ポート A 信号名 
Ao 
Ai 

A2 

Aa 

A4 

As 

Ae 

A7 


-74 - 





PIOi の 
ホ’-•卜 B 信号 



図 5. 15 表示回路 


約 2. 4 4 ms 
h - 

約290が S I - - —- 約 IS/^s 

I •; 

I 1; 

8巧目— ' . - 

7巧目- - 

6巧目- - 



4巧目 
3巧目 
2巧目 
1巧目 


A 〜 D . P •セクソント - 1 点灯-点灯 - 

- -1巧呂と7お目が点灯します。 


図 5. 16 表示タイミング波形〔 L 巨 D への信号波形） 
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5.9.2 キー入力回路 

キー入力回路に、し£0 の！〜6 衍目の信号 （ 7 4 4 5デコーダ出力）をキースイツチのスキ*ンに使用して 
い3ナ。また 、 P I 〇1の B3 〜 Bo を入カラインとして使用しています。 

キースイツチを押さるい状態では目3〜 Bo が抵抗反31〜 R34 により " H " レペルとをつています。 

キースイツチを押すと、押されを入カラインにが信号の " L " が入力され P I 〇1へ入力されます。 

P I 〇1へ入力されたデータを CPU はソフト的にどのキーが押されをかを料断してそのキ—に対応する処理 
を巧います。 

キ—スイツ チを2つ化上押したときても1つのキーだけが有劾にるるようキーに優先順化を設けています。 

キー優先順化 

RESET>P(f>Y>^2^> 5^>V>®5^>6>V^>8>9>A>B>C>D>E>F>||g'> 

> ^£^0^ > RUN>STEP >WR I T > S H I F T 

キ- スイ. ソ チのチ*タリングに対しては、前を各 5 ms ソフト的にキーを読み込まをいようにしています。 


巧5 行巨行巨 3巧?巨 2巧 i 巨 If 巧巨 
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5.10 PI 〇1周辺回路 

CPU ボードとキーポードとのインターフエースに PIOi (並列入出カコントローラ）を使用しています。 

図 5. 19に P I 〇1の周辺回路を示します。 

モニタ プログラムでは 、 P I 〇1のポート A8 ピットを出カポートとして、ポート B の Bo 〜 B 3 を入カポート、 
目4〜 B 7 を出カポートとして使用しています。 

P 101 はモニタプログラムでは割り込みが掛からをいようにして使用していますが、キーポードを使用せず 
に他の周辺装置の接続を考慮し、割り込み巧先回路を設けていまナ。 

割り込み優先は、ポード内では PI 02 より上位に設をしています。 

ポート B の B ? ラインは RE SET 信号と ORG ATE を構成していますが、これは、システムをリセットし 
をときに LED (7 セグメントの）を全が消灯するための回路です。このをめポート B を他の目的に使用すると 
きはジ * ンバ線 P2 と Pa を切がし、 P 1 に新をにジ * ンパ線を追加ナれば J2 ( 3 4ピン）に P I 〇1の B ? 

を直接取り出せます。 



図 5. 19 P I 〇1周巧回路 
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端子 

信号名 

端子 

M 

信号名 

1 

VccC +5 V ) 

18 

VccC +5 V ) 

2 

// 

19 

が 

3 


20 


4 


21 

RES 

5 

PSi 

22 

PS2 

6 

At 

23 

By 

7 

Ae 

24 

Be 

8 

As 

25 

Bs 

9 

A 4 

26 

B 4 

10 

As 

27 

B 3 

11 

A2 

28 

B2 

12 

Ai 

29 

Bi 

13 

Ao 

30 

Bo 

14 

ASTB 

31 

BSTB 

15 

A 民 DY 

32 

B 民 DY 

16 

GND 

33 

GND 

17 

// 

34 

ザ 


信号の意味は付録 6 の端子信号説明表を 
参照してください。 


1716-21 

- ■ ■ r 

部品面 _ J .. ]| ■ L 

半田面 t W if 

I 34 33-1918 

プリント板 


表 5. 3 端子配列表 


図 5. 2 0 J 2 端子配列 
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第 6 章 システムの 拡張 


SM - B-8 0 T では、ューザ用として I / O ポート （ PI 02 )、バスドライパをどを拡張できまナカ;、その拡張 
方法、使用方法を説明します。 

6.1 1 ビット出カポート （ 74 LS 74 — U44) 

CPU ポードにポートアドレス DD を 割り当てた D 型 F / F を 設けていま ナ。 

この F / F はプログラムで制御できますのでリ レーの 制御や、音楽の自動演奏に使用できます。 

6.1.1 ィ、-ドウエア 

D 型 Fyp ( U44 ) は C PU の出力命令で " H ，， にセットし、入力命令で " L " にリセットできる回路構成と 
るっています。 

7 4 LS 7 4 ( U 44 ) の Q . Q 出力は CPU ポード上に CHECK ピンを設けていますのでここに半田付、ま 
をは、ワイヤーラピングを巧って外部へ信号を取り出せまナ。 

システムの リセット後、7 4 L S 7 4 ( U 44 ) は " L " にりセツトされまナ。 


化01/2の 
0(12 ピン)へ +5 V 



図 6.1 U 44 回路図 



6 .1.2 使用方法 

U44 の D 型 F / F はかの C PU の命令でセット、リセットできまず。 


アセンブリ言語 

OUT ( ODDH ), A 
IN A , 〔 0 DDH ) 


從睹語. 
D 5 DD 

DBDD 


U 44 Q Q 

1or ) 0 (" L つ 

0 1 
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(例） 

义 4.1 項でリモート用 LED を約1秒周期で点滅させましたが、同じ方法で7 4 LS 7 4 ( U44 ) を " H " に 
セット、 " L ，， に リセ ットを繰り返すプログラムを示しまナ。 


このプロ 

グラムは、 

义ん1 項のプロ 

グラムのポートア 

ドレスを DC から DD にを更ナるゼレ 



Z 

-8 0 ASSEMBLER VI. 1 PAGE 

1 



アドレス 

機械語 


アセンブリ 言語 


1 




ORG 

0 


2 

0 0 0 0 

D 5 DD 

LOOP : 

OUT 

( 0 DDH ) ， A 


5 

0 0 0 2 

CD 0 C 0 0 


CALL 

TCOUNT 


4 

0 0 0 5 

DBDD 


IN 

A , ( ODDH ) 


5 

0 0 0 7 

CD 0 C 0 0 


CALL 

TCOUNT 


6 

0 0 0 A 

18 F 4 


JR 

し OOP 


7 

0 0 0 C 

0 6 0 5 

TCOUNT : LD 

B , 5 


8 

0 0 0 E 

2 1 0 0 2 4 

し00 P 1 

: LD 

HL ， 2 4 0 OH 


9 

0 011 

2 B 

LOOP 2 

: DEC 

HL 

1 

1 

0 

1 

0 0 12 

0 0 15 

7 C 

巨 5 


LD 

OR 

A ， H 

1 

2 

0 0 14 

2 0 FB 


JR 

NZ , LOOP 2 

1 

ろ 

0 0 16 

10 F 6 


DJNZ 

LOOP 1 

1 

4 

0 0 18 

C 9 


RET 



6 .1.3 電気的特性 

1 ビット出カポート （ 7 4 L S 7 4 ) の電気的特性を示しまナ。 


項 目 

記号 

親 格 

単位 

を 件 

MIN 

TYP 

MAX 

出力 High レペル電流 

lOH 



—400 

M A 


出力 Low レペル電流 

lOL 



8 

m A 


出力 H i gh 電圧 

VOH 

2.7 

3.4 


V 

Vcc = 4.75 V Vih=2V 
Vil=0.8V 1 〇げ =-400 片 a 

出力 Low 電圧 

VoL 


0.3 5 

0.5 

V 

VcC= 4.75 V IoL= 8 mA 

Vil = 0.8V 


《 74 LS 74 は T - I 製を使用していますので特性の詳細は 、 T • I データブックを参照して〈ださい。 

表 6. 1 74 LS 74 電気的特性 


6.2 パラレル I / O ボート （P I 〇2 ) 

C PU ボード内では、ユーザ用 I / O ポートとして PIO し H — 0081(8 ビット X 2 ポート）を1個増設 
できます。まを P I 0の I / O ライ ンは h C 4 4ビン）八出力しています。 
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6 .2.1 P 102周巧回路 

PI 02 は、ボートアドレス D 4 〜 D 7 の 4 ポートを割り当てています0 

P I 〇2は、 システムの リセ ッ ト後 モニタ プログラ ム では モー ド設定を ど巧 つていません。このため P I 〇2 
を 使用ずるときは使用目的に応じてプログラムで モー ドるどの設ををしてください。また 、 P 102の割り込み 
に対する巧先順位は P I 〇1より下化に設定しています。 



J2 ( 4 4ピン ） の端子配列は付録5の端子配列表を参照してください。 

6.2.2 P I 0のプログラミング法 

P I 0はプログラマプルる並列入出カコントローラで、プログラムにより2つの I / O ポートをモード0,1, 
2, 3のいずれかに指をして使用できます。 

P I 0は、紙テープパンチ*、おテープリーダ、プリンタ、キーポードるどの周辺装置と Z- 8 0 CPU を 
TTL レ ペルで インターフ王ースナる ものです0 

図 6.4 に P I 0の端子配列を示します。また、ポートアドレスの詳細は 5.3.2 項を参照してください。 
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ポート 

I/O 


ポート 

I/O 


A 


B 


図 6 . 4 P 10 端子配列表 


P I 0の信号の意味については、別に添付されているし S I 資料を参照してください。 

P I 0の I / O ポートはリセット後ハイインピーダンスが態とをり、モードの設定を行うまで継続します。 
P 10 のプログラムによる動作はかのようにるります。 


(1) 割り込みベクトルの設定（書き込み） 

P I 0は 、 C PU と一緒に使ってモード2の割り込みに使用できます。モード2では、割り込みをかけて 


いるデバイスが割り込みぺクトルをデータバスに乗せ、 CPU はこのぺクトルを割り込み処理ルーチンの下 


化アドレスとしまず。まを、上位アドレスはあらかじめ1レジスタに害き込んでも、きます。 


P 10 にぺクトルを書き込むときはかの形式のコントロール語を希望するポートに害き込みまナ。 


〇7 

De 

Ds 

〇4 

〇3 

〇2 

Di 

Do 

V 7 

Ve 

Vs 

V 4 

V 3 

V2 

Vi 

0 


この0が割り込みぺクトルをまわします。 


割り込みを処理するルーチンのアドレス （ 16ピット）はかのようにをります。 

Ai 5 Ai 4 Ai 3 Ai 2 All Aio Ag As A ? Ae As A * As A.2 Ai Ao 









0 


CPU I レジスタ内容（上位アドレス） P 10ぺクトル（下位アドレス） 
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(例） 

割り込み処理ルーチンの調始ァドレスが書き么-まれでいるメモリのァドレスを D 12 4番地とし、 P I 〇2の 
ポート A にぺクトル2 4を設をします。-また、 CPU の I レジスタには上位ァドレスの D 1 を設定してわきます。 
oCPU の I レジスタに D 1 を設定します。 

ァセンブリ言語 機械語 

LD A , 日 D 1 H 5巨 D 1. A レジスタに D 1 を口ード 

LD I，A ED 4 7 . I レジスタに A レジスタの内容を口ード 

OPI 02 のポ-卜 A にぺクトル24を設定し3す。 

LD A , 2 4 H 
OUT (日 D 5 H ) ， A 

P I 0 2 のポ-トアドレス 
(2) モードの設定 

P I 0にはモード0,1, 2，3の4つのモードがあります。 

モードの設をは次のように行います。 


5 E 2 4 . A レジスタに24を口_ド 

D 5 D 5 . ぺクトルを設を 


〇7 

〇6 

Ds 

〇4 

〇3 

〇2 

Di 

Do 

Ml 

Mo 

X 

X 

1 

1 

1 

1 


モード語を表わ モード設定を表わします0 

し3す。 


X =未使用ビット （ 0でも1でも巧） 


モード 

Ml 

Mo 

出カ モード 

0 

0 

0 

入カ モード 

1 

0 

1 

双方向性モード 

2 

1 

0 

ビットコントロ ールモード 

3 

1 

1 


モ - 

-ド〇 

:データを周辺装置へ出力します。 


モー 

-卜 • 1 

:データを周辺装置から入力し3ナ。 


モ - 

ド2 

:周巧装置からデータの入力、周巧装置へのデータの出力ができます。…. 


モ - 

.卜 *3 

:ポートをビット単位に入力/出力に指定して使用できます。 



(例） 

P I 〇2のポート A を出カモード（モード0 ) に、ポート B を入力〔モード1 ) に指定して、ポート A に 
10101010( AA ) を出力しま寸。 
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0 ポート A を出カモードに設定します0 


アセンブリ言語 

標準語 



LD 

A , 0 FH 

5 巨 OF …… 

A レジスタに OF を口 

-ド 

OUT 

(日 D 5 H ) ， A 

D 5 D 5 …… 

モード 0 を設定 


ポート B を入カモードに設おします0 




LD 

A , 4 FH 

5 巨 4 F 

A レジスタに 4 F を口 

- r 

OUT 

(日 D 7 H ) 

D 5 D 7 …… 

モード1を設を 


ポート A に1010101日 （AA ) を出力します。 



LD 

A , 0 AAH 

5 EAA ...... 

A レジスタに AA を口 

-V 

OUT 

(日 D 4 H ) ， A 

D 5 D 4 . 

ポート A に A レジスタ内容を出力 


モード3を設定しをときは、かのコントロール語を設定してポート （ 8ピット ） のどのピットを入力にするか、 
出力にナるかをそ^します。 


〇7 

〇6 

Ds 

〇4 

〇3 

〇2 

Di 

Do 

レ 0 

レ 0 

レ〇 

レ〇 

レ〇 

レ 0 

レ 0 

レ〇 



1/0 = 1 

ビッ 

卜を入力用に指定します。 




= 0 

ビッ 

卜を出力用に指定します0 

割り込み 

コント ' 

コール語の設定 





ポートを割り込みに使用するときは、かに示す割り込み 

コントロ 

〇7 

〇6 

Ds 

〇4 

〇3 

〇2 

Di 

Do 

割り妙 

ANO/ 

High / 

MASK 





許可 

/ 

/ 


0 

1 

1 

1 

フラグ 

/or 

/tow 

fol low 






モード3でのみ使用 割り込みコントロ ール語を表わします。 

します。 

〇7 =1 割り込み許巧フラグをセットし、 CPU へ割り込み要求を発生できます。 

= 0 割り込み許可フラグをリセットし、 CPU へ割り込み要求を発生でき3せん。 


〇6 =1 AND マスクされていをいピットのナぺてが 〇5 で指定される状態にをったときに割り込み 
が発生します。 

=0 OR マスクされていをいビットのどれかが Ds で指定される状態にをったときに割り込み 
が発生します。 

〇5 =1 High ポート デー タパスラインが " H " にをると割り込みを発生します。 

= 0 Low ポートデータノくスラインが " L " にをると割り込みを発生しまナ〇 


〇4 〇4が1でをればかにポ-卜に害かれるコントロ ール藉は下記のようをマスクとして取り扱わ 

れます0 

mb (マスク ピット ）= 0 であるピットだけが割り込み発生を監視され3す。 
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〇 7 

De 

Ds 

〇 4 

〇 3 

D 2 

Di 

Do 

MB7 

MBs 

MBs 

MB4 

MBs 

M 己 2 

MBi 

MBo 


割り込み許巧フラグはなに示ナコントロ ール語でセット、リセットできます。 


〇7 〇6 〇5 〇4 〇3 〇2 〇1 Do 


割おみ 








許可 

フラグ 

X 

父 

X 

0 

0 

1 

1 


このコントロ ール語は、割り込み許巧フラグだけをセットしをり、リセットしたわして他のビットはそのま 
まにしても、きたいときに使用します。 

(例） 

P I 〇 2 のポー ト B をモー ド 3 ( ピッ トコント ロールモー ド）で使用し、 Bo 〜 Ba を入力、 B* 〜 B7 を出 
力にします。また、割り込みについては Bo 〜 Bi の 2 ビットだけを監視し、 Bo 、または、 Bi のどちらかが 
"H" にるつたときに割り込みが発生ナるようにしまナ。 

割り込み処理ルーチンの蘭始アドレスが害き込まれているメモリのアドレスを D 1 24 を地とします 

oCPU の I レジスタに D1 を設定します。 

アセンブリ言語 機械語 


し D A,0D1H 5ED1 1 レジスタ 


し D 

I ， A 

ED 4 7 

1 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

OPI02 のポート B にぺクトルを設定します。 







LD 

A , 2 4H 

3E2 4 


割り么 みぺク 

い レ 


OUT 

(日 D7H ) ， A 

D ろ D 7 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 モード 

を設をしまナ。 








LD 

A, 0 CFH 

5 ECF 


モー 

卜’設を 


OUT 

( 0D7H) ， A 

D5D7 

1 

1 

X 

父 

1 

1 

1 

1 

〇モード 3 を設定したので I/O 指定をします。 







LD 

A, OFH 

3E0F 


I/O 指定 


OUT 

(0 D 7H ) , A 

D5D7 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 割り込み 

コント D — ル證を設定します。 







LD 

A , OB 7H 

5EB7 

割り么みコニ 

'he 

，—ル語 

OUT 

( 0 D 7H ) ， A 

D 5D7 

1 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 割り込みのマスクを設定します。 








LD 

A, OFCH 

5EFC 


マスクの設定 


OUT 

(0D7H ) ， A 

D 5D7 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 
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Do . 

〇7 


Do 

An • 



〇7 

At 

P ] 

1 〇2 


Bo 


Bi 


B2 


B3 


B4 


Bs 


Be 


B7 


ポート A はモードの設ををしていをいため 
ハイインピーダンスが態を継続し3す。 


入力 


Bo と Bi の 2 ビットだけが割り込 
みを監視され3す。 


出力 


図 6 . 5 P 102 の設定例 


6.3 キーボードインターフ X —ス （P I 01 ) 

キーポードのインターフ王ースとして使用している P I 〇1については5.10項で説明しましたが、 P 1〇1を 
他の目的に単独で使用する場合について説明します。 

PIOi はモニタプログラムではキーポードとのインターフ 1- ス用にモード設定をしていますので単独に使 
用するときは改めてプログラムで設定し直す必要がをります。 

プログラムの方法は P 102で説明した方法で巧いますが、ポートアドレスがかのように P I 〇2と異るります。 



ポートアドレス 

PIOi 

PIO 2 

ポート A データ 

DO 

D4 

ポ—卜 A コントロール 

D1 

D5 

ポート B データ 

D 2 

D6 

ポート B コントロール 

D 5 

D7 


表 6. 2 PIOi,PI02 ポ—トアドレス 


キ_ポ_ドを使用せ ずに P 1〇1 を他の目的に使用する場合は、図 6.6 に示ナようにプリン ト 板に取り付けている 
P 2 と P 3 のジトンパ線を切おし、新たに Pi の化置にジ * ンパ線を取り付けてください。 

これにより J2 C34 ピン）へは PIOi の B 7 信号が直接つをがります。 
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J 2 ( 3 4 ピン） の 端子配列は、5.10項、または、付録6を参照して ください。 

6.4 E PRO M 使用方を 

SM - B -80 T では ROM として モニタプログラムを 害き込んだ パイポーラ PROM LH - 7 0 5 S を 1 個実 
装し、ュ—サ•用としてさらに 1 個増設できますが、 このパイポーラタイ プ化外に 2 7 0 8タイ プの EPROM を使 
用できます。 

2 7 0 8 タイプの E PROM を使用する場合は+ 12 V と一 5 V の電源が+ 5 V 化外に必要でナ。 

2 7 0 8 タイプの EPROM を使用ナる方法について説明しまナ。 


+12 V と 一 5 V を SM - B -8 0 T に接続ナるには、図 6. 8 に示す+ 12 V と一 5 V のお線部分に半田付けする 
か、図 6. 7 に示ナ J 1 ( 10 0 ピン）の+ 12 V と一 5 V 用端子に半田付けします。 


Ji 端子 NO 

+ 12 V 5 ピン 55 ピン 

— 5 V 47 ピン 97 ピン 

まえ、電源ノイズによる誤動作を巧ぐをめ、図 6. 8に示すプリント板のパックシンポルの位置にコンデンサを取 
り付けてください。 

コンデンサには次のものを使用しまナ。 


コンデンサ NO 部品 

CA 〜 CF 2 5 V 化上の 1 タンタルコンデンサ 


C 17 ,18 


2 5 VJail 上の 3 3 電解 コンデンサ 
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図 6.7 Ji ( 10 0ピン）への電源配線 



Ui 6. i 7 : LH - 7 0 5 5または2 7 0 8タイプ EPROM 
(注）2 7 0 8タイプ EPROM を使用する場合、19ピンに +12 V 、 21ピンに一 5 V が供給されます。 

図 6. 9 ROM 回路 


6.5 コントロール信号用ノ\'ッファ 

コントロール信号用バッファ回路は、 8 T 97 CU 3)、8 T 28( U 4)、 7 4 0 4 ( U9 ) で構成します。 
コントロール信号の中で BUS RQ はダイレクトメモリアクセス （DMA ) に使用します。まを、 MR 巨 SET 
は、ポードの外部からシステムをリセットするための入力信号ラインでナ。 
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6.6 双方向性アドレスバッファ 


双方向性アドレスパッファ回路は、 8 T 2 6を4個 （ U 5 〜 Us ) 使用して構成しまず。 

アドレスバッファは通常ポードの外部へアドレス信号を出力していますが、ボ-ド内のメモリをアクセスするため 
に BUSRQT を " L " にして DMA (ダイレクトメモリアクセス）を使用ナるときに、アクセスしたいメモリ 
のアドレスを入力できます。 

幸 

BUSRQ を CPU がまけ付けると CPU のアドレスラインはフローティングにるり3ナ。また 、 BUSAK 
も " L " とをり、 8 T 2 6はレシーブ状態にをりまナ。 

双方向性アドレスバッファは、アドレス信号を負論理で出力しています。また、バッファ用 1 C の取り付けな置 
るどは、 2.5 項を參照してください。 


6.7 巧で向性データバッファ 

双方向性データノくッファは、 8 T 2 6を2個 （ Ui 〜 U 2 ) 使用して構成します。 
図6.10に回路を示しまナ。 


DB IN 



*は負論理出力 
( Do ) を表わしまナ。 

Ui .2 : 8 T 26 


図 6.10 双方向性データパッファ回路 


SM - B -80 T では、双方向性データパッファを制御する回路をポ-ド内に含んでい3せんので、ポードの外で 
メモリをどを使用ナるときは制御回路を追加してください。 
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図 6.11 に制御回路例を示しまナ。 

(例） 

ポードの外に 8 K バイトのメモリ（スタテイック R AM ) を追加します。メモリは、アドレス C 0 0 0番地から 
の 8 K バイトに置いていまナ。 


74 LS 00 



図 6. 11双方向性データノくッファ制御回路例 
(注）ボードの外にダイナミックメモリを使用する場合は ® の回路を使用しまナ。 

双方向性アドレスパッ ファ、 データパッファに使用ナる8 T 2 6の代わりに8 T 2 8を使用しますと、アドレス 
信号、データ信号を正論理で出カナることができます。 
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付録 1 C P u ボ-ド部品配置図 
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付録 2 キ-ボ-ド部品配置図 



Cl FAP- 3 4 — 02#2 


LEDs LED? し孤 6 LEDs LED 4 LED 3 LED 2 LEDi 


GL — 
9R0 4 

X 8 


Sr 




u 


u 


4 


― nwMT 2 K 

c? Ds 這 


—「一 J 一—巧 

か Dss 

- 105 ^ — 資》 \- - 

— 0 D — 巧だ - 

— nwHT 々 N だ 

み LX9S 


5 


- 93 - 


























































付録 3 CPU ボ—ド回路図—1 
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付録 3 C P U ボード回路図- 2 
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付録 4 


キーボード回路図 


J 2 —21 く 
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思 

谎 

アドレスバス 

CPU 制御入力 


データパス 

暖 

11A 恤 

Su W 
一 

信号、名 
( 半田面） 

Ag * 

All* 

Ai3* 

Ai5* 

BUSRQ * 

I NT* 

HALT* 

民 FSH* 

WR* 

I ORQ * 


* * * * 

〇 a a 〇 

VBB C - 5 V ) 

GND 

// 

// 

端子 

屋 

近卜 00 。 
t>« 卜卜 

O 一 NCO づ lOCDt>00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 

の O 

00 O) 

一 N CO ツの 
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付録 6 端子信号説明表 


J 1〔10 0ピニ 


端 f 
M 


信号名 


入力一 


出力 


有効 

レペル 


説 


明 


V CC 


入力 


+5 V 電源ライン 

端子 y / S : 1, 2, 3，51, 52，53 


5 

5 5 


Vdd 


+ 12 V 電源ライン 

2 7 0 8 タイプ E PROM 用電源 


MRESET 


入力 


CPU , 8 2 51 ， P I 0 ， F/f を初期状態に戻します。 
リセット信号入カライン 


61 


RESET 


出力 


セット信号 


6 2 


出力 


システムクロック 


2.4 5 7 6 MHz 


16 


DB I N 


入力 


双方向性データパッファ制御信号 

" H " :ドライブ状態 " L " :レシーブ状態 


2 0 


I E I 


入力 


割り么み優先順位を形成するのに使用します。 


7 0 


巨0 出力 


H 


I 巨 I とともに割り込み巧先順位を形成するのに使用します。 


キ キ 

Ao 〜 Ai5 


聲お， 


16ビットの双方向性アドレスバスで、メモリデータの交換、 I / O 機 
器データの交換に対してのアドレスを与えまず。 AqT は、最下位ピット 
(し SB ) です。 


信号名 

Ao’ 

Ai， 


A3* 

A/ 

As* 

As， 

A 7, 

As* 

A9: 

Aio 

An 

Ai2 

Ai 3* 

Ai 4 

Ai 5* 

端子瓜 

22 

72 

23 

73 

24 

74 

25 

75 

26 

76 

27 

77 

28 

78 

29 

79 


3 0 


WAIT ， 


入力 


CPU に対してアドレス付けされたメモリ、 I / O 機器がデータの転送 
準備ができているいことを示す信号です。 


8 0 


BUSRQ 


入力 


C PU のアドレスバス、 デ- タバス、トライステートコント ロール 信号 
線を/、イインピーダンスにし、アドレスバッファ、コント ロール 信号 用 
パッ ファを レシーブが態にします。 DMA に使用します。 


I NT 


入力 


I/O 機器が割り込みを要求ナるときに使用します。 
割り込み要求信号 


3 4 


BUSAK 


出力 


BUSRQ を CPU が受け付けたときに出力され 3 す。これにより、 

C P U のアドレスバス、データパス、トライ ステー ト コント ロール 信号 
線がゾ、イインピーダンスにをり、外部よりこれらの信号を入力できるこ 
とを示します0 


8 4 


HALT , 


出力 


C PU が HALT 命令を実行し、プログラムの実巧を停止中でをること 
を示し3す。 


3 5 


Ml 


出力 


マシンサイクルが命令実巧の中のフ i ッチサイクルであることを示しま 
す。また、 IORQ * とともに生じることで、割り込みのアクノリッジ 
~サイクルを示します0 _ 

了 ドレスパス下位7ビット（： Ae 〜 Ao ) がダイナミックメモりのをめの 
リフレッシュアドレスを持っていることを示します。 


8 5 


RFSH ， 


出力 


3 6 


RD 


入; 

イカ 


CPU が、メモリや I / O 機器からデータを読みとろうとしていること 
を示します。 _ 


-102 - 















































8 6 


WR 


指定しをメモリや I / O 機器にデータを格納ナる際に、データバスに有 
効をデータを保持していることを示す信号です。 


3 7 


MREQ ， 


入力/ 

作力 


メモリリード、または、メモリライト動作に対してアドレスバスが有な！ 
をアドレスを保持していることを示します。 


8 7 


I ORQ 


I キ 


I / O りード、まちは、 I / O ライト動作に対してアドレスバスの下位 
8ピットが有効をアドレスを保持していることを示しまナ。まを 、 M 
とともに割り込みのアクノリッジを示します。 


8ビットの双方向性データパスで、メモリ、 I / O 巧器とのデータ交換 
に使用します。 


本 ホ 

Do 〜〇 7 


信号名 

Do , 

Di ， 


Da * 


Ds ' 

De ' 

D 7' 

端子瓜 

42 

9 2 

43 

93 

44 

94 

45 

95 


4 7 
9 7 


Vbb 


入力 


- 5 V 電源ライン 

2 7 0 8タイプ EPROM 用電源 


GND 


入力 


接地ライン 

端子ぶ： 48. 49, 50 ， 98, 99,100 


J 2 ( 3 4ピン 


端子 


信号名 


入力一 


/出力 


有効 

レペル 


説 


明 


Vcc 


出力 


+ 5 V 電源ライン 
端子:1, 2, 


18，19 


RES 


入力 


I セット信号、キーポードスイッチの RESET キーに接続していまナ〇 


PSi 


出力 


アドレス下化8ピットをデコードした信号でナ〇 
ポートアドレス： DE C システム予備） 


2 2 


PS2 


出力 


アドレス下位8ピットをデコードした信号です。 
ボートアドレス： D F (システム予備） 


Ao 〜 A? 


出力 


P I 〇1のポート A バスラインです0 

キーボードのし ED 用セグメント信号として出カモード（モ- 
で使用 


ド0 ) 


信号名 

A ? 

Ae 

As 

A 4 

A 3 

A2 

Ai 

Ao 

端子瓜 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 


Bo 〜 Ba 


入力 


P I 〇1のポート B パスラインです。 

キーボードの LED 用が信号、キーポードスイッチのストローブ信号、 
キースイッチの入カラインとしてピットコントロ ールモード（モード 3) 

で使用 

丘〇 〜 Bs :入力 
B 4 〜 B 7 :出力 


B4 〜 By 


出力 


信号名 

By 

Be 

Bs 

B4 

B3 

B2 

Bi 

Bo 

端子成 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 


ASTB 


入力 


周辺装置からのポート A にがするストローブ信号入カラインでず。 


BSTB 


入力 


周巧装置からのポート B に対するストローブ信号入カラインです。 
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15 

ARDY 

出 

力 

H 

ボート A のレディ佔号です。 

3 2 

BRDY 

出 

力 

H 

ボート B のレディ信号です。 


GND 

出 

力 


接地ライン 

端モ麻:16,17, 3 3, 3 4 


J 3 〔 4 4 ピこ 


端子 

AS. 


信号名 


入文 


有劾 

レペル 


説 


明 


GND 


出力 


接地ライン 

端子居：19, 20, 21，22, 41，42，43，44 


P I 〇2のポ—卜 A バスラインです0 


Ao 〜 Ay 


出力 


'H N 

テ'ータ 


信号名 

A ? 

Ae 

As 

A 4 

A 3 

A 2 

Ai 

Ao 

端子瓜 

16 

,15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 


ARDY 


出力 


ポー ト A の レディ 信号です。 


ASTB 


入力 


周辺装置からのボート A 化がするストローブ信号入カラインです。 


P I 0 2のボ—卜 B パスライ ンです0 


B 0 〜 B? 




信号を 

By 

Be 

艮 5 

B 4 

B 3 

B 2 


Bo 

端子旅 

38 

37 

3 6 

35 

3 4 

33 

3 2 

31 


2 9 


BRDY 


出力 


ボー ト B の レディ 信号です。 


3 0 


BSTB 


入力 


周辺装置からのボート B に対するスト□—ブ信号入カラインです。 


V CC 


出力 


- 5 V 電源ライン 

端子瓜: 1，2, 3， 4, 2 3，2 4，2 5，2 6 


端子名 

信号名 


説 明 

E Ji 

REM 


才ーデイオカセットのスタート/ストップを制御する端子です。 

才ーデイオカセットのリモート端子と接続します。 

E J 2 

AUX 

出力 

才ーディオヵセットに録音す么場合に周波数変調されたデータを出力し 

3す。カセットの AUX 端す-と接続します。 

E J 3 

PHONE 

入力 

才ーディオヵセットからち生する場合に可聴周波数のデータを入力しま 
す。カセットのイヤホン端子、または、外部スピーカ端子と接続します。 


—104 - 

























































嘶 




〇 

一 

ム 


/K 

灰 

一 

一 

ム 

〇 

00 

S3 































摆 




〇 

00 

1 

U ART 

•、 

m 

を 

わ 































• 規格 

づ 

一 

C/5 

ザ 

2 ； 

C/D 

SN 7 4 7 4 

(N 

〇 

〇 ) 

rH 

< 

巧 

一 

00 

〇 

〇 

一 

の 

00 

ご 

Pu 

な 

rH 

00 

〇 

公 

の 

〇 

N 

C/3 

tH 

GL-5AR1 

NC 18A 4.9152 M 

%w±5% 

5： 

を 

を 

を 

を 

ろ 

を 

ろ 


ろ 

ろ 

ろ 

た 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

乂 W±2% 

ン 4W±5% 

、/ が ±7% 


、 / 、 w±2% 

ろ 

爷 



形名 

〇 

1 

圧! 

〇 

1 

圧! 

3.3 ka 

2.2 kn 

3.3 ka 

1 ka 

15 0X1 

1 kn 

3.3 kn 

1 ka 

3.3 ka 

8 2 00 

3 3 oa 

2.2 kn 

3.3 k a 

1 ka 

3 3 oa 

义 3 k XI 

1 ka 

10 kn 

2. 2 k 0 

IMXl 

10 kn 

ヴ 

ぶ 

〇 

1 ka 

4.7 k a 

な 

〇 

〇 

ゴ 

<N 

ぺ 

巧 

ゴ 

〇 

rH 

お 

が 

CJ 

H -4 

を 

を 

一 

C /) 

を 

ろ 

ダイォード 

LED 

晒 

お 

お 

お 

ろ 

を 

ろ 

を 

を 

5 a 

を 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

を 


ろ 

を 

& 

ろ 

を 

ろ 

坛 

お 

\ 部品番号 

U46 

U47 

U48 

U49 

U50 

U51 

CO 

} 

一 

〇 

ザ 

Q 

XTA し 

卜 

? 

一 

だ 

00 

な 

〇 

〇 > 

な 

Rii 

R12 

R 13 

R14 

R 15,16 

R17 

Oi 

00 

ピ 

R20 

R 2122 

R23 24 

R 25 〜 28 

R29 

R30 

R31 

R32 

R 33 〜 35 

R36 

R37 

R38 

R 39 

R 40 〜 42 

R43 

R44 

1 R45 1 

抑 

擊 

オプション （モトローラ） 

ろ 

ろ 

を 

オプション CT . I ) 






ROM 

オプション ROM ( シ * - プ） 






RAM 

RAM 

オプション RAM ( シトープ） 






RAM 

RAM 

オプション RAM ( シトープ） 






Z -8 0 CPU 



形を-規格 

MC 8 T 2 6 

MC8T97 

MC 8 T 2 8 

MC8T26 

SN 7 4 0 4 

SN74LS08 

SN74LS32 

SN7 4LS2 9 3 

SN7 4 LS 14 

SN74LS4 2 

の 

m 

〇 

卜 

1 

巧 

ろ 

SN 7 4 3 8 

SN74LS08 

SN74LS7 4 

SN7 4LS 3 2 

SN74LS30 

LH— 2111 A4 

CO 

1 

ザ 

一 

rH 

<N 

1 

巧 

ザ 

rH 

rH 

N 

1 

X 

SN7 4 LS 7 4 

SN7 4 LS 0 2 

〇 

ザ 

〇 

ザ 

CJ 

H 

SN7 4 し S 1 0 

SN7 4LS3 2 

LH- 2 11 1 A4 

CO 

1 

ザ 

一 

一 

<N 

1 

rrj 

LH-2 114 

SN7 4161 

SN74LS08 

SN74 し S155 

0 

ザ 

〇 

ザ 

U 

H 

SN 7 4 し S 3 2 1 

LH— 0 0 8 0 

SN7 4 S 0 4 

SN74LS74 | 

援 

が 

CJ 

ろ 

ろ 

ろ 

を 

> 

ろ 

を 

を 

ろ 

LSI 

ろ 

CJ 

一 

ろ 

ろ 

ろ 

ろ 

LSI 

を 

を 

CJ 

一 

ろ 

ろ 

5SS 

み 

一 

(fi 

ろ 

ろ 

U 

を 

を 

ろ 

ろ 

LSI 

U 

HH 

ろ 

部品番号 

N 

ご 

巧 

ご 

ザ 

ご 

00 

の 

ご 

か 

ご 

Ulo 

U 11 

Ul 2 

じ 13 

U 14. 15 

Ul 6 

U17 

U18 

U19 

U 撕 

U 21 

U 22 

U 23 

U24 

U 25, 26 

U27 

U28 

U29 

U 撕 

U31 

U32 

U33 

お 

ミ • 
ご 

U36 

U37 

U 38, 39 

U40 

U41 

U 42 

U43 

の 

ザ 

ザ • 
ザ 

ご 


(山— •ち ndu ) ム K f - が 口 淸巧货 お 
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2 2^ 
S 2 S 2 ピ i 


だな JCJ し） CJ し）し）し）し）し）し）し）し）し）し） CJ し）し) 


〇 〇 〇 r-4 <N C4 CO 一ー ト W 


恥脚巧請 


J ホ9 N 

•A 、- < /： .-:! マ S 


形名-規格 

マ 

的 

ツ 

1〇 

卜 

2 

C /3 


GL—9R04 


2 2 0 Q. Vi w±5% 

ろ 

A 

55 

& 

た 

を 

ろ 

& 

を 

ろ 

な 

を 

ろ 

を 

を 

を 

ろ 

を 

ろ 

を 

を 

を 

を 

25wv 

1 6wv 

FAP-34—02 单 2 

KBD-801H 


tin 

SN 7 4 4 5 

r-H 

CO 

的 

巧 

C /5 

CN 

a 

卜 

マ 

1 ka 

2 2 on 

巧 

卜 

ヴ 

C3 

ゴ 

一 

2 2 00 

4 7a 

1 ka 

2 2 00 

47a 

1 ka 

2 2 0 0 

4 7a 

Ilka 

2 2 oa 


ヴ 

公 

2 2 00 

4 7a 

1 ka 

2 2 00 


1 ka 

山 

み 

CO 

CO 

么 

ろ 

CO 

00 

A ， B1 対 

BU6 9 2 - 

お 

が 

CJ 

一 

ろ 

し巨 D 

トランジスタ 

设 

坦 

ミ 

を 

た 

ろ 

を 

を 

を 

ろ 

を 

を 

ろ 

ろ 

ら 

& 

ろ 

ろ 

た 

を 

ろ 

ろ 

ろ 

を 

を 

コンデンサ 

ろ 

コネクタ 

水 

K 

) 

ホ 

キー パネル 

ゴム足 

部品番号 

ザ 

1 

〇 

的 

ご 

LEDi 〜 8 

00 

) 

fH 

ご 

一 

な: 

だ 

CO 

ピ 

ザ 

だ 

の 

ピ 

<〇 

ピ 

卜 

だ 

00 

だ 

の 

だ 

Rio 

一 

な 

な 

CO 

だ 

R14 

in 

之 

也 

だ 

卜 

な; 

R18 

な 

(5 

R20 

吕 

だ 

<N 

だ 

巧 

だ 

巧 

だ 

一 

(J 

04 

CJ 

C 4 




が' 

擊 

















オプション,電解コンデンず 

オプシヨン , タンタルコンテ'ンサ 

ノィズ防止用 

'、 

•リ 

〇 

ザ 

•、 

•u 

ツ 

4 0 ピン 

10 0 ピン 1 

•A 

< 

'、 

•リ 

ザ 

の 

34, 芯フラットグープル付 

オプション 44 ピン （ グル株） 

/ グ ー ブル付きホーンプラグ 

、 2.5 0 , 3.5 ク各 1 本付属/ 







規格 

1 ka ン 4 が ±2% 

を 

16 WV 

50wv 

を 

55 

ろ 

35wv 

ろ 

ろ 

50wv 

35wv 

50wv 

35wv 

5 Owv 

35wv 

33 が F 25WV 化上 

1 MF 25wv Jijl± 

3 5wv 

04 

〇 

N 

! 

〇 

4800 -100-135 

FAP —34-02 が 

F AS-34-03B 

4600 -044-112 

ッ 

S-G 8 0 2 6 

5 V 

MTM1 06 D-R 


WP—2 型 A 



形名- : 

220 ka 

山 

な 

CO 

CO 

1000 PF 

330PF 

100PF 

0. 01 

じ4 
な 

一 

0.2 2/JF 

も 

ろ 

一 

1000 PF 

0.1 

0.01 が F 

也 

r -^ 

0.022 

ろ 

▼H 

CX 4 

ろ 

一 

ザ 

1 

の 

な 

〇 

C 9 3 - 2 

づ 

1 

CO 

の 

U 

LO 

00 

〇 

1 

X 

NR-H- 




お 

お 

お 

た 

コンデンサ 

を 

5 S 

ろ 

を 


た 

ち 

ろ 

ろ 

ろ 

を 

5 t 

た 

を 

ろ 

ろ 

ム 

: N 

U 

ろ 

を 

コネクタ 

ろ 

ム 

> 

> 

コネクタ 

へ 

か 

冷 

•、 

ち 

V 

■V 

ろ 

1 

K 

m 

•、 

か 

冷 

.、 

•u 

へ 

り 

木 




斬 


選 


•ム1.ち）ホ 
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9 

• 

♦ ♦♦♦♦パ 

* SM—B — 80T VI,1 

******** 


f 

♦ 

TITLE 

SM—B — 80T 


FOOD 

ROM 

ECU 

OEOOOH 

；ROM STARTING ADDRESS 

FFOO 

RAM 

EQU 

OPFOOH 

;0S RAH STARTING ADDRESS 

FFCC 

MODE 

EQU 

RAM^OCCH 

••USER PROGRAM MODE 

FFCO 

SEGBUF 

FQU 

MnOE^I 

；S E G U M E N T BUFFER 

F F05 

DISBUF 

FOU 

SEGBUF+8 

••DISPLAY BUFFER 

F FDD 

FLAG 

EQU 

DISBUF ♦け 

；C H A T T*E R I N G P し AG 

ffde 

REMSW 

EOU 

FLAG+1 

;remote switch flag 

FFOF 

DATA 

EQU 

REMSU-fl 

iJ>ATA け G , 

FFE1 

ADDR 

EQU 

DATA-*-? 

；ADDRESS RF6. 

F … 

SAVE 

EOU 

AODRW 

••USER REG, SAVE AREA 

FFFD 

BCOUNT 

EOU 

SAV い ？ 6 

••break counter 

FFFE 

BADOR 

EOU 

BCOUNT パ 

••break address 

FFCC 

STACK 

EQU 

MODE 

jmonitor stack 

F F9A 

USER 

FQU 

STACK—bO 

••USER stack 

00D9 

I NT 

EQU 

009H 

••SYSTEM NMI PORT 

00D1 

PIOAC 

EQli 

0D1 H 

；PIO A CONTROL 

0000 

PIOAO 

EQU 

ODOH 

；PIO A DATA 

00D3 

PIOBC 

EQU 

003 H 

；PIO B CONTROL 

0002 

PIOBO 

EOU 

002H 

；PIO B DATA 

OOOB 

TAPEC 

EQU 

ODBH 

； 8251 control 

00 OA 

TAPED 

EQU 

OOAH 

； 8251 DATA 

0008 

SYS 

EOU 

008H 

••SYSTEM CONTROL 

OODC 

REM 

EQU 

OOCH 

；REMOTE SWITCH 


f 

ORG 

ROW 



t 

1 

♦♦♦♦♦♦* 

k A MAIN ♦♦♦♦♦♦♦♦ 


C303E0 

t 

MAIN ： 

JP 

$♦3 


03D8 


OUT 

(SYS)/A 

••RESET EOOO 

Af 


XOR 

A 


0616 


し 0 

B/22 


21 COP F 


LO 

HL/S6GBUF 


77 

MAI0 S 

LD 

(H し ）, A 

••CLEAR REMSw/DATA^ AOOR 

25 


INC 

HL 


1OFC 


OJ N2 

MA10 


2EFn 


LO 

い BCOUNT & 0 り H 


77 


LO 

(ML)/A 

••CLEAR BCOUM 

2EP7 


LO 

L/SAVE + 20 & OFF H 

77 


LD 

(H し）一 

••CLEAR USER IFF 

2E9A 


LD 

し* USER OF FH 

；SE T UP USER STACK 

?2F … 


け 

(SAVE) バ L 


iECF 


LO 

AfOCPH 


0303 


OUT 

(P lORC ) * 占 

；St T PIO B CONTROL ^ODE 

030B 


OUT 

(TAPEC)#A 



が録 8 モニタプログラムリスト 

K1.SR ASMBL'O BY 80 *?5EMB し ER REV-A , 1 Oi#?7 / *78 

TITLE SM-0-8OT — LH-8H02 

001 SM ■ 目 — SOT 


0356 8 BCDF12i457A CE 
00000000011111111 
00000000000000000 
FEEEFFEEEEEE EFr EE 

1?J, 4 5.0 〜 890123 ム 567890123 7890123456700901234567 片 90 
11111111112?22?22?223333333333444/444/4/4/445 
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〇〇ク 


SM— 目 — SOT 


♦ FUNCTION 

KEVIN 

11H 

2 クし OAO 
1?H 

Z バ TORE 

10H 

Z/RG100 
16H 
NZ 

H しバ EMSW 
(HL) 

A, (REM) 

Z 

(REM) 

(H い , H 


INTERRUPT 

ROM+66H 

$♦3 

(SYS) / A 
(SAVE) パ P 
SP バ AV い？ A 
AF 


A/OFM 
(PIOBC)/A 
(PIOAO/A 
SP バ TACK 
DI SP1 
KEY I N 
H い MA20 
HL 
1OH 

C/SHJFT 
HL/JPTAB 
1OH 


； 0 U M w Y 

；SET PIO A OUTPUT MODE 

•SET UP monitor stack 
••DISPLAY ADOR^OATA 
；K F Y I N 

；PUSH RfTURKi ADDRESS 


••DATA KEY 
;command key 


；GO TO EACH command ROUTINE 


NEXT KEY input 
LOAD KEY 
STORE KEY 
REG • KEY 


;remote key 

;CHECK REMSW 

••remote on 

；REMOTE OFF 
； TURN OFF P し AC 


NMI ENTRY ADDRESS 
RESET EOOO 
SAVE USER SP 


り 

E020 

if OF 


し D 

52 

E0?2 

D303 


OUT 

53 

E02 ム 

03D1 


OUT 

54 

fO む 

31CCFF 

MA20: 

し 0 

55 

F029 

CDF7E2 


call 

56 

E02C 

C03FE3 

MA30 ： 

CAU 

57 

E02F 

2126E0 

MA50 ： 

し 0 

58 

E032 

E5 


PUSH 

59 

E033 

FE10 


CP 

60 

E035 

DAIBE3 


JP 

61 

F038 

21E7E3 


LO 

<S2 

E03B 

D610 


SUB 

63 

E050 

07 


RLCA 

64 

P03E 

85 


ADO 

65 

E03F 

6F 


LO 

66 

ECHO 

7E 


LO 

67 

EO い 

23 


INC 

68 

E042 

66 


LD 

69 

EO い 

6F 


し 0 

70 

FO ムム 

F9 


JP 

71 



1 


72 



« 


73 



f 

♦ ♦ ♦ ♦1 

マレ 



• 

$ 



75 

76 


EO ム 5 
EO ん 8 
77 E04A 
75 mo 

79 EO い 

80 E052 

81 EOS ム 

82 E056 

83 E058 

84 E059 

85 E05C 

86 E05D 

87 E05F 

88 E060 

89 E062 

90 E063 

91 

92 

93 
9U 
95 


C03FE3 
… 1 
CAC6E1 
F り？ 
CA36F2 
FE10 
2859 
FE16 
CO 

"DEPP 
ろ U 

OBDC 

C8 

03DC 

74 

C9 


funcj call 
CP 
JP 
CP 
JP 
CP 
JR 
CP 
RET 

remote; し D 

INC 

IN 

RET 

OUT 

し 0 

RET 




96 

E066 

C369E0 INTER ： 

JP 

97 

f669 

0308 

OUT 

98 

E06B 

ED73f … 

LO 

99 

F06F 

i1FDFF 

1 P 

100 

ら 072 

FS 

PUSH 



H H ) 
LAC ( A L 

ク / クし / / H 

A し A H H し （ 
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003 


SM—B-80T 


AF 

A パ 

AF 

BC 

OE 

HL 

AF/AF• 

AF 
BC 
DE 
H し 

A/(SAVE+20) 
4 


(SAVE^ZO)/A 

AF#AF * 

IX 

lY 

SP バ SAVE) 

H し 

(SAVE)/SP 
(SAVE " い 一 L 
(ADDR),HL 
H しク （ SAVE^2 む 
<OATA)#HL 
A/ (MODE) 

A 

NZ/EXOO 

MA20 


REGISTER 

KEY IN 
8 
C 

1OH 
NC 
A / 8 
R660 
KEY I N 
1OH 


: SAVF AF 
: SAVF I'lFF 

: SAVE BC 
；SAVF OE 
；SAVE HL 

；SAVE AF* 

；SAVE BC* 
?SAVE DE* 

；SAVE HL* 


SAVE IX 
SAVE IY 


GET OLD PC 


SAVE PC 
DISPLAY PC 


DISPLAY AF 
CHECK USER MODE 


RUN mode 
STEP MODE 


♦ ♦ 


••INPUT REG' KEY 


；ADD OFFSET 
；INPUT REG, KEY 

； I F command key# ignore 


101 

E073 

F5 

PUSH 

102 

E07 ん 

E057 

し 0 

103 

F076 

F5 

PUSH 

m 

F077 

C5 

PUSH 

105 

6078 

Ob 

PUSH 

106 

E079 

け 

PUSH 

107 

E07A 

09 

EXX 

108 

E07B 

08 

EX 

109 

E07C 

F5 

PUSH 

110 

E07D 

C5 

PUSH 

111 

E07E 

05 

PUSH 

112 

E07F 

E5 

PUSH 

113 

E080 

3AF7FF 

LO 

1 U 

E083 

E60 ム 

AND 

115 

E085 

OF 

RRCA 

116 

E086 

OF 

RRCA 

117 

E087 

32F7FF 

し 0 

118 

E08A 

09 

EXX 

119 

EO0B 

08 

EX 

120 

E08C 

DDES 

PUSH 

121 

E08E 

FOES 

PUSH 

122 

E090 

ED7BMPF 

LD 

123 

E094 

E1 

POP 

124 

f095 

ED7363FF 

LD 

125 

E099 

22FBFF 

LO 

126 

E09C 

22E1FF 

LO 

127 

E09F 

2AF9PF 

LD 

128 

E0A2 

220FFF 

LO 

129 

E0A5 

3ACCF F 

LO 

130 

F0A8 

3C 

INC 

131 

E0A9 

C25A61 

JP 

132 

FOAC 

C326E0 

JP 


133 


135 

136 


137 

EOAF 

C03FE3 

RG100; 

CALL 

13 月 

E0B2 

け 08 


CP 

139 

E0B4 

D8 


RET 

140 

E0B5 

FE10 


CP 

U1 

E0B7 

DO 


RET 

U2 

E0B8 

C608 


ADO 

U3 

EOBA 

1806 


JR 

1 么 4 

EO 己 C 

C03FE3 

REG: 

CALL 

14,5 

EOBF 

PM 0 


CP 

U6 

E0C1 

DO 


RET 

U7 

B0C2 

U7 

RG60; 

LO 

U8 

E0C3 

87 


AOO 

U9 

EOC 么 

119DE3 


し 0 

150 

E0C7 

83 


ADD 


s 

A A ク E 
O / / E ク 
N B A o A 
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SM— 白 — 30T 


151 EOCa 5F LO E,A 

152 E0C9 21 DC P F LD HL'OISPU ぃ 7 


153 

EOCC 

1 A 


し D 

A ク <0E) 

154 

EOCD 

E6F0 


AND 

OFOH 

155 

EOCF 

OF 


RRC A 


156 

EODO 

OF 


RRCA 


157 

E0D1 

OF 


RRCA 


156 

60D2 

OF 


RRCA 


159 

6003 

C60A 


ADD 

A ク OAH 

160 

EQD5 

77 


し D 

CHL)/A 

161 

E0D6 

2B 


DEC 

H し 

162 

E007 

1 A 


し 0 

A/<DE) 

163 

E0D8 

E60F 


AND 

OFH 

164 

EODA 

C60A 


ADO 

A バ AH 

165 

EODC 

77 


し 0 

(H し ）* A 

166 

EOOD 

む 


DEC 

HL 

167 

EOOE 

3615 


LO 

(H し） , 15H 

168 

EOEO 

2B 


DEC 

H し 

169 

E061 

3617 


し 0 

(H し）パ 7H 

170 

が E3 

13 


INC 

DE 

171 

EOE も 

1 A 


LD 

A, け E) 

172 

E0E5 

21E3FF 


け 

H しバ AVE 

173 

E0E8 

85 


ADD 

A •し 

174 

E0E9 

6F 


LO 

し f A 

1 75 

EOEA 

54 


LD 

0/H 

176 

EOEB 

5D 


LO 

E 八 

177 

EOEC 

7E 


LD 

A/(HL) 

178 

EOEO 

23 


INC 

H し 

1 わ 

EOEE 

66 


LD 

H/(HL) 

180 

EOEF 

6F 


し 0 

し >A 

181 

EOFO 

78 


LO 

A バ 

182 

EOM 

FE05 


CP 

5 

183 

E0F3 

3802 


JR 

C/R610 

184 

E0P5 

2600 


LD 

H*0 

185 

E0F7 

22DFFF 

RG10 ： 

し 0 

(DATA)/H L 

186 

EOFA 

CDFCE2 


CAU 

0ISP2 

187 

EOFO 

CD3FE3 

RG20 ： 

cut 

KEY I N 

188 

E100 

… 3 


CP 

13H 

189 

El02 

C8 


RET 

2 

190 

E103 

FE15 


CP 

15H 

191 

E105 

28U 


JR 

Z , R い 0 

192 

り 07 

FE11 


CP 

11 H 

193 

E109 

281 C 


JR 

Z/R670 

194 

E10B 

FE12 


CP 

12H 

195 

ElOD 

2821 


JR 

Z^RGSO 

196 

E10F 

FE10 


CP 

1OH 

197 

Ell1 

3026 


JR 

NC バ C90 

198 

El13 

CD1BE ス 


call 

SHIFT 

199 

FI16 

CDFC り 


CALL 

DI SP2 

200 

Ml9 

1 HF2 


.け 



；GET 1 » ST CHARACTER 
；STORE IT TO DISPLAY BUFFER 

；GFT 2*ND character 
••STORE IT 

；STORE SPACE 

；STORE 

••GET ADOR, OF REG, SAVE AREA 


；1 BYTE REG. 

••STORE CONTAIN! OF REG. TO DATA REG, 

••INPUT NEXT KEY 
；I F RUN KEY/ RETURN 

••WRITE KEY 
；I N C R KEY 
けら CR KEY 

； 0 A T A KEY 

••DISPLAY DATA REG. 
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LO 

EX 

LD 

LO 

CP 

JR 

INC 

LO 

し 0 

INC 

CP 

JR 

XOR 

JR 

LO 

DEC 

JP 

LO 

JR 

POP 

PUSH 

call 

POP 

JP 


H し / (DATA) 
OE/H し 
<HL)#£ 

A パ 
5 

NC/RG70 

H し 

<H い , 0 
A/B 

18H 

C ♦ R G 6 0 
A 

RG60 

A ク 0 

A 

P/RG60 
A バ 3 
RG60 


HL 

AF 


SEGCON 

AF 

MA50 


••LOAD DATA TO HL 

••STORE ： LOW BYT ら TO ITS SAVE AREA 

••IF 1 BYTE REG# SKIP 
；STORE HIGH BYTE 
；INREMENTE SEG. NO, 

；IF OVER RANGE / CLEAR RFG, NO, 


••RECOVER command KEY 


♦ ♦♦ RUN パ TEP ♦♦♦♦♦♦一 


A'OPFH 
(MODE),A 
EXaO 

H しバ ADOR> 
(SAVE^Z 么）し 
A# (BCOUNT) 

A 

Z/EX50 

A/1 

(MODE)/A 
H し * <SAVE^2 ム） 
DE/(BADOR) 

A 

HL/OE 
NZ バ X ん〇 
H し , BCOUNT 
けし） 

Z/MA20 

H し ♦ <SAVE^24*> 
HL 

A,(H し） 

OCBM 


STEP COMMAND ROUTINE 
SET USER PROGRAM MODE 

RUN command routine 
SET UP PC 
check 目 count 

IF 目 COUNT IS NON ZERO/ TRACE MODE 

BP IS ACTIVE 

SET USER PROGRAM MODE 

GET CURRENT USER'S PC 

GET BRFAK ADDRESS 

CHECK THEM 

I F NOT EOUALE* COUNTINE 
IF EQUALE/ decrement BCOUNT 

I F ZERO/ BREAK 
GET PC 


005 SM-B-80T 


201 

FI 1 B 

2A0FFF 

RG ム 0 ; 

202 

Ell E 

け 


203 

El1 F 

73 


204 

り 20 

78 


205 

E121 

FE05 


206 

E123 

3002 


207 

り？ 5 

23 


208 

E126 

72 


209 

E127 

78 

RG70 ： 

210 

E128 

3C 


211 

El29 

Ff 18 


212 

り 20 

3895 


213 

E120 

AF 


214 

F12E 

1R92 


215 

E130 

78 

RG80 ： 

216 

M31 

3D 


217 

E132 

F2C2E0 


218 

E135 

3617 


219 

E137 

1889 


220 

E139 

り 

RG90 ； 

221 

E13A 

F5 


2Z2 

El3B 

C034E3 


223 

E13E 

FI 


2 ? ん 

E13F 

C32FE0 


225 




226 



■ 

t 

227 



■ 

228 



• 

♦ 

229 

6U2 

3EFF 

STEP ： 

230 

EU ム 

32CCFF 

6X50! 

231 

EU7 

182 ん 


232 

EU9 

2AE1FF 

RUNt 

233 

FUC 

22FBFF 


234 

EUF 

3AF0F F 


235 

E152 

A7 


236 

E153 

28EF 


237 

E155 

3E01 


238 

E157 

32CCFF 

EXEC ： 

239 

EISA 

2AFBF F 

EXOOi 

240 

El5D 

EDS 白 … F 


2 い 

M 61 

B7 


242 

り 62 

E052 


2 り 

E16 ム 

2007 


2 レ U 

り 66 

21 けり 


245 

E169 

35 


246 

E16A 

CA26E0 


247 

E16D 

2AFBFF 

6X40 ： 

2US 

E170 

E5 


249 

E171 

7E 


250 

F172 

PEC 目 



o CCS 
DDRDDDNR DODOP0PDEPDUDP 
しし J し LLAJ しししし OSJLOJ し p し c 
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00 <s 


SM-b—80T 


251 

hMU 

280R 


25? 

El 76 

F60F 


253 

El け 

FEOD 


254 

E17A 

200A 


255 

M 7C 

7E 


256 

El7D 

FEOD 


257 

E17P 

3805 


258 

E181 

21F7FF 

EX い： 

259 

f m 

C 白 P6 


260 

E186 

El 

EX い ; 

261 

E187 

F07RE3FF 


262 

MSB 

E5 


263 

El8C 

2AF9F F 


264 

E18F 

E5 


265 

E190 

E073E3FF 


266 

El94 

31E5FF 


267 

E197 

FDE1 


268 

E199 

DDE1 


269 

E19B 

09 


270 

E19C 

08 


27^ 

E190 

El 


272 

ei9E 

01 


271 

f 19F 

Cl 


27U 

MAO 

FI 


275 

El A1 

D9 


276 

El A2 

08 


277 

El A3 

El 


278 

M A4 

01 


279 

M A5 

Cl 


280 

El A6 

M 


281 

El A7 

E047 


282 

El A9 

ED7BE3FF 


283 

MAD 

3ACC F P 


284 

E1B0 

3001 


285 

M B2 

FB 


286 

El B3 

2009 

EX10! 

287 

El 05 

A7 


288 

El B6 

2804 


289 

El B8 

M 


290 

E1B9 

D3D9 


291 

El BB 

C9 


29? 

M 白 C 

FI 

EX20I 

293 

E1 BD 

C9 


294 

E1 BE 

A7 

EX30 ： 

295 

F1BF 

28P 白 


296 

El Cl 

り 


297 

EU2 

D3D9 


298 

El C4 

00 


299 

300 

M C5 

C9 



NZ/EX30 

A 

2/EX20 

AF 

(IMT)/A 

AF 

A 

Z*EX20 

AF 

(INT),A 


Z/6X41 

OFH 

OOH 

HZ •いい 

A, (HL) 

ODOH 
C,EX い 
M しパ AVE*20 
6/ (HL) 

HL 

SP/ (SAVE) 

HL 

HL バ SAVF"?) 
HL 

(SAVE)/SP 

SP ク SAV い 2 
I Y 
IX 


GET SP 

PUSH USER'S PC ON USfR* S STACK 

GET Af 

PUSH AF TOO 

SAVE SP 

LOAD SAVE ADDRESS TO SP 
RESTORE lY 
RESTORE IX 


••RESTORE H し , 
•■RESTORE OE • 
；RESTORE BC * 
；RESTORE AM 


け ESTORE H し 
；RESTORE OE 
；RFSTORE BC 

；R E S T 0 P E I 
••RESTORE SP 

；GET mode 
••CHECK USER'S IFF 


••CHECK USER MODE 


； RETUR^J TO USER PROGRAM 
••RETURN TO USFR PROGRAM 


；R E T 1.1 R N in PROGRAM 


F L E c F 
A H o 白 A 


E } 

V E o 

f ADI 
F sox 
A (ME 

/ A / ( ク 
U. し ECF ク p ク c 

AHDBAISAN 


R N p . 

J A c . 


p p p p X 


p p p p 


: "w けけぃけ S パ：：パパ I 顚 
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301 


302 



9 

♦ ♦♦♦♦♦♦‘ 

* LOAD * ♦♦い 

け ♦♦ 



303 



9 






304. 

E1 C6 

3E 么〇 

LOAD ： 

し 0 

Af 40H 

••し OAP command routine 


305 

M C8 

D30B 


OUT 

(T A P-E C ) / A 

；R E S E T 8251 



306 

E1 CA 

3EC0 


し 0 

A/OCDH 

••SET UP 8251 



307 

E1 CC 

D3D8 


OUT 

(TAPEC ) 一 




308 

MCE 

D3DC 


OUT 

け EM)>A 

••remote on 



309 

£100 

CD 円 5 り 


CALL 

WAITS 

••WAIT 5 SEC, 



310 

E103 

3E04 


LD 

A 一 




311 

E105 

D3DB 


OUT 

け APEC)/A 

••RECEIVE ENABLE 



312 

E107 

1E01 


LO 

E パ 

••INITIALIZE BLOCK K 

10. 


313 

E1 09 

OEOO 

L010 ： 

し 0 

C/0 




31 ム 

MOB 

C029E2 


CALL 

TPIN 

••read block no. 



315 

ElOE 

BB 


CP 

JR 

E 

••CHECK IT 



316 

El DF 

2033 


N2 ク ERROR 

；IF NOT EQUALS/ 

ERROR 

317 

El El 

C029E2 


CA しし 

TPIN 




318 

り E ら 

レ 7 


LD 

B/A 

••read block length 



319 

E1E5 

C029E2 


CA しし 

TPIN 




320 

E1E8 

57 


LO 

D#A 

••READ BLOCK TYPE 



321 

El E9 

C029E2 


cm 

TPIN 




322 

El EC 

67 


LO 

H#A 

••READ LOAD ADDRESS 

(HI) 


3 23 

FI EO 

C029E? 


CALL 

TPIN 




32 ム 

El FO 

6F 


LD 

L/A 

••READ LOAD ADDRESS 

(LOU) 


325 

El F1 

78 


し D 

A バ 




326 

El F2 

A7 


AND 

A 




327 

El り 

2811 


JR 

Z/L040 

；IF BLOCK LENGTH 三 

0, SKIP 

328 

El F5 

7B 


LD 

A バ 




329 

El P6 

3D 


OFC 

A 




330 

El F7 

2003 


JR 

NZ パ D20 




331 

M F9 

22E1FF 


LD 

(AOOR)#ML 

；IF 1*ST BLOCK/ SET 

LOAD 

ADDRESS 

332 

El FC 

C029E2 

し D20: 

CALL 

TPIN 

••READ DATA 



333 

E1 FF 

77 


LD 

CHL)#A 

；and store it to memory 


334 

E200 

220FFF 


10 

(DATA) ク HL 

••SET CURRENT LOAD ADDRESS 

335 

E203 

23 


INC 

H し 




336 

E204 

10F6 


DJNZ 

し 020 




337 

E206 

CD29E2 

LD40; 

CALL 

TPIN 

••READ CHECK SU^^ 



338 

E209 

79 


LO 

A パ 




339 

E20A 

A7 


AND 

A 




340 

E20B 

2007 


JR 

NZ/ERROR 

；I F C IS NON ZERO# 

CHECK 

SUM ERROR 

341 

EZOD 

U 


INC 

e 




342 

Em 

15 


DEC 

0 

；IF BLOCK TYPE =1# 

DATA 

BLOCK 

3 い 

E20F 

28C8 


JR 

INC 

2/LD10 




344 

E211 

U 


0 

；I F BLOCK TYPE = 0/ 

END 

OF BLOCK 

345 

E212 

2806 


JR 

Z/LD30 




3 ん 6 

E21 U 

0608 

ERROR! 

し r> 

B,8 

；ERROR MESSAGE ROUTINE 


347 

E216 

2U0FF 


し 0 

H し * SEGBUP 




346 

E219 

3640 

FR10 ： 

LD 

けし）'ん OH 

••DISPLAY 

mm * 


349 

E21B 

23 


INC 

HL 




350 

F21 C 

10Fe 


OJNZ 

f R10 
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008 


が - 己 - 80T 


リ U 

? リ C F 0 


し 0 

H L<WA5n 


り？ 1 

Fi 


り 

(SP) ク HL 


F22? 

AF 

し D jO : 

XOR 

A 


り 23 

320EFF 


し 0 

(REMSW),A 


…6 

D8DC 


け 

A/(REM) 

; remote off 

E228 

C9 


RET 



り 29 

DBDB 

TPIN ： 

IN 

(TAPEC) 

.•RECEIVE READY? 

E22B 

CB4F 


BIT 

1 /A 


り 2D 

2«FA 


JR 

Z ク TPIN 

； KiO/ CHECK AGAIN 

リ 2F 

DBDA 


IN 

A / (TAPED) 

••INPUT DATA 

E231 

F5 


PUSH 

AF 


E232 

81 


ADO 

A バ 


E233 

い 


し 0 

C/A 

••RENEW CHECK SUM 

E パム 

M 


POP 

AF 


E?35 

C9 

• 

f 

RET 





■ 

r 

# 

♦ ♦♦♦い: 

•* STORE ******** 


り 36 

3E40 

STORE; 

LD 

A/AOH 

••CASSETTE TAPE STORE ROUTINE 

E238 

030B 


OUT 

(TAPEC) /A 

••RESET 8251 

E23A 

3ECE 


LO 

A/OCEH 


E?3C 

D30B 


OUT 

(TAPEC)/A 

••SET UP 8251 

E23E 

3E01 


LD 

A*1 


E2 ん〇 

030B 


OUT 

(TAPEC)/A 

••TRANSMIT enable 

12U2 

2A0FFF 


し 0 

HL*(DATA) 


E245 

E05BE1F F 


LO 

OE/ (ADOR) 


E2 ム 9 

AF 


XOR 

A 


E2 ム A 

E052 


SBC 

HL/OE 


E2 ム C 

08 


RET 

C 


E240 

D3DC 


OUT 

け EM) ク A 

；REMOTE ON 

りム F 

23 


INC 

HL 

••STORE BYTE COUNT 

り 50 

E5 


PUSH 

HL 


E251 

063C 


し 0 

0/60 


り 53 

CDB7E2 


CALL 

WAIT 

••wait 30 SFC. 

り 56 

1 E01 


LD 

E#1 


り 58 

53 

ST50 ： 

し 0 

0 バ 


E259 

C0C2E2 


CA しし 

TPOUT 

••WRITE BLOCK NO, 

F25C 

El 


POP 

HL 


り 5D 

01FFOO 


し D 

0 いむ S 

； M A X , LENGTH IN A 0 し〇バ 

E260 

AF 


XOR 

A 


り 61 

ED い 


SBC 

HL/BC 


り 63 

3008 


JR 

NC ク ST10 


E265 

09 


ADO 

H しバ C 


E266 

85 


ADO 

A 八 


E267 

1*7 


LO 

B/A 


E?68 

2E00 


LD 

L/0 


E26A 

け？ f 


JR 

Z バリ 0 


E?6C 

36 


DF FP 

3FM 

；S < I P Nir XT い STRUCTION 


F ?60 41 S n 0: し 0 R/C 


1 ク 54567890123 A 56789012545678901〜34567890123 A 567890 
5s 555555566666666667777777777888888888899999 999990 
ス 333333333353 33353333353333333 ji 3 3333333333333333 ム 


— 114 — 



009 


SM-e- 80 T 


ム 01 

E?6E 

F5 

ST30 ： 

PUSH 

HL 



ん 02 

り 6P 

么 B 


し 0 

C/E 



ら 03 

E270 

50 


LD 

D ク B 



U0U 

り 71 

C0C2E2 


CAU 

TPOUT 

ィ WRITE 

BLOCK LENGTH 

ム 05 

E パん 

1601 


LO 

D/1 



406 

E276 

C0C2E2 


CALL 

TPOUT 

••WRITE 

BLOCK TYPE 

407 

E279 

2AE1F F 


LD 

HL バ ADOR) 



408 

E27C 

5 么 


し 0 

0/H 



409 

E270 

CDC2E2 


CALL 

TPOUT 

••WRITE 

LOAD ADDRESS CHI) 

い 0 

E2 只 0 

55 


LO 

0/L 



い 1 

り 81 

CDC2E2 


CALL 

TPOUT 

••WRITE 

LOAD ADDRESS (LOW) 

412 

E28 ん 

56 

ST4*0 ： 

LD 

0/(HL) 



ム 15 

E?85 

C0C2E2 


CAU 

TPOUT 

••WRITE 

DATA 

ん U 

E288 

23 


INC 

HL 



い 5 

E289 

10F9 


OJNZ 

ST40 



416 

リ 80 

78 


LD 

AfB 



い 7 

E28C 

91 


SUB 

C 



么 18 

E28D 

57 


し 0 

D/A 



い 9 

E28E 

C0C2E2 


CALL 

TPOUT 

••WRITE 

CHECK SUM 

么 20 

E291 

22E1F F 


LD 

(AODR) /H し 



U^^ 

り 94 

CD05E2 


CALL 

WAITS 

••WAIT 5 

SEC. 

U22 

り 97 

1C 


INC 

E 



ん 23 

E298 

18BE 


JR 

ST50 



424 

e?9A 

55 

ST?0 ； 

LD 

O' し 



い 5 

E29B 

060 ん 


LO 




U26 

リ 9D 

CDC2E2 

ST60 ； 

CALL 

TPOUT 

；WRITE 

END BLOCK 

427 

E2A0 

10FB 


OJNZ 

ST60 



い 8 

E2A2 

78 


LD 

A#B 



429 

E2A3 

93 


SUB 

E 



ん 30 

E2A4 

57 


LD 

0/A 



431 

E2A5 

C0C2E2 


CAU 

TPOUT 

••WRITE 

CHECK SUM 

しろ之 

E2A 只 

C0B5E2 


CALL 

WAITS 

；WAIT 5 

SEC, 

433 

り A0 

3E08 


LO 

A/8 



么 3 ム 

リ AD 

D3DB 


OUT 

(TAPEC)#A 

；write 

SPAC.f 

435 

EZAF 

CO05E2 


CALL 

WAITS 

；WAIT 5 

SEC. 

么 36 

E2B2 

C322E2 


JP 

LD30 



437 

E2B5 

060A 

WAITS* 

LD 

目, 10 

；5 SEC . 

WAIT ROUTINE 

45 只 

リ B7 

219DB8 

WAIT ： 

LO 

HL, パ 261 

; 0,5 SEC, WAIT ROUTINE 

439 

E2BA 

2B 

wAl0 ： 

DEC 

HL 



ム么〇 

E2BB 

7C 


LD 

A, H 



んム 1 

E2BC 

B5 


OR 

L 



44,2 

E2B0 

20F 扫 


JR 

N2/WA10 



ム 43 

E2BF 

1 0F6 


OJNZ 

WAIT 



ム 4ん 

E2C1 

C9 


RET 




UU5 

E2C2 

DBOB 

TPOUT! ■ 

IN 

A/(TAPEC) 

••TRANSMIT READY? 

U U6 

12ZU 

OF 


9RCA 




UU1 

F2C5 

30 け 


JR 

NC#TP01IT 

••N0< WAIT 

4 ム只 

F?C7 

7A 


け 

A/D 



UU9 

り" 

バ 0A 


nuT 

(TAPED) /A 

； OUTPUT 

PAT A 

ら 50 

E2C A 

只 1 


ADO 

A バ 
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E2C 目ム F 

リ CC C9 


り CD 

2ADFFF 

AORSET 

り DO 
E2D3 

22E1FF 
181C 

$ 

9 


F2D5 

2AE1FF 

DECR ! 

E208 

2B 


F?09 

1816 


E2D 己 

3ADFFF 

READ ； 

E2DE 

32E0FF 


E2E1 

7E 


E2E2 

32DFFF 


E2E5 

C9 



E2E6 

2AE1FF 

WRITE 

E2E9 

E2EC 

3A0FFF 

77 

1 

9 


り ED 

E パ 0 

2AE1FF 

23 

I NCR ； 

E2F1 

り F ん 

C00BE2 
22E1FF 

I R10: 


F2F7 D9 DISP1 ： 

E2F8 0604 
E2FA 1805 


E2FC D9 DIS P 2 ： 

E2F0 060? 

り Ff 21np f F DPI0 ; 


*♦ D I S P2 ******** 

••DISPLAY DATA K ADDR 

w し * OATA し IS POINTER TO DATA REG. 


H し , （ ADDR) ；W RIT E ROUTINE 

A/(DATA) 

(HL),A 


I NCR ♦♦♦♦♦♦♦♦ 

HL*<AODR) ;INCREMENT & READ MEMORY ROUTINE 

HL 

READ ；MEMORY READ 

(AODR)/ML 


DISP1 ♦♦♦♦♦*♦♦ 

••DISPLAY DATA REG, ROUTINE 

B/4 
DPI0 


；decrement & READ MEMQTY ROUTINE 


••SHIFT 1 BYTE DATA REG. 
；LOAD MEMORY DATA 
；STORE IT TO DATA REG, 


010 SM—B—8 日 T 


し 0 C # A ；RFNEW CHECK SUM 

PET 


******** ADRSET ******** 

し D H レ （ DATA) ； A 0 0 R E S S SET ROUTINE 

LO UDDR)/HL 

JR I R10 


1 〜 3A 567 8 90123 A 5678901234567890123ム56789 0 ‘123^56 
555555 555666666666677 777777778888888888 9999999 

ん 4 ム 44 らんムムん么 4 么ムム 4 ^44 らん. 4 ムムんム 44 么ム 4 ん 4 ム44444ム心 4, 


9 9 9 0 
/4 4 4 Q. 


♦ X 〇 P 

* E L L 


Don ♦ DNAD ♦ XDR 
ししI ♦ し 1C し ♦ E L J 


♦ R ) ) A 

♦ 〇 A 1 / 
D T ♦ \/ ) 

R A A A L A 
c ( o D T H T 
E / 1(A c A 

o しし R ク〇ク o 
H H I A ( A ( 


♦ DFR DDDDE ♦ 

♦ し OJLL しし R ♦ 
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011 


SH-B-flOT 


E31 B 
り IE 
E3?0 
E321 
E323 


E324 

E326 


0608 
2105FF 
11COFF 
7E 
E5 

21C0E3 
85 
6F 
4E 
1 A 

E680 

B1 

12 

E1 

パ 

13 

10EE 

C9 


り 021105FF 
り 05 76 
E3n<S t60F 
り ()812 
E309 7E 
E30A E6F0 
E30C OF 
E300 OF 
E30E OF 
E30F OF 
E31013 
E31112 
E31213 
E313 23 
E314 10EF 
E316 CD24E3 
E319 D9 
E31A C9 


0P20 : 


SHIFT: 


し 0 

DE/OISRL け 

LD 

A/<H し） 

AMD 

OFH 

LP 

け E》,A 

LD 

A/(Ht) 

AND 

RRCA 

RRCA 

RRCA 

RRCA 

OFOH 

INC 

DE 

LD 

(OE)/A 

INC 

OE 

INC 

HL 

DJNZ 

opeo 

call 

f XX 

RET 

SEGCON 

♦♦♦♦♦♦♦* 

SHIFT ♦♦， 

LD 

no 

HLfDATA 

INC 

RLO 
け T 

HL 


； G6 T DATA REG, 

け ASK OFF UPPER U BITS 
••STORE IT TO DISPLAY BUFFER 
；RECOVER IT 

；MASK OFF LOWER 4 BITS 
••ROTATE RIGHT U BITS 


: STORE IT 


: segument convert 


******** 


: SHIFT DIGIT RIGHT DATA REG, 


SCI0 : 


♦ ♦♦♦♦♦一 SEGCON ♦ 

LD 

B#8 

LD 

H しパバ已じド 

し 0 

OE パ EG 目 UF 

し 0 

A, (HL) 

PUSH 

H し 

し D 

HL バ E6TAB 

ADD 

LD 

A > し 

しク A 

し 0 

C, けし》 

し D 

A/(DE) 

AND 

80H 

OR 

C 

LD 

(DE)/A 

POP 

HL 

INC 

HL 

INC 

OE 

DJNZ 

SCI0 

RFT 



******** 


: SET UP COUNTER 


?hl is pointer to segument table 


: NON EFFECTIVE DECIMAL POINT 


9COE1 23457 只 9A 目 cui 
? 222333333333333 
3333333333333333 
ui- EEEEEEEEEEEUJEEUi 


0 6 6 
10 3 0 9 
2 E 2 E c 


125ん5678901234567890 1? 34567890 123 ム 567 另 9 D 1 23ら 56 

sssswwsss りりりりりリリり；；；リリリリりリリリリリリリリリリリリリリリリ；^;^;^;^;^;^;^;^ 


7 8 9 0 
4 4 4 5 
5 5 5 
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01 7 


SM-B-80T 


551 



■ 



55? 




♦ A ♦♦♦♦* 

1 * KEVIN ***** 

553 






55^* 

E33F 

09 

KEVIN! 

EXX 


555 

りム〇 

CD70 ら 3 

KI60 ： 

call 

SCAN 

556 

H ム 3 

2826 


JR 

Z バ 110 

557 

E3 バ 

060 ム 

KI30I 

し D 

Bf 么 

558 

E3 も 7 

CD70E3 

り 20j 

CALL 

SCAN 

559 

E3 ム A 

1 OFB 


OJNZ 

KI20 

560 

E3 ム C 

2 只け 


JR 

Z バい〇 

561 

りけ 

5F 


し 0 

E/A 

562 

E3 ム F 

3A0PF F 


し 0 

A/(FLAG) 

563 

E352 

A7 


AND 

A 

56 ん 

け 53 

20F0 


JR 

N2/KI30 

565 

E355 

7B 


し D 

A>E 

566 

E356 

320… 


し 0 

<Fl.AG)/A 

567 

り 59 

E60F 


AND 

OFH 

C/0 

568 

E35B 

0E00 


し 0 

569 

E35D 

OF 

KUOl 

RRCA 


570 

E35E 

3803 


JR 

C バ ISO 

571 

E360 

0C 


INC 

C 

572 

E361 

1 8FA 


JR 

KUO 

573 

E363 

7B 

… 0 ! 

LO 

A ク E 

57 ん 

E56 ん 

E670 


AND 

70H 

575 

E366 

OF 


RRCA 


576 

E367 

OF 


RRCA 


577 

E368 

B1 


OR 

C 

578 

E369 

09 


EXX 


579 

E36A 

C9 


RET 


580 

E36B 

32DDFF 

KUO ： 

LO 

(FLAG)/A 

581 

E36E 

18 00 


JR 

"60 

582 

E370 

1600 

SCAN ： 

LO 

D/0 

585 

E372 

0E70 


LO 

C バ OH 

58 ム 

E37 么 

21D … 


LD 

H しバ EG0UF^7 

5R5 

E377 

3Eao 

SN20 ； 

LO 

A ク 80H 

586 

E379 

03D2 


OUT 

(PIO0D)/A 

587 

E37B 

7E 


し 0 

A バ H し） 

588 

E37C 

2B 


DEC 

HL 

589 

E37D 

03D0 


OUT 

(PIOAO)/A 

590 

E37F 

79 


し 0 

A パ 

591 

E380 

0302 


OUT 

(PIOBD)/A 

592 

E382 

DB02 


IN 

A バ PIORD) 

593 

E384 

バ 


CP し 


594 

E385 

F60F 


ANO 

OFH 

595 

り 87 

2802 


JR 

Z バ N1 0 

596 

E389 

B1 


OR 

C 

597 

り flA 

57 


し 0 

0/A 

598 

り 88 

3E2ft 

SNi0 ： 

し D 

A / ら〇 

5Q9 

F38n 

3D 

S バ 0 ; 

op C 

A 

600 

い RE 

20F n 


バ 

MZ / SNin 


；KEY INPUT & LED DISPLAY HQUT.IMf 
；KEY INPUT? 

； N0/ CLEAR FLAG 

••WAIT FOR CHATTERING TIME 


••SAVE KEY NO, 


；IF FLAG IS NON ZERO/ WAIT AGAIN 


••T リ R-N ON FLAG 


；A IS KEY SEQ. NO. 


••SCAN し FD & KEY BOAO 
；SET UP DIGIT COUNTER 

；hl is pointer to segument buffer 

；D I SABLE DIGIT SIGNAL 

;load segument data 

••OUTPUT IT 

； OUTPUT DIGIT DATA 
••INPUT KF Y DATA 


；IF GET ANY KEY ク SAVE IT 
••WAIT 
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E390 
E39E 
E39F 
E3A0 
E3A1 
E3A2 
E3A3 
E3A4» 
E3A5 
E3A6 
E3A7 
E3A8 
E3A9 
E3AA 
E3AB 
E3AC 
り AD 
E3AE 
E3AF 
り BO 
E3B1 
E3B2 
F3B3 
E3B ら 
E3B5 
け B6 
F3B7 
E388 
E3B9 
F3BA 
E3RB 
E3BC 
E3BO 
り BE 
り BP 
り CO 
F3C1 


SYMTABI DEFB 
DEFB 
OEFB 
DEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
OEFB 
OEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
OEFB 
DFFB 
DF FP 


り 90 79 
f391 D610 

り 93 い 

E394 30E1 
E396 3E80 
E398 0302 
E39A 7A 
E39B A7 
E39C C9 


1OH 
C/A 

NC/SN20 
A>80H 
け IOBD),A 


A/D 


••NEXT DIGIT 

.•DISABLE DIGIT SIGNAL 
••RESTORE KEY DATA 


♦ SYMTAB 

82H 
2 レ 

0F8H 

0 

0E9H 

ム 

OEAH 

2 

1OH 
27 
12H 
26 

OEOH 

" 

OESH 

20 

6DH 

15 
7DH 
U 
ODH 
23 

1OH 
19 
20H 
10 
3DH 
1> 

40H 

16 
SDH 
22 
6CH 
7 

7CH 

6 

OCH 


PC 
SP 
IX 
I Y 
6A 
BC 
I 

IF 

H 

L 

A 

B 

C 

D 

E 

F 


SW—B—80T 


S け SESS2 けりい s 。 け USWHWSUS り 


B tot 

duorduone 

し s しし o し ar 


■890123, 


1 〜 3456789012345678 -901? 34567890 1? 3456 マ 

sssssssssw"" "" り " りり"边紀 w'iwiiiiw 
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い 1 ム 


SM-3-80T 


SEGTABI DEFB 
OEFB 
0EF8 
OEFB 
OEFB 
DE け 
OEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFe 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
DEFB 
OEFB 
OEFB 
OEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFB 
DEFB 
OEFR 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
OEFR 


♦ ♦♦♦♦♦い J PTAB 

J PTAB ； DE FW R け 

DE FW I NCR 

OEFU DECR 

OE FW RUN 

OE い STEP 


OEFB 

13 

DE FR 

1 CH 

OEFR 

11 

DEFB 

2CH 

OEFB 

10 

DEFB 

3CH 

DEFB 

9 

OEFB 

么 CH 

DEFB 

8 

OEFB 

5CH 

OEFB 

12 


♦♦♦♦♦♦♦♦ SEGTAB 


651 F3C2 on 
65? r3C3 1C 
<S53 EiC ム 09 
tbU E3C5 2C 

655 E3C6 OA 

656 E3C7 3C 

657 E3C8 09 

658 E3C9 も C 

659 E3CA 08 

660 E3CB 5C 

661 E3CC OC 

662 
663 

66 ム 

6A5 

<S66 E3C0 5C 

667 E3CE 06 

668 E3CF 5B 

669 E300 Uf 

670 E30166 

671 E3D2 6D 

672 E303 70 
67.3 B.50U 27 
67 ム E3D5 7F 

675 E3D6 6F 

676 E3D7.77 

677 E3D8 7C 

678 E309 39 

679 E30A 5E 

680 E30B 79 

681 E3DC 71 

682 E30D 7A 

683 E30E 38 
68 ム E3DF 73 

685 E3E0 76 

686 E3E16E 
697 F3E2 40 

688 E3E3 20 

689 E3E4, 00 

690 E3F5 06 

691 E3F6 60 

692 
695 
691* 

695 

696 .. が 7 BCEO 

697 E3E9 E0E2 
6Q 只 E3EB 05 り 

699 E3ED ム 9E1 

700 E3F F ^?F 1 


；B • 
iC* 

D* 


SPACE 

1 

S 


••REGISTER DISPLAY ROUTINE 
；INCREMENT » READ MgMOTY ROUTINE 

;decrement g read memory routine 

； F. X F C U T f USER'S PROGRAM ROUTINE 
STFP F X F C U T E USER'S PROGRAM 

routine 


H HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH 
c BF60D7FF 7c9E91i 4836600 
565 ム 667276773577737764206 
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e6E? 

DtFW 

WRITE 

CO り 

DE Fw 

adrset 

パ EO 

0 り w 

FIJNC 


6、D 



••WRITE K REAP MEMORY ROUT けら 
.•ADDRESS SF T ROUTINE 
；S M I F T KEY ROUTINE 


S、, — B — 80T 


13 5 7 
F F F p 
3 5 3 3 
F UJ F‘ F 

1? 3 4 
0 0 0 0 


- 121 - 


SM-B-80T SYM ド。 I table 


A HDP 

•PPM 

ADRSeT-E?CO 

hata 

-P F DF 

OECR 

—E'D5 

0 バ p? ■… c 

DPI0 

-F2FF 

f ： f w 0 R — E ?1 ム 

rxoo 

■EISA 

f X 50 

-FI BE 

EX40 

-6160 

バ 50 

■ り么 4 

EXEC 

—E157 

1、CR 

-F?ED 

INT 

— 0009 

J PT AB 

—F3E7 

KEY IN 

-E33F 

K 130 

•りん 5 

K 140 

-E35D 

し M 0 

>F1 D9 

L020 

-El PC 

LOAD 

■El C6 

MA10 

—POOB 

WA50 

-E02F 

MAIN 

—EOOO 

PI HAD -nooo 

Pioec 

— 00D3 

Of AO 

—E20P 

REG 

—FOBC 

PF— パ vJ -P FOF 

RG10 

-F0F7 

Rr, ム〇 

•El1 目 

RG60 

-F0C2 

RG90 

—E139 

ROM 

-FOOO 

SCI0 

- り？ C 

SCAN 

—E370 

SECTAP-E3CD 

SHIFT 

•E31 B 

S、30 

-E38D 

sn 0 

-E?6D 

ST ム〇 

•E?84 

ST50 

-E258 

STEP 

，り厶 2 

STORE 

— E236 

TAPFC -OOOB 

TAPFD 

■0 0 D A 

USFR -FF9A 
WRITE ■り E6 

WA 10 

■り BA 


RADOR 

-FF FE 

8C0UNT-FF FO 

DI SRUF-FF05 

DISP1 

—りり 

np'o 

-E305 

FRIO 

-r2i9 

…〇 

-El 只 j 

EX?0 

•り BC 

ex い 

-E181 

EX い 

-6186 

FLAG 

-F FDD 

FUNC 

-F.045 

INTER 

-E06A 

mo 

-62F1 

…〇 

-E36B 

KI20 

-E347 

<150 

-り 63 

KI60 

-E340 

L030 

-E222 

し D40 

-EZ06 

MA20 

-F026 

MA30 

-E02C 

MODE 

-FFCC 

PIOAC 

-00D1 

PIO0D 

-0002 

RAM 

-FFOO 

REM 

-OODC 

RFMOTE-E059 

RG100 

■FOAP 

RG20 

-EOFO 

RG70 

-M?7 

RG80 

-E130 

RUN 

—EU9 

SAVE 

-FFE3 

SEGBUF 

-FFCD 

SFGCO, 

E52 も 

SN10 

•り 8 目 

SN20 

-E377 

ST20 

-E29A 

ST30 

—E?6E 

ST60 

—f 29D 

STACK 

-FFCC 

SYMTAB 

-E390 

SYS 

-0008 

TP I N 

—り 29 

TPOUT 

—E2C? 

WAIT 

-E2B7 

WAITS 

-E2B5 
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Z-80 

ク□スアセンブラマニュアル 




冒 
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义4 ラベル . 8 
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Z -8 0 クロス•アセンブラ•マニュアル 


1. 概 要 

Z -80 クロス•アセンブラ （ Z 80 A ) は、ミニ•コンピュータ 、 NOVA ' の DOS (デ 
ィスク•オペレーティング.システム）下で実巧できる、 Z 80 ソース•プログラムのアセンブ 
ル用プログラムである。 

クロス •アセンブラは、 NOVA のアセンブリ語で書かれていて、全 ステ ップ数はデータ.エ 
リアも含め約7 KW である。 NOVA の DO S サイズにも依る力く、主記憶部の必要容量として、 
16〜2 4 KW 程度あれば実行可能である。 

Z -80 クロス•アセンブラは NOVA の 、 FDOS ' 、 RDOS ' 'MR DO S ' のいずれ 
の管理下でも、また NOVA 0 1、 0 2、3のいずれの機種においても実行できるようじなって 
ぃる。 

アセンブラの機能は、次の如くである。 

1. オブジュクト•ファイルの作成と出力 

2. アセンブル•リスト及びシンボル•テーブルの作成と出力 

3. クロス•リファレンス•リストの作成と出力 

4. 各リストのディスク•ファイルの作成 

入力.出力装置は、 nova の DOS が管理するすべての装置を利用できる。 

1 •コン ソール （ TTY 、 CRT) 

2. 紙テ-プ•リーダパンチャ （P T R 、 P T P ) 

义紙力ード•リーダ （C DR ) 

4. ライン•プリンタ （ LPT ) 

アセンブルすべき ソース.ファ イルとして、次のいずれかを用意する必要がある。 

1. オフラインで作成された紙テープ.ソース 

2. テキスト•エディタなどで作ぶしたソース•ファイル 

3. リンクされたディスク•ファイル 

4. I B M 力ード.ソースなど 

アセンブル後作成されるオブジェクトは、直接紙テ-プに出力する&[外に、必要なら一旦ディ 


スク•ファイルとして作成し、保をしておくことも可能である。このディスク.ファイルは、適 
時他の形体（紙テ-プ、磁気テ-プ）で出力できる。 

他のファイル （ リストなど）も、同様にできる。 





2. アセンブラ （Z 8 0 A ) の機能 


クロス•アセンブラ （ Z 80 A ) は、次のような機能を有している。 

〇 Z — 80のアセンブラ語（ザイログ社オリジナル）で書かれたソース.プログラムから、所 
定のお式（インテル•フォ-マット）のオブジょクト•ファイルを作成し、出力する。 

〇 ソース•プログラムに、エラー•コード、ステートメント番号、アドレス、マシン•コード 
などを付し、リポートするアセンブル•リストを出力する。 

〇 ラベル（シンボル）を一覧表にしたシンボル•テーブルを作成し、アセンブル.リストに付 
加する。 

〇 ラベルがオペランドとして用いられている箇所の、ステートメント番号を、ラベルに対応さ 
せ一覧表にした、クロス•リファレンス•リストを作成する。 


( 1 ) 

(E) 


2.1 オブジユクトの作成 

オブジェクトのフォーマットは 、 Fig 2. 1のようなインテルフォーマットで作成される 

レコ-ド長 MAX は、3 0バイト分であり、 

最後にチ：^ック•サム （ 2の補数）と 、 CR 
(キャリッジ. リター ン ）、 LF (ライン •フ 
ィ-ド）が付加される。 

チェックサムは、レコード長フィールドから 
チユックサム•フィ-ルドまでの総和の2の補 
数値が出される。 

各デ-夕の水平パリティは、、偶'である。 

データのある場合、レコード•タイプは0 0 
ファイルの終端 （EO F ) の場合、タイプは、 

01である。 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 

10 


Fig 2. 1 


9+( 1E)X2 
9+( 1E)X2+1 
10+( 1E)X2 
10 + ( 1E)X2+1 


High 


( 0 ) 

( 1 ) 


OD 


0 巨 


レコード. マ— ク 
レコード長フィールド 

ASCII HEX 

D ー ド TK レス，フィーノレト* 

ASCII HEX 


レコ ード * タイプ * フイーノレ ド 
デ*-^ 0 0 
EOF 01 


* !> テ‘ータ •フイー> 


ル K 

ASS HEX 


チュック • サム ASC HEX 
2の補数値 

CR 

LF 


(2 












2. 2 リストの作成 


アセンブル-リストは 、 Fig 2 . 2のような形式で出される。 

1巧巧に、 エラー •コード、ステートメント番号、アドレスまたは 、 E QU で指定されたデー 


夕、 

及びマシン•コ 

—ド （ 最大4バイト分）の順で出力され、 

その後ソース巧が出される。 

91 

0 0 DD 

TBUFF : 

DBFS 

NTITL +1 


92 

0 0 EE 

DATE : 

DBFS 

11 


93 

00 F 9 

PS OR ： 

DBFS 

2 


94 

0 0 FB 

BTAB : 

DBFS 

2 


95 


;★★★★★★★★ LTAB 

★★★★★★★★ 


96 

1900 

LTAB 

EQU 

19 0 0 H 


97 

3 FFF 

Ml 6 K 

EQU 

3 FFFH 


98 


; ★★★★★★★★ MAIN 

★★★★★★★★ 


99 



ORG 

100 H 


100 

0100 

lEOO MAIN ： 

LD 

E ， 0 

Fig 2. 

101 

0102 

21 FF 3 F 

LD 

HL ， M 16 K 


102 

0105 

220200 

LD 

( MTAB) ， HL 


103 

0108 

21001 9 MAO 2 ： 

LD 

HL ， LTAB 


104 

010 B 

220000 

LD 

( PTAB) ， HL 


105 

0 10 E 

1802 

JR 

MAO 6 


106 

0110 

1 E 40 CROSS : 

LD 

E ，4 OH 



, 

V / 、 


/ 


一 







番号 

アドレス 

(データ） 

マシン•コード 

ソース 巧 




エラー • コー 巧 わ 


エラ-.コ-ドは巧の先頭に出される。 

ステ-トメント番号は、5巧の10進数で、ゼロサプレスされ、出力される。 

アドレスは、4巧の16進数である。 

マシン.コ—ドは、最大4バイトまで同一巧に出される。これを越えた分は、次の巧に出され 
る。 


2. 3 シンボル（ラベル）•テーブルの作成 

指定（後述）がない限り、このシンボル•テ-プルは自動的に、アセンブル•リストの後に付 
加され、出力される。 

1巧に4個のシンボルとそれの置かれているアドレス、または等価なデ—夕が出力される。 

指定（後述）によって、シンボルは出現順、またはアルファベット順のいずれにでも配列できる。 

( 3 ) 






2. 4 クロス•リファレンス•リストの作成 


シン ボルが オペ ランドとして使用されている個所すベての、 ステートメン ト番号が、各 シン ボ 
ルに対して付加される。 

指定（後述）により、シンボルの配列を出現順、またはアルファベット順のいずれでも作成で 
きる。 

2. 5 ディスク•ファイルの作成 

上述の3種の出力（リスト、オブジュクトなど）は、直接各装置へ出力せず、一旦ディスク. 
ファイルとして作成しておくことができる。 

このディスク•ファイルは、 DOS の管理下で他のファイルと同様な扱いが可能である。 


3. アセンブラの書式 


ソ-ス.プログラムは、 下に述べるような書式（フ ォ- マット）で作成する。 

アセンブリ語として、オペコードはザイログ社オリジナルの ニモニック を使用し、他に一般的 
なアセンブリ語を数種使用する。 

a 、 マシン•コードに変換されるアセンブリ語 
L D 、 ADD、J P など6 8種 

b 、 その他のアセンブリ語（擬似命令語） 

ORQ 、 END 、 DEFM など7種 

各文（ステ-トメント）は、1巧単位で記述し、巧終端は必ず、復帰 （CR :キャリッジ•リ 
夕—ン ） 、または改行 （ LF : ライン•フィード）でなければならない。 

米 iil 下の説明の為に、ここで次のような記号を定めておく。 

し> (S P ) ;スぺ-ス（空白）を意味する。 

一 （ HT ) ;タブレー ション （タブ）を意味する。 

Men ) ;キャリッジ•リタ-ン（復帰）を意味する。 

( L F ) ;ライン•フィード（改行）を意味する。 

， （CM ) ;コンマ（区切）を意味する。 

ソ-ス .プログラムで、 最少限必要なアセンブラに対する命令語は、 、 end ' であり、プロ 
グラムの最後に必ず書かねばならない。 

口-ドすべき、ロケ—ションの初めを指定するために、、〇 RG ' 命令が必要であるが、指定 
が無ければ、自動的に0 ( ゼロ）番地から始められる。 

3. 1行の書式 

1巧巧に、ラベル、オペコ—ド （ ニモニック）、オペランド、コメント文の順に書き、巧終端 
は CR (キャリッジ•リターン）または 、 LF (ライン•フィード）でなければならない。 

巧巧の各要素は、全部必要な訳ではなく、なのような種々の巧構成があり得る。 

〇 ラベルのみの巧 
〇 オペコ-ドのみの巧 
0. コメント文のみの巧 
〇 オペコ-ド、オペランドのみの巧 




o その他 


え 2 記述子 

行巧の各要素 （ 文字列）を特徴付けるために、かのような各種の記述子 （ 記号）が設けられて 
いる。 


U ( S P ) 

これの前後にある文字列を、分離する。 

、一 （H T ) 

ク 


(CM ) 


:(コロン） 

これの前にある文字列を、ラベルとする。 

；(セミコロン） 

これの後にある文字列を、コメント文とする。 

7 (クォーティシヨン） 

これらで挟まれた文字を、ァスキ-コ-ドのま\で扱う。 

く, >( ブラケット） 

これらで挟まれた文字列を、数値として扱う。（但し、 DEFM 命令巧 

のみ有効） 

+(プラス） 

これの後の文字列と等価な値を、前の文字列と等価な値に加える。 

-(マイナス） 

これの後の文字列と等価な値を、前の文宇列と等価な値から減じる。 

米 （ アスタリスク） 

これの後の文字列と等価な値を、前の文字列と等価な値に乗ずる。 

/ (スラッシュ） 

これの後の文字列と等価な値を、前の文字列と等価な値から除す。 

色 （ アンド） 

これの後の文字列と等価な値と、前の文字列と等価な値との論理積をと 

る。 

I ( 感嘆符） ； 

;これの後の文字列と等価な値と、前の文字列と等価な値との論理和をと 

る。 

3. 3 数値、式 



オペランドとして、通常数値及び文字列を含な式が使える。 

この巧、数値には、次の4種が許される。 

a 、 2進数 ；数字列の後尾に、 B ' をがす。 


1011 B 


( 8巧まで、許される） 




b 、 8 進数 

3 4 0 
t 

c 、 10 進数 

5 6 D 


; 数字列の後尾に、、〇'または、 Q ' を付す。 （5 巧まで、許される） 

3 4 Q 

1 * 

;数字列の後尾に、 、 D ' を付すか、または、何も付さない。 （ 5衍まで） 
5 6 

? 


d 、 16進数 ；数字列の後尾に、 、 H ' を付す。 （ 4巧まで許される）数字列の先頭に 

、〇'(ゼロ）を付すこと力 5 、望ましい。（先頭文字が、 A 〜 F の場合、 
まず レジスタ 名として、次にラベルとして調べられる。一致しなければ、 
16進数として、処理される） 


7 8 H 0 A B H 

t t t 

式は、演算記号で結ばれた文字列、数字群の一組であり、演算記号は、前述（下に再記）の6 


種が許される。 

+、一、米、/、色、！ 

演算は、巧の左から順に巧われる。括孤でくくることは、許されない。 

e 、 数値式 23旦 -10+3 Q /4 H 米8 (=38 狂） 

f 、 文字（ラベル式） LTAB +B I AS 色 MASK 

式内の S P (スぺース） 、凸 T (タブ）は無視される。 

但し 、 CM (コンマ）は、式毎の分離を巧う機能を有する。 

数値、ラベル£1外に数値と等価な記号として、次の2種がある。 

g 、 ピリオドト）；その巧に対応するロケ-ションの値（アドレス値）が代入される。 

JP .+5 /SJP 105 H 、 

、 アドレス：10 0番地 J 


h 、 ダラーゆ） ；ピリオドに同じ。 


JP $—3 ,=JP 4 FDH 、 

、 アドレス： 5 0 0番地） 

オペコ-ドが、多バイト命令である場合、その先頭バイトのアドレス値が採られる。 
尚、オペランドとして、アスキー义字を使うことができる。 

i 、クオ-ティション（り;これで挟まれた1文字のコ-ドを、代入する。 


L D 

A 、 ，？， 

(S L D 

A 、 3 F 旦） 

C P 

，く，+ 2 

( = C P 

3 EH ) 


( 7 ) 


但し、クォーティシヨン.マーク自身を挟むことは、許されない。 

LD A 、 ,,,> (フォーマット•エラーとなる） 


3. 4 ラ ベル 

ラベルは、文字、数字から成る6文字じ1巧の文字列で書き、ロケ-シ ョン、 またはオペランド 
の値を充当させる。 

先頭の文字に、数字は使えない。 

ラベルは、その文字列の後尾に、、：'（コロン）を付すか、行の先頭（第1コラム）から、 
書き始める。 

«— I A B C :- 

ABC ——— 

t 

行の先頭（第1 コラム） 

ラベルの文字数が、6文字を越える場合、越えた分については無視される。 

異なるラベルを、同ーロケ-ションに設定したい場合、次のように書く。 

E 2 0 0 ABC : ゾ 
E 2 0 0 E F ゾ 
E 2 0 0 J KLM : 一 L D 一 A 、 石^ 
t 

(アドレス） （ラべ J レ） 

同一名のラベルを、複数個定義することは、許されない。 

オペコ-ドと同一名のラベルを使用してもよい。 

使用できる ラベルの 総数は、 メモリの 残量に よって決まる。 


义5 オペコード（ニモニック） 

オ ペコ- ドは、ザイログ社の ニモニック を使用する。 


デ-夕転送 
ブロック転送 
デ- タタ換 
デ-夕比較 
ブロック探索 
算術演算 


LD、PUS 旦 、 POP 
LDI 、 LDIR 、 LDD、L DDR 
EX、EXX 
CP 

CPI 、 CPIR 、 CPD、CPD 及 
ADD 、 SUB 、 SBC、ADC 


( 8 ) 



論理演算 
デ-夕操作 


C P U 制御 
ジャンプ 


入-出力 

プロック入.出力 


; AND 、 OR、XOR 
; INC 、 DEC、DA A , CPL 
N EQ、C C F、S C F 
RLCA 、 RLA 、 RRCA、RR A 
RLC 、 RL 、 RRC 、 RR、SLA 
SRA 、 SRL 、 RLD、RRD 
BIT 、 SET、RES 
; NOP 、 旦 ALT 、 DI 、 El、I M 米 
; JP 、 JR 、 DJNZ、CALL 
RET 、 RETI 、 RETN、RST 
; IN、OUT 

; INI 、 INIR 、 IND、INDR 
OUTI 、 OTIR、OUTD 


O T DR 


，来註） IMO 、 IMl、I M 2 許される。 

或は、0、1、 2 を、オペランドとしてもよい。 


义6 オペランド 

オペランドとして、所定の文字、前述の数値、式、ァスキ-.コ 
a 、 所定の文字とは、次に挙げるレジスタ名、条件名など。 


A 

; アキュムレータ 

B 

；沉用レジスタ 

C 

； ク 

D 

； ク 

E 

； ク 

H 

； ク 

L 

； ク 

F 

;フラグ•レジスタ 

A F 

;レジスタ•ペア 

B C 

: ク 


ド、文字列などを使う。 


DE 



HL ; レジスタ•ペア 


IX ; インデクス.レジスタ 
1 Y ; " 

SP ; スタック•ポインタ 
N Z ; ノン-ゼロ 
Z ;ゼロ 

N C ; ノン •キャリ 
C ;キャリ 

P 〇 ;パリティ奇 
P E ;パリティ 偶 
P ; 正 

M ; 負 

尚、間接指定に用いる括孤、（ ）， 、、（ IX ± ), 、 、（ I Y ±) ，などは、書式を 

変えてはいけないが、次のような書式は許される。 

EX ，（ SP ) 旺 L ;sEX (SP)、HL 

L D AuL_](lX+d) ;sLD A 、 （ IX+d) 

ァスキ -. コ — ド、 文字列をオペ ランドと して使う例に ついては、 ア センブラ 命令の項で説明 
する。 


3.7 アセンブラ命令 

本来の命令語外に、アセンブラに対する擬似命を （ 制御）語がある。 
ァセンプラ命令には、次の8種があり、一部省略形が許される。 


TITLE 

;Title 


ORQ 

; Or i g i n 


END 

;End of 

Source 

EQU 

;Equa1i 

z e 

DBFS 

;Define 

St 0 rage area 

(D S 



DE F B 

；Define 

Byt e space 

(D B 




( 10 ) 



D E F W 


Define Word space 


Define Massage s t ring s 


(DW 

DEFM _ „ 

(DM ； " ) 

各々について、詳細に説明する。尚、書式中の一は、 U でもよい。 


a 、 ORQ 

書式 R A B C J . 


意味 む降のプログラムを、ロケ—ション ABC から、口ードする。 

条件 ABC は、数値、または巧であり、ラベルを含場合、そのラベルは、この 

巧前で定義されている必要がある。 


b、END 

書式 N dJ 

意味 ソース •プログラムの終端とする。 

条件 ラベルを付すことができるが、オペランドをがけることは許されない。 

C 、 EQ U 

書式 X Y Z : w ^ EQU 一 A B C i / 

意味 ラベル XYZ の値として、 ABC を与える。 

を件 ABC は、数値、または式であり、ラベルを含む場合、そのラベルは前もっ 

て定義されていなければならない。 

d 、 D E F S 

書式 -- - DEFS 一 ABCi / 

一^ D S __一^ A B CJ 

意味 ストレージ•エリアを、 ABC バイト確保する。 

条件 ABC は、 EQU のと同様で、ラベルを含む場合は、そのラベルが、前もっ 

て定義されていること。 

e 、 D E F B 

書式 D E F „ ABC ン 

、一一 D B 一^ A B Ci / 

意味 A B C の値の下位1バイトの、マシン.コ-ドを出力する。 

条件 ABC は、数値、または式で、カンマで区切って、複数組並べて書いてもよ 




f 、 D E F W 


書式 一一一 DE A B C 

一^ DW A B C ^/ 

意味 A B C の値 2 バイトの、マシン•コ-ドを出力する。 

条件 ABC は、数値、または式で、カンマで区切って、複数組並べて書いてもよ 

い。 

g 、 DE FM 

書式 1. __ DE A BC / J 

__ DM 一一 A B C/V 

意味 アスキ-.コ-ド A 、 B 、 C を、この順序で出力する。 

を件 文字列を同一の夕—ミネ-夕で挟む。この夕-ミネータは、制御コ-ドお^外 

なら、何でもよい。 

夕ーミネータのコードは出力されない。 

書式 2. __ DE FM__/AB 0/ < 0 3 FH , 6> 

__ DM ^ __ 一/ A /〈5〉/ B /〈0 FH 〉 

意味 アングル.ブラケットで挟まれた数値、式の値はそのま'^、数値として出力 

する。 

夕ーミネータの間に挟まれたアングル•ブラケットは、文字コードと見なさ 
れるので、注意すること。 

h 、 TITLE 

書式 一^ T I TLE_〜_AB C 

意味 文字列 A B C を、ソース•プログラムのタイトルとする。 

条件 文字列の長さは、10文字迄で、これを越える分は無視される。 

タイトルは、リスト類の巧出しの際にのみ有効であり、ファイル名とは無関 
係である。 


(12) 





4. アセンブル出力 


アセンブル出力は、先述したように、4種の形がある。 

この巧、アセンブル•リストは、ソ-スに種々の情報が付加されたものであり、プログラムの 
確認、修正、改良を容易にするのに役なつ。 

4. 1 リストの内容 

リストの先頭には、リアルタイム•クロックが装備されていれば、年月日の付されたメッセ- 
ジが出される。 

タイトル巧は、パス1で、巧全部が巧ち出される力;、タイトル文は、文字.数字の初めの10 
文字のみが有効である。 

エラ-のある巧については、後述する。 

ステートメント 番号は、すべての ソース巧 じついて付される。但し、アセンブラによって、余 
分に作成される巧については、付されない。 

ロケーシヨン（アドレス）は、、〇 000'〜 、 FFFF ' で表わされる。 

' FFFF ' を越え r 、 マシン •コードを発生させねばならない場合、アセンブラは、 エラー 
を出す。 

マシン.コ-ドは、1巧巧に最大4バイト （ 8コ—ド）出し、それを越える分についでは、次 
巧に出す。 

E QU 命令のオペランドに対応する値は、マシン.コ-ドのコラムに出されるが、実際のマシ 
ン•コ—ドは出力しない。 

エラ-のある命令巧において、できる限りのコ-ドが作成され、作成し得ない箇所のみ 、 NO P 
( 0 0 ) コードが出される。 

4. 2 エラー•コード 

エラ-のある巧の先頭に、1及至2文字のコ-ドが出される。 

エラ-. コ-ドは、次の9種で、他にコ- シヨン •コ-ド1種がある。 
a 、コード B •，バッド•キャラクタ 

不適当なキャラクタを使用している。 
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b 、コード F 


; フォーマット'エラー 


C 、つ-ド J 

e 、 コ—ド L 

f 、 コ-ド M 

呂、コ-ド P 

h 、コ—ド R 

しコ—ド U 

j 、 コ-ド V 

コーシヨン•コ 

k 、 つーピ！ 


書式が、正しくない。 

;ジャンプ•エラー 

相対ジャンプで、ジャンプ先が遠過ぎる。 

;ラベル.エラー 

ラ ベルが、 不適当である。 

;マルチ.ラベル.エラー 

同一名のラベルが、複数個ある。 

;フェー ズ •エラー 

ラベルの値が、 パス毎に異なっている。 

;リファレンス•エラー 

フ ューズ .エラー を生じたラベル、 または、 
た。 

；アン•デファイン.エラー 

未定義のラベルを参照した。 

;才ーバー.エラー 

値が、許される範囲を越えた。 

ドとして、次のものがある。 

;コーシヨン 

ラベルの文字数が、6文字を越えた。 
許されるが、7文字お^降は無視されるので、 


複数個あるラベルを参照し 


注意すること。 
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5. 操 作 

クロス•アセンブラは、通常リロケ-タブル•バイナリの形で、提供されるので、これを実巧 
させる為には、セーブ•ファイルじしておかねばならない。 

紙テ-プで提供された場合の口-ド、及び実行じついて述べる。 

1. テープを、リーダにセットする。 

2. コンソールから、次のように年一•インする。 

R L D Ru Z 8 0 A / Sl _ j$PTR ソ 

3. CL I から、 、 R ' が巧ち出された時点から実行可能となる。 


5. 1 アセンブル•コマンド 

ソースをアセンブルする為に、次のような形式で、コンソールから、コマンドをキ-•インす 
る。 

Z 8 0 A (/ A/N ) L_j input — ficlu ( output — file / L / X/B 

- - - ' - - - - - - ^ - - ^ --^ ' -__ _ ^__ ィ 

アセンブラ名グローバル ； U 3 ソース名 出カファイル名 口ーカル•スイッチ 

スイッチ 

() 巧は省略可。複数指定巧。 

アセンブラ名を、変更 （RENAME ) してはいけない。 

グロ-バル•スイ ッチ 

/ A ;シンボル（ラベル）•テーブル、及びクロス.リファレンス.リストのラベル配列 
を、アルファベット （ A B C ) 順にする。 

このスイッチを付けなければ、ラベル配列は、出現順となる。 

/N ;シンボル•テーブルを、リスティングしない。 

このスイッチがなければ、アセンブル•リストを要求した時、自動的にシンボル. 
テ-ブルが付加される。 

入カソース名は、アセンブルしたいソ-スのファイル名である。このファイル名には、スイッ 
チを付加してはいけない。 

出カファイルは、適当なディスク-ファイル名、または出カデバィス名である。 

例） ABC 、$ LPT 、 $ P T P 

このファイル名は、入出カデバイスでなければ、入カファイル名と同一名でもよい。その場合、 
出カファイル名は、入カファイル名に、拡張子が付された名となる。 
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拡張子は、口-ヵル•スィッチの指定により異なる。 

口ーカル • スイツチ 


/ L ;このファイルに、アセンブル•リストを出力する。 

ディスク•ファイルの場合には、このファイル名に、拡張子 、.： L S ' が付加され 
る。 

/ B ;このファイルに、オブジュクト（アプソリュート•バイナリ）を出力する。 

ディスク•ファイルの場合には、このファイル名に、拡張子、 . AB ' が付加され 
る。 

/X ;このファイルに、クロス•リファレンス•リストを出力する。 

ディスク•ファイルの場合には、このファイル名に、拡張子、。 XR ' が付加され 
る。 

出カファイルには、必ずいずれかの口 -ヵル•スイッチを付す必要がある。 

出カファイルカ;、指定されなくても、アセンブルを巧い、エラー箇所のみ、コンソールに巧ち 
出させることができる。 

5.2 アセンブルの実行 

DOS の CL I 下で、先述のコマンドを、コンソ-ルからキーインする。 

例1 ) ディスク•ファイル ' ABC '®、 アセンプルのみ巧わせる。 （ エラーの有無を調 
ベたい 場合） 

Z 8 0 AuA B C ^ 

例2 ) ディスク•ファイル、 A 丘 C ' を、アセンブルし、ライン•プリンタに、リストを 
出力させる。 

Z 8 OAuABCu $ LPT / L ^ 

例3 ) 紙テープ•ソースを、アセンブルし、紙テープのオブジュクトを、出力させる。 

Z 8 OAl _ j $ PTRu $ PTP/B ゾ 

例4 ) ディスク•ファイル ' ABC ' を、アセンブルし、ライン•プリンタにリストを、 

ディスクへクロス•リファレンス•リストと、オブジュクトを出力させる。 

シンボル•テーブルは、付加しない。 

Z 8 OA / Ni -« ABC «- JABC / X / Bl _ j $ LPT/L J 

(ディスク•ファイル. ABC . XR 力；、作成される。） 
i A B C . A B ' 
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同じ口 —カル.スイッチを、異なるファイルに付した場合、先にが加されたファイルのみが、 
有効となる。 

a 、 アセンブルの中止、中断 

コマンドが、正しくキ—•インされなかった場合、，？ 7を巧ち出して 、 CL I に戻る。 
入出力に関する制御などは、 DOS のシステム•コ—ルを利用しているので、人出力異常 
時には 、 DO S がメッセ-ジを出す。 

オペレ-夕の意志で、アセンブルを中断させる場合、通常は、次のような操作で行う。 

米 CTRL 年一と A 年-を同時に押す。 

これによって、アセンブルは中止され、 CLI に戻る。 

この時、スイッチ 、 X 'で、クロス•リファレンス•リストが要求されている場合、かの 
ディスク•ファイルが、作成されたままになることがある。 

XR TMP 

残しておいても、差支えはないが、消去しておくとよい。 

DELETEuXRTMP ^ 

アセンブルの途中で、ラベル数が規定値を越えると、次のメッセ-ジを打ち出して、ア 
センブルを中止し、 CLI に戻る。 

M 1 LABEL SAVING AREA 〇 V E R - F L OWE D II ' 

b 、 アセンブルの終了 

アセンブル•コマンドで指定された項目が、すべて遂行された時点で、アセンブルが終了 
し 、 CL I に制御が戻る。 
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SM — B — 80 D テキストエディタ EDIT 


概 要 

SM - B -8 0 D テキストエディタは 、 SM —B - 8 0 D モニタ （ LH -8 S 03) と共に用い、 
ASCI I コ-ドの文字列を作成、修正、編集することができる。 

このテキストエディタを用いれば様々な文字列を作成でき、特にマイクロコンピュータ-等 
でのアセンブラソ-スの作成、及びアセンブルした後でのデバッグの為の修正に適している。 
ソ-ス紙テ-プ、あるいは、キーボ-ドによってソ—スを入力し、ソ—スの文字の削除、追カロ、 
変更等が、文字単位あるいは行単位で簡単に行なえ、出力として、ソ-ス紙テ-プを新しくパ 
ンチすることができる。 

エディトバッファ 

1 ) エディ_トバッファ ソースプログラムのメモリ 領域とキ ーボー ドよりの入力の メモリ 領 
域とし て 使用される。 ソース の メモリ 領域とキ-ボードよりの入力の メモリ 領域は共存して 
おり、その占有する割合は巧変となっている。エディ トバッファは、 常に有効な活用を巧な 
っている。 

2) バッファポインタ ソースプログラムの文字列を扱っていく場合、1文字を1単位とし 
て処理を巧なう。その場合に、扱っている文字の位置を示す必要があり、それをバッファポ 
インタとして iU 下で述べるコマンドの実巧の基準となる。エディタバッファ巧でバッファポ 
インタはソ-スプログラムのいかなる文字に動かすことも可能である。 


文字の使用 

1) C R ( Carrige Return ) エディタバッファ巧に於ては、 CR が巧の終りとしての意 
味をもち、 CR ごとに巧単位が構巧される。エディタの制御の中では、 CR は常に LF 
(Line Feed ) の機能を合せて巧なう 。 （C R が年—ボ-ド入力されると 、 C R と L F 力く 

一緒に EP 字される。） 

2) L F ( Line Feed ) エディタバッファ巧には入力されないようになっている。従って、 
紙テ-プ入力及びキ—ボ—ド入力で LF はすべて読みとばされる。 

3) TAB ( Tab ) テキストエディタは 、 T A B キーあるいは C T R L / I 年一によって T 
AB 文字が入力される。これは、バッファ巧では、9 H として書きこまれている力く、巧字さ 











れる時には、水平 TAB として、8文字毎に文字をそろえる役目をもつ。 


4) E 〇 T ( End of Tape ) 紙テ-プの終了という意味をもつ。 

5) F F ( Form Feed ) 紙テ-プの一つの単位を示す。従って F F あるいは E 〇 T じよっ 
て紙テ-プ入力は停止する。又、この2つのコ-ドは、バッファ巧には入力されないで、読 
みとばされる。 

テキストエディタの動作の開始、 終了 

1) ~エディ タ動作の開始 

下の年-ボ-ド入力によってエディタの実巧が始まる。 

米 E;Gj 米は、モニタ-のコマンド待ちのが態を示す。 

八ま、 C おを示す。 （ PROM バ-ジョンの場合、 • ED ; Gi ^) 

この入力に対してエディタは、実巧の開始を示すためにも I 下の文を印字する。 

EDITuVx.y ゾ x.y は、エディタの仕様に対応する。 

米 

来は、エディタ動作での、羊—ボ-ドでのコマンド入力の準備完了及び、前のコマンド 
の実行終了を示す。従って来が印字されたら、コマンドを入力していくことができる。 

2) エディタコマンドの入力 

エディ タ コマン ドはキーボードで入力する。そして コマン ド文は一部を除いて ES C キー 
によって区切られ 、 E S C キ ー 2回続けてうつことにより、コマンドは実巧される。尚 ES 
C 年一に対して、、が'が EP 字される。そして、コマンドが実行され終了したことに対して 
、米'が E 口字され、新しいコマンドを待つ。 

3) _エディタ動作の終了 

エディタは、下の2つのコマンドのどちらかでその動作を終了する。 

米 H がお モニタ-へ制御をうつす 

来 X がが アセンブラに制御をうつす。（アセンブラについては、別資料参照） 

.入 出 力 

1) 入カ ソ-スの入力には、次の2種類がある。 
a 、_テ-プ入力 A コマンド 

紙テ—プからテ—プリ—ダ-によってエディトバッファに直接入力される。入力の終了 











は、 FF あるいは EOT によって判別される。従って、紙テ-プ入力の場合最後には常に 
F F か E 〇 T が必要である。 
b 、 キーボ—ド入力 I コマンド 

I コマンドじよってキーボ—ドからの入力が巧なわれる。エディタバッファへは I 下 
の文字が入力される。 

2) 出 力 出力にはソ-スの内容を®字する方法と、紙テ-プ出力を行なう方法がある。 

a 、 テー プ出力 E 、 〇、 P、Y コマンド 

ソースの 内容を A SCI 1コ-ドによってパンチする。パリティは、偶数である。 

b 、 タイプ出力 T 、 W コマンド 
ソ-スの内容を巧字する。 


コマンドの説明 

SM - B - 8 0 D のテキストエディタのコマンドは、すべてアルファベット1文字から成なっ 
ており、そのうちいくつかには数字あるいは負記号が添えられる。 

£>1下に述べるコマンドの説明において、まずエディタバッファ巧には、下の様なプログラム 


が格納されてい 

るとする。又 

、 、が'は ESC 羊一のエコ 

; 喔） 

米来米 

EX AMPL E 米米来ゾ 


XOR 如 ) 

A ソ 


L 

B , 5 0 ^ 


L 

赶 L ， BUFFER ^ 

MOV: (imj 

L D 如） 

( HL ) ， 乂ソ 


I N C 如 ) 

HL J 


D E C(S) 



J P(TAB) 

NZ ， MOV ソ 


END^ 



注：^は CR ( 0 DH ) を示す。 

(で 化)は T A B コ-ド （ 0 9旺）を示す。 
▽はバッファポインタ （B P ) を示す。 
1 )A ( Append ) 

Form A 费 


このコマンドで紙テ-プ入力を指定し、テ-プ入力をする。読みこまれた入力はバッ 








巧の既入力の末尾からバッファに書きこまれていく。紙テ-プの終了は、紙テ-プにパンチ 
された EOT コードあるいは F F コードによって巧なわれる。 EOT と FF コードは、バッ 
ファ巧には書きこまれないが、そのどちらかのコ-ドで終了したかは保をされている。又、 
NULL (0 打 ）、 DEL (7 FH ) は読みとばされる。 

く例〉 

現在下の様な位置に B P (バッファポインタ）があるとする。 


@) 

D E craej 


7 

@) 

j p @) 

N Z ， MO 


E N D ゾ 



この時、下の様な紙テ—プをセットして、 A コマンドをキーボード入力してやる。 
紙テ-プの内容 


年—ボ-ド入力の内容 
A 参 C) CESC) 

タイプされる内容 
〔米]] A がが 


し J — ESC キーの エコー バック 
—テキストエディタがコマンド待ちであることを表わす文字 

Jia 上の操作により、テキストエディタは紙テープの読み込みに入り EOT コ-ドを読ん 

だ個所で紙テ-プ入力は終了する。 

A コマンド終了後バッファには、次の様に入力されている。又、バッファポインタ 
(B P ) は、位置を変更していない。 

V 



D E cme ) 

B ソ 

@) 

j p @) 

N Z ， MOV ソ 

(®) 

END 





null 

null 

null 

NULL 
N u L_^ 
NULL 
NULL 
EOT 
L F 

c R _ 

米 

* _ 

SPACE 

D 

N 

E 

SPACE 

T 


D 

E 

SPACE 

叫 I 

米 I 
TAB 


NULL 

null 

null 


来米 EDIT 


END 米米^ 



































2) B ( Begin ) 


0 含 n 含65535 


Form B が ，n B が 

この コマンドは、 、 B が'でバッファポインタを ソース プログラムの 先頭へ 位置させる も 
のである。又、 、 n が'は、先頭より数えて n 巧目の先頭へバッファポインタを位置させる 
コマン ドである。 

〈例〉 

現在、下の様にバッファポインタがあるとする。 

;け雄) 来米乂 EXAMPLE 米米米 y 

(^) X 〇 IU でお） KJ 

り ^) L I)(mj A ，5 0 ゾ 

この時、下の様にコマンドを入力する。 

〔米〕 B がが 

バッファポインタはス7の位置にある。 

; r でぶ) 米来米 EXAMPLE 来米米^ 

巧の J XORCTAB) A ソ 




次に、下のコマンドを入力すると、バッファポインタはの位置にくる。 

〔来〕4 B おが 

cf .1. B がと OB がと 1 B がは、同じ命令を意味している。 

2. B コマンドの次のが （ES C キ —） は、省略して続けて新たにコマンドを入力 
することも可能である。下の例は同じ命令である。 

〈例> 

〔米〕 B が A がが 
〔米 〕 B A がが 
3 ) C ( Change ) 

Form C strings 1 が strings 2 が 

文字列 strings 1を文字列 strings 2に変更する。変更するのは、バッファポインタより 


後のプログラムで、最も近い指定された文字列である。コマンドの実巧後、バッファポイン 
夕は変更した文字列の次となる 。 strings 2がない場合は 、 str iugs 1を削除する。 





く例〉 

現在下の様なプログラムの位置にバッファポインタがあるとする。 


V 

(tab) 

MOV : 如） 

1 

LD^TAB) 赶 L ， BUFFER ソ 

LD ( m ) (HL ) ，乂ソ 


次のコマンドを入力する。 

〔米〕 CBUFFER が SPACE がが 
結果は下の様になる 


(S) 

MOV ： 圆） 

:广 V 

LD を化） 狂 L ， SPACER 

LD {； m ) (旦 L ) , 乂ソ 


次に下のコマンドを入力する 
〔米 〕 CMOS ^ 

結果は下の様になる。 


V : ( tp ^ 

LD (™) HL ， SPACE ソ 

LD 倫 （HL ) , 

4) D ( Delete ) 

' • 


Form D が， nD が O^n 含 65535 

文字を現在のバッファポインタから n 文字削除する。 D がと1 D がは同じである。 
〈例> 


V : @) 

@) 

L D (®) ( HL ) ， A ソ 

I N C @) HL ゾ 


上の状態で次のコマンドを入力する。 
〔斗 0 3 D がが 
次の様になる。 


L 

@) 

(旦 L ) ， 

I N 


( 6 ) 




5 ) _ E ( End ) _ 

Form E が 

エディタバッファ巧の内容を最初からすべてパンチする。そして、入力において A コマン 
ドが実巧されていて、かつその終了状態が、エディタバッファのフル （Buffer full ) だっ 
た場合、テキストエディタは、紙テープを読みそれを複写していき、 EOT あるいは FF を 
複写して終了する。その後2 5 6個の空白 （ Null ) をパンチする。 

この動作終了後、バッファ巧の内容は初期化される。 

6 ) F ( Feed ) 

Form ドが 

2 5 6個の空白をパンチするコマンドである。これによって紙テ- プの、) -ダ-やトレー 
ラ ー を作成することができる。 

〈例> 

エディタの編集終了で最初に512個の空白 （ Null ) を入れて、エディタバッファ 
の内容をすべてパンチし、エディタ動作を終了したい場合、下の様にコマンドを入力す 
る。 

〔米〕 F が F $ E がが 


7) Q (Gain ) 

Form G ぷ 

エディトバッファ領域の上限を指定するコマンドである。このコマンドにより 、 RAM の 
増設等によるエディトバッファ領域の変更が可能となる。この変更は、制御がモニタ-に戻 
るまで有効である。 

又、このコマンドは、アセンブラとの共通コマンドとなっており、エディタとアセンブラ 
でのみ制御されている場合には、どちらか一方で指定するだけで十分である。 

く例〉 

〔米〕 Q がが〔^^〕 


CORE LIMIT : u 3 FFFu 7 FFF ^ 

- --- - I- , ’ 

現在の領域_ 

エディタメッセージ 


変更すべき領域の上限のァドレス 
(変更なしの時は、 CR ( i ^) のみでよ 
い。） 











8) H ( Home ) 


F orm 凸が 

テキストエディタの動作が終了し、制御をモニタ—へうつす。 

このコマンドじよって下の様じ卽字されモニタ—動作が始まる。 

く例> 

〔米〕 H ががり〕^-このコマンドでエディタからモニタへ制御がう 

つる 

C SM - B -8 0 D V 1 . 1〕^ -モニタ動作による巧字 

〔米〕< ---モニタコマンド待ち 

9)1( Insert ) 

Form I strings が 

このコマンドは I に続く文字列 strings をエデットバッファ巧のソ-スプログラムに挿入 
するものである。挿入する位置は現在のバッファポインタの示す個所である。このコマンド 
の終了後、バッファポインタは挿入文字列の次に位置する。 


〈例〉 

L D 如） 

V 

(p\B^ 

B ，5 0^ 


L D 如） 

赶 L , BUFFER ソ 

£>1 上の様な状態の時、次のような I コマンドを入力するとその結果は下の様になる。 

〔米〕 I 4 8 H ソ 


(S) 

L D 

C ， がが 

〈結果〉 

1 



L D(S) 

B , 4 8 H ソ 
▽ 

C , 5 Oi^ 

唾） 

L D(@) 

如） 

L 

HL ， BUFF ERi^ 

次に エディ 

タバッファの 最初に 

I コマンドで文字列を挿入するコマンドは次の様になる 

〔来〕 B が 

1( での） 来米 START 米米 i/ 

がな 



これによ 

って次の様に変更される 

fS) 

米米 S TART 米米^ 

▽ 

来米米 EXAMPLE 来米米^ 


XOR 

A ^ 








cf .1 コマンド入力の場合、 FF ( OCH)、EOT ( 0 4 H ) , NULL (0 扫 ）、 DEL 
(7 F 赶）、 ESC ( IBH )、 LF (9 H ) は、バッファ巧には挿入されることはない。 
エディタ動作では、上記の FF 、 EOT 、 NULL、L F がキ—入力されても読みとばされる。 


10) K ( Kill ) 

Form K が ， nK が O^n 含65535 

バッファポインタから n 巧文字列を削除する。 K がと1 K がは同じである。 

〈例〉 

MOV: L D(S) 

INC (而 

唾） D EC 唾） 

£>1上の状態の時、次のコマンドを入力する。 

〔米〕2 K おが 

その結栗は次の様になる。 

DEC fee) 

J P ( im ) NZ , MOV ゾ 


Form L が ， n L $ -65535含 n 含65535 


MOV : 


11 )L (Line ) 


( 扫 L ) ， A J 
HL ソ 
B ソ 


バッファポインタを現在の位置から、 n 巧目の先頭に移動する。 

L が、 0 L が、 一0 L がは、バッファポインタを現在の巧の先頭に移動するコマンドとな 
る。 一 L がと一1 L がは同じコマンドである。 


〈例〉 

； 



( S ) 

XOR 如） 

A ソ 


@) 

L d 6™) 

B ， 

5 0ソ 

( S ) 

L D 如） 

V 

赶 L 

, BUFFER ゾ 

MOV : (刪 

L D 細） 

(HL ) , AjI 


£>1上の様な状態であるとする。そして次のコマンドを入力するとバッファポインタは、か 
の様になる。 


( 9 ) 




〔米〕 L がが 


で 


〔斗01 L がが- 

で 


〔来〕3 L がが 

- W 


<結果〉 

1 



XOR 細） 

aJ 


LD 

B ， 5 0^ 


LD 

HL,BUFFER 

MOV ：( T }\ b ) 

LD ( S ) 

( HL ) , AJ 


I nc ( tab ) 

HW 

( tab ) 

DEC ( p ^ 

B ； 

( m ) 

J P (™) 

N Z ， MOV ^ 


cf . コマンドが連続する時には 、 E S C キ -( のを省略することができる。 

12) M (More )_ 

F orm M$,nM が 一65535 ^n 含65535 

バッファポインタを現在の位置より n 文字移動するコマンドである。 M がと 1 M が 、 -M 
おと一 1 M がは同じコマンドを意味する。 

く例> 

上の L コマンドの巧7にバッファポインタが位置する場合、次の様なコマンドを入力す 


る。 



〔米〕一 4 M がが- 

V 


〔米〕 10 M がが一 

-^ 


〔米〕 M がが 

- W 


結栗〉 

1 


MOV ： ( tab ) 

L D 如） 

( Hiy ) ， A ゾ 

f 加 

INC 卿） 

踩 


cf . コマンド連続する時は 、 E S C 年—（が）を省略することもできる。又、 CR、T A 
B は1文字として数えられる。 

13) N (Next ) 

Form N お 

エディトバッファ巧をすべてパンチして出力し、バッファ巧の内容を空にする。続いて紙 


(10) 










テ—プを読み込みエディト、。ファに入力する。テ-プ入力は、 FF コ—ド （0 C 赶）、 
EOT コ-ド （04 H ) で終了する。バッファポインタは、エディトバッファの先頭に位置 
する。 

14) 〇 ( Out ) 

Form 〇が 

2 5 6個の空白を紙テ-プにパンチする。続いてエディトバッファ巧の巧容を最初からパ 
ンチし、それが終了後 E OT コ-ド （ 0 4凸）をパンチする。続いて2 5 6個の空白をパン 
チする。 

このコマンドでは、エディタバッファの巧容及びバッファポインタは変化しない。 

通常、このコマンドで紙テ-プの作成をすれば非常に有効である。 


15) P ( Punch ) 

Form P が ， nP が 0含 n 含65535 

現巧のバッファポインタより n 巧文字列をパンチする。この場合、 CR は CR と LF をあ 
わせてパンチされ、又 T A B は0 9旦とパンチされる。 

でだけでのコ マンド （ P が）は、バッファポインタをそのままで、エディタバッファ巧の 
巧容を始めからパンチするコマンドとなる。 


〈例〉 

1 



XOR 如） 

A 


LD 如） 

B , 5 0 

@) 

LD 如） 

HL , BUFFER 

MOV: iim) 

LD 如） 

(赶 L ) ， A 

(^) 

INC 知） 

且 L 

@) 

DEC 如） 

B 


む上の時、下の様なコマンドを入力する。 
〔米：） F が3 P がが 


く結栗〉 


パンチの停止個所 



N 

N 

N 

N 

N 

N 

T 




T 


C 

L 

T 

‘ 

c 

L 





T 



T 

III 



C 

L 

f 

] 


U 

L 

U 

L 

U 

L 

U 

L 

U 

L 

U 

L 

A 

X 

0 

R 

A 

A 

R 

F 

A 


R 

F 

M 

0 

V 


A 

L 

D 

A 

(H J) 

> 

A 

R 

F 



L 

L 

L 

L 

L 

L 

B 




B 




B 

! 

1 






B 



B 

III 







-2 5 6 個の Null (ドが） 


( 3 P お） 


(11) 















































〔来〕 P が F がが 



エディトバッファ内のすべてをパンチ （ P が） 2 5 6 個の NULL 

( F が） 


16) Q (Quit ) 

Form Q が 

エディトバッファの内容をすべて空にして、初期が態にもどすコマンドである。このコマ 
ンドの後に他のコマンドを続けて入力しても実巧されない。 

17) _R (Rest ) 

Form R が 

エディタ動作で現在使っていないエディトバッファ領域の大きさを示すコマンドである。 
このコマンドが入力されると次の様に出力される。 

FREE CORE ： 8 0 0 0 BYTES ソ 

これによって、8,0 0 0文字分文字列を挿入することができることがわかる。 

18) S ( Search ) 

Form S strings が 

文字列 strings を現在のバッファポインタより捜していくコマンドである。バッファポイ 
ンタは、捜した strings の次に位置する。 

〈例〉 

; {: m ) 米米米 EXAMPLE 米米米 j 



XOR (細 

A ソ 


(S) 

LD (欄 

B , 

5 0ゾ 

(喊 

LD mfi ) 

HL 

， BUFFER ^ 

MOV :( TQ ®) 

LD ( T ^) 

( HL ) 、い 

上の状態の時、 

次の様なコマンドを入力する。 


〔来 〕 S L D がが 



バッファポインタの位置は次の様になる。 



Ttab ) 

LD 細） 

B , 

5 0 J 


LD (循 

HL 

， BUFFEEj 


(12) 




















































もし、捜す文字列が見つからない場合は、サ-チェラ-シンボルがタイプされる。この 
場合、バッファポインタは移動しない。 

〈例> 

〔米〕 S A B C がが 

---捜した文字列 

! ! ABC 一 

--サ—チェラ—を示す 

19) T _( Type ) 

Form T が， nT が 0含 65535 

現在のバッファポインタより n 巧タイプする。 T がと 1 T がは同じコマンドである。バッ 
ファポインタは移動しない。 


〈例〉 



; 妙 

7 米米米 EXAMPLE 米米米^ 


XOR iim) 

U 


L P 知） 

B , 5 0/^ 

次のコマンドを入力する。 


〔斗 0 2 T がが一 

-1 


〔米〕 1 L $ T がが 

-2 


〈結果 1 〉 




米米米 

EXAMPLE 米来米 



XOR 

A 

米—— 

-コマン ド 待ち 

_ 

し、一- 一- 一^ 

〈結果2〉 


XOR 

A 

米—— 

-コマンド待ち 

_ _-- 一 —一 

--- - - - - 


このコマンドでは E S C キ ー（ 1 B 百） 、が'は省略することもできる。次の2つのコマ 


ンドは同じである。 


(13) 




















〔米〕5 T が3 L おが 
〔米〕5 T 3 L がが 
20) U ( Unit ) 

Form U が 

ASCI I コ—ドの OCH ( Form Feed ) を紙テープにパンチする。 
〈例〉 

〔米〕 1 P が U が 1 L が 1 P がが 



U が（これによって区切りをつけることができる。） 

21) V ( Volume ) 

Form V お 

ASCI I コ-ドの 04 H(EOT ; End of Text ) を紙テープにパンチする。 

22) _W ( Write ) 

Form W が 

エディトバッファの内容をすべて最初からタイプする。この場合、バッファポインタの位 
置は移動しない。 

23) X ( Cross ) 

Form X が 

制御をアセンブラに移す。この時、エディトバッファの内容は現状のままである。（エデ 
イタ単独の場合はこのコマンドは使用出来ない。） 

24) Y ( Yield ) 

Form Y が 

2 5 6個の空白を紙テ-プにパンチする。続いてエディトバッファの内容を最初からパン 
チし、それが終了後 F F コ-ド （ 0 CH ) をパンチし、そのかに E OT コード （ 04 H ) を 
パンチする。そして、 2 5 6個の空白をパンチする。 

このコマンドでは、エディトバッファの内容およびバッファポインタは変化しない。 

サプル-チン等の紙テ-プパンチにこのコマンドを用いれば非常に有効である。 

班）_ Z 

Form Z が， n Z が 


( 14 ) 





























バッファポインタをソースプログラムの最後に移動させる。また、 、 nZ 巧'は、バッフ 
ァポインタをソ-スプログラムの最後から数えて n 巧目の先頭に移動させるコマンドである。 
E SC キーは省略することができる。 

Z おと0 Z がは同じ命令である。また 、 n Z がは Z が一 n L がと同じコマンドである。 

7. エラ-時等の処理 

1 ) A コマンド実巧中にエディトバッファカくいっぱいになった時 

紙テ-プの読み込みを中止し、次のコメントをタイプしコマンド待ちの状態となる。 

〔米〕 A 巧な 

BUFFER FULL ! 

〔米〕 

この後、年-ボ—ドからコマンドを16文字まで入力できる。 

2) 年-ボ—ドからの入力の時、エディトバッファカ;いっぱいになった時 

バッファがいっぱいであるコメントをタイプし、さらに、入力していったコマンドの末尾 
より16文字を削除し、その2巧前よりコマンドをタイプしていく。従って、この後続けて 
キ—ボ-ド入力をすればよい。 

〈例〉 

〔米 〕I ; INITIAL CONDITION ^/ 

; A = 0 , B = 0 , C =1 , D =3 ゾ 
; PROGAM ST ARTi / 

ABC ： L D 

I -ここでバッファカ;いっぱいになる。 


BUFFER FULL I 
; A = 0 ,B = 0, C =1 I D = 3 
; PROG 


も I 上の様にタイプする。この状態は、キ-ボ-ド入力で入力されてきたと考えてよい。従 
って、このが態に続けてコマンドを適当に入力する。あるいは、入力したコマンドを削除す 
ることができる。 

バ ッファ が一杯で コマンド が入力できない状態の時、 コマンド を入力中に、バ ッファ が一 
杯となるたびに、 コマン ドを1文字ずつ多く入力できるようになる。但し、これは コマンド 


(15) 










が 4 文字になるとこの作業は終了する。この時、バッファの最後の文字から1文字ずつ削除 
される。 

3) コマンド义エラーの時 

がが でコマン ドが終了し、その入力方法に エラ -があった場合には、次の様に？？を先頭 
後に エラーコマンドを タイプする。 

く例〉 

〔来〕 DABC がが 

? ?DABC - DAB C というコマンドがわからない。 

また、エラ-の文字列が16文字列じ I 上の時は、先頭から16文字のみタイプする。そし 
て、次の様に訊ねてくる。 

INS ERT ? ( Y ： Y E S ) 

この時もし I コマンドのつもりで、最初に I を入力することを忘れた場合なら、年ーボ- 
ドの、 Y ' を入力する。そうすれば、そのエラ-コマンドは I コマンドと同じ様に動作する。 
また、他のエラ-の場合は、その他の年-入力を巧なえば、コマンドは削除され新らたにコ 
マンド待ちの状態になる。 

4) 文字列の見つからない時 

S コマンド又は C コマンドで指定された文字列が見つからない時、次の様に！ ！を先頭に 
タイプして見つからない文字列をタイプする。 

〈例〉 

〔米〕 S A B C 巧が 

I I AB C 

〔米〕 CABC が DEF がが 

I ! ABC が DEF 

この場合、バッファポインタは前の位置から移動しない。 

また、文字列が16文字をこえてしかもそれがみつからない時には、コマンド文エラ-と 
同じ様に ' INSERT ?' と訊ねてくる。この時、 Y をキ-入力すれば、 S 或は C から文 
字列は挿入される。 

8. キ-入力の意味 

1 )DEL キ ー（ 二 RUB OUT 羊一） 

前に印字した文字を1文字削除する。そして、削除された文字は、\'によってはさまれる。 


(16) 







く例〉 


( -1回目の DEL キー 

-2回目の DEL キ— 

〔米〕 I ;米米 APPLY \ YL\END 米米 

。 A ' - del した代り入力する文字 

上の様に入力した時には、エディトバッファ巧には次の様になる。 

; 米米 APPEND 米来^ 

つまり、 、 LY ' を削除している。 

2) C R キ— 

このキ-を入力することによって、 CR と L F が同時に®字される。 

3 ) L F キ- 

このキ-は無視される。 

4) E S C キ— 

このキ-の入力に対し、、が'文字が EP 宇される。 

5) _T AB キ ー（ Con い〇1 _1 キ _ ) 

8文字単位で文字をそろえる S 目をもつ。 

6 ) Cont rol X キ— 

入力しているコマンドを一巧削除する。 

7) Cont<rol Z キ— 

入力しているコマンドをすべて削除し、コマンド待ちの状態となる。 

8) Cont rol C キ- 

コマンドの実巧を中断し、 新しくコマンド待ちの状態となる。 

但しこのコマンドは、パンチ或はタイプの時にのみ有効である。 

9) その他 コントロ-ルキー 

コントロ-ル 年一を押して入力したことを示すために、、^'が印字され次に コントロー 
ルキ-を押さない状態での文字が印字される。 

〈例〉 

I A コント ロー ル A キー 

了 B コントロール©キー 

Con い〇1 C 年-を入力した場合、コマンドが中断されると次の様に印字する。 

( m ) L D 如） A . ( HL ) 

- ここで ConsolC の入力を行なう 

咬 B ) L D ( tab ) a ， 

CANCEL I 

米 < -コマンド待ら 

(17) 















エディタコマンドー覧表 （饿)は省略可、 Hn は負も可を 示す。） 

M 

入力形式 

名 称 

説 明 

1 

A が 

Append 

紙テープ入力を、エディトバッファの既入力の末尾から行なう。 

2 

B $ 

n B (狱 

Begin 

バッファポインタを先頭より n 斤目の先頭へ移動させる 0 

3 

C strings 1 が 

S t rigs2 が 

Change 

strings 1 を strings 2 に変更する 0 

4 

D $ 

nD が 

Delete 

現在のバッファポインタから n 字削除する。 

5 

E が 

End 

エディトバッファ巧をすべてパンチし、バッファの内容を初期化する。 

6 

F が 

F eed 

2 5 6 個の NUL L をパンチする 0 

7 

G が 

Gain 

エディトバッファ領域の上限を指定する。 

8 

H な 

Home 

制御 モニターに 移す。 

9 

I strings が 

Insert 

S t r ings を現在のエディトバッファに挿入する。 

10 

K が 

nK $ 

Kill 

現在のバッファポインタから n 巧削除する。 

11 

L 诚） 

HnL (が） 

L i ne 

バッファポインタを現在の巧の先頭に移す。 

バッファポインタを現在の位置より n 行移動させる。 

12 

M m 

HnM (® 

More 

バッファポインタを現をの位置より n 文字移動させる。 

13 

N が 

Next 

ュディトバッファの内容をすべてパンチし、次の紙テープ入力を斤う。 

14 

0 $ 

Out 

F が P が V が F がのコマンドを行なう。 

15 

p が 

n P を 

P unch 

エディトバッファの内容をすべてパンチする。 

現在のエディトバッファから n 行パンチする。 

16 

Q $ 

Quit 

ュディトバッファを初期化する 0 

17 

R $ 

Rest 

エディトバッファの未使用の領域を表示する。 

18 

S strings が 

Search 

strings を現在のバッファポインタより捜していく。 

19 

T ( S ) 

nT m 

Type 

現在のエディトバッファより n 行タイプする 0 

20 

u が 

Unit 

ASCI I コードの F F ( 0 CH ) をパンチする。 

21 

V が 

V 0 1 ume 

ASCI I コードの EOT(04H) をパンチする。 

22 

W が 

Wr i te 

エディトバッファの内容をすべてタイプする。 

23 

X が 

Cross 

アセンブラに制御を移す。 

24 

Y が 

Yield 

F が P が U が V が F がのコマンドを行なう 0 

25 

z 城） 

n Z 嫌） 


バッファポインタを既入力の最後に移動させる。 

バッファポインタを最後より n 斤目に移動させる。 


(18) 
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S M - B -8 0 D アセンブラ A SMB 


1. 序 

ASMS は、ワンボードのマイクロコンピュータ開発システム SM—B-8 0 D のもとで動作 
する紙テープベースの Z 8 0レジデントアセンブラである。 


2. 口ーディング 

ASMB は EDIT とともに一本の紙テ-プで供給される。この紙テ-プの 口-ティ ングに 
は SM-B-8 0D のモニタコマンド I L I を用いて巧なわれる。 


义 メモリマップ 


3FFFH 


1 900H 


A SMB 
EDIT 


10 OH 
0 


ASMB と EDIT は 10 〇旦〜 19 00 旺に口ードさ 
れる。 

メモリの 190 0H 〜 3FF FH は A S MB はシンボル 
テーブルとして E D I T は エディッ ト バッファ として用 
いる。 


4 •起 動 

ASMB と EDI T の起動に SM-B-8 0D のモニタコマンド ' G ' を用いて巧なわれる。 
SM-B-8 0 D V 1 . 1 
木 A ; G 

ASMB V 1 . 1 


OPTION : 







SM - B -80 D V 1.1 


木 E ; G 


EDIT V1.1 
本 


5. ハ—ドウエアの構成 

ASMB と EDIT は次のハ—ドウュアを必要とする。 
〇 コンソールタイプライタ 

0 RAM 16 K バイ t'tJl 上 

〇 SM - B -8 0 D ボ—ド 

〇 SM - B -80 D モニタ 


6. 各モジュ—ル 

6. 1 ソースモジュール 

ソ-スモジ王-ルとは 、 F F によりみ割され最後に EO T で終るユ—ザーのソ-スプログ 
ラムである。 

6. 2 オブジュクトモジュール 

オブジュクトモジュールとは、アセンブラによって出力されるインテル標準へキサデシマ 
ルフォ-マットの紙テ—プである。 

7. アセンブリ言語 

7. 1 ステー トメント 

ステ-トメントとは C R で終る7 2カラム EJI 巧のプスキー文字で、7 3カラム£1上は無視 
される。 

また、 LF 、 FF 、 EOT 、 CR、D E L を除くコントロールキャラクタは許されない。 

7.2 分離子 

ステ-トメントの 各要素、 ラベル、オペコ-ド、オペランド および コメント はろ能子によ 
ってみ割される。 

ラベルと オペコ-ドは'： I 、 スぺース、 技 T のい ずれかによってオペコ-ドとオペラン 
ドは スぺース または HT によってオペコードとコメント、オペランドとコメントは I ;'に 


よってみ割される。 

7. 3 ラベル 

ラベルは1文字£>1上の英数字より構成される。ただし、7文字 iil 上の場合は最初の6文字 
を有効とみなす。また最初の文字は数字であってはならない。ラベルは1カラムより始る 
力 > I :'で区切らなければならない。'：'で区切ることにより 一つのステ-トメント にい 
く つもの ラベルをつけることができる。 

例 

LAB 

ABC ： 

DEF : 

L 12 3 

A : B : C : 

7. 4 オペコード 

オペコ-ドは、プログラミングマニュアル参照。 

7.5 擬似命令 

〇 〇及 G nn origin 

ロケーションカウンタを nn にセットする。 

〇 RG 1000旦 

〇 ラベル： EQU nn equate 

ラベルの値を nn にセットする。 

ABC ： EQU 12 3 4凸 

〇 D E F M taaa . t 〈 b、b . 〉 define message 

ASCII の文字列 aaa ……を定義する。 

t は '；-、 C ベのキャラクタ-で文字列を示す分離子である。また'〈 I 、 

I 〉 I で囲むことによりバイト定数を定義することができる。 

DEFM ’ HELLO *〈 ODH 、 〇 AH > 

DEFM 〈 CR 、 LF 〉/ SM - B -80 D / 

〇 DEFB n , n . define byte 

バイト定数 n を定義する。 

DEFB 1,0 AH >10011 B 

DEFB ' A ', 3 7 Q 
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o DEFW nn , nn , . define word 

つ- ド定数 nn を定義する。 

DEFW ABC , 1234 H , LABEL -3 
o D じ iT S im define storage 
n 凸バイトの エリア を定義する。 

D E F S 10狂 
DEFS NBYTE 

7.6 アセンブリ命令 

〇 TITLE S title 

各ぺージの先頭にタイトルをリスティングする。 

S はスぺ-ス iil 外の文字で始まる16文宇む巧の文字列 
TITLE TEST PROGRAM 
TEST PROGRAM Z 8 0 ASSEMBLER VI .1 PAGE 
o LIST listing on 

リスティングを開始する。 

〇 NLIST listing off 

リスティングを中止する。 

〇 PAGE page 

ぺージをかえる。 

〇 END end 

ソ-スプログラムの終了を示す。 

7. 7 オペランド 

〇 レジスタ 

A 、 B 、 C 、 D 、 E 、 H 、 L 、 AF 、 BC 、 DE 、 HL 、 SP 、 IX 、 IY、AF 
ただし表現式巧の上記のシンボルはラベルとみなされる。 

LD A , B B レジスタの内容を A レジスタへ口ードする。 

LD A , B + 0 ラベル B の値を A レジスタへ口ードする。 

〇 レジスタ間接 

( HL )、（ BC )、（ DE )、（ SP )、（ IX + d)、（lY + d )、 （ IX )、 

( lY)、(C ) 
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。 イミディエイト定数 


nn 

LD HL , 1234 H H L レジスタへ 16 進数 12 3 4 を口ードする。 
〇 エクステンド 
( nn ) 

LD A ,( 12 3 4 H ) A レジスタへメモリの i 2 3 4凸番地の内容を 

口ードする。 

nn および d は次に述べる表現式で表わされる16ビット定数である。ただし d の値 
は-128より+127までしかとりえず、1バイトイミディエイトオペランドの場 
合は下位バイトのみ有効とする。 

7.7.1 表現式 

表現式は次に示す項と演算子より構成され演算は左より順に巧なわれる。 

〇 項 

$ 現在のロケーションカウンタ 

ラベル 7. 3 ラベル参照 

定数 

10進数 最後に I D I をつける。無指定の場合も10進数とみなされる。 

12 3 12 3 D 

2進数 0と1で表わし最後に I B I をつける。 

10110 0 B 100 0 B 

8進数 最後に I 〇 I または I Q 1 をつ ける。 

1070 12 3 Q 

16進数 最後に'旦 I をつける。ただし最初の数が I A I〜I F I の場合、そ 
の前に I 0 I をつけなければならない。 

文字 

I A I ( = 41 H ) 

D 演算子 

演算子には次の6種がある。演算は符号なしの16ビットで巧なわれ、演算時でのオ 
-バ_ フロ _ アン ダーフローは 無視される。ただし零割りは エラーとなる。 


—& —" 


+ 加算 

- 減算 

木 乗算 

/ 除算 

色 論理積 

/ 論理和 


- 1 

( 0 FFFFH ) 

12+39 

( 

51 

) 

011 0 B 色1001 0 B 

( 

0 0 0 

10 B ) 

0110 B/lOOlOB 

( 

111 

1 0 B ) 

6木2 

( 

12 

) 

3 1/3 

( 

10 

) 

3/6 

( 

0 

) 

1 +2木2 

( 

9 

) 


7.8 コメント 

文字定数む外の '；I iii 降はコメントとみなされアセンブルの対象外となる。 

ABC ： LD A , B ; LOAD ACC 
;COMNTENT LINE 

7.9 オブジュクト 

オブジェクトのフォーマットはインテル標準へキサデシマルフォーマツトに準ずる。 SM - B - 80 
D モニタ参照0 

7.1 0 アセンブルリスト 

アセンブルリストは SM - B -80 D の SO チャンネルより曲力される。フォ-マットをなに示す。 


EES S S S SA 
EE 

s s s s s 

AAAA 

00000000 


A AAA と ^0 0000000 

エラーメッセー ジ 
ステー トメント番号 
アドレス 16進 
オブジュクトコード 


statment 


16進 


3 2 3 E 3 8 9 0610 


LD B ，1 0 H 


8. 操作方法 

ASMB は SM — B -80 D モニタのソースインプツトチャンネル （S I ) よりソースプログ 
ラムを入力し、リスティング指定があればソ-スアウトプットチャンネルへ出力し、オブジェ 
クト指定があればオプジュクトアウトプットチャンネル（〇〇)へ出力する。したがって A S 
MB 起動時にはこれらのチャンネルに適当なディバイスを割り当てなければならない。 
SM - B -80 D モニタ起動時にはをチャンネルは次のように割り当てられている。 


S I 

。 T R 

so 

〇 T T 

〇〇 

〇 T y 


A SMB は、超動されるとな下のメッセ-ジをタイプアウトしてォプションの入力を待つ。 
木 A ; G 

ASMS V 1 . 1 
OPTION ： 

8. 1 オプシ3ン 

〇 D オプション date 

アセンブルリストの日付を設定する。 

〇 P T I 〇 N : D 

DATE ： 27 —APL — 77ン 

D ォプションを指定すると10文宇£1巧の文字列をアセンブルリストの右隅に出力す 
ることができる。なお、文宇列は何らチュックを受けないのでプログラマ名を入れる 
こともできる。11文宇む上は無視される。 

Z 80 ASSEMBLER VI . 1 PAGE 1 27— APL — 77 

〇 Q オプション gain 

シンボルテ-プルの上限の確認、および変更を行なう。 

OP T I ON ： Q 

CORE LIMIT : 3 FFF ^ 新しい上限 （16 進） 

現在の上限 


16 K バ-ジョンでは通常上限は3 F F F となっている。また、この値はモニタより 
ASMB を起動するたびに 3 FFF にリセットされる。 


O H オプシ 3 ン 


home 


モニタへもどる。 

OPTION : H J 
SM-B-80D V 1.1. 

木 

〇 L オプション 1 ist i 故 

ソースアウトプットチャンネルヘアセンブルリストを出力する。 

。 〇 オプション object 

オブジュクトアウトプットチャンネルへオブジュクトを出力する。オブジェクトのフ 
ォ-マットはインテルへキサデシマルフォーマットに準ずる。 

。 Q オプション quit 

A SMB の初期化を行なう。 

〇 P T I 〇 N ： Q ^ 

A S MB V 1 . 1 
OPTION: 

インコアモード （ 8. 4 参照 ） のリセットに用いる。 

シンボルテ-ブルの上限は変化しない。 

〇 S オプション symbo 1 table 

パス2の最後にシンボルテーブルをソ-スアウトプツトチャンネルへ出力する。もし 
L オプションが指定されていればアセンブルリストの後に出力される。 

Z80 ASSEMBLE 及 VI. 1 PAGE 1 
SYMBOL TABLE 

ABC 0000 DAG 旦 1234 . 

〇 X オプシ 3 ン cross 

エディタに 制御を うつす。 

OPTION ： X ゾ 
EDIT V 1 . 1 
木 

〇 1 オプシ 3 ン one pass mode 

ワンパスモードでアセンブルを巧なう。 

8. 3 参照 


— 8 



O 2 オプション 


pass two 


パス 2 のみ巧なう。 

8. 2参照 

8. 2 通常のオ ペレーション 

次にオペレ—ションの例を示す。 

木 A ; Q 

ASMS V 1 . 1 
OPTION ： L S I 
PASSl READY ? ① 

く V 」 紙 テー プを セット し、任意の 年一 を巧つ。 もしソ 

-スプログラ ム中に F F が あれば アセンプ ラは リ 
-ド動作をやめる。 この 時、 コンソ— ルには何も 
出力されない。 

次のモジュ-ルをセットして任意のキ—を巧つこ 
とによりリ-ド動作は再開される。 

アセンブルリストを出力する。③ 

もう一度最初のモジュ-ルより上記の操作を巧な 

5 〇 

シンボルテーブルを出力する。 

ERRORS DETECTED : 0 エラ-の総数 

FREE CORE ：16 0 0 0 BYTES くこ〕未:使用のメモリ容量 
OPTION : 〇 2 J ぐ!□パス 2 のみ行なう。 

PASS 2 READY ? ③ 

②の操作を行なう。 

オブジュクトを出力する。 

ERRORS DETECTED : 0 

FREE CORE :16000 BYTES 

OPT ION : 

X オプションを何も指定しなかった場合、 エラーの あるステ-トメントだけコ ンソールア 
ウトプットチザンネルに出力される。 


— 9 — 


8. 3 ワンパスモード 

通常アセンブルは、2パスで巧なわれるが、すでに出現したラベルのみを参照するソ-ス 
プログラムに対しては1パスで巧なうことができる。 

OPTION ： 1 い 
PASS 1 READY ? 

〇① 

アセンブルリストを出力する。 

ERRORS DETECTED : 0 

FREE CORE : 16000 BYTES 

8. 4 インコアモード 

SM-B — 80 D のアセンブラとエディタは一つのモジュールで構成されてぃるため、エデ 
ィタで作成または修正したソースプログラムを紙テープに出さずにメモリ巧でアセンプルす 
ることができる。また、アセンブルエラーがあればエディタにもどって （ x オプション）、 
修正することもできる。 

これによりまったく紙テープを介さずにアセンブんエラーを修正したソースプログラムおよ 
びオプジュクトプログラムを作成することができる。 

木 E ; Q 

EDIT V 1 . 1 
木 I 

木 X 巧$ 

A S MB V 1 . 1 

OPT ION : J 

PAS S 1 COMPLETED 

ERRORS DETECTED : 2 

FREE CORE ： 9 3 2 BYTES 

OPTION : X J 

EDIT V 1 ， 1 

木 
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9. エラーメッセージ表 


B bad character error 

ソ ースプログラム巧で許されていないキャラクタを入力した。 
その文字は無視される。 

D dupu 1 icate label refference error 

多種定義されたラベルを参照した。 

E unfound END statement 

END 文がない。 

F format error 

フォ-マットに誤りがある。 

L label error 

ラ ベル巧に英数字外の文字が含まれていた。 

最初の文字が英字でなかった。 

M multiple deffinition error 
同ーラベルが複数回定義された。 

〇 opecode error 

誤ったオペコ—ドを入力した。 

P Dhase error 

パス1とパス2でラベルの値が異なる。 

Q questionable error 

オペランドの種類または組合せに誤りがある。 

R range error 

許される範囲を超える値を入力した。 

例えば I J R I での e の値が-12 6〜+12 9を超えた場合。 
S * syntax error 

構文に誤りがある。 

T svmbal table overflow 

シンボルテ-ブルが才-バ-フロ—した。処理は続巧される。 

U undefined label error 

未定義のラベルを参照した。 
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SM — 4 クロスアセンブラ XSM 4 


1. はじめに 

クロスアセンブラ XSM 4 は、ワンボードマイクロコンピュータ開発システム S M — B - 8 0 
D のもとで動作する紙テープベースのワンチップマイクロコンピュータ SM -4 用のクロスア 
センブラである。 


2. 口ーディング 

XSM 4 は、 XSM 4 用の ED I T と共に一本の紙テ-プで供給される。この紙テ-プの口 
—ディングじは、 SM-B — 8 0 D のモニタコマンド, L ， を用いて、次のように羊-入力する。 
(米 ）； L 

キ—入力 

3. メモリマップ 

XSM 4 と EDIT は、 100 〜 220 0 H に口ード 
される。 

メモリの 2 2 0 0 H 〜 3 FFFH は XSM 4 のシンボ 
ルテ-ブルとして、また ED I T のエディトバッファと 
して用いる。 


4. ハ-ドウュァの構成 

XSM 4 と EDIT は次のハードウュァを必要とする。 

1) コン ソールタイプライタ 

2) RAM 16 Ki ^ 上 

3) SM - B — 8 0 D ボード 


3 t トトけ 


2 2 0 0 H 


10 0 H 


X S M 4 
EDIT 


4) SM — 丘 一 8 0 D モニタ 










5. 起 


動 


XSM 4 と EDIT の起動は、 SM — B — 8 0 D のモニタコマンドのマ〇マを用いて巧なわれ 
る。 

SM - B - 8 0 D V 1 . 1 

WA ; G ( PROM バ—ジョンの場合 . AS ; G ) 

キー入力 

X S M 4 V 1 . 1 
OPTION ： 

SMB — 80 D VI . 1 

味 ) E . Q ( PROM ハ‘—ジョンの場合 . ED ; G ) 

- --- * 

年一入力 

EDIT V 1 . 1 

来 

6. 各モジュール 

1 ) ソースモジュール 

ソ- スモ ジュ-ルとは 、 F F により分割され最後は EO T で 終るユ-ザーのソ ースプ ログ 
ラムである。 

2 ) オブジュクトモジュール 

オブジェクトモジュールとは、 XSM 4によって出力されるマシン語に直された紙テ-プ 
であり、エミュレーター用のものと、 PROM ライター用のものがある。 

7. アセンブリ言語 

1 ) ステートメント 

ステ-トメントとは、 CR で終る7 2カラム iil 巧のアスキー文字で7 3カラムも I 上は無視 
される。また、 LF 、 FF 、 EOT 、 CR、D E L を除くコントロールキャラクタは許され 
ない。 

2) 分離子 

ステ-トメントの各要素ラベル、オペコ-ド、オペランド、及びコメントは分離子によっ 

( 2 ) 





て分離される。 


ラベルとオペコードは、マ：グ、スぺース、旦 T * のいずれかによって、オペコードとオペ 
ランドは、スぺースまたは HT じよって、コメントとはヴ； 7、 V 17によって分離される。 

3) ラ ベル 

ラベルは1文字£1上の英数字より構成される。又、文字は6文字までとし、7文字 iil 上の 
場合は最初の6文字を有効とみなす。 

ラベルは1カラムより始まらなければならない、ラベルの終りは マ：，、スぺース、扫 T 
のどれか或はその組合せによって区切られる。 

/例〉 * HT は Horizontal Tab ( 7 j < 平タブ）のこと。 

LAB ： ADD 

LAC ADD 

LAD : ADD 
123 ADD 

4) オペコ-ド 

別紙 SM — 4 Instruction Set 参照 

5) 擬似命令 

O 及 Q mn 


O R G P mn 

ロケ-ションを設定する命令である。書式は、巧頭にスぺ-スあるいは H T を入れる。 
く例〉 


uORGuX X X X 



ステップ指定 （ 16進数） 
-ぺ—ジ指定 


I—iORQPi_JX X X X 

— I -ステッ プ指定（ポリ ノミアルコー ド） 

- ジ指定 

なお、 U はスぺ—ス义は HT 、 或はその組合せでもよい。 

ORG、ORG P によるロケ-ション指定は、任意に巧なえる。 

ORG と ORGP の相違はステップを指定する下位2巧にあり、〇技 G は、通常の16進 
数で指定し、 ORQP はポリノミアルコ-ドに従った16進数で指定することを意味する。 
ORQ 、 〇及 GP のロケ—ション指定は4巧£1巧で巧なわれ、上位巧の0は省略できる。 


〈例〉 


0 A ぺージの 2 ステップ目 （ ロケーション 0 A 30 ) を指定する。 








し 1 o R Q.u 0 A 0 2 


し lORGuAO 2 

し lORG Pi-J 0 A 3 0 
し >0 R G Pu A 3 0 

SM _4 の ROM ページは 3 5 ぺ-ジであるが、 ORG または、 ORG P での指定は図 1 の 
通りである。 

EQU ( = D ) 

EQX ( = ) 

ラベルの値を定義する命令であり、 EQU と二 D は同一意味を持っており、 EQX と=は同 
一意味をもっている。 

書式は、ラベルを巧頭から書き次の様にかく。 

く例〉 

ABC ： EQX 13 
CDE EQU 13 
A K : = IF 

AC = D 2 4 

EQU で示されるのは、 10 進数であり、上例では CDE が 10 進数の 13 即ち、16進数 
の D をあらわすことになる。 

又、 EQX は16進数での値を示している。 

この命令で与えられる数は、16進数の FF までである。又、 EQU 命令の場合、使用出来 
る文字は、数字に限られ、ラベルの使用および加減算は許されない。 EQX 命令の場合には、 
ラベルおよび加減算の使用は許される。 

DB ( # ) 

バイト定数を定義する。 （ 16進数で定義する。） 

〈例〉 

D B 3 4 
ホ 2 F 

#54 

34、2 F , 5 4を16進数でそのままマシンコ-ドなる。この上限は FF である。 


6) アセンブリ命令 
TITLE 


各ぺージの先頭にタイトルをリスティングする。 

書式は次の様である。 

例〉 

TITLE TEST PROGRAM 
TEST PROGRAM SM -4 ASSEMBLER 


タイトルに使用できる文字は、スペ-ス外の文字で始まる16文字巧の文字列で 
ある。 

LIST 

リスティングを開始する。 

N L I S T 

リスティングを禁止する。 

PAGE 

ぺ ージをかえる。 


END 

ソ-スプロ グラ ムの 終了を示す。 
7) オペランド 


オペランドは少なくとも1個のスぺ-スあるいは HT を前置して書かねばならない。 

オペランドの先頭文字が0 

〜9、 A 〜 F の場合は、 

その数字、文字列は16進数とみなさ 

れる。従って、〇〜 

9、 A 〜 

F で始まるラベルの場合は必ずけ （ ダブルクォ-卜）を付す必要 

がある。 






〈例〉 ： 






A A : 

EQX 

4 + "A B C + 

1 

( 

= 9 ) 

ABC 

E QX 

3 + 1 


( 

= 4 ) 

E A 

EXC 

"ABC 





D T A 

3 も —— 





T R 0 

け T B 〇 - 




L B C : 

LB 

A <- 





T R 0 

W E A + 1— 




C DE ： 

T R 0 

"E A + "A B C — 2 

— 














オペランド巧に書かれる記号は、下の様である。 


，， （ ダブルクォ-卜）後続する文字、数字列をラベルとみなす。 

+ ( プラス） 後続する文字、数字列を前置する値に加えて算出する。 

-(マイナス） 後続する文字、数字列を前置する値から減じて算出する。 

. (ポイント） 現在のアドレスをオペランドとする。 

8 ) コメント 

;( セミコロン）、 ！ （ 感嘆符）な降は コ メントとみなされる。行頭がマ米 y の場合、リ 
スト作成時には 24コラム 目 （ソー スの先頭より 7コラム 目）におかれる。 

9) マクロジャンプ命令 

マクロ ジャンプ命令は、 ラベル を使用して フィール ド間、ぺージ間をジャンプする場合に 
便利な命令である。 

マクロジャンプ命令には次のものがある。 

l _ j . JPSu"ABC アドレス AB C へのジャンプ命令を 2 バイトで作成し出力す 

る。 

し >. JPLu ' tdEF アドレス DE F へのジャンプ命令を 3 バイトで作成し出力す 


る。 

し！. JSSu''QHI アドレス QHI へのサブル-チンジャンプ命令を2バイトで 

作成し出力する。 

し！. JSLu''JKR アドレス J K R へのサブルーチンジャンプ命令を3バイトで 

作成し出力する。 

ジャンプのために、バイト数が不足あるいは、過剰である場合は F エラーとなる。 

このマクロジャンプ命令は、サブルーチンぺージ （ 18ぶ y 〜 1 F ぶ y 、 SO ぶ y 〜 S 3 
ェ y ) では使用できない。 


8. ~アセンブルリスト_ 

アセンブルリストは SM-B - 8 0 D の SO チャンネルより出力される。 
フォ—マットは次の様である。 

EES S S S S I—>A AAAi — 1〇0〇|— • Statment 
EE エラーメッセージ 

SSSSS ステー トメント 番号 


A A A A 


アドレス 



o o 


オブジュクトコード 


C コーテー ショ ンまたは スぺース 

なお2バイト、3バイト命令の場合は2バイト目、3バイト目と順々に巧をかえて表記され 
る。 

〈例〉 

F 323 0120 08 A B : ADD BC 

— F エラー 


9.操 作 

X SM 4は、 SM 一 B - 80 D モニタ （ LH 8 S 03) のソースインプットチャンネル （ SI ) 
より、ソースプログラムを入力し、リスティング指定およびオブジュクト指定に対してソース 
アウトプットチャンネル （ SO )、 オブジュクトアウトプットチャンネル（〇〇)へ出力する。 
したがって、 XSM 4 起動時には、これらのチャンネルに適当なデバイスを割り当てる必要が 
ある。 

SMB - 8 0 D モニタ起動時には、各チャンネルはかのように割りあてられる。 


S I 

. TR 

( テレ タイプ テー プリ ー ダ） 

so 

.T T 

(テレタイプタイプヘッド） 

〇 〇 

.T T 

( 々 ) 


XSM 4 は、起動されると£1下のメッセ—ジをアウトプットしてォプションの入力を待つ。 
米 A ; G ( PROM バージョンの場合 . AS ; G ) 

S M - 4 V 1 . 1 
OPTION : 

1 ) オプション 

B オプション B N P F 

マシコ-ドを BNPF フォ—マットで出力する。出力順序は、ポリノミアルコ—ドの順に 
従う。7ステップ毎におよび1ぺ—ジ毎に C RL F を挿入して見やすくしている。また、各 
ぺ—ジのステップは6 3であるが、1ぺ-ジの最後に0 0を出力し、各ぺ—ジ6 4バイトと 
して出力を巧なう。 
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0 0 01110 0 


110 0110 0 


BNNNPPPNNFBPPNNPPNNF 
_ /了 \_ / 

I マシンコード 1 

Start character じ nd Character 


000000000 o o 000 
0 00 oo 


BNNNPPPNNFBPPN 

D オプション Date 

アセンブルリストの曰がを設定する。 

〇 P T 1 ON ： D 

DATE : 21- JUN -78 

OPTION : 

D オプションを指定すると、ただちに ' DATE :' と印字を行なう。これに対して、 

10文字 iil 巧の文字列を入力することができる。11文字£>1上の文字は無視される。入力 
は、 CR で終了し、オプションの指定を続ける。入力された文字列は、アセンブラリスト 
の右上隅に出力される。 

SM - 4 ASSEBLEA 及 VI . 1 PAGE 1 21- JUN -78 

G オプション Gain 

シンボルテ-ブルの上限の確認、および変更を巧なう。 

OPTION ： G 

CORE LIMIT : 3 FFFuxxxx 4^ 

現在の上限 新しい上限 （ 16進数で年-入力う 

(変更なしの時 （ CR ) のみでよい） 

上限の値はモニタより X SM 4を起動するたびに 3 FFF にセットされる。 

なお、 D オプション、 G オプションでキー入力を取り消したい場合には、 ▼] 'キ-を 

入力する。 

旦オプション Home 

モニタへ制御をうつす。 

OPTION : 旺 

SM - B — 8 0 D V 1 . 1 
来 


0 000 


〇 〇 

000 

0000 

0 0 00 

〇 


0 000 

0 000 

0000 

〇 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 
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L オプション Listing 

ソ-スアウトプットチャンネル （ . SO ) ヘアセンブルリストを出力す る。 

〇 オプション Ob j e C t 

オブジェクトアウトプットチャンネル （ .〇〇)へオブジェクトを出力する。オブジェ 
クトのフォーマットは、シャープ S M シリーズオリジナルフォーマットである。 

★シャープ S M シリーズオリジナルフォ-マット 

2バイトの16進マシンコードと、1バイトの C 技コ-ドとの1組が1ステップ分とし 
て出力される。各コードは ASCI 1コ-ドで出力され、ビット7には、許される機械仕 
様の場合すベて1がたてられる。 

オプジュクトファイルの終端部には、米（アスタリスク）が付加される。下図に出力さ 
れる紙テ-プのフォ—マットの概略図を示す。オブジュクトテ-プは、0 0 0 0番地から 
S 3 3 E 番地までの全ステップ分が連続して出力される。オブジュクトの出力順序は、実 
巧順 （ 書き下し順）であり、命令のかかれなかった番地には、0 0が出力される。 

P オプション PROM Format 

オブジェクトアウトプットチャンネル （ .〇〇)へオブジュクトを出力する。オブジュ 
クトのフォ ーマッ トは、ブライトロニクス （ Brightro 凸 ics ) のバイナリーフォー マット 
で、出力順序はポリノミアルコ—ドの順に従って出力される。各ぺ-ジのステップは6 3 
ステップであり、6 4ステップに0 0を出力し、各ぺージ6 4ステップとして出力する。 

★ブライトロニクスのバイナリーフォーマット 

2 バイトの 16 進マシンコードと、 1 バイトのスぺース（ 20 H ) コードとが 1 ステッ 
プ分として出力される。各コードは AS C I I コ—ドで出力される。 

Q オプシ3ン Quit 

XSM 4の初期化を巧なう。インコアモ-ドの時のリセットにも用いられる。これによ 
って、 G オプションの指定によるシンボルテ—ブルの上限には、何ら変化をうけない。 
OPTION : Q J 
SM - 4 V 1 . 1 
OPTION ： 

S オプション Symbol Table 

シンボル テー プルを、 ソース アウトプットへ出力する。もし L オプションと共に指定さ 
れれば、アセンブルリストの出力の後に出力される。 

シンボルテーブルリストには、シンボルのもつ値がアドレスの時には、4ケタで出力さ 


( 9 ) 










れ、 EQU 、 EQX によって定義された値は、2ケタで出力される。 


SM -4 ASSEMBLER VI . 1 PAGE 1 
SYMBOL TABLE 

ABC 0 0 0 0 ABE S 12 3 AK 3 F 

アドレス アドレス 数値 

X オプション Cross 

エディタに制御をうつす 

OPTION ： X ; 

EDIT V 1 . 1 
米 

1 オプション 1 pass mode 
ワンパ スモー ドでアセンブル を 巧なう。 

2 オゾンョノ pass two 

パス2のみ巧なう。 

2 ) 通常のオペレ-ション 

次じオペレ—ションの例を巧す。 

来 A ; Q 

S M — 4 V 1 . 1 
OPTION ： L S J 


PASS! 


P AS S 1 
P AS S 2 


READY ? 

<0 

COMPLE TED 
READY ? 


① 

紙テープをセットし任意のキーを打つ。もし、 ソ-ス プロ 
グラムに F F があれば、アセンブラはリード動作をやめる。 
この時コンソ-ルには何も出力されない。次のモジュール 
をセットして任意の年—を打つことによりリ-ド動作は、 


再開される。 


② 


く/ (もう1度、①の操作を巧なう。 
アセンブルリストを出力する 
シンボルテ-ブルを出力する 


ERRORS DETECTED : n —エラ-の総数 

FREE CORE : 8 7 0 0 BYTES -未使用のメモり容量 

OPTION ： 0 J - オブジュクトを出力する 
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オブジュクトを出力する 
OPTION : 


• X オブジュクトのみの時 （ 〇、 B 、 P オプション）、あるいは指定なしの場合は 、 .SO 
チャンネルより、エラーのあるラインのみを出力する。 

• X - 一度アセンプリした後、オブジュクトは、次にアセンブルするまで保存される。又、才 
プション、 Q ' 、 、 X ' 、、がによっても破壊される。 

従って、アセンブルした後、、〇 ' 、 、 B ' 、 、 P ' のみ指定をしたならば、直ちに才 
ブジュクトを出力する。出力の順は、、〇 ' 、 、 P ' 、 、 B ' オプションの順となる。 

3 ) ワンパスモード 

通常アセンプルは、2パスで巧なわれるがすでに出現したラベルのみを参照するソ-スプ 
ログラムに対しては、1パスで巧なうことができる。 

OPT I ON : 1 L ゾ 

PASS 1 READY ? 



アセンブルリストを出力する。 


ERRORS DETECTED : 0 


FREE CORE : 


8700 BYTES 


4) インコアモード 

SM - B - 8 0 D の X S M 4と E D I T は、一つのモジュールで構成されているため、エデ 
ィタで作成または修正したソ-スプログラムを紙テ-プに出力せずにメモリ巧でアセンブル 
することができる。また、アセンブルエラーがあればエディタにもどって （ X オプション） 
修正することもできる。 

これにより、まったく紙テープを介さずにアセンブルエラーを修正したソースプログラム 
とオブジュクトプログラムを作成することができる。 

米 E ; G ( PROM バージョンの場合 . ED ; G ) 

EDIT V 1 . 1 

来 I . 

米 X $ $ 

S M - 4 V 1 . 1 

〇 P T I ON ： J 

PAS S 1 COMPLETED 



ERRORS DETECTED: 2 

FREE CORE ： 846 BYTES 

OPTION ： X J 

EDIT V1.1 
米 


10. エラーメッセージ表 
A 江 ddr ess error 

このアドレスは、すでに使用されている。 

B bad character error 

ソース プログラム巧で 許されないキャラクタを入力した。 
その文字は無視される。 

C constant error 

数値に誤りがある。 

D duplicate label reference error 

多重定義されたラベルを参照した。 

E uni ound END statemeot 
E ND 文がない。 

F 10 rm 泣 t error 

フォ—マットに誤りがある。 

L label error 

ラベル巧に英数字がの文字が含まれていた。 

最初の文字が、英数字でなかった。 

M mu Itipie definition error 
同ー ラベルが 複数個定義 さ れた。 

〇 ope code error 

誤ったオペコ-ドを入力した。 

P phase error 

パス1とパス2でラベルの値が異なる。 


R r 注 D£re error 

許される範囲を超える値を入力した。 
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S syntax error 
構文に誤りがある。 

T symbol table overflow 

シンボルテー ブルが才 ーバーフロー した。 

ラベルは定義されないが、処理は続巧される。 

U unde fined label error 
未定義のラベルを参照した。 

J 1 ump error 

ジャンプ出きない所へジャンプしようとした。 

11.その他 

1) コーテーションマーク （•） 

ア セン ブルリストのマ シンコー ドの後にフラグ、、'" （コーテ-ションマ—ク） がたてら 
れることがあり、これは次の事を意味する。 

y が付されるインストラクションは、 TR 0、 TR 1 の2つである。 

(1) TR 0、 T 技1命令で7が付されているのは、ぺ-ジ外ジャンプである事を示している。 
但し、 TR 1命令で10ぺ—ジへジャンプする場合は、7は付されない。又、 T 技1命令 
でロケ—ションがサブルーチンぺ—ジにある場合も、マはがされない。 

2) C エラ- 

マクロジャンプ命令、 TR 0、 TR 1、 JMP 命令£>1外でアドレスとして定義されたラべ 
ルを用いた場合、 C エラ-となる。この場合、用いることができるのは EQU 、 EQX で定 
義したラベルのみである0 
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P u ^'N^ Ca 

0 

1 

S C 

0 

1 

米 

0 0 0 0 

0 0 X y 

10 エ y 

(サフ•ルー^ン 

の奏紙） 

/ / S 0 ェ y // 
/( 2 0 X y )/ 

0 0 01 

01 ェ y 

11エ y 

シ/ S. ；L パク 

/( 21ぶ y )// 

0 010 

0 2 ェ y 

12エ y 

// /s 2 X y /' 

/( 2 2 X y ) / 

0 011 

0 3ぶ y 

13エ y 

// s 3 X y / 

/( 2 3 X y )/ 

010 0 

0 4ぶ y 

14エ y 

註 1) ぶ y は 16 進数のステップを示す。 

0101 

0 5 ェ y 

15エ y 

0110 

0 6 X y 

16エ y 

0111 

0 7 ェ y 

17エ y 


2) ORQCB の指定なき場合、000 0 

より始まる。 

10 0 0 

0 8 ェ y 

18エ y 


10 01 

0 9 ェ y 

19エ y 

3) SA、SB、SC はサブルーチン 

S 乂 ぺージを巧す。 

4) 10エ y から JMP 命令でジャン 

户プ可能なぺ-ジを斜線で示す。 

SB 

1010 

0 A X y 

fiT ェノ％ 

1011 

0 B X y 


110 0 

0 c ぶ y 

1 c エ y 

1101 

OD ぶ y 

1 D エ y 

1110 

0 E ェ y 

f/E ッ巧 

1111 

OF X y 

// ク 

ん If,. ェブ/// 




図 1 アドレス配置図 
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SM-B-80T 1 〇 

アプリケーシヨンマニュアル （1) I 



冒 


か 


1. リモ-卜用 LED の点が . 1 

2. デジタル•クロプク . 4 

3. g 動巧奏 . 17 





1. リモート用 LED の点滅 


1.1 概 要 

SM—B — 8 0 T に取り付けられているリモ-卜端子巧 LED を約1秒周期で点がさせます。 

このプログラムは、才-ディオカセットのリモ-卜端子に割りちてている I /〇ポ-卜を制御して LED を点が 
させます。 


1.2 フローチャート 

メ イ ン ルー チン 



サブ ノレーチン 



































1.3 コーディング 


アドレス機械語 アセンブリ言語 


1 




ORG 

0 

2 

0000 

D 3 DC 

LOOP : 

OUT 

( ODCH ), A 

5 

0002 

CD 0 C 00 


CALL 

TCOUNT 

4 

0005 

DBDC 


IN 

A , ( ODCH ) 

5 

0 007 

CD 0 C 00 


CALL 

TCOUNT 

6 

00 0 A 

1 8 F 4 


JR 

$-10 

7 

000 C 

0605 

TCOUNT ： 

LD 

B , 5 

8 

0 00 E 

21 E 624 

LOOP 1 : 

LD 

H し 24 E 6 H 

9 

0011 

2 B 

LOOP 2 : 

DEC 

HL 

10 

0012 

7 C 


LD 

ん H 

11 

0015 

B 5 


OR 

12 

0014 

20 FB 


JR 

NZ , $-5 

15 

0016 

1 0 F 6 


DJNZ 

S-8 

14 

0018 

C 9 


RET 



1.4 操作方法 

1.3 に書かれている機械語のコ-ドを所定のアドレスのメモリに害き込んで行きます0 


PC 

0 


PC 

0 


PC 

0 




D 


I Y 

5 


WRITE 




D 


C 


WRITE 


» 

1 

1 

1 

1 

1 


F 


I 

6 


WRITE 




C 


L 


WRITE 



9 




PC 

0 


REM 

ADRS 


プログラムの香き这みがお了しましたら、なのキ-操作でま行させます。 
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PC 


PC 


PC 


PC 


REM 

0 


0 


0 


0 


ADRS 


RUN 


プログラムを実巧しますとかのタイミングで led を 点が させます。 

点灯 消灯 点灯 消灯 点な 

0.5 秒 0.5 秒 0.5 秒 0.5 秒 0.5 秒 
























デジタル*クロック 


么1概 要 

C P U ( LH - 008 0) の命令サイクルをカウントして 、 L ED 表示部に時刻を表示ずるクロックのプログラムです。 
このプログラムは、 CPU の命令サイクルをカウントし、 1/ lOOsec ごとに LED の表示をををしていき 
ます。まを、クロックの一時停止機能、タイマ機能もあります。（基ぉは、システム•クロプク 2.4 5 7 6 MHz 
を利用） 


么2 フローチャート 

別図にフロ -チャ-卜を示します。 

23 コーディング 

別表にコーディングを示します。 

24 プログラムの書き么みと実巧 

2.41 プログラムを、キーから入力し、実巧させま寸〇 


PC 


PC 


PC 

0 


0 


0 




D 


D 


WRITE 




IX 

2 


I Y 

1 


WRITE 




C 


L 

9 


WRITE 




C 


PC 


PC 

0 


0 


0 


D 


REM 

ADRS 


D 番地から書き込み 


プログラムのまき込み 


REM 

ADRS 


RUN 


2 0 8番地まで害き込みます。 


D を地をらまを 







































2.4.2 初期設定 


b . スタ-卜瞭刻の設定、計時 

回の回回回 
阿回回 



タイマ ON の時刻を8時3 0分に 
設定 


タイマ OFF の時刻を9時15分 
に設定 


7時2 0分3 0秒からスタ-卜 


計時のスタ-卜 


2. 4.3 をキ-の役割の説明 

計時のスタ-卜〇 

計時のストップ。これよりストッブゥオッチとしても用いることができます。 

表示の0クリア0 (タイマの ON , OFF はを更されまみん〇 ) 

リセプト〇 ( タイマについてもすべてリセットされます〇 ) 

タイマの設定のリセット。このキ-に続いて " REM " • け REG " キ-を巧すことにより 
リセットされま寸。 


RUN 


STEP 


LOAD 

INC 

STOR 

DEC 


SHIFT 


回图に國 
Fid Lp 
回巨巨巨 
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タイマの OFF 時刻の表示、また 、" WR I TE，， ， "SH I FT " キ-を押した後にこのキ- 
を入力しますと、タイマの OFF 時刻のセット、リセブトが行えます。 

タイマの ON 時刻の表示、まを 、 ，WR I T 巨 ，，， "SHI FT " キ-を巧した後にこのキ- 
を入力しますと、タイマの ON 時刻のセット、リセットが巧えます。 

タイマの ON ， OFF 時刻のセブト、このキ-に続いて、 " REG ", " REM " キ-を入力 
すると、表示されている時刻が、タイマの ON , OFF 時刻としてセットされます。 


使用しをいキーです。 


表示の右端から順に入力されて、左へ1つづつシフトしていきます。 


F 


L 

9 


注 1. タイマの ON ， OFF がセプトされているい場合、かの様る表示とるります。 


/ -/ n / 1 / ■/ 

n n n n 

CI 0. 0 ：!. 

こ 1 0.0 Cl 


ADDRESS DATA 


2 . 


クロックの修正は、 0 巨 5 H の値をを更ナることにより巧能です。+1で約 5.3 片 S 遅< るります。 

















フロ-チ ャ-卜 
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<<C し 0CK>> 


iE 8 0 

D3n? 

7A 

A7 

C9 

F F n F 
FFCO 
E33F 
0010 
0011 
0012 
0013 
0014 
001 5 
0016 
0017 
E31 R 
631 F. 
E324 
ZZf ? 
FFE1 
OODO 
00 0 2 
00 DC 
FF99 


ORDZ 


LO 
公 NO 

RET 

♦ ♦♦♦★い 

FQU 

PQU 

FQU 

EQU 

ら QU 

PQU 
fcQU 
EOU 
EQU 
FQU 
FQU 
FOU 
FQU 
ら QU 
FQU 
F-QU 
EQU 
EQU 
EQU 
EOU 


0002 

0004 

0006 

0209 


01on 
01OF 
01 M 
01 E 2 
01 り 
01 け 
01 F6 
01f 只 
0 U A 
01 FB 
01 ED 
01 e F 
01 FO 
0 … 
〇 … 
01 FS 
01 F 6 
01 F 7 
01 py 
ni F A 

(me 

01 PP 

こ ,… 

o?on 
0 ? 0 ? 
0 2 0(4 
0 ? 0 6 
0 ? 0 ? 
0?08 


007 <<C し OCK ハ 


A/80H 
(PIO0O)/A 

A クく H し》 

H し 

(PIOAD) ク A 
A#C 

(PIOBD)/A 
A/(PIOBO) 

OFH 

Z/SN2 

S'A 

SN3 

NZ ク SN3 


A クん〇 

A 

N Z バ N ム 
A パ 
1OH 

C ク A 

NC/SN1 
A / 8 0 H 
(PIOBO)/A 

A ク D 

DEFINE 
OFFOFH 
OFFCDH 
0E3.3FH 
1OH 
11 H 
12H 
13H 
1 ん H 
15H 
16H 
17H 

0E31 日 H 
0E31EH 
OE 524H 
0E2F7H 
OF FE1 H 
ODOH 
0D2H 
ODCH 
OF F99H 


2 

4 

6 


SN1 ： 


SN2 ； 


SN3 ： 

SNA ： 


DATA 

S F G 白 U F 

KEVIN 

REG 

LOAD 

STOR 

CRUN 

STEP 

WRITE 

CRFM 

CSFT 

SHIFT 

SH I FT1 

SEGCON 

D ISP 

AODR 

PIOAD 

PIOBD 

RFW 

SPSET 


T1 

T2 

T.3 


F ん 

o o 

F 6 只 17 
? F 2 p 5 


ム？ 

o o 

8 o o o F 
12 o o i 


on n 

? F 


D o 9 6 F o 
3 ? 7 o i 


o 2 

8 D 


o ? 

o D 
E 3 E B 3 9 3 
5 0 / 2 - 0/0 


p p 
1 . 


OUDEUOUNPNRRDRROnDERDUOR 
し o し 0 0 し OICAJO し JJNW し OJ し s し J 


Du 

し o 


12 3 /M 
o o o C ： 
3 3 3 >sy 


12345 6 7 or 90 1?3 与 567 Or90 567 0C 9 01 〜 3 ん 567 巧 90 1? 345 A7f^9D 
55 弓 55 AA6 ろ 6 た 66<.67777777777xccococoracor 8 oc 8999999 9999 0 
2 r\J 2 〜〜ス〜 7- rv r\J ? 〜〜〜ス〇〇 ? ? 〜 ^ ? p ? 〜〇〇 2 〜〜 2 ? ? ? ? ? 〜 f\j 7; ? ? ? 2 3 


U U U D 
Q Q 〇 N 
re E E r 
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<<C し OCK>> SYMROL TABLE 


ADDR -FFE1 

C し ER 

-001 E 

CRUN -0013 

CS FT 

— 0017 

DOT -01C9 

GO 

-OOFS 

G03 -01 バ 

G04 

-013D 

GDNOP? — 012 ム 

G0N0P3— 0135 

HC1FP -0022 

H 0 U R 

-0003 

main -good 

M I M 

-0002 

OFF -OOAA 

ON 

— 009C 

バ - 0 0 目目 

PIOAD 

-OODO 

REM -none 

REMO 

-0004 

PW —00 06 

け M3 

-0007 

Rf い A —OOOA 

PF パ 

— 000 目 

PMT01 -016a 

P M T 0 2 

-0194 

PMT05 —01A6 

RM 下 06 

■01 A A 

PUM —0069 

SCAN 

-01 D 6 

Sf GCON ■… 4 

SPT 

-00C4 

S H I F： 下•…目 

SHI fto-ooe 目 

S、？ —〇… 

SN3 

-01 F7 

S7 AW 下—0019 

STEP 

-OOU 

T? -OOOA 

り 

— 0 0 0 6 

TI 町 2 -me? 

TM1 

— 0026 

— ooAo 

T、'14 

— OOA 只 

T、,2 -0049 

T バ 

— 0029 

UIRON - 0 08? 

9 0 N 1 

— 00 只 9 


COUNT 

•00E2 

CREM 

— 0016 

DATA 

-FFDF 

OISP 

-E2F7 

G01 

-01OA 

GO? 

— 0118 

G05 

— 014E 

GONOP1 

•0111 

GONOP4—013A 

GONOP5 —OUB 

KEY I N -E33F 

LOAD 

— 0011 

NONGO -0115 

NUM 

-0000 

OM 

— 00A5 

ON2 

— 00 目 5 

PIOBD -0002 

REG 

— 0010 

P EM0 0 -0175 

RFM1 

— 0005 

REM4 

•0008 

REM5 

— 0009 

RE MS 

— oooc 

REMOTE 

— 0151 

AmtO.; —019E 

RM 下〇ん 

•01 A2 

RM 下 10 —OIAD 

RUN 

— 0056 

SEC 

-0001 

SEGBUF-FFCD 

SFT1 

— 00D6 

SFT2 

-OODC 

SHIFT1-E31E 

SN1 

-01 DD 

SN4 

-01 F9 

SPSET 

-FF99 

STOP 

-0012 

下 1 

-0002 

T IMP 

-01 fU 

nwEi 

•01 目 7 

TW11 

— 0054 

TMI? 

-0067 

T^l5 

•00C2 

下 M16 

-0003 

WRITE —0015 

WRT -0071 

U/ROFF 

-0093 
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3 .自動演奏 


3.1 概 要 

SM - B -80 T のあ用として、音楽を連続して自動演奏するプログラム例を示します。 

このプログラムは、演奏させたい曲の音符を2バイトのデ-夕にを換して音符デ-タエリアに格納してわき、こ 
の音符デ-夕に対応した周波がパルスを F / F に接続した才-ディォアンプに出力して演奏します。 

3.2 フローチャート 

別図に フロ-チャ-卜 を示します。 

3.3 コーディング 

別表にコ-ディングを示しま寸。 

3.4 音巧 データの 作成 

音符デ-夕は、かに示すようにメモリの2バイトを使用して下位1バイトに音階とォクタ-プを、上位1バイト 
に音符の長さをセットします。 

このプログラムでは、音階として12平均律音階を、ォクタ-プは3ォクタ-プまで使用します。また、同じ曲 
を繰り返し演奏させるには、曲の終わりに一定の休符を入れたを、0をセットします。 



7 6 5 

4 

3 2 

1 

0 

下位 アドレス 

ォクタ- 

ブ 

な 

階 

が 







上位 アドレス 

音 

符 

の お 

さ 



ォクターブの 入力 

0 ( 0 0 0 0 ) 
1 ( 0001 ) 
2 ( 0曰1 0) 

4 (0100) 

8 ( 1000 ) 


繰り返しのとき 
1ォクタープ 
2ォクタ—ブ 
3 ホクタープ 
か待 


—W _ 






#( シャ-プ）の入力 


0 そのままの音階 
1 半音上げる 


音階の入力 

0 0 0 繰り返しのとき （ このとき冉の入力も0にすること） 

0 01 ド 

010 レ 

011 ミ 

10 0 ファ 

101 ソ 

110 ラ 

111 シ 


五線符との巧応 



絶巧音楷ハ染ハニをニホをホへ 卜をトイタイ ロ ハずハニをニホ解へ 卜をトイをロ ロ 

データ 1215141516171 目 1A 1B 1C 1D 1E 22 25 24 25 26 27 28 2A 2B 2C 2D 2E 


^# e - 


jDjtO 


-o-#o 


_Q_ 


斜み公松. 


ドおド 


其レ 


井く ファ ソ #ソラ其ラ 、く 


ハをハ.二巧ニホお!^へ 卜《ト ィをィ ロ 

42 45 44 45 46 47 48 4A 4B 4C4D 4E 
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音■符の長さ 


デ-夕 （ 16進お ) 

3 2分音符 1 

32分休符 1 



16分音符 

2 

ブ 

16み休符 

2 


8み音符 

4 

ブ 

8分休符 

4 

J 

4分音符 

8 


4分休符 

8 

J 

2分音符 

10 


2み休符 

10 

〇 

全音符 

2 0 


全休符 

2 0 


(注）デ-夕として、3 2分音符を1として計算しています。他の符点音巧るどは、計算して〈ださい。 
(例） 」.= J +_[^ = 8 +4= C (16 進お） 

J" = J + J + J^= 10+8 + 4 =1 C ( 16進数） 


3.5 操作方法 

このプログラムで使用する D タイプ F / F とホ-ディホアンプはかのように接続します。 



J 今 
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かのキ-操作でコ-ディングリスト上の機械語コ-ドを所定のメモリに香き込みます。 


PC 


PC 


PC 


PC 


REM 

0 


0 


0 


0 


ADRS 


IX 

2 


A 


WRITE 




D 


F 


WRITE 


1 

1 

1 

1 

1 


SP 


PC 







WRITE 

1 


0 




PC 


PC 

0 


0 


WRITE 


6のきよしこの巧の音符デ-夕の最後 


プログラムの 書き込みが終了しましたらかのキ-操作でま巧させます。ただし、自動な奏させたい曲のを符デ- 


夕はメモリの008 4 H 番地から格納されているものとし.ます。 


PC 


PC 


PC 


PC 


REM 

0 


0 


0 


0 


ADRS 


PC 


PC 


H 


BA 

0 


0 


8 


4 


RUN 


メモリの中に巧曲もの音符デ-夕が格納されていても、そのうちの演奏させたい曲を選がすることができます。 
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始 


め 



音長デ-夕を取り出す 


YES 

がル-チン : WAIT 


音階とオクタ-ブに対応し 
ち周波数デ-夕を取り出す 


: MUSH ： 


HL レジスタをなの音符 
デ-夕にセット 


H L レジスタをかのを符 
デ-夕にセット 


りサプル-チン 


周波がデ-夕に対応したパ 
ルスを出力 





自動演奏フロ "チャ-卜 
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002B ?0F« 
00?D ?3 
0 0?E C 3 03 00 
0031 F5 
0032 ?1 … 0 
0035 ?P 
0036 7C 
0037 R5 
0038 ?0P 目 
0 0 3 A 0 D 
003 B 20 け 
003 D リ 
003E ?3 
003F C 30300 

00 いパ… 0 

0 0 4 5 1 A 

00 ム 6 ム 7 

00 ム 7 0300 
0049 2B 
00 ム A 7C 
0 0 4 B B 5 


0000 
0003 
0 0 04 


2ADFFF 

7? 

A 7 

?8 F 9 

バ 

4F 

47 

い OP 

CP?0 

117500 
CB20 
580A 
116700 

C 戸 20 

5803 
11S900 


9 000 5 
9 0007 
10 0009 
110009 
1 2 00 OA 
1 S 00 OC 
U onoF 
15 0010 

い001 .3 

17 001 S 

18 0017 

19 001 A 

20 001 C 
21 001 F 
?2 0 0?1 
パ 002? 
2U 00 バ 
?5 00 バ 

00?6 
27 0029 
?8 002A 


♦ AUTO WSICA し PERFORMANCE 
TITLE ♦♦MUSICS* 


• 

MAIN 



ORG 

0 

し 00 P1; 

し 0 

HL/ (OFFDFH) 

し 00P2 

LD 

A,(H し） 


AND 

A 


JR 

INC 

Z クし 00P1 

HI 


し D 

C/<H し） 


し 0 

B/A 


AND 

OFH 


SLA 

B 


JR 

C/WAIT 


し D 

0E/TABLE3-2 


SLA 

白 


JR 

C/L00P3 


LD 

DE ク TA 目し E2—2 


SLA 

B 


JR 

C ク 10 0P3 


し D 

DE バ A 目し M—2 

L00P3 

INC 

DE 


DEC 

A 


JR 

NZ/ し 00P3 

し 0 0P4 

PUSH 

H し 


CALL 

MUSIC 


POP 

H し 


DEC 

C 


JR 

NZf し 0 0P4 


INC 

H し 


JP 

し 00P2 

WAIT 

PUSH 

H し 

Wl 

し D 

H しク 20ffH 

w2 

DEC 

HL 


し 0 

A/H 


OR 

し 


JR 

NZ'W2 


DEC 

C 


JR 

N2/W1 


POP 

HL 


INC 

JP 

HI* 

し 00P2 

■ 

, 

♦♦♦ MUSIC ♦♦♦ 


WUSIC 

し D 

H し ' 20FFH 

Ml 

し D 

A/(OE) 


し 0 

B ク A 


OUT 

(ODDH)/A 

M2 

DEC 

H し 


し 0 

A/H 


OR 

し 


MUSIC.TS ASNR し *0 BY Z80 ASSEMBLER REV —A.1 06/20/'78 

TITLE ♦★MIJSIC*A 

0 01 ♦★w U SIC★★ 


9 o 1 2 7J- 4 s 6 7 8 9 o 1 ? 3 4 5 6 7 8 9 o 

ク 3 3 3 スス • isr \ スス rr 3 ムムム心 4 4 ムム Lr . 


1? 3 4 5 6 7 


c 

F 


o 

? 

ん 


3 D o 5 
1 〜-〜 F 
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00 ? 


★ ★VMJSIO* 


51 

00 AC 

C8 



RE 下 Z 

52 

004D 

1OP A 



0 J N2 が 

S3 

OO^F 

1 A 



し D A/(DE) 

54 

0050 

バ 



し D B/A 

55 

0051 

OBDD 



IN A/ (ODOM) 

56 

C0S3 

?R 

M3 


DEC H し 

57 

0054 

7C 



LD A/H 

5H 

0055 

BS 



OR し 

59 

0056 

C8 



RE 下 Z 

AO 

0057 

1OP A 



DJNZ M3 

61 

00 5 9 

18F A 



JR M1 

6? 



f 

♦ ♦ ♦ ♦ 

下 ABLE ♦♦♦♦ 

63 

0059 

928A827B 

了 A 曰し E1 ： 

DEFR 

92H バ AH/ 只 2H/7 目 H/75H 


00 バ 

7S 




A ム 

0 0 AO 

6D ろ 06761 


OE FB 

ADH ク 6DH ク 67H/61H/5CH 


0 0 れ 4 

5C 




バ 

0 0 6 S 

575?4049 


DE FB 

57H ク 52H/ADH ク 49H 

トト ' 

00 パ 

9 /♦ ムん 13 0 

TAR しり： 

Df FH 



00 AO 

3A 




67 


3 バ 63330 


DTFR 

36W ク 36H ク 33H/30H/?DH 


007 之 

ZX> 





007 5 

2RW625 


OEFB 

?BH/?8H/26H/25h 

A9 

0077 

25? リ 01E 

下 AB し f3 : 

… A 

25W,2?H ク？ OH/1EH ク 1 CW 


00 7 H 

1C 




7 0 

00 7 C 

1 A1 A1918 


DE FP 

1 AH ク 1 AH ク 1 9h/18H ク 16H 


0 0^0 

16 




71 

0 081 

…… 


OE 戸 

15W ク 14H<13H 

7? 

0084 




FND 


3.6 音巧データの入力巧奏 


を巧デ-夕は、 8 4 H 番地お降の任意のアドレスに巧に入力していき 3 す。なきの巧合、アドレスを 0 0 0 0 にし、 
DATA をそのを巧デ-夕の入力關始アドレスにしてわきます。そして、 RUN させますと自巧巧奏が始まります。 


(例）きよしこの巧 （ 聖夜） 


ソ 


ラ 


ソ 


ソ 




ソ 


レ 


シ 


シ 


V 


V 


ソ 


1 A 

ソ 

1 A 

ソ 

1 A 

ソ 1A 

0 6 


0 C 


0 6 

0 6 

1C 

ラ 

1C 

ラ 

1C 

ファ 18 

0 2 


0 8 


0 2 

0 2 

1 A 

ラ 

1C 

ソ 

1 A 

レ 14 

0 4 


0 4 


0 4 

0 4 

16 

K 

2 2 


16 

ド 12 

0 C 


0 6 


0 C 

日 C 

1 A 

シ 

1 E 

レ 

2 4 

休 8 0 

0 6 


0 2 


0 8 

10 

1C 

ラ 

1C 

レ 

2 4 

くりをし 0 0 

0 2 


0 4 


0 4 


1 A 

ソ 

1 A 

フ 7 

2 8 


0 4 


0 6 


0 6 


16 

ラ 

1C 

レ 

2 4 


日 C 


0 2 


0 2 


2 4 

ソ 

1 A 

シ 

1 E 


0 8 


0 4 


0 4 


2 4 

夕 

16 

卜¬ 

2 2 


0 2 


0 C 


0 C 


1 E 

ラ 

1C 

ミ' 

2 6 


0 2 


0 8 


0 8 


1 E 

ラ 

1C 

休 

8 0 


0 C 


0 4 


0 4 


2 2 

K 

2 2 

K 

2 2 


0 8 


0 6 


0 4 


2 2 

シ 

1 E 

ソ 

1 A 


0 2 


0 2 


0 4 


1 A 

ラ 

1C 

さ 

16 


0 2 


0 4 


0 4 
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SM-B-80T 1O 

アブリケーシヨンマニュアル ( 2 ) I 


I 


冒 


巧 


1. スロット •マシン •ゲ ーム . 1 

2. 電子ルーレツト•ゲーム ... 7 


义 紙テープ • リーお’ • インタ_ フエー ス 





スロット-マシン* ゲーム 


1. 1概 要 

7 セグメントの LED を利用しちゲームのプログラム です0 

プログラムのステップ 数は， 544 パイ ト で，データ •エリアは，16 パイトです0 
このゲーム は，変化している6がの表示を，できるだけ同じ数に揃えるように，タイミン 
グ 良く [WR ITE ] キーを押して，得点を取るゲー ム です0 


n / 〇 


ADDRESS 


DATA 


-得点 


キ—を 押す毎に， 2 巧ずつ表示が固定され， 3 回で完了です。 

得点の計算は，重複を許す組み合わせで行います。従って，例えば全部一致すれば•次の 
ようになりまず0 

6〔2=早=15 ( = Fh ) 

表示は’，特に処理していませんので， 16 進数で表示されます0 

1.2 プログラムの内容 

メイン.ル— チンは， 表示と キースキャン， キー入力の チェックと 表示デー タ の更新です0 
キ_ 入力が ある 場合，キー入力回数 （ T ) の更新と 得点 計算を行います0 






2.1 フローチャート 


0 表示データ • 


〇 比較用エリア 
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1.2.2 プログラムの詳細 

キ— 入力が るい 間は，表示データをループ1周毎にインクリメントしてゆきます〇キ 
—入力がをれば，入力回数カウンタ T をインクリメントし，この内容で表示データの更 
新箇所を制限してゆきまナ。 

キーが押し続けられても，単発入力と見做せるように， K フラグを設け， K = 0 F F 
の時にキー入力がをれば，有効とします0 

キー入力おに，カウンタ T の内容が更新され，得点計算のルーチンに入ります0 
得点計算は，表示データを比較エリアに移してから行いますが，この比較は•了の 
内容に従。て，すでに固定されをデータ同志についてだけ巧います。 

一致がをれば，得点カウンタ P の内容をインクリメントしてゆきます〇この許算は， 
計算ルーチンに入る每にやり直します0 

これらの処理は，キー入力が3回入るまで続けられ，3回目で，終了のルーチンに入 
り，最終時の内容を表示し続けます。 

これを解除する場合 ， [R E S E 了]キーを押します0 

1. 3 プログラムの使用ルーチンとエリア 

このプログラムは，次のようるモニタのルーチンを使用しています0 


ルーチン 

エントリィ番地 

D I S P 

SCAN 

E 2 F 7 H 

£ 3 7 0 H 


また，を数のセーブ-エリアは， 

FFOOH FFOFH 

です0 


1.4 プログラム*リストを，5^〜^ぺージに巧します0 

1.5 プログラムの実巧 

かの順序でキーを押します0 


1.6 プログラムの終了 
RES ET 


PC 

0 


PC 

0 


PC 

0 


PC 

0 


REM 
AD 民 S 


RUN 













SLOT-MACHINE GAME 


SL OT 




1 

T I TL E 

S LOT — GAME 




ORG 

OOH 

00 00 

3 EO 0 

INI 

LD 

A , OH 

0 0 0 2 

3 2 0 4FF 


LD 

(P ) ， A 

0 0 0 5 

3 2 0 0 FF 


LD 

(K) , A 

0 0 0 8 

3 2 0 5 FF 


LD 

(T) , A 

0 0 OB 

3 EO 0 

ENT 

LD 

A , 0 H 

GOOD 

0 6 0 6 


LD 

B , 6 H 

0 0 0 F 

210AFF 


LD 

HL , CD 

0 0 12 

7 7 

CLA 

L D 

(HL),A 

0 0 13 

2 3 


INC 

HL 

0 0 14 

10 FC 


D JNZ 

C LA 

0 0 16 

DD210 6 FF 


LD 

I X , DD 

0 01 A 

ED4BO 6 FF 


LD 

LD 

BC ， (DD) 

0 01 E 

ED4 3 ElF F 


(AD),BC 

0 0 2 2 

CD6E 00 


CALL 

DS 民 

0 0 25 

0 6 OA 


LD 

B , AH 

0 0 27 

C5 

HLD 

PUSH 

BC 

0 0 2 8 

CD7 0 E3 


CALL 

SCAN 

0 0 2 B 

Cl 


POP 

BC 

0 0 2C 

10F9 


D JNZ 

HLD 

0 0 2 E 

EES 2 

KTS 

CP 

5 2 H 

0 0 3 0 

2 0 0 8 


JR 

NZ,OFF 

0 0 3 2 

3A0 OFF 


LD 

A, ( K) 

0 0 3 5 

A7 


AND 

A 

0 0 3 6 

2 8 0 9 


JR 

Z , ON 

0 0 3 8 

18 13 


JR 

CNT 

0 0 3 A 

3E00 

OFF 

LD 

A, OH 

0 0 3 C 

3 2 0 OFF 


L D 

(K) ， A 

0 0 3 F 

18 0 C 


JR 

CNT 

0 0 4 1 

3 EO1 

ON 

LD 

A ,1 H 

0 0 4 3 

3 20 OF F 


ld 

(K) , A 

0 0 4 6 

210 5 FF 

KYI 

LD 

HL , T 

0 0 4 9 

3 4 


I NC 

(HL) 

0 04 A 

CD8 3 0 0 


CALL 

PO I 

0 0 4 D 

3A05FF 

CNT 

LD 

A, (T) 

0 0 5 0 

A7 


AND 

A 

0 0 5 1 

28 0 8 


JR 

Z , I CO 

0 0 5 3 

3D 


DEC 

A 

0 0 5 4 

2 8 0 8 


JR 

Z , I Cl 

0 0 5 6 

3D 


DEC 

A 

0 0 5 7 

2 8 08 


JR 

Z , I C2 

0 0 5 9 

18 0 8 


JR 

END 

0 0 5 B 

DD3 4 01 

ICO 

I NC 

( IX+1 ) 

0 05 E 

DD3400 

I Cl 

I NC 

(IX) 


08,0 9,'78 


SLOT 


001 SLOT-GAME 


12345678901234567890123456789012345678901234567890 

11111111112222222222333333333344444444445 


2 

A 

- 

V 

E E 

民 M 
A 
R G 
El 
L T 
B o 
M L 
E s 
s 
s 

A E 
L 
o T 
8 1 
z T 

Y 
B 

D 


B 

M 

s 

A 


— 4 — 



0 0 2 


SLOT-GAME 


(IX+3) 

ENT 

DSR 
S CAN 
ENDE 

BC,(DD+2) 
A, (P) 

C , A 

(DT) ， BC 
D I SP 
A , OH 
(S B1),A 


A,(DD+1) 
HL,CD+1 

(CD),A 
A,(DD) 

HL,CD+3 

(CD+2),A 
A,(DD+3) 
HL,CD+5 

(CD+4),A 
A, OH 
(P) , A 
HL , P 

A, (T) 

OH 

Z , TED 
1 H 

Z , T1 
2H 

Z , T2 
3H 

Z , T3 
TED 

BC,(CD) 
DE,(CD+4) 
MID 

BC ， （CD + 2) 
DE ， （ CD+4) 
MID 

B, D 
C , E 
THN 


LD 

LD 

R RD 

LD 

LD 

LD 

RRD 

LD 

LD 

LD 

RRD 

LD 

LD 

LD 

LD 

LD 

CP 

JR 

CP 

JR 

CP 

JR 

CP 

JR 

JR 

LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

CALL 


INC 

JR 

CALL 

CALL 

JR 


0 0 6 1 

DD3 4 03 

I C 2 

0 0 6 4 

18 A5 


0 0 6 6 

CD6 EO 0 

END 

0 0 6 9 

CD7 0 E3 

ENDE 

0 0 6 0 

18 FB 


0 0 6E 

ED4 BO 8 FF 

DSR 

0 0 7 2 

3A04FF 


0 0 7 5 

4 F 


0 0 7 6 

ED4 3 DFFF 


0 0 7 A 

CDF7 E2 


0 0 7 D 

3E0 0 


0 0 7 F 

32CEFF 


00 8 2 

C9 


0 0 8 3 

3A07 FF 

POl 

0 0 8 6 

2IDBFF 


0 0 8 9 

ED6 7 


0 0 8 B 

3 2 0 AFF 


0 0 8 E 

3AO 6 FF 


0 0 9 1 

21ODFF 


0 0 9 4 

ED67 


0 0 9 6 

3 2 0 CFF 


0 0 9 9 

3A09 FF 


0 0 9 C 

210 F F F 


0 0 9 F 

ED6 7 


0 0 A1 

3 2 0 EFF 


0 0 A4 

3 EO 0 

TST 

0 0 A6 

3 2 04 FF 


0 0 A9 

210 4 FF 


0 0 A C 

3 AOS FF 


0 OAF 

E EO 0 


GOBI 

2 8 4 0 


0 0 B3 

FEO1 


0 0 B5 

28 3 5 


0 0 B7 

FEO 2 


0 0 B9 

2 8 21 


0 0 BB 

FEO 3 


0 0 BD 

2 8 0 2 


0 OBF 

1832 


0 0 C 1 

ED4B0AFF 

T3 

0 0 C 5 

EDS BOEFF 


0 OC 9 

CDFAO 0 


0 OCC 

ED4B0CFF 


0 ODO 

EDSBOEFF 


0 OD 4 

CDFA 0 0 


0 0D7 

4 2 


0 0 D8 

4 B 


0 0D9 

C DF4 0 0 



L X 

ddddadde 

llllcllr 


12345678 

55555555 


901234567 

566666666 


89012345 

66777777 


67890123 

77778888 


456789012 

888888999 


34567890 

99999990 


0 10 5 
0 10 6 
0 10 8 
0 10 9 
010 A 
01OC 
01OD 


111 0 0 F4 

112 OOFS 

113 0 0 F6 

114 OOFS 

115 0 0 F9 


121 
12 2 
123 
12 4 
12 5 
126 
12 7 


FF 00 
FF04 
FF 0 5 
FF 0 6 
F FOA 

FFEl 
FFDF 
FFCE 
E2F7 
E3 7 0 
E 2 B7 

01OE 


0 0 FA 7 8 
00 FB C 5 
0 0 FC CDO5 01 
0 OF F Cl 
0100 79 

0101 CD 0501 
0104 C9 


0 0 3 SLOT — GAME 


101 

0 ODC 

ED4 BOAFF 

10 2 

0 0 EO 

ED 5 BO CF F 

10 3 

0 0 E 4 

CDFA 0 0 

10 4 

0 0E7 

4 2 

10 5 

00E8 

4 B 

10 6 

0 0E9 

CDF4 0 0 

10 7 

0 OE C 

ED4B0AFF 

10 8 

0 OE 0 

CDF4 0 0 

10 9 

OOFS 

C9 

110 




T2 


T1 

TED 

THN 


THE 

MID 


DEP 


DEA 


DEE 

f 

K 

P 

T 

DD 

CD 

Ad 

DT 
S B1 
D I SP 
S CAN 
WAIT 


LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

CAL L 
LD 

CALL 

RET 

LD 
CP 
JR 
I NC 
RET 

LD 

PUSH 

CALL 

POP 

LD 

CALL 

RET 


BC , (CD ) 

DE,(CD+2) 

MID 

B ， D 

C ， E 

THN 

BC ， (CD) 
THN 


A , B 
C 

NZ,THE 
(HL) 


A , B 

BC 

DEP 

BC 

A , C 

DEP 


D 

NZ,DEA 
(HL ) 

E 

NZ,DEE 
(HL) 


FF 0 0 H 
FF 0 4H 
FF05H 
FF 0 6H 
FFO AH 

F FE 1 H 
FFDFH 
FFCEH 
E2 F7H 
E3 7 OH 
E2 B7 H 


o o 
A o 4 B o 4 9 
B 2 3 B 2 3 c 


o 

8 9 0 4 9 
7 B 2 3 c 


890123456789012345 

223333333333444444 

111111111111111111 
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CJICJIR eeeee eeeeeee 


2. 電子ノレーレット 


2. 1概 要 

7 セグメントの LED を利用したゲーム•プログラムです0 

プログラムのステツ プ数は， 256 バイトで，データ•エリアは，モニタ用 R A M 内の表 
示デ—夕.エリアを兼用しています。 

始めに指定した数字と合うように，動いてゆく数字をタイミング良 〈〔 WRITE]KE 
Y を押して，止めるゲームです。 


/— / 

U 〇 〇 〇 

ADDRESS 



DATA 


^—止めた数字 
—始めの数字 


2. 2 フローチャート 


















































2. 3 プログラムの詳細 


表示用のデータ•エリアは.モニタが使用しているエリア， D I S B U F •を利用します0 
始めのキー入カデ_夕は，レジスタ C に置き，止めた時のキ_入カデータは，レジスタ D 
に置きます0これらのレジスタの内容が壊れる恐れのをる場合，スタックへ PUSH してゆ 
きます0 

このスタックのトップ•アドレスは，モニタ起動時に， F F 9 AH 番地に設定されていま 
すので，このプログラム内では設定せずに使。ています。 

2. 4 プログラムの使用ルーチン 

このプログラムは，かのようるモニタのルーチンを使用しています。 


ルーチン 

エントリィ 番地 

S E G C 0 N 

E 3 2 4 H 

K E Y I N 

E 3 3 F H 

SCAN 

E 3 7 0 H 


表示用エリ ア は，かの2箇所で詳細はューザーズ.マニュアルを御寬下さい。 


D I S B U F 

FFD 5 〜 F FDC 

S E G B U F 

FFCD 〜 F FD 4 


2. 5 プログラム•リストを， 11 〜 12 ぺージに示します 0 


2.6 プログラムの実行 

たの順序でキーを押します0 


2. 7 ゲームの継続 

RUN または，いずれかのキーを押します0 


2.8 プログラムの終了 

RESET 


PC 

0 


PC 

0 


PC 

0 


PC 

0 


REM 

ADRS 


RUN 















ROULETTE ASMBL'D BY Z 80 ASSEMBLER REV-A. 2 0 8,0 9, '78 


00 0 0 

21D5 FF 

AAA : 

0 0 0 3 

0 6 08 


0 0 0 5 

7 0 

LOOP : 

0 0 0 6 

23 


0 0 0 7 

1OFC 


0 0 0 9 

CD2 4 E3 


0 0 0 C 

CDS FES 

A 1 : 

0 0 0 F 

A7 


0 010 

2 8FA 


0 0 12 

FE09 


0 0 14 

3 OF 6 


0 0 16 

4 F 


0 0 17 

0 6 0 8 


0 0 19 

3E01 


0 01 B 

5 7 


0 01 C 

2IDC FF 

A2 : 

001 F 

OF 

A3 : 

0 0 2 0 

3 8 04 


0 0 2 2 

3 6 17 


0 0 2 4 

180 1 


0 0 2 6 

7 2 

A4 : 

0 0 2 7 

2 B 

A 良： 

0 0 2 8 

10 F 5 


0 0 2 A 

0 7 


0 0 2 B 

3 0 0 2 


0 0 2 D 

16 0 0 


0 0 2 F 

F5 

A6 : 

0 0 3 0 

0 61 F 


0 0 3 2 

E5 

A7 : 

0 0 3 3 

D5 


0 0 3 4 

C5 


0 0 3 5 

CD2 4 E3 


0 0 3 8 

CD7 0 E.3 


0 0 3 B 

Cl 


0 0 3 C 

Dl 


0 0 3 D 

El 


0 0 3 E 

20 0 6 


0 0 4 0 

1OF 0 

A1 2 ： 

0 0 4 2 

FI 


0 0 4 3 

14 


0 0 4 4 

18D6 


0 04 6 

FES 2 

A 8 : 

0 0 4 8 

2 0 F6 


0 0 4 A 

FI 


0 04 B 

7 A 


0 0 4 C 

B9 



HC , A6 
D , 0 
AF 

B ,1 FH 
HL 
DE 
BC 

SEGCON 
S CAN 
BC 
DE 
HL 

NZ , A8 
A7 
AF 
D 

A2 
5 2H 

NZ,A12 
AF 
A, D 
C 


ROULETTE 
0 OH 

HL,DISBUF 
B , 8H 
(HL) , B 
HL 

LOOP 
SEGCON 
KEY IN 

Z , A1 

NC , A1 
C , A 
B , 8 
A，1 
D, A 

HL,DIS 


TITLE 

0 民 G 

LD 

LD 

LD 

INC 

D J NZ 

CALL 

CALL 

AND 

JR 

CP 

JR 

LD 

LD 

LD 

LD 

LD 

RRCA 

JR 

LD 

JR 

LD 

DEC 

D JNZ 

RLCA 

JR 

L D 

PUSH 

LD 

PUSH 

PUSH 

PUSH 

CALL 

CALL 

POP 

POP 

P OP 

JR 

D JNZ 

POP 

JNC 

JR 

CP 

JR 

POP 

LD 

CP 


TITLE ROULETTE 

001 ROULETTE 


ELECTRONIC ROULETTE 


H 

7 


4 Z-N 

ALL 
» H 5 H L 3 
c ( A ( H A 


D 


12345678901234567890123456789012345678901234567890 
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002 


ROULETTE 


0 0 4 D 

F5 


PUSH 

AF 

0 0 4E 

21D5 F F 


LD 

HL,DISBUF 

0 0 5 1 

7 7 


LD 

(HL),A 

0 05 2 

2 3 


I NC 

HL 

0 0 5 3 

3 6 15 


LD 

(HL),15H 

0 0 5 5 

2 3 


INC 

HL 

0 0 5 6 

71 


LD 

(HL) . C 

0 0 5 8 

CD24 E3 


CALL 

SEGCON 

0 0 5 A 

FI 


POP 

AF 

0 0 5 B 

21D4 FF 


LD 

HL,SEGBUF+7 

0 0 5 E 

2 0 17 


JR 

LD 

NZ , NO 

0 0 6 0 

3 6 3D 


(HL),3DH 

0 0 6 2 

2 B 


DEC 

HL 

0 06 3 

3 6 5 C 


LD 

(HL),5CH 

0 0 6 5 

2B 


DEC 

HL 

0 0 6 6 

3 6 5 C 


LD 

(HL) , 5 CH 

0 0 6 8 

2B 


DEC 

HL 

0 0 6 9 

3 6 5 E 


L D 

(HL),5EH 

0 0 6 B 

0 6 0 1 

A9 : 

LD 

B,1 

0 0 6 D 

2 B 

A10 ： 

DEC 

HL 

0 0 6 丘 

3 6 0 0 


LD 

(HL) ， 0 

0 0 7 0 

10 FB 


D JNZ 

A10 

0 0 7 2 

CD3 FE3 


CALL 

KEVIN 

0 0 7 5 

18 89 


JR 

AAA 

0 0 7 7 

3 6 5 4 

NO : 

LD 

(HL) ， 54 H 

0 0 7 9 

2 B 


DEC 

H L 

0 0 7 A 

3 6 5 C 


LD 

(HL ) ， 5CH 

0 0 7 C 

0 6 0 3 


LD 

B , 3 

0 07 E 

18ED 


JR 

A10 


FFDC 

D I S 

EQU 

FFD5H+7 


E324 

SEGCON 

EQU 

E3 2 4H 


FFD5 

DIS BUF 

EQU 

FFD5H 


E37 0 

S CAN 

EQU 

E37 OH 


E 33 F 

KEVIN 

EQU 

E3 3 FH 


F FCD 

SEGBUF 

EQU 

F FCDH 

0 0 8 0 



END 
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3. 紙テープリーダ•インターフエース 


义1概 要 

SM-B — 80 T のメモリへがテープからデータ（オプジェクトプログラム）を入力寸る 
プログラムです0 

このブログラムは，紙テ_プリ_ダにリコー電子工業ホ式会社製の Mi , RE ADER を 
使用し，このがテープリーダとのインターフユースに SM — B _80 T の化用パラレル,/ 
0( PIO 2) を使用しています。また，プログラムの開始アドレスは，ューザ ROM 領域の 
E 4 0 0番地としまず。 


3. 2 プログラム 

リ—ダ.ドライパ-ル—チンのリストを，後で示します。 

このプログラムは， . E 40 0 H 番地からの R 0 M エリアに害き込んで使うようにしてあり 
ますが， 他のメモリ•エリアに置いて使うこともで きます。 

但し，この場合 ， C A L L 命令及び J P 命令内のォペラン，ド（•ジャンプ先の番地）はすべ 
て修正ナる必要がをるので，御注惹下さい。 


3.3 データの形式 

データ（ホブジュクトプログラム）は，インテル標準16進フォーマットとします。 

フレーム 

^^^0 12345 6 789 10 


レコード.タイプ （ 0 0または01 ) 

•口 ード • アドレス 
'レコード長 

レコード.マ—ク（： ） 


し-チエツ 


クサム 


-データ 


3. 3. 1 レコー•ド•マーク 

コロン （ ： ） に巧応ずる ASCI I コード 3 A によりレコードの先頭を示しまナ。 
义义2 レコ ー ド長 

レコードのデータ（バイト）長を A S C I I コードで表わしまナ〇例えば，データ長 
12 9バイトは16進数で81でをり. ASCII コードでは3831 i るります。 
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エンド.ホブ.ファイルのレコード長は 00 であり，フレーム1,2には対応ナる 


A S C I J コ ー ドが入ります。 


义 3. 3 口一•ド•アドレス 

レコードの 先頭 データカミロードされるアドレスを ASCI I コードで 表わします 〇ア 
ドレスは 4 巧の 16 進数で 表わし，上位側が フレームの 3，4に入ります0 

エンド•ホフ•ファイルのアドレスは 00 00 でをり，フレーム 3 〜 6 に対応する 
ASCI I コードが入ります0 


义义 4 レコード•タイプ 

デ—夕.レコ-ドはタイプ 1 , エンド•ホフ.ファイルはタイプ 0 と して 各々 1 , 0 
に巧応する ASCI I コードで 表わしまナ。 

3.义5 データ 

1バイト.データは2がの16進数で表現できまナが，これに巧応ずる A sell 。 
-ドで連続する2フレームに入れまず0データの上化バイトが前のフレーム，下位バイ 
卜が後のフレームにるりまナ〇 


3 .义 6 チェックサム 

第1 フレー ムから デー タの最終 フレー ムまでの数を2 フレー ム毎に区切り， をフレ_ 
ムの デー タ （A S C I I コードではるい）を2進数表現にし，これら各単位の2進数を 
2進加算し，結果の2の補数を チェ ック サムと して2おの16進数で表わします0 
チェ ック サムは， 対応する A S C I I コー ドで最後の2 フレーム に入ります0 


え 4 操作方法 

プログラムは ROM に書き込んで SM-B — 8 0 T のューザ R 0 M 領域 （1 C N 0 . U 
17) に実装しても、 きまず0 


キー操作 


E 


B A 
4 


PC 


PC 


REM 

0 


0 


ADRS 


RUN 
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このブログラムでは， RUN キーを押しますと自動的にがテープリーダのモータを 
ON し，読み込み（口ード）が終りますと OFF するようにる。ていまず。また，がテープ 
リ — ダは手回わし型のものでも読み込めます0 
データ（ホブジュクト•プログラム）の読みみみが終了しますとかの表示を行います。 


ADDRESS DATA 


- y - -V- 

読み込んだデ ー タの 終了ア ドレス 

開始アドレス 

3.5 紙テープリーダとの接続 
別図に接続図を示します。 

この例では ， P I 〇2との間に パ ッ ファ を追加しています。また， プログラムでモータ を 
制御しるいときは，接続図の モータ 制御回路を 省略で きます。 
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★★★★★ LOAD ★★★★★ 



0 0D4 

PI OAD 

EQU 

0D4H 


0 0D5 

PI OAC 

EQU 

0D5H 


0 0 D6 

PI OBD 

EQU 

0D6 H 


0 0 D7 

P lOBC 

EQU 

0 D7 H 


E02 6 

EXIT 

EQU 

0 E 0 2 6H 


FFEl 

ADD 民 

EQU 

0 FFE IH 


FF DF 

DATA 

EQU 

0 FFDFH 


FFCD 

S EGBUF 

EQU 

0 FFCDH 




ORG 

0E4 OOH 

E4 0 0 

3 ECF 

LOAD: 

LD 

A,OCFH 

E4 0 2 

D3D5 


OUT 

(PIOAC) , A 

E4 04 

3 EF F 


LD 

A , 0 FFH 

E4 06 

D3D5 


OUT 

(PIOAC),A 

E4 08 

3 EC F 


LD 

A, 0 CFH 

E4 OA 

D3 D7 


OUT 

(PIOBC ) ,A 

E4 OC 

3 EFE 


LD 

A, 0 FEH 

E4 0 E 

D 3D7 


OUT 

(P IOBC) ， A 

E410 

AF 


XOR 

A 

E411 

D3D6 


OUT 

(PIOBD) ， A 

E413 

1 EO 0 


LD 

E , 0 

E415 

CD82E4 

LD2 0 ： 

CALL 

READ 

E418 

FE3 A 


CP 

1 • 1 

E41 A 

2 0F9 


JR 

NZ , LD2 0 

E41 C 

OEO 0 


LD 

C , 0 

E41 E 

CD61E4 


CALL 

RDBYT 

E4 21 

A7 


AND 

A 

E4 2 2 

283 6 


JR 

Z, LDl0 0 

E4 2 4 

4 7 


LD 

B ， A 

E4 2 5 

CD61E4 


CALL 

RDBYT 

E4 2 8 

6 7 


ld 

H , A 

E4 2 9 

CD61E4 


CALL 

RDBYT 

E4 2 C 

6 F 


ld 

L , A 

E4 2 D 

CD61E4 


CALL 

RDBYT 

E4 3 0 

CB4 3 


BIT 

0 ， E 

E4 3 2 

2 00 4 


JR 

NZ ,LD3 0 

E 4 3 4 

2 2E1 FF 


LD 

(ADDR),HL 

E437 

1C 


I NC 

E 

E 4 3 8 

CD61 E4 

L D 3 0 : 

CALL 

RDBYT 

E4 3 B 

7 7 

LD5 0 : 

LD 

(HL),A 

E43 C 

2 2DF FF 


LD 

(DATA),HL 

E4 3 F 

2 3 

LD6 0 : 

INC 

HL 

E4 4 0 

10 F6 


D JNZ 

L D3 0 

E44 2 

CD61E4 


CALL 

RDBYT 

E 4 4 5 

AF 


XOR 

A 

E 4 4 6 

81 


ADD 

A, C 

E4 4 7 

2 8CC 


JR 

Z , LD2 0 


LOAD, SR ASMBL'D BY Z 8 0 ASSEMBLER REV —A.l 06,12 ,'78 
001 LOAD.SR 


1234567890123456789012345678901234567890123456 7 890 
11111111112222222222333333333344444444445 
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0 0 2 


LOAD.SR 


51 

E4 4 9 

0 6 0 8 


LD 

B , 8 

5 2 

E4 4 B 

21CDFF 


LD 

HL,SEGBUF 

5 3 

E4 4 E 

3 6 4 0 


LD 

(HL) ， 4 OH 

5 4 

E4 5 0 

23 


I NC 

HL 

5 5 

E4 51 

10 FB 


D JNZ 

$ — 3 

5 6 

E4 5 3 

3 EO1 


LD 

A ,1 

5 7 

E4 5 5 

D3 D6 


OUT 

(PIOBD ) ,A 

5 8 

E4 5 7 

C3 2CE0 


J P 

EX IT+6 

5 9 

E4 5 A 

3 EO1 

LDl0 0 ： 

LD 

A ， 1 

6 0 

E4 5 C 

D3D6 


OUT 

(PIOBD ) , A 

61 

E4 5 E 

C3 2 6 EO 


J P 

EXIT 

6 2 

E4 61 

CDS 2E4 

RDBYT : 

CALL 

READ 

6 3 

E4 6 4 

CD7AE4 


CALL 

A2 B I N 

6 4 

E4 6 7 

07 


RLCA 


6 5 

E4 6 8 

0 7 


RLC A 


6 6 

E4 6 9 

07 


RLCA 


6 7 

E4 6 A 

0 7 


RLCA 


6 8 

E4 6 B 

C5 


PUSH 

BC 

6 9 

E4 6 C 

4 F 


LD 

C , A 

7 0 

E4 6 D 

CDS 2E4 


CALL 

READ 

71 

E4 7 0 

CD7 AE4 


CALL 

A2 B I N 

7 2 

E4 7 3 

B 1 


OR 

C 

7 3 

E4 7 4 

Cl 


POP 

BC 

7 4 

E4 7 5 

F5 


PUSH 

AF 

7 5 

E4 7 6 

81 


ADD 

A, C 

7 6 

E4 7 7 

4 F 


LD 

C ， A 

7 7 

E4 7 8 

FI 


POP 

AF 

7 8 

E4 7 9 

C9 


RET 


7 9 

E4 7 A 

D6 30 

A2BIN ： 

SUB 

I 0 1 

8 0 

E47 C 

FE 0 A 


CP 

10 

81 

E4 7 E 

F8 


RET 

M 

82 

E4 7 F 

D6 0 7 


SUB 

7 

8 3 

E4 81 

C9 


RET 


8 4 

E4 8 2 

DBD6 

READ : 

IN 

A , (P I OBD) 

8 5 

E4 8 4 

0 7 


RLCA 


8 6 

E 48 5 

3 8FB 


JR 

IN 

C,READ 

8 7 

E48 7 

DBD4 


A,(PlOAD) 

8 8 

E4 8 9 

2F 


CP L 


8 9 

E48 A 

E6 7 F 


AND 

7 FH 

9 0 

E48 C 

F5 


PUSH 

AF 

91 

E4 8D 

DBD6 

R D 10 ： 

IN 

A , (P lOBD) 

9 2 

E4 8 F 

0 7 


RLCA 


9 3 

E4 9 0 

3 OFB 


JR 

NC, 民 D10 

9 4 

E4 9 2 

FI 


POP 

AF 

9 5 

E4 9 3 

C 9 


RET 


9 6 

E49 4 



END 
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LOAD.SR 


SYMBOL TABLE 


PI OAD 
EXIT 
LOAD 
LD6 0 
READ 


-0 0 D4 
—EO 26 
—E4 0 0 
-E43 F 
-E 4 8 2 


PI OAC 
ADD 民 
L D2 0 
L D10 0 

民 D10 


— 0 0 D 5 
—F FE 1 
-E415 
-E45 A 
—E4 8 D 


P lOBD 
DATA 
LD3 0 
RDBYT 


一 0 0D6 
-FFDF 
-E43 8 
—E 4 61 


PIOBC —00D7 
S EGBUF-FFCD 
LD5 0 —E43 B 

A2 BIN -E47A 
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1 •俄 


要 


ROM/RAM ボー ドは、 SM—B — 80 D や SM — B — 80 T を 使用した システムにわいて、 
メモリを披張する場合に用いる。 

このボードは R 0 M として、 2 7 0 8タイプ、または2 716タイブの EPROM を最大8個ま 
で実装できる。2708タイプの EPROM の最大実装容量は8 K B であり、基準アドレスは4 
K B 単位に変更できる。2716タイプの EPRO M の最大実装容量は16 K B であり、基準ア 
ドレスは8 KB 単位に変更できる。. 

民 A M として8 K B のスタティック R A M を実装してわり、その基準アドレスは4 K B 単位に変 
要できる。また、この R AM は必要に応じて4 K B 単位に書き么みを不可能にするメモリ.ブロ 
テクト機能を持っている。 

1.1 特 長 

(1) RAM 8 KB 実装 LH —2 114-3 16個使用。 

(2) ROM 2 7 0 8タイプ、 intel2716 タイプいずれも使用可能。 

(3) ROM 容量 2 7 0 8使用時最大8 K B 

2 7 16使用時最大16 K B 

(4) R A M 基準アドレスは4 K B 単位に変更できる。 

ほ） ROM 基準アドレスは、2 7 0 8使用時41^5、2 716使用時8 K B 単位に変更できる。 
胤 R A M は4 K B 単位に書き込みを不可能にできる （ メモリ.ブロテクト機能）。 


1.2 仕 


様 


<一般仕様> 


項 目 

化 様 

備 考 

RAM 

8 K B 実装 

L H- 2114 - 3 16 個使用 

4 K B 単位に基準ァドレス設定可能 

4 K B 単位にメモリ-プロテクト可能 

D I P スイッチにより設定 

ROM 

2708 または 2716 を最大 8 個ま 

で実装できる。 

R 0 M 容違； 

2 7 0 8 使用時最大 8 K B 

2 7 16 使用時最大 16 K B 

民0 M 基準ァドレス 

2 7 0 8 使用時 4 K B 単位巧を 

2 716 使用時 8 K B 単位巧を 

ポードは I C ソケットのみ実 

装している。 

2716 は intel compati- 

ble の EPROM 

DIP スイッチにより設定 

電 源 

十 5 V ± 5 % ; 2Amax + Icc (eprom) 

十 12 V こ 5 殊； Idd (eprom) 

- 12 V ± 5 ^ ； I BB (eprom) 

(— 5 V ± 5 % ) 

+ 12V,— 12V( — 5V) 

は EPROM 健用時必要 

— 12 V の代わりに一 5 V を 

直接巧加ずることもできる。 

動作温度 

0 で〜 4 0 で 


ボード寸法 

27 0 X 1 9 0 X 2 0 単位龍 


バス信号 

コネクタ 

10 0 ピン 3. 17 5 两历ピツチ 



( 注意 ）（1) 2 7 0 8タイプ、 2 716タイプの E P R 0 M の混用はできるい。 


(2) 27 08タイプの EPROM の代わりに端子互換性のをるバイボーラ P R 0 M 
(例 L H - 7 0 5 5 ) を使用できる。 

(3) 電源巧目の Icc , IDD，J BB は EPROM の電源供給電流。 EP 技 OM の使用個数 
n により、この値は n 倍される0 
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< バス信号線〉 


R 0 M / R A M ボー 

ドに入出力するバス信号線の仕様をが下に示す 〇’ 

(1) 信号の論理 



デ 

— 夕 

負論理 


了 

ドレス 

負論理 


制 

御線 

負論理 


(2) 信号のレベル 



デ 

— 夕 

T T L コンパティプル 




( 巧方向バッファ 8 T 2 

6使用） 

了 

ドレス 

ほ電力 T T L コンパティ 

プル 

制 

御線 

低電力 T T L コンパティ 

プル 


(但し、本 R E N B のみ負荷 1 KO による才ープン-コレクタ出力） 
バス信号線の一黄表を表1に示す。 


<ボード寸法図〉 

図1 にポー ド寸法図を示す0 


か 


山1 




立 * X 2 


(が S 面) 


(がか面) 


49 50 


99 100 


回 I ポド寸を四 


3 — 






























端子番号 

信号名 （ 

部品面 

) 

端子番号 

信号名 

( 

配線面） 

1 

十 

5 

V 


51 

+ 

5 

V 

2 

3 

十 

十 

5 V 

5 V 


5 2 

5 3 

十 

十 

5 

5 

V 

V 

4 





5 4 




5 

+ 1 

2 

V 


5 5 

十1 

2 

V 

6 





5 6 




7 





5 7 




8 

9 





5 8 

5 9 




10 





6 0 




11 





61 




12 





6 2 




13 

14 





6 3 

6 4 




15 





6 5 

半 R ENB い已丄 J 

16 

木 RENB (注2 

) 

6 6 




17 





6 7 




18 





6 8 




19 





6 9 




2 0 



(:注3 

) 

7 0 




21 





71 




2 2 

木 A 


0 


7 2 

木 A 


1 

2 3 

木 A 


2 


7 3 

木 A 


3 

2 4 

木 A 


4 


7 4 

木 A 


5 

2 5 

木 A 


6 


7 5 

本 A 


7 

2 6 

木 A 


8 


7 6 

木 A 


9 

2 7 

木 A 

1 

0 


7 7 

木 A 

1 

1 

2 8 

木 A 

1 

2 


7 8 

* A 

1 

3 

2 9 

本 A 

1 

4 


7 9 

木 A 

1 

5 

3 0 





8 0 




31 





81 




3 2 





8 2 




3 3 





8 3 




3 4 





8 4 




3 5 





8 5 

木 R 

F 

S H 

3 6 

木 R 

D 



8 6 

木 W 

R 


3 7 

木 M 

R 

E Q 


8 7 




3 8 

木 M 

P 

R T 


8 8 




3 9 





8 9 




4 0 





9 0 




41 





91 




4 2 

木 D 

0 



9 2 

木 D 

1 


4 3 

木 D 

2 



9 3 

木 D 

3 


4 4 

木 D 

4 



9 4 

木 D 

5 


4 5 

木 D 

6 



9 5 

木 D 

7 


4 6 

- 1 

2 

V 


9 6 

- 1 

2 

V 

4 7 

4 8 

G N 

5 

D 

V 


9 7 

-9 8 

G N 

5 

D 

V 

4 9 

G N 

D 



9 9 

G N 

D 


5 0 

G N 

D 



10 0 

G N 

D 



(注 1) 

木記号は L レペルで有効 
( active ) にるる信号で、 
信号名の上に 一 (bar ) 
記号をつけたものに同じ 

(注2 ) 

16番端子は S M - B - 
8 0 T 使用時のみ用いる。 

(注3 ) 

2 0番，7 〇番端子はボー 
ド上で短絡している。 

I E I = I E 0 


















2. へ -ドウエア 

2,1 回な説明 

図2に R 0 M / R A M ボードのブロック図を示す。また、本マニュアルの最後に部品構成表•回 
路21を示す。 

(1) アドレス•バツフア 

の8〜 U 4 りのィンバータにより 木 A 0 〜木 A 1 5のアドレス 入力をバ ッファする。 

(2) アドレス•デコータ’ 

アドレス.デコーダは、 RAM , ROM に対して別々に設けられても、り、 ram に対する 
基準 アドレスは DIP スィッチ DP 2 により、 ROM に対する基準 アドレスは DP 3 によ 
り設定できる。 は R A M に巧ずる アドレス.デコーダで をり、 1 KB 単位に RAM を 
選がしている 〇 U 37 は R 0 M に巧する アドレス•デコーダで をり、1 K B 単位ま たは 2 K 
B 単位に ROM を選がしている C 
ほ）データ•バッファ 

U 17 , Ul 8 の巧 方向 バッファによりデータを 入出力す る。巧 方向 バッファのレシ-バ 、及 
びドラィバがィネーブルとるる条件をかに巧^す0 

DE 二 木民 D 十（木 MSI )• (木 MS 2 ) • (木 MS 3 ) • (木 MS 4 ) 

反-ち三木 W 民十（木 MSI ). (木 MS 2) -(木 MS 3) -(木 MS 4) 

但し M Si 力;，し。にるる条件は、ボード上のメモリが選巧され、かつ、木 MREQ が，し’ 
レベルで、本 R F S H が " H ， レベルとるる場合でをる。 

(4) R A M アレー 

U 9 〜 U け， U 22 〜 U 29 は、 LH -2114-3、 スタティック RAM アレーである 〇 Us 
〜 Ui 2 U 22 〜 U な 及び U い〜 U け， U 26 〜 U 29 により各々 4 K B の R A M ブロック （1) ， 

(2) を構成している0 
ほ） R 0 M 了レー 

Ui 〜 U 8 は27 08，または2 716の ROM アレーが構成できるようにるった 1 C ソヶ 
ットでをり、 2 7 0 8.2 7 1 6の使用切り換えはジャンパ線 P 1 〜 P 10 及び DIP スイッ 
チ DPI (6) により行う。詳細は3.使用法を参照のこと0 
胤 メモリ•ブロテクト回路 

メモリ•プロテクトは上述の4 K B 単位の RAM プロックに対して書き込みを不可能にす 
るものでぁり書き込みが巧能とるる条件はが下の通りでをる。 

3 8番端子本 M P 民了が，し，レベルで、かつ 、 D I P スイッチ D P 1の （7) ,做がオン 

の場合 

2.2 バス信号線 

表2にバス信号線の意味を示す。 


5 — 
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表 2 バス信号線の意巧 


信号名 

端子番号 

説 明 

信号方向 

+ 5 V 

1.2,3 

51,52,进 

電源 + 5 V ， i 27 1 G または LH 7055 を ROM とし 

て使用する場合个5 V だけでよい。 

入力 

十 12 V 

5,55 

電源 十 12 V , 2708タイプの EPROM を使用する場 

合本電源を必要とする。 

入力 

木 R E N B 

6 5 

又は 

16 

Re C eive r ENaB1e 

この端子を "L •レベルにずることにより、 CPU ボードの 

デ—夕.バッファのレシーパはイネーブルにるる。本ポー 

ド上のメモりをアクセスすると本端子は —L •レベルにるる。 

出力 

•L" レべ 

ルアクテ 

ィブ 

アドレス 

木 A 0 

1 

木 A 15 

右参照 

Ad dr es S 

アドレス入力端子でをり、本端子に印加されたアドレス信 

号は反転バッファ後、ボード上のアドレス•デコーダ、メ 

モリのアドレス入力に印加される。 

畐己号" 幸 A0 幸 A 1 幸 A 2 * A 3 * A 4 * A 5 * A 6 * A 7 * A 8 * A 9 * AlO*All 幸 Al 2 *Aj か Al か eAl 5 

服 22 72 23 73 24 74 25 75 26 76 27 7728 78 2979 

入力 

• L*V ベル 

アクティブ 

木 R F S H 

8 5 

Re Fre SH 

ダイナミック R A M のリフレッシュ•サイク.ノレの期間ネ信 

号はアクティブにるる。本ボードはダイナミック民 AM を 

使用しているい、が、リフレッシュ•アドレスによってボー 

ド上のメモリがアクセスされるのを、本信号を用いて禁止 

ずる。 

入力 

"し" レべ;/レ 

アクティブ 

本 民 D 

3 6 

Re aD 

CP U の読み出しサイクルの期間本信号はアクティブとる 

る 0 

入力 

" し •レべ ノレ 

アクティブ 

半 W R 

8 6 

W Ri te 

C PU の書き込みサイクルの期間本信号はアクティブとる 

る。メモリ•プロテクトにより本信号は無効にるる。 

入力 

•L " レベル 

アクティブ 

木 M R E Q 

3 7 

Memory REQuest 

メモリに巧する読み出し/書き这み、リフレッシュ•サイ 

クルの期間、本信号はアクティブとるる。 

入力 

"L " レベル 

アクティブ 
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信ち名 

端子番号 

説 明 

信号方向 

データ 

* Do 

1 

* D 7 

右参照 

Data 

データの入出力端子でをり、が方向バッファ8 T 2 6でバ 

ッファ後、ボード上のメモリのデータ端子に接続している。 

巧方向 バッファのドライバがアクティブにるるのは、 

木 M R E Q が — L " レベル、本 R F S H が " H ， レベルで、ボ 

-ド上のメモリが選がされ、かつ木 R D が " L •レベルとる 

る場合でをる。また、巧方向バッファのレシーバがアクテ 

ィブとるるのは、木 M R E Q が - L •レベル、木 RFSH 力； 

• H ^ V べルでボード上のメモリが選がされ、かつ、木 W R 

が — L •レベルとるる場合でをる。 

言 日^ 幸 D0*D1*D2*D3*I)1*D6*D6*D7 

端子 42 92 43 93 44 94 45 95 

入出力 

• L " レベル 

アクティブ 

木 Ivi P 民 T 

3 8 

Memory PRoTect 

本信ち を • L •レベルにし、かつ、プロテクト•スイッチ 

( DPI の (7) か做 ） がオンの場合、対応する R A M ブロッ 

クに巧して書き込みができるい。 

入力 

• L ， レベル 

アクティブ 

- 12 V 

46，96 

電源 — 12 V 

27 08タイプの EPROM の一 5 V 電源は本端子に一12 

V を供給ずることにより、ボード内部で作成できる0 

入力 

(— 5 V ) 

47 , 97 

電源 — 5 V 

27 08タイプの£?民 0 M に直接一 5 V 電源を供給する 

場合に使用する。 

入力 

G N D 

48,49,50 

98,99，100 

接地線 














3 .使用ま 


ROM/RAM ポードは、 27 08,27 16 の EPROM の切り換え、•メモリの基準アドレス 
の設定等を ボー ド上の D I P スイッチ、チェック 端子間の配線に より 行。 ている。 表3は D I P 
スイッチ、チェック 端子の各機能の一黄表である。 

表3 動作モード切り換え一黃表 



番号 

機 能 


(1) 

RAM ブロック1に巧して木 M R 巨 Q を有巧にする 


(2) 

" " 2 // // 

DIP 

(3) 

ROM // 1 // " 

スイツチ 

(4) 

" " 2 " // 

DPI 

ほ） 

未使用 


胤 

2 7 0 8時スイッチオン、 2 7 16時スイッチオフ 


(7) 

RAM ブロック1に対して書き込み不可能（ブロテクト. ォン ^)注） 


胤 

" " 2 " // r // ) 


(1) 

RAM ブロック1の基準アドレス設定 （ Ai 5 ) 


(2) 

" " " (A 14 ) 

DIP 

胤 

" け " ( A 13 ) 

スイツナ 

(4) 

" " " ( A 12 ) 

D P 2 

ほ） 

RAM ブロック2の基準アドレス設定 ( A 15 ) 


胤 

" け " r Ai 4 ) 


(7) 

" " " (A 13 ) 


胤 

" " " (Al 2 ) 


(1) 

ROM ブ n ック 1 の基準アドレス設定 （ A け） 


(2) 

" " " ( Al 4 ) 

DIP 

(3) 

" " " ( A 13 ) 

スイツチ 

(4) 

" " " ( A 12 )( 注1 ) 

D P 3 

ほ） 

ROM ブロック2の基準アドレス設定 （ A け） 


胤 

" " " (A14 ) 


(7) 

け " " (A13 ) 


胤 

" " " ( A 12 )( 注1 ) 


Pi 

Pi - P 2 は通常結線、 EPROM の VDD(Aio ) 端子を開 


P 2 

放にする場合、 P 1— P 2 を開放にする。 

チェック 

P3 

P 3 — P 4 を結線ナると 一12 V }!)> らレギゴレータを介して一 5 V を 

端 子 

P4 

EPROM にが給できる。 一5 V を離供洽する場合開放とする。 


P5 

P 5 - P 6 結線時 E P R 0 M の19番端子に A 10 を印加 


P 6 

P 7 - P 6 // // " +12 V " 


P7 

(化し P 1- P 2 は結線とする：） 


P 8 

P 8 - P 9 結線時 E P 民 OM の21番端子に+ 5 V を印!加 


P9 

P 10 — P 9 か " // — 5 V " 


P 10 



(注1 ) 2 7 16使用時 (1) はホフとナる。 

(注2 ) 書き込み不可能とるるには、さらに木 MPRT 二 " L " が必お 


- 9 - 



























D 1 P スイ w 子 
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3.1 RAM 使用時の設定 

(1) D I P スイツチ D P 1の (1) ， （2) をオンにする0 

(1) ， （2) をオフにすると木 M R E Q が無巧にるり、巧応する R A M ブロ ツクが了ウたスでも 
なくをる 〇ボー ド上のメモリを使用しな い場合、 オフにナる。 

(2) 再書き込みを禁止しをければ、前もって D P 1の (7) ,旧)をオンにしても、く 

(7) • (8) を オンに した後、木 MPRT を .L •レベルに ナると、 RAM に対して纖喜き么み 
はできるくなる（読み出しは可能）。 

をっ て通 常の使用法では D JP 1 の （1) , (2) をオン、 （7).( 掛をオフに寸ふ。 

ほ）民 AM の基準アドレスを表4に従って設定する。設定は DP 2 にょり巧ぅ。 



R 

A M ブロック 

1 

ド A M ブロック2 

メモリ 番号 

U 9 〜 Ul 2 (上位ハ-フペト） 
U 2 2〜 U 25( 下位ハ-フノ 

Ul 3 〜 Ul 6 (上位ハ-フベト） 
U 26 〜 U 29 ( 下位ハ-ス<*^卜） 

\ DP 2 番号 









基準\ 

アドレス\\ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

0 0 0 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

10 0 0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

2 0 0 0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

3 0 0 0 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

王 

1 

4 0 0 0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

5 0 0 0 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

6 0 0 0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

7 0 0 0 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

8 0 0 0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

9 0 0 0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

A 0 0 0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

B 0 0 0 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

C 0 0 0 

1 

玉 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

D 0 0 0 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

E 0 0 0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

F 0 0 0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

心_ 

1 


表 4 RAM 基準アドレ^の設を 















































3.2 ROM 使用時の設定 

(1) D I P スイッチ D P 1の胤， （4) をオンにする。 

胤， （4) をオフにすると木 M R E Q が無効にるり、対応する ROM プロックがアクセスでき 
るくるる。ボード上のメモリを使用しるい場合ホフとする。 

(2) 2 7 0 8使用時 D P 1の胤をオンに、2 7 16使用時 D P 1の胤をオフにする。 

胤 R OM の基準アドレスを表5に従って設定する。設定は DP 3 により行う。 


1:対にクイツチオン 

0:か かホフ 


(注1 ) 2 7 16の場合 W 印の基準アドレスは設定できない。従って2 716使用時 

D P 3の （4) ,做スイツチは必ずホンとする。 

(注 2) 2708，2716の混用はできるい。 

表5 ROM 基準アドレスの設定 

(4) 2 7 0 8，2716に対応してチェツク端子を表6に従。て設定する。 



民 

0 M ブ 

ロック 

1 

R 

0 M ブロック 

2 


メモリ番号 


U 1 〜 

' U 4 



U 5 へ 

' U 8 


ァドレ^ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

0 0 0 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 


10 0 0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 


2 0 0 0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 


3 0 0 0 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 


4 0 0 0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 


5 0 0 0 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 


6 0 0 0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

0 


7 0 0 0 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 


8 0 0 0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 


9 0 0 0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

鴻 

A 0 0 0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 


B 0 0 0 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 


C 0 0 0 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

0 


D 0 0 0 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

1 


E 0 0 0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 


F 0 0 0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 






















ROM 

チェック\ 

端子\\ 

EPROM 

2 7 0 8 

EPROM 

2 7 16 

PROM 

7 0 5 5 

備 考 

P 1 — P 2 

1 

1 

0 


P 3 — P 4 

1 错 

0 

0 

㈱ 量季；パ供給時は開な 

P 5 - P 6 

0 

1 

0 


P 7 — P 6 

1 

n 

0 


P 8 — P 9 

0 

1 

0 


P 10— P 9 

1 

0 

0 



表 6 チェック端子配線 1:結線 

0 :開放 

(5) 2708と2716では21番端子の印!加電圧の極性が異なるため2 716使用時にかの 

変更を巧う。 


コンデンサ Cl 2 〜 CIS の実装方向を逆にする0 


本ボードでは出荷時のコ 

て 2 716 使用の場合、 

• 2 7 0 8 使用の場合 

ンデンサ〇 2 〜 CIS の実装方向は 2 7 0 8 用とるっている。 

が下のように実装方向を逆にしるければるらるい。 

VBB r V P P — 





-+ 

- + 

-+ 

- + 

C12 

Cl3 

C14 

C15 

•2716 使用の場合 




VBBrvpp') 

TIT 

^ A 



+ — 

+ - 

十— 

十 - 

Cl2 

C13 

C14 

Cl5 

るも、、変更に擦しては、 

ボード添付の"シャ 

-ブ ワンボードマ 

イクロコンピュータシ 

ズご使用に当ンて•をよ 

くわ読み下さい。 




3.3 SM - B - 8 0 T の拡張メモリ 

ROM / 民 AM ボードを SM — B -8 0 T の拡張メモリとする場合、も I 下の変更を行わるけれ 
ばるらない0 

木民 EN B を16番端子に化力する。 

- ( -^ 65 *RENB 


8 0 T 


■0 
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この部みを結線する。 
































部品構成表 


番号 

1 C ソケット 

番号 

1 C 

番号 

コ ン デン サ 

U 1 

821 D - 24011 - 244- 11 

U 24 

LH — 21 14—3 

C 3 

電解 47 uF SL 25 VBSN 4 7 

U 2 

// 

U 25 

// 

C 4 

タンタル 22 uF 49^)225 X 0035 BS 1 

U 3 

// 

U 26 

// 

/ 

1 1 

U 4 

// 

U 27 

// 

C 38 

か // 

U 5 

// 

U 28 

// 

(=3 

杳巧 

抵 抗 

U 6 

// 

U 29 

// 

R 1 

力-ホン 3 ia%W VRD - ST 2 防 302 J 

U 7 

// 

U 30 

SN 74 LS 367 N 

R 2 

" IKli // VRD - ST 2 EY 1 02 J 

U 8 

// 

U 31 

SN 74 LS 32 N 

R 3 

" 3 Kn // YRD - ST 2 EY 302 J 

番号 

I C 

U 32 

SN 74 LS 02 N 

1 

\ 1 1 1 

U 9 

L H - 21 14—3 

U 33 

SN 74 LS 00 N 

R 10 

// // // // 

U 10 

// 

U 34 

SN 74 LS 04 N 

R 11 

" IKXl // VRI >- ST 2 EY 102 J 

U 11 

// 

U 35 

SN 74 LS 367 N 


\ 1 1 1 

U 12 

// 

U 36 

SN 74 LS 139 N 

R 30 

// // // // 

U 1 3 

// 

U 37 

// 

R 31 

金属皮膜 RNI 7.5 X 1 KIW 

U 14 

// 

U 38 

SN 74 LS 04 N 

番号 

その他 

U 15 

// 

U 39 

// 

U 45 

3 端子レち夕 ACJ 905 CT 

U 16 

// 

U 40 

// 

DPI 

8 醜 D 胁ィフ•スィ .ザ瞄 -108 

U 17 

MC 8 T 26 AP 

U 41 

SN 74 LS 266 N 

DP 2 

// 

U 18 

// 

U 42 

// 

DP 3 

// 

U 19 

SN 75452 BP 

U 43 

// 

PI 

チェック端子 WP -2 型 A 

U 2 0 

SN 74 LS 32 N 

U 44 

// 

1 

1 1 

U 21 

// 

番号 

コンデンサ 

PIO 

" " 

U 2 2 

LH -2114—3 

C 1 

電解 47 uF SL 25 VBSN 47 



U 23 

// 

C 2 

// 
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•シャープ(株）は， Z 80 ファミリーじついて Zilog 社と巧術提携し，日本に 
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